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一 

清澄の 茂太郎 は、 ハイランドの 月見 寺の 三重の 塔の 

九輪の 上で、 しきりに 大空 を ながめて いるの は、 この 

子 は、 月の出 づ るに 先立って、 高い ところへ のぼりた 

がる 癖が ある。 人に 問われる と、 それ は、 お 月 様を迎 

えに 出る の だとい うが、 しかし 今晩は、 どう あっても 

月の出ない はずの 晚 ですから、 茂太郎 も、 それ を 迎え 

に 出る 必要 はない はずです。 

天に は 星の 数 

地に は ガン ガの 砂の 数 


大声 あげてうた いました。 

してみ ると、 茂太郎 は、 星 を ながめるべく この 塔の 

上 へ のぼった ものです。 

茂太郎 が、 星 を ながめる 興味 は、 今に はじまつ たこ 

とではありません。 

「星 は 雨の 降る 穴 だ」 

いただき 

と 教えられた 時分に、 ふと 清澄 山の 頂 で、 海の 上 高 

く、 無数の 星 を つくづくと ながめて、 

「穴で はない、 星 だ、 星 だ」 

と 叫んだ のが 最初で、 それから この 子 は、 天界の 驚異 

のうちに、 星の 観察 を 加えました。 


見れば 見る ほど、 星の 正体が この 子供に は 神秘に も 

見え、 また 親愛に も 見え 出して 来たので、 月 を 迎えに 

出る の を 口実に、 ほんとう は 星の 数 を かぞえて 帰る こ 

とが 多かった ものです。 

もとより、 この 子 は、 天文の 観察 を、 少しも 科学の 

基礎の 上に は 置いて いない。 

「あの 星が いちばん 光る」 

という 直覚の 第一歩から 踏み出して、 それ を 標準に、 

夜な夜なの 変化 を 観察して、 その 記憶 を 集めて いるう 

ちに、 

「動かない 星が ある」 


という 第二 段の 知識で、 北極星 を 認めた ことから 進み、 

今では 星座の 知識 を ほとんど 備えて、 普通の 肉眼で は 

六ッ しか 見えない という 牡牛座の 星 も、 この 少年に は、 

たしかに 十 以上 は 見えた ものら しい。 

星 は 決して 雨の 降る 穴で はない、 どの 星 も、 この 星 

も、 おのおの 独立した 個性 を 持って 大空に 光って いる 

と 見た この 少年 は、 昔の K 国の 人が 憂えた と 同じよう 

に、 いつ あの 星が 落ちて 来ない もので もない という 恐 

怖に、 一 時 はとら われ ましたが、 恐怖の 対象と して は、 

星の 光 は、 あまりに 美しくて、 懐かしい ので、 久し か 

ら ずして、 その 怖れから 解放され て、 驚異の みが 加わつ 


て ゆく のです。 

清澄 山 や 日本 寺 あたりの 空 は 広く、 気 は 澄んで いて、 

天候の 観察に は 便利で ありまし たが、 この ハイランド 

は、 それに 比べる と壺 中の 天地の ような ものでした か 

ら、 一時 は 迷いました けれど、 今ではす つかりお 馴染 

にな つ て、 

天に は 星の 数 

地に は ガン ガの 砂の 数 

を 歌い 出す と、 おのおのの 星が 舞い 出して、 茂 太郎の 

周囲に 降りて くるよう です。 

色の 最も 赤い、 運動の 最も はやい、 マ ー スの 星が、 


茂 太郎の 愛する ところの 一 つで ありました。 

茂 太郎の 天文学 は、 科学に 基礎 を 置いて いないよう 

とら 

に、 迷信に も 囚われて おりません から、 西洋で は 口 ー 

いくさ 

マ 以来、 戦の 神と 立てられ ている この 星、 東洋で は そ 

の 現わる るの は 戦の 前兆と して 怖れら れ たこの 星 も、 

茂 太郎に は、 ただ その 色が 美しく、 そして 舞いぶ りが 

ことにい さましい の を よろこばす だけの ものです。 

すべて、 物 は、 純な 心 を 以て 見ない ものに、 その美 

しさ を 示す という ことがありません。 清澄の 茂 太郎に 

とって は、 天上の 星の 一 つ 一 つが、 充分に その美し さ 

を 旋廻して 見せる のです から、 見れ ども 飽く という こ 


と を 知らず、 ある 時 は 星と 共に 大空の 奥深く 吸い込ま 

れ、 ある 時 は 星が 来って、 わが 周囲に 舞いつ、 おどり 

つして いるもの のように 見え、 

「弁 信さん、 星が キ レイに おどって いるよ、 とても 

きれい 

綺麗 …… 」 

と 呼びました。 

清澄の 茂太郎 が、 天上の 星 を ながめて いる 時、 地上 

の 庭で は、 弁 信 法師が 虫の 鳴く 音に 耳 を 傾けて おり ま 

す。 

「ト テモ 綺麗 だよ」 

茂 太郎は 天上の 星に 恍惚と して 躍動した 時、 地上の 


虫 を 聞いて いた 弁 信 は、 

「茂ち やん、 わたし は 今、 虫の 音 を 聞いて いると ころ 

です よ」 

この 返事 は、 塔の 上 はるかな 茂 太郎の 耳に は 入らな 

かった でしよう。 

「いろいろの 虫が、 草 むらで 鳴いて おります よ」 

おのおのの 虫 は、 おのおのの 生 を 語る が 如く、 力い つ 

ぱいの 奏楽 を 試みて いる。 弁 信 は、 今、 その 一つ一つ 

が 持つ 生命の 曲 を 聞き わけよう として 離れられな いも 

のらし い。 茂太郎 は、 あらんかぎりの 愉悦 を 以て、 あ 

らん かぎりの あこがれ を 捧げて、 星 を ながめて いるの 


だが、 虫 を 聞いて いる 弁 信の 面から、 泣く が 如く、 憂 

うるが 如き、 一 味の 哀愁 を 去る ことができません —— 

これ は 二人の 性格の 相違に もよ るので しょうが、 すべ 

て 天上 を 見る ものに は、 無限の あこがれ があって、 地 

上に 眼 を 転ずる 時 は、 誰し も 一味の 哀愁 を わすれる こ 

とがで きないの でしよう。 

そこで、 天上と 地上の 二人の 交渉 は、 暫く 絶えて し 

まいました。 

星 は ほしいままに 天上に かがやき、 虫 は 精 いっぱい 

に 地上で 鳴いて いると、 

「每と 虫と は 鳴け ども 涙 落ちず、 日蓮 は 泣かね ど 涙 ひ 


まなし …… と 日蓮 上人が 仰せに なりました」 

弁 信 法師が こういって、 見えない 眼 を しばたた いた 

の は、 物に 感じて、 また 例のお 喋り を 禁ずる ことが で 

きな くな つた ものでしょう。 

「鳥と 虫と は 鳴け ども 涙 落ちず、 日蓮 は 泣かね ど 涙 ひ 

まなし …… と 日蓮 上人が 仰せに なり ましたの は …… 」 

弁 信 法師 は、 地上の 虫が 咽ぶ ように 咽び 出して、 

「現在の 大難 を 思う も 涙、 後生の 成仏 を 思うて よろ 

， J ぶに も 涙， J ぼる るな り、 鳥と 虫と は 鳴け ども 一、 涙 落ち 

ず、 日蓮 は 泣かね ど 涙 ひまな し …… と 御 遺文のう ちか 

ら、 私が 清澄に おります 時に、 朋輩から 教えられ たの 


を 覚え ている ので，、 - /ざ います」 

といって、 あらぬ 方に 向き 直って、 いつもす るよう に- 

誰 を あてに ともない 申し わけ。 

「ええ、 私で ございま すか …… い つも 申し上げる 通り- 

この 眼が 見えない もので ございま すから、 耳の 方が 発 

達して おりまして、 一度 聞かせて いただい たこと はわ 

すれません、 二三 度、 とっくりと 聞かせて いただき ま 

すと、 生涯 わすれな いのが、 幸か不幸か 私に はわ かり 

ませぬ …… ことに、 達人 高士のお 言葉に は、 必ず 音節 

とおな じょうな 律が ございます ものです から、 それが 

音律の 好きな 私に は、 ひとりでに、 すらすらと 覚えら 


れて しまう 所以で ございます」 

弁 信 は、 ふらふらと 庭の 中 を 二足ば かり あるいて 踏 

みと どまり、 

「日蓮 上人 は、 安房の 国、 小湊の 浜で お生れに なり ま 

した。 こういう 山国と ちがいまして、 あちら は 海の 国 

でございます、 大洋の 波が 朝な 夕な に 岸 を 打って は吼 

えてい るので ございます …… 小湊 へお いでに なった 方 

も 多いで ございま しょうが、 あの 波の音 をお 聞きに な 

りました か …… 今 も 波の 音が 南無妙法蓮華経と 響 い て 

聞え るの が 不思議で ございます、 それ は 日蓮 様が お 生 

れ になる 以前から、 やはり 南無妙法蓮華経と 響いて い 


たので ございましよう …… 海の 波が しらは 獅子の 鬣 

のよう だと、 人様が 申し ましたが、 私共が 聞きます と、 

大洋の 波の音 は、 獅子の 吼 える 音と おなじな ので ござ 

います」 

虫の 鳴く 音から 誘われた 弁 信の 耳に は、 東夷 東条安 

房の 国、 海辺の 怒濤の 響が 湧き起った ようです。 

二 

その 時、 塔の 上で は 茂太郎 が、 けたたましい 声で 歌 

い 出しました —— 


と つ つかめえ た 

と つ つかめえ た 

星の 子 を 

と つ つかめえ た 

星の 子 を 

と つ つかめえ て 

五両に 売った！ 

五両の 相場 

五両の 相場 は 誰が 立てた 

八 万 長者の チヨ ビ 助が！ 

けれども、 下にいた 弁 信 法師の 耳に は、 この 時 


かいちょうおん 

海潮音の 響が いっぱいで、 茂太郎 のけた たましい 声 

が 入りませんでした。 

もくねん  かつ  かたう み 

弁 信 法師 は 今 黙然と して、 曾て 聞いた 片海、 巿河、 

ぼん おんかいち ようおん 

小湊の 海の 響 を 思い出して いるので す。 梵音 海潮音 

まさ 

はかの 世間の 声に 勝れり という 響が、 耳 もとに 高鳴り 

いとま 

して 来た ものです から、 その 余の 声 を 聞いて いる 遑 

がありません。 

めい そ-つ 

こうして、 天上の あこがれと、 地上の 瞑想が、 二人 

ほし いま ま 

の 少年に よって 恣 にされ ている 時、 その 場へ 不意 

せ つ しょうもの 

に 一 人の 殺生 者が 現われました。 

殺生 者 —— といつ て も 白骨の 温泉へ 出発した 机 竜 之 


助が 立 戻った わけで はなく、 極めて 平凡な その 道の 商 

売人で ある 猫 師の勘 八が、 抜からぬ 面で 立 戻り、 ひよ つ 

こりと この 場へ 現われた ものであります。 

「弁 信さん、 お前、 そこで、 あに ゆう、 かんげえ てる 

だ あ」 

猶師の 勘 八 は、 いま 山から もどった ばかりの なりで、 

鉄砲 を か つぎながら 言葉 を かけた ものです から、 

「あ、 勘 八さん でした か」 

「今、 けえ りました よ」 

「そうでし たか、 獵 はたく さんご ざいました か」 

「大物 を 追い出す に は 追い出し たでが すが、 また 追い 


込んで しまったから、 これから 出直し をしょう と 思つ 

てけ え つ て 来たと ころで がすよ」 

「あ、 左様で ございまし たか。 そうして その 大物と い 

うの は 何で ございます」 

「熊 だよ」 

「え、 熊が この辺に もお ります か」 

「いますと も」 

「お 怪我 をな さらない ようになさい まし」 

「有難う。 それから 弁 信さん」 

「はい」 

「お前さん は、 お 銀 様と いう 人 を 知ってい るだろう ね」 


「お 銀 様 —— ああ、 知って おります よ、 それが どうし 

ました か」 

「その 方 を、 わしが 連れて来 ましたよ」 

「お 銀 様 を 連れてお いでに なった …… 勘 八さん、 お前 

こそ、 どうしてお 銀 様 を 知ってい るので すか」 

「山の 中で 拾って 来ました」 

「拾って …… それ は、 どうした わけでしょう」 

r 委しい こと は、 お 銀 様から 直接に お聞きな すったら 

い いだろう」 

「本人のお 銀 様 を、 お前さんが ここへ 連れてお いでに 

なった のです か、 そうしてお 銀 様 はドコ においで にな 


ります 力」 

「いま、 庫裡の 方へ 御 案内 をして 上げて おいた から、 

お前、 行って、 お 目に かかって おやりなさい」 

「有難う ございます …… そうしてなん でございます か 

勘 八さん がお 連れ 下す つたの はお 銀 様 だけで ございま 

すか、 それとも、 あの 若い おさむら いの 方 も 御 一緒に 

お帰りに なりました か」 

「あの方 は、 けえ りません、 お 銀 様 だけ 一人 連れてき 

ました」 

「そうでし たか …… お 銀 様の これへ おいでになった 理 

由 は、 私に も 思 い 当る ことがないで は ござ いません が 


…：- J 

といって 弁 信 は、 何 か 思案に くれました。 

三 

月見 寺の 一室に 控えて いるお 銀 様 は、 ふと 床の間に 

目 をつ けて、 その 草花 を 生け 替える 気になりました。 

というの は、 青銅の 大 花瓶に 乱雑に 投げ込ん である 

秋草 は、 多分 清澄の 茂太郎 あたりの 仕事だろう が、 無 

論、 式に も 法に も かなって はいない。 そこで、 お 銀 様 

が 見 かねて、 それ を 整理す る 気になった のです。 


かなり 丹念に、 花と 枝 を 整理して ゆく と、 見ち がえ 

るば かりの あざやかな ものと なりました。 

それでもお 銀 様 は、 まだ 不足な ものが あるよう に、 

け 終った 草花 を、 ためつ すがめ つして、 ながめて い 

る こと 暫し、 ここと いって 改めたい ところ はない が、 

そうかといって、 これ だけで は 物足りない 心 持 を、 ど 

うする こと もで きないら しい。 

これ は、 どうした ものだろう。 お 銀 様 は、 花 を 活け 

る 手際に は、 相当の 自信 を 持って いるつ もりな のに… 

結局、 これ は、 自分の 活け 方の 悪い ので はない、 こ 


の 方式で 活けた 花 は、 この 室内に はう つらない の だ、 

と 気がつきました。 

花に も、 手際に も、 難がある ので はない、 この 室 そ 

の ものが、 花と、 手際と に そぐ わない の だ。 つまり こ 

の 室が 悪い の だとい う 結論に なりました。 

ですから、 この 室 を 作り 変えない 以上 は、 この 花に 

得心が ゆくべき はずがない。 室 を 作り 変える の は、 家 

を作リ 変える の だ。 問題が、 そこまで 行く と、 お 銀 様 

も 不本意ながら このままで 安ん ずる ほかはありません- 

そんなら ば、 この 室の どこが 悪い の だ、 一見した と 

ころで、 無理に 作られて いると も 思われない。 仔細に 


見たところで、 世間並みの 書院造りの 手法 様式と 変つ 

たもの が、 あろうと も 思われな いが、 どうも 気分 その 

ものが 気に 喰わない。 

と 思って、 見廻して いるう ち、 ふと、 お 銀 様の 眼に 

とまった の は、 床の間に 立て かけであった、 長い 

しら さや もの 

白 鞘 物です。 これ は、 お 寺の 床の間に は 似つかわし か 

らぬ もので、 今までお 銀 様が 気がつかなかった の は、 

あか リ  おんぎよう いん 

燈 火の 具合で、 隅の 柱に 隠 形の 印 をむ すんで いたか 

ら です。 

お 銀 様 は、 ようこそ あれと、 その 白雜の 長物 をと つ 

あんどん 

て、 自分の 膝の 上まで 持って来 ましたが、 やがて 行燈 


の 下で、 半分ば かり 雜を 抜き出し てながめ 入った もの 

です。 

ずきん 

この 時 とても、 お 銀 様 はいつ もす るよう に、 頭巾 を 

まぶかに かぶって いたし、 山 をの がれて きたのに かか 

わらず、 着物の 着こなし は 端然た る ものです。 

お 銀 様の 眼が 怪しく かがやき だした の は、 それから 

後の ことで、 息 を はずませながら、 刀 を もとの ままに 

おさめて、 もとあった ところへ 置く 手先が ふるえて い 

るの も 不思議で したが、 刀 を 置いた 手 を、 すぐに 棚の 

戸に かけて、 ス ルス ルと 押し 開く と、 中 を ながめて い 

ましたが、 手 を さしのべて、 中から 引き出し たの は、 


まきえ  こうばこ 

若い 娘な どの 持ちたがる 蒔絵の 香箱であります。 

それ を、 大事そう に、 以前のと ころまで 持って来た 

お 銀 様 は、 嫉 むような 目つ きと、 おそれ をな すよう な 

胸の さわぎで、 箱の 蓋 を 払って 見ました が、 中には や 

わら かな 紙が 二三 枚、 丁寧に たたんで 入れて ある だけ 

の ものでした。 

これ は、 水に つけて 蔭 干しに して、 やわらか くもみ 

上げた 奉書の 紙で、 これで 刀剣の 中身 をぬ ぐうの だと 

は、 お 銀 様 もちやん と 知り抜いて いるので、 かたえ に 

刀剣が ある 以上 は、 ドコ かに これがなければ ならない 


それ は、 家が あれば 台所の あるのと おなじ ことで、 

お 銀 様 も、 幾度 か、 机 竜 之 助の ために、 この 紙 を 用意 

してやった 覚えが あるので すが、 現在、 ここに ある こ 

の 紙 は、 お 銀 様が こしらえて やった もので はあり ませ 

ん。 

そう 思つ て 見る と、 自分が 常に こしらえて やった も 

のより は、 揉み 方が やわらか である —— お 銀 様 は、 急 

に その 香箱 を 持って、 自分の 鼻先に 持って来 ると、 紛 

として 立ちのぼる 香り は 椿油の 香いで あります。 椿の 

油 は、 刀剣 を 愛する 人の 好んで 用うる ものであると 共 

に、 髪の毛の 黒い こと を 望む 女の人 は、 誰でも これ を 


珍重し ますから、 ド チラに しても その 香い は 不自然で 

はありません。 

けれども、 お 銀 様 は、 その 油の 香い が 嫌でした。 こ 

の 場合、 お 銀 様に は、 奉書の 紙の 揉み 方の やわらかい 

のが 癩に さわった と 見え、 この 紙 を 取り上げて ズタ 

ズタに 引裂いた 時です、 

「お 嬢 様 11 」 

と 弁 信 法師の おとずれの 声が 聞え たの は —— 

「はい」 

しょうよう 

お 銀 様 は 引裂いた 紙 を、 従容と して 香箱の 中に 詰 

めながら 返事 をし ました。 


「弁 信さん です ね」 

と 答えた その 弁 信 は、 この 室へ 入って 来たので はあり 

ません。 それ は 次の間に いるの だか、 また 廊下の 辺に 

でもた たずんで いたか、 夜来て、 夜 この 室に 入った お 

銀 様に は、 更に 見当が つきません。 

「お 嬢 様」 

再びお 銀 様の 名 を 呼んだ 弁 信 は、 前の 通リ どこに い 

るか、 所在 を 知らせないで、 

「あなたが、 何のた めに ここへ おいでになって、 何 を、 

私に おたずねに なろうと する のか、 それ は、 私に よう 


くわ かってお ります。 しかし、 お 嬢 様、 たとい、 あな 

たがお たずねに なろうと する ほどの こと を、 私が いつ 

さい 存じて おりました にしても、 それ を 残らず 申し 上 

げ ねばならぬ という 責は、 私に ない ものと 御 承知 下さ 

いまし …… つまり、 私 は、 あなたが これへ おいでになつ 

て、 私に お尋ねに なろうと する ことに、 いっさい 御 返 

事 を 申し上げない ことに、 きめてし まいました」 

何も 尋ねられない 先に、 弁 信 はこうい つて 予防線 を 

張って しまったの は、 尋ねられな いまでも、 その 先、 

その 先 をい つてし まいたがる このお 喋 り 法師と して 

は、 異数の 現象で ありました。 


「それで は 無理に おたずね は 致しますまい」 

とお 銀 様が 冷やかに 答え ましたが、 

「お前が 教えて くれなくても、 わたし 一人で 探して み 

せる から ：：： 」 

と 針 を ふくんで いいかえしました。 しかし、 この 針 も 

弁 信 法師の 胸に は 立たず、 

おそ 

「すべての 女の人 は、 男 を 畏れます けれども、 あなた 

は 男 を 畏れる という こと を 知り ませぬ、 通例の 場合で 

は、 女 一 人 を 男の 前へ 出す こと は 危険で ございま すが、 

あなたに 限って は、 女の 前へ 男 を 出す ことがあ ぶない 

ので ございます」 


弁 信 法師 一流の いい 廻し で、 前提 を 置き、 言葉 をつ 

いで、 その 註釈 を 述べよう とする 時、 

「今晩は …… 」 

とその 間へ ハサ まった の は、 それ は 弁 信の 声で はあり 

ません。 お 銀 様の 挨拶で もありません。 清澄の 茂太郎 

が、 自分の 身体が 押し つぶされる ほどの 夜具 蒲団 を 

荷って、 お 銀 様の いると ころへ やって来 たのです。 

「御苦労 さま」 

とお 銀 様が 言いました。 

「ああ、 重たかった」 

夜具 蒲団 を 頭 から 投げお ろした 茂 太郎が 、 ホッと 息 


をつ く 有様 を、 お 銀 様が つくづくと ながめて、 

「随分 重かった でしよう、 よく、 これ だけ 持てました 

ね」 

「随分 重 か つ たよ …… どちら へ お休みになります か」 

といって、 茂 太郎は 座敷の 部分 を、 キヨ 口 キヨ 口み ま 

わします と、 

「ええ、 よう ござんす、 そうして 置いて 下さい」 

「そうです か、 それじゃ 枕 を 持って来て 上げましょう」 

茂 太郎は 取って かえしました。 

お 銀 様 は 立って、 その 蒲団 を 程よ いところ へしき の 

ベた 時分に は、 弁 信 法師の こと はわ すれて いました。 


弁 信 もまた、 それき リで、 どこに いたの だか、 どこへ 

行った の だか、 最初から わからない ままです。 

まもなく 一  つの 箱枕 を 持って来た 清澄の 茂太郎 は、 

ひぎぬ 

燃 ゆるば かりの 緋 絹の 広袖の 着物 を 着て いました。 

そこでお 銀 様が、 

きれい 

「た い そう 綺麗な 着物 を 着て いますね」 

ころも 

「ええ、 もとは 坊さんの 法衣だった のです、 それ をお 

雪 ちゃんが、 あたいに 掃え 直して くれました」 

「そうです か」 

茂 太郎は 今、 下着に は、 あたりまえの 袷 を 着て、 そ 

の 上へ いっぱいに 緋 絹の 広袖 を 着て いるので すから、 


いぎょう 

その 異形の よそおいが、 たしかに 人の 目 を 引きます。 

けれども、 その 緋 絹が 無用に なった 坊さんの 法衣 を 利 

用した ものと 思えば、 出 所が 知れて いる だけに、 不思 

議 でもなんでも ありません。 

「お雪 ちゃんと いうの は、 あなたの 姉さんで すか」 

お 銀 様 は、 この 子供の 言葉尻 を 利用す る こと を 忘れ 

ませんで した。 

「いいえ、 お雪ち やん は、 ここのお 寺の 娘さん 分です 

よ」 

「そうです か。 そのお 雪ち やん は、 いま もこ こにいて 

::: ？」 


「いいえ …… 」 

茂 太 郎が頭 を 振る の を、 お 銀 様 は 透かさず 追い かけ 

ました。 

r 此 寺に はいない の？」 

「ええ、 この間まで いました けれど …… 」 

「この間まで …… そうして、 今 どこへ 行った の？」 

「温泉へ 行きました」 

「温泉へ …… ？」 

「どこの 温泉」 

「さあ …… 」 


お 銀 様の 追窮が 急な ので、 茂 太郎に 困惑の 色が 現わ 

れ ましたから、 お 銀 様 も、 ちょっと 手綱 を ゆるめる 気 

にな つ て、 

「お雪 ちゃんと いう 娘さん は、 幾つぐ らいのお 歳な の」 

「そうです ね、 あたい は 聞いて みた こと もな いんだけ 

れど …… 十七 か 八でしょう」 

「そうして、 お雪ち やん は 誰と 温泉へ 行きました」 

「誰と だか …… 」 

「お前、 知らないの？」 

「ええ。 だけど も、 一人で 行つ たんじ やな いんだよ」 

「 一 人 じ やない の、 幾人で？」 


「三人 連れで …… 」 

「その 三人 は、 誰と 誰？」 

お 銀 様の 追窮 が、 やっぱり 急に なって ゆく ので、 茂 

太郎の 困惑が 重なるば かりです。 

「それ は、 わかって るに はわ かってる が、 弁 信さん が、 

いうな といった からい われない」 

「そう  」 

お 銀 様 も、 それ 以上 は 押せ なくなりました。 しかし、 

これ だけ 聞けば、 全然 得る ところがなかった とはいえ 

な レ 

そうするとお 銀 様 は、 十七 八になる お雪と いう 娘の 


骨 を、 食い 裂いて やりたい ほど 憎らしく なりました。 

「おばさん、 お前 は なぜ 頭巾 を かぶ つてい るの …… ？」 

その 時、 不意に 茂 太郎が 反問し ました。 

「これ はね —— 」 

あんどん  おもて 

お 銀 様 は 行燈の 方へ まともに 面 を 向けて、 

「お前さん、 わたしの 面 を 見たい の？」 

といい ました。 

「見た かない けれど、 家の 中で 頭巾 を かぶって いるの 

はお かしい じ やない か」 

「お前、 おばさんの 面が 見た いんでしょう、 見た けれ 

ば 見せて 上げましょう か」 


「見た かない けれど …… 」 

「見た いんでしょう …… 」 

といって、 お 銀 様 は 膝 を 進ませて 茂 太 郎の手 を 取り ま 

した。 

「見た ければ いくらでも 見せて 上げる から、 この 頭巾 

ひも 

の 紐 を 解いて 頂戴 …… 」 

「だって …… 」 

「いい 児 だから 解いて 頂戴 …… 」 

お 銀 様 は 茂 太郎を 膝の 上へ 抱き上げ、 そうして あわ 

ただしく 自分の 頭巾 を 取って しまいました。 

「おばさん、 何 をす るの」 


清澄の 茂 太郎が もがく と、 お 銀 様 は、 

「何もし やしません、 わたし は 鬼子 母 神の 生れ 変り で 

すから ね」 

といって、 放そうと はしません から、 

「いや だ、 いや だよ、 おばさん」 

「怖 かありません よ、 鬼子 母 神 は 人の子 を 取って 食べ 

るので すけれ ども、 わたし は 食べ やしません、 可愛が 

る だけな のよ、 わたし は 千 人の子 供 を 可愛がって みた 

い」 

「いや だってば、 おばさん」 

「いいのよ、 わたしの 面 を ごらん」 


「え」 

ほおず 

といって 茂太郎 は、 頰摺リ をす る ほど さしつけ たお 銀 

様の 面 を 見つめる と、 

「怖い 面でしょう、 わたしの 面 は …… 」 

人に 隠して 見せまい とつと めた 自分の 面 を、 この 時 

に 限って お 銀 様 は、 打開いて 茂 太郎に 見せよう としま 

す。 

満面が 焼けた だれて、 白眼 勝ちの 眼が 恨み を 含んで、 

呪い そのものの ような 面 を まともに 見た 人 は、 誰でも 

ゾッ として 身の 毛 をよ だてない ものはありません。 し 

かし 茂太郎 は、 それ を 怖れないで うるさが リ、 


「怖 かありません、 おばさんの 面 は 怖くない けれども、 

こうやって 抱かれる のが 窮屈で ならない、 放して 下さ 

い」 

「お前、 ほんとうに、 わたしの 面 を 怖い と は 思わな 

い？」 

お 銀 様 は、 なお、 おびやかす ように 茂 太郎の 面に、 

呪い そのものの ような 自分の 面 を 見せよう とすると、 

「怖 かありません、 あたい は 人の 怖がる もの を 怖がら 

ない けれど、 窮屈な ことが いちばん きらいな のよ」 

「いいえ、 おばさんの 面 はこ わい 面でしょう、 それに 

くらべる とお 前の 面 は、 綺麗な 面ね」 


「いいえ、 怖 かありません、 あたい 蛇 だって、 狼 だつ 

て、 何 だって 怖い と 思った こと はない けれど、 人に 可 

愛 がられる のが 大嫌い さ、 息が 詰ま るんだ もの … … 」 

「お前の 名 は 何とい うの？」 

「清澄の 茂 太郎」 

「茂 ちゃんて いうの」 

「ああ、 おばさん、 放して 頂戴よ、 息苦しくて 仕方が 

ないから さ」 

きし もじん さま 

「おとなし くして、 鬼子 母 神様の 子に おなりなさい」 

「放して 下さい、 ほんと に 熱 苦し いんだ もの …… よう 

おばさん」 


「おとなし くして おいで —— 」 

「いや だ、 いや だ …… おばさん、 何 をす るの、 放さな 

いの？」 

「わたし 一人で 淋しい から、 茂ち やん、 泊って おいで 

なさい な」 

「息が 詰まる じ やない か、 おばさん、 どうしても 放さ 

なけり や、 あたい、 口笛 を 吹いて 狼 を 呼ぶ からい いや」 

「何です つて、 狼 を 呼ぶ …… ？」 

「ああ、 あたいが ここで 口笛 を 吹く と、 狼が 出て くる 

ん だから …… 」 

「まあ 怖い …… お前 は 狼より、 わたしの 方が 嫌いな 


の？」 

「だって、 息が つまりそう だもの」 

「あたしの 顔 は、 狼より 怖い …… 」 

「そんな こと はない けれど …… 」 

「わたしの 息 は、 蛇の 息より、 熱 苦しい の？」 

「おばさん、 堪忍して 頂戴ね、 あたい は 怖い もの はな 

いけれ ど …… 」 

「だから、 おとなしく、 おばさん のい うこと をお 聞き 

なさい、 あたし は 千 人の子 供 を 食べる 鬼子 母 神様の 生 

れ 変り なんです もの」 

「いけませんよ、 おばさん。 あ、 それじゃ、 あたい 口 


笛 を 吹きます よ」 

「吹いて ごらん、 いくらでも」 

のろ  おもてす ご 

お 銀 様 は、 その 呪い そのものの ような 面 に、 凄い 笑 

い を 漂わせて、 茂 太 郎のロ をお さえました。 

四 

お 銀 様の 膝 をの がれ 出た 茂太郎 は、 弁 信に 向って い 

いました、 

「弁 信さん、 奥に いるおば さん はこ わい おばさんです 

よ、 人の子 を 取って 食べ るんで すと さ」 


「そばへ 寄らない ようにお し」 

「噓 でしよう、 千 人の子 供 を 取って たべ るなん て …… 」 

「それ は 鬼子 母 神の ことです」 

「でも、 鬼子 母 神様の 生れ 変り だってい いました よ。 

ナゼ、 鬼子 母 神様 は、 人の子 を 取って 食べる の？」 

「それ は 愛に 餓えて いるから です …… 」 

弁 信 法師 はこうい つて、 その 話 を 打 切って、 二人 は 

例の 如く 枕 を 並べ て 寝に 就きました。 

その 夜 は 無事。 

翌日に なって、 またして もこの 寺へ 一 人の 珍客が 


やって来ました。 

それ は 武州高 尾 山の 半 べん 坊主が、 やけに 大きな 

ほうがちょう 

奉加帳 を 腰に ブラ 下げて、 この 寺に 乗 込んで 来た こと 

で、 

「こういう わけで、 今度お 許しが 出ました から、 また 

また 山 を 崩し、 木 を 伐って、 車 を 仕掛ける ことにな リ 

ました。 ところで、 役人の 方 はう まく まるめち まい ま 

したが、 工事 をう まく まるめる に は、 別に それ、 丸い 

ものが 余分に かかります でな …… 」 

あご 

といって、 頤を 撫でながら 奉加帳 を くりひろげ たもの 

です。 


奉加帳 を ひろげて、 べらべらと 能書 を 並べた 末、 

「さて 高い 声で はい えません が …… そうして 登りが 楽 

になり ますて えと、 山の 上へ 金 持が バ クチ を 打ちに 参 

ります、 商売人 を 連れて、 おんかで バ クチ を 打ちに 参 

ります、 これが その テラと いって は 出しません が、 こ 

の 連中の 納める 杉 苗が 大した ものなん で。 それにの ぼ 

りが 楽になります てえ と、 連 込みの 客 も だいぶ 入って 

まいります、 こういう のが、 また 杉 苗 を 余分に おさめ 

ると い うわけ で) J ざ い ますから …… その 杉 苗で ござ い 

ます か、 そんなに 杉 苗 を もらって どうす るの だとお つ 

しゃいます か …… へ、 へ、 それ は 徳利の 中で も、 半べ 


んの 下で も、 どこへ でも 植えち まいます から 御 心配 下 

さるな。 そういう わけで、 この 車が 出来さえ すれば、 

一 割 や 二割の 配当 は 目の前で ございます」 

半 べん 坊主 は、 言葉た くみに 説き 立てました。 

その 時、 応対に 出た のが 幸か不幸か、 弁 信で ありま 

した。 

弁 信 は 半 べん 坊主の いうと ころ を 逐一 聞き 終り、 そ 

の 終る を 待って、 

うけたまわ 

「御 趣意の 程、 よく 承 りました。 承って みます ると 

私 はそう いう こと を 承らない 方が 仕 合せであった とい 

う 感じし か 致さない のが 残念で ございます。 あのお 山 


は、 私 もつ いこの 間まで 御 厄介に なって おりました か 

ら、 よく 存じて おります が、 車 を 仕掛けて 人様 を 引き 

上げねば ならぬ ほどの 難渋な お 山で は ございませぬ、 

斯様に 眼の 不自由な 私で さえ も、 さまで 骨 を 折らずに 

登る ことができました くらいで すから、 御 婦人 や 子供 

衆た ちで も 御 同様に、 さまで 骨 を 折らずに、 お登りに 

なること がで きょうと 存じます。 よし、 多少、 お 骨 は 

折れる に 致しましても、 そこに 信心の 有難 味 も ござい 

まして、 登山の 愉快と い う もの も あるの で は. 一 /ざ い ま 

せぬ か、 信心の ために は、 木 曾の 御岳山まで もお 登リ 

なさる 婦人た ちが あるで は ございませ ぬか。 それにく 


ら ぶれば、 あのお 山な ど は 平地の ような もので ござい 

ます。 それに 承れば、 せっかく、 代々 のお 山の 木 を 切 

りまして、 それ を 売 払って いくら、 いくらと のお 話で 

ございま すが、 昔の おきてで は、 一枝 を 切らば 一指 を 

切る とも ございます、 お 山に よって は、 山 内の 木 を 伐つ 

たもの は、 死罪に 行う ところ すら あるので ございます ■ 

それ を あなた 方、 多年、 そのお 山の 徳 によって 養われ 

ている 方が 先に 立って、 そういう こと をな されて、 御 

開山 方へ 何とお 申し わけが 立 つので ござ いましょう… 

…なおお 聞き 申して おります ると、 せっかく 信心の 

方々 が 杉 苗 を 奉納な さるの を、 あなた 方 は 徳利の 中へ 


入れて、 飲んで おしまい になったり、 半 べんの 下へ 置 

いて、 食べて おしまいな さるそう です が、 そうして、 

あなた 方 は、 自分で 自分の 徳を ほろぼして おしまいに 

なること を、 自慢に してお いでな さるので すか …… 樹 

木 は 地上の 宝で ございます、 木を植 ゆる は 徳を植 ゆる 

なりと 申されて あります る、 あなた 方の 御 先祖 代々 が ■ 

せっかく 丹精して、 あれまでに 育てて 霊場 を 荘厳に し 

てお 置きになる の を、 む ざむ ざと 伐って、 それでよ い 

心 持が 致します か …… また 山の 自然の 形に は、 自然 そ 

のままで 貴い とこ ろが ある もの で) /ざ い ます、 これ を 

切り崩して、 後日の 埋め合わせ はどう 致す つもりで ご 


ざいます か。 俗世間で も、 家相 方位の こと を やかまし 

く 申します の は、 一 つ は、 この 自然 さながらの 形 を、 

重んずる ところから 出で ている ので は ござ いませぬ か 

…… それほどまで にして、 車 を 仕掛けて あなた 方 は、 

ごりょう けん 

いったい、 だれ をお よびに なろうと いう 御 了簡な ので 

すか。 聖衆は 雲に 乗って おいでになり まする、 信心の 

ともがら は 遠き と、 高き を 厭わぬ もので ございます、 

ゆさんの 人た ち は 足なら しのた めに 恰好と 申す ことで 

ございます …… ところの 幽閑、 これ 大 いなる 師 なりと 

古人 も 仰せに なりました。 出家の つとめ は、 俗界の 人 

のために 清い 水 を 与える ことで ございます、 清い 水 を 


与える に は、 清い ところに おらなければ ならない 約束 

では ございませ ぬか … … 山 を 荘厳に し、 出家が 空 閑に 

おる の は、 俗界の 人に、 濁水 を 飲ませ まいが ためで ご 

ざいます。 釈尊 は 雪山へ おいでになりました、 弘法 大 

師も高 野へ 精舎 をお 営みに なりました、 永 平の 道元 

禅 師は越 前の 山 深く かくれて 勅命の 重き こと を 畏 み 

ました、 日蓮 聖人 も 身延の 山へ お入りに なりました、 

これ は 世 を 逃れて、 御 自分 だけ を 清く せんがた めで は 

ござり ませぬ … … 源 遠 か ら ざれば、 流れ 清から ざ る の 

道理で ございます。 もし、 あなた 方が、 どうで も 人の 

世の まん 中に 立ち 出で、 衆と 共に 苦しみ、 衆と 共に 楽 


おぼしめ  せんそう じ 

しむ、 の 思 召しで ございますならば、 いっそ、 浅 草 寺 

の 観世音 菩薩の ように、 都の まん 中へ お 寺 をおう つし 

にな つ て は 如何で ございま すか …… 」 

弁 信 法師が 一 息に これ だけの こと をし やべ つて、 な 

お立て つづけよ うとす るから、 半 べん 坊主 は 青くな つ 

て、 

「話せね え 坊主 だな あ」 

奉加帳 を 小脇に、 逃ぐ るが 如く 走り出ました。 


半 べん 坊主が 出て 行った 日の 夕方、 宇津木 兵馬が 

ひょうぜん 

飄然 として この 寺に 帰って来ました。 

その 晚、 前のと 同じ 部屋で、 兵馬 は燈 下に 行李 を 結 

びながら、 

「私 は、 明日 再び 山へ 入ります、 そうして 今度 は 当分 

出て 来ない つもりです」 

と言うと、 あちら を 向いて いたお 銀 様が、 

「どちらの 方の 山へ？」 

とたず ねました。 

「以前の 方の 山 を、 もう 少し 深く、 入れる だけ 入って 

みょうと 思います」 


「そちらの 山 を 深く 行きます と、 温泉が ございます 

か？」 

「温泉 …… あちらの 方面に は 温泉が ありませ ぬ」 

「わたし は、 また 温泉の ある 方の 山へ 行って みたい と 

思います」 

「そうです か …… では、 信 州の 方面へ おいでに なると 

よろしう ございます、 甲武 信と 申しましても、 甲 州と 

武 州に は、 温泉ら しい 温泉が ありませ ぬ」 

「あなた は 御存じで すか」 

とお 銀 様が あらたまった 質問 を、 兵馬に 向って 試みよ 

うとし ます。 


「何で ございま すか」 

「このごろ、 此 寺の 娘さん はド チラの 温泉へ まいり ま 

した か」 

「ああ、 お雪ち やんで すか …… あの 子 は、 そうです ね、 

どこでした か …… 」 

と 兵馬が 小首 を 捻りました。 

「あなた も、 そのお 雪 ちゃんと いう 娘さん を 御存じで 

しょうね」 

「知っています とも、 親切な よい 娘さんです。 わたし 

も そのお 雪 ちゃんの 親切で、 この 寺へ 御 厄介になる 縁 

になった のです」 


「そうです か。 その 娘さん は ひとりで 温泉へ おいでに 

なりました か？」 

「いいえ、 ひとりで はありますまい、 娘さん 一人で は 

遠くへ は 出られますまい …… 誰か 近所の 人が 附 いて 

行った ようです」 

「その 近所の 人と いうの は、 誰です か 御存じ？」 

「知りません、 私の いない 間の ことです から …… 」 

「わたし も、 そのお 雪 ちゃんと やらの 行った 温泉へ、 

行って みたい と 思う のです が、 それ は、 あなたの おい 

でに なろうと する 山の 方角と は 違います か」 

「さあ、 それが …… 私の 行こうと する 方面に は、 ここ 


ろ あたりの 温泉がない のです」 

「誰も、 そのお 雪 ちゃんと いう 娘さんの 行った 先の 温 

泉 を、 知らない というの が 不思議で はありません か」 

「知らない はず はあります まい、 留守 の 人に 尋ねて ご 

らんに なりました か」 

「尋ねて みました けれど、 誰も 教えて はくれ ません」 

「それで は、 あとで 私が 尋ねて みて 上げましょう、 誰 

か 知っていなければ ならない はずです」 

そこで、 兵馬 は、 少し 進んで たずねて みようかと 思 

いました。 

いったい、 この 不思議な 女の人 は、 誰 をたず ねて こ 


の 寺へ 来たの だ。 男の 姿に 身 を かえて まで、 一人旅 を 

してたず ねて 来たの は、 どうもお 雪と いう 娘 をめ あて 

に 来たので はない らしい。 よくよくの 深い 仔細が あれ 

ば こそだろう が、 今まで 兵馬に は、 そんな こと を 立 入つ 

て、 たずねて みる ほどの 余裕がない のでした。 

今と なって、 燈 下にう つる この 女の 呪わし き 影法師 

を 見る と、 何 か 知らん、 強く わが 胸 を 打つ ものが ある 

ように 思われて ならぬ …… 男装した 女。 行く にも、 住 

まるに も、 覆面 を 取らぬ 女 …… その 生涯に はかぎ りな 

き 陰影がなければ ならぬ。 道 はちが うが、 われ も 多年 

人 を 求む る 身 だ。 こう 思って 兵馬が、 新しい 感興に 駆 


られた 時に、 

「あなた、 もし、 この 刀の 持主 を 御存じ はあり ませぬ 

か？」 

といって 不意に 立って お 銀 様が 持ち出し たの は、 例の 

し ら さ や 

床の間の 白 鞘の 一 刀です。 

宇津木 兵馬 は その 刀 を 見て、 こんな 刀が、 この 寺に 

あつたの かと 疑いました。 

行李 を まとめて いた 手 を 休めて、 お 銀 様の 手から そ 

の 刀 を 受取る と、 多大の 疑惑 を 以て、 その 刀 を 抜きに 

かかりました。 

兵馬 はま だ 刀 を 見て、 その 作者 を 誰と いいあてる ほ 


どの 眼識 はない。 けれども、 刀の 利鈍と、 品質 はわ か 

る。 ことに 一 たび 実用に 用いた 刀 …… 露骨に いえば、 

最近に おいて 人 を 斬った ことの ある 刀 は、 一見して そ 

れと わかる。 到る ところの 社会で、 血の リを 自慢の 刀 

をよ く 見せられ ていた もの だから —— 

なが もの 

ところで、 寺院に は 似げ もない 長物 を、 思い も かけ 

さや 

ぬ 人の 手で 見せられて、 輔を 払って 見る といつ そう 

きょ-つもく 

驚 目 に 価す るの は、 その 刀が 最近に おいて、 まさしく 

人 を 斬った 覚えの ある 刀に 相違ない と 見た からです。 

十分に 拭い はかけ たつ もり だけれ ども、 拭いが 足り 

ない。 


そこで 兵馬 は、 まず この 刀の 作者 年代が、 誰で、 い 

つ ごろ、 という こと は 念頭に のぼらないで、 

「これ は 寺の 刀です か、 それとも 誰か 持って来 たので 

す 力？」 

「この 床の間に あつたの です」 

「それで は、 寺の 物です な」 

「そうか も 知れません」 

兵馬の 疑点が 一 歩ず つ 深く 進んで 行きました。 身に 

寸鉄 を 帯びざる こと は、 智識の 誇りで は あるに しても 

おきて 

寺に 刀が あって 悪い という 捉 はない。 ただ 不審な の 

は、 近き 既往に お いて この 刀が、 まさしく 血の 味 を 知 つ 


ていたとの ことです。 この 寺の 住持 は 老齢の 身で、 盗 

まれた もの さえ、 訴えて は 出ない ほどの 仁者で ある。 

それが、 この 刀 を 振り 廻そう はずがない。 それで は 弁 

信 か、 茂太郎 か。 どちらに しても、 想像の 持って行き 

場がない ではない か。 まして、 お雪 ちゃんに おいて を 

や。 

同時に 閃めいた の は …… 閃めかなければ ならない の 

さんか 

は、 過ぐ る 夜の ことで、 山窝の もの だとい う 悪漢が 二 

人、 この 寺に 押 込んで、 泊り 合わせた 兵馬の ために 傷 

はず 

つけられて 逃げた、 それが 町の 外れの 火の見櫓の 下で 

おおかみに 食われて 死んで いた、 罰 は テキ 面 だと 人 を 


して 思わ しめたの は、 遠く もない 先つ 頃の ことで、 そ 

の 当座 は —— 今でも、 誰も 狼に 食われた ものと 信じて 

疑わない。 事実 また 狼に 食われた ものに 相違ない が、 

当時、 艇 けつけ て 親しく 検視 を やって みた 兵馬 だけ は、 

単に 狼に 食われた だけで 済ます こと はでき なかった。 

けれども、 あの 場合、 狼に 食われた ことに 一切 を 解決 

してし まった 方が、 民心 を 安ん ずる 上に おいて 都合が 

よかった ので、 兵馬 もこれ を こばまなかった。 しかし 

あれ は、 食われた の は 後で、 斬られた のが 先で ある。 

おのの 

一 刀の もとに 斬って 捨てた 手練の ほどに 戦いた の は 

II 戦く だけの 素養の あつたの は、 たしか 兵馬 一人で 


あった はず。 

これほどの 斬り 手が どこに ひそんで いたか。 これ は 

今以て 兵馬に は 解決が ついていない ところへ …… 見せ 

られ たこの 刀が、 激しい 暗示 を 与える。 

「誰が - J の 刀 を 持 つてい ました か？」 

「それ は、 わたくしから、 あなたに たずねて いるので 

す」 

「いや、 私に はわ かりませ ぬ、 あなたに お尋ねし なけ 

れ ばな りません。 あなた はこの 刀の 持主 を 尋ねて、 こ 

の 寺へ おいでにな つたので すか、 その 人 は、 何とい う 

人で、 何のた めに こちらへ 来たので すか」 


「それ は 人 を 殺す こと を 何とも 思わない 人です …… で 

すけれ ども、 わたし は その 人が 忘れられな いのです」 

「あなたの おっしゃる ことが よく わかり ませぬ」 

「それで は、 もう 一 つ 付け加えましょう、 その 人 は 目 

の 見えな い 人です …… どういう 縁故で， J の 寺へ 参り ま 

し たかは 存じ ませぬ が、 今 はこの 寺に はいません そう 

で …… 温泉へ 行って しまった そうです」 

「まだ わかり ませぬ、 もう 少しお 聞かせ 下さい まし」 

話が、 それから 進む と、 お 銀 様 は、 ついに 兵馬に 向つ 

て、 

「机 竜 之 助」 


の 名 を 語らねば なら なくなりました。 そうでなくて さ 

え 一語一語に、 何 かの 暗示 を 強いられ ていた 兵馬 は、 

最後に 「机 竜 之 助」 の 名 を 聞いて、 ながめて いた 白刃 

を 伝って、 強烈な 電気に 打 たれた ように 振い 立ち まし 

た。 

「あ、 それ だ、 その 人なら ば、 あなたが 尋ねる 人で は 

ない ：：： 」 

兵馬の 昂奮が お 銀 様 を 驚かした のみならず、 あわた 

さや  こう リ 

だしく 刀 を 鞘に 納めて、 投げ出した 行李 を 再び ひきま 

とめて、 

「私 は、 あなたと 共に、 その 温泉へ 行かなければ なら 


ぬ、 その 温泉と は どこです か」 

あてど  ほ-つてき 

兵馬が 最初の 当途 もない 甲武 信の 山 入り を 放擲した 

のと、 お 銀 様と 共に、 その 未だ 知られざる 温泉へ、 発 

足しようと 思い立つ たのと は 同時です。 

ここに 運命の 極めて 奇なる 因縁で、 宇津木 兵馬と お 

銀 様と は、 その 翌日、 行 を 共に して 尋ね人の あと を 追 

うこと になり ました。 

温泉の 名 を ハツ コッ とだけ は、 知る ことができ まし 

たが、 その ハツ コッと は どこ。 それ は 誰に 聞いても 要 

領を 得る ことができませんでした。 

おん  しらほね 

今なら ば ハツ コッの 音から 解いて、 白骨の 字 を さぐ 


るの はなんで もない ことです けれども、 その 当時に 

あって、 日本人の 一人 も、 日本 アルプスの 名 を 知らな 

しなの  ひ だ  しらほね おんせん 

いように、 信 濃と 飛驛の 境なる 白骨 温泉の 名 は、 誰の 

耳に も 熟して はおりませんでした。 

ともかくも、 温泉と して 聞え たる 信 濃の 国、 誠訪の 

地名から 推して、 多分 それに 近くと も 遠く はない 地点 

だろうと の 二人の 想像 は、 さの み 無理ではありません。 

そこで 二人 は、 まず 誠訪の 温泉 を 目標と して、 探索の 

歩 を 進める ことに 相談 をき めました。 

欲望 を 異にして、 目的 を 同じう する この 悪戯に 似た 

る ほどの 奇妙な 道連れ は、 単に 道連れと して はおた が 


いに 頼もしい もので ありました。 なぜならば、 お 銀 様 

は 長途の 旅に、 兵馬 ほどの 護衛 者 を 得た わけで あり、 

兵馬 はまた 今の 最も 欠乏して いる 路用の 上に、 最も 有 

力なる 後援者 を 得た という ことになる のです。 事実、 

お 銀 様 はこの 時 もま だ 多分の 金 を 懐中に 入れて ありま 

した。 なお、 これから 誠訪の 方面へ 向けて 旅立ちの 途 

中、 故郷の 有 野 村へ でも 手 を 入れよう ものなら、 自分 

の 所有のう ちから、 誰に も はばからずに、 ほとんど 無 

限の 融通 をつ ける の は 何でもない ことです。 

お 銀 様 は 今 も、 持てる 金の すべて は 兵馬に 附託して、 

これで 旅の 用意の 万事 をと とのえ るよう に、 そうして 


乗物 も 二人分、 通し を 頼んでも らいたい という こと を 

い いました。 

しかし 兵馬 は、 お 銀 様 だけ は 都合の よい 乗物で、 自 

分 はドコ まで も それに 附 添うて、 徒歩で 行こうと 決心 

をき めて、 それによ つて 旅行の 準備 を 進めて しまい ま 

した。 

かたき  ゆくえ  いちる 

兵馬 は 計らず して、 敵 の 行方に 一 縷の 光明 を 認め 

たと 共に、 思い設けぬ 富有の 身と なりました。 附託 さ 

れ たかなりの 大金 は、 いやで も 自分が 保管す るの が義 

おうよ-つ 

務 のように なって いる。 この 奇怪に してし かも 鷹揚な 

お 嬢 様 は、 今後 必要に応じて、 いくらでも 兵馬の ため 


に、 支出す る こと を 辞せない 様子 を 見せて いる。 

あてど もない 山奥に、 半ば 自暴の 身 を 埋めに 行こう 

と 決心した 兵馬 は、 ここに ゆく りなく、 幸運の 神に 見 

ぼうぜん 

舞われた ような もので、 暫く 茫然と 夢み る 心地で いま 

したが、 若いだ けに 早く も 心に 勇みが 出て、 踏みし め 

る 足 許 もなん となく 浮き立つ ように 感じ、 ほとんど こ 

おど 

の 何年 来に もなかった よろこびに、 心が 跳る ので あり 

ま 

そうかといって、 この 世に 代価 を 払わない 幸運と い 

う もの は 一 つもない。 兵馬に この 幸運 を 与えた 祝福の 

神 は、 人の子 を 取って 食う 鬼子 母の 神であって みれば、 


早晩 何 かの 代価 を 要求せられ ずして は 済むまい と 想わ 

れる。 

六 

すの さき  き さ ら づ ぶ ね 

駒 井 甚三郎 は、 房 州の 洲 崎に 帰るべく、 木更津 船に 

乗 込みました。 

その 昔お 角が、 清澄の 茂 太 郎を買 込みに 行く 時に 乗 

込んで、 大難に 遭った のとお なじ 航路で、 おなじ 性質 

の 乗合船。 

なるべく 人目に 立たない ように、 駒 井 は 帆柱のう し 


ろ、 荷物の 隅に 隠れて いました。 

乗合の 客 は、 例のと おなじように、 士分 階級 を のぞ 

いた 農工 商の ものと、 今日は、 それ 以外の 遊民が 少な 

からず 乗合 わせて いる。 

遊民と いうの は、 玄冶 店の 芝居に 出て くるよう な 種 

類の 人。 赤 間の 源 左 衛門も いれば、 切られな いの 与 三 

もい る。 お 富 を 一段 上へ 行った ような お 角が いないの 

が 物足りない。 

しかし、 きょうは、 天気 も 申し分な く、 近き 将来の 

時間に おいて、 思い設けぬ 天候の 異変 もこれ ある まじ 

く、 たとえ、 お 角が 乗合 わせて いたから とて、 


人身御供に 上げられる 心配 もまず ありそうな こと はな 

く  そうそう あられて はた まらない  それで 江戸 

ひろしげ 

湾内 を 立ち 出で る 木更津 船の 形 は、 広 重に 描かせて 版 

画に してお きたい ほど、 のどかな ものです。 

隠れて いると いっても、 なにしろ 限り ある 木 更津船 

の 甲板の 上で、 書物 を 開いて いる 駒 井 甚三郎 の 耳に は、 

乗合船 特有の 世間話が、 連続して 流れ込んで 来る の を 

防ぐ こと はでき ない。 ある 時 は 耳 を 傾けて、 これに 興 

を 催して みたり、 ある 時 は 書物に 念 を 入れて、 それ を 

聞き流した リ している うちに、 こまった ことに は、 例 

の 遊民の 連中が いっか 気 を 揃えて、 いたずら を 始めて 


しま つたこと です。 

「半 方が 二 十両 あまる、 ないか、 ないか」 

と 中 盆が 叫び 出す と、 

「おい、 音 公、 お前に 五本 行った ぞ」 

貸 元が 念 を 押す。 

がってん 

「合点 だ」 

向う 鉢巻が 返答す る。 

「六 三に 四 六 を 負ける ぞ、 負ける ぞ」 

と 中 盆が 甲高 声で 呼び立て ると、 

「はぐり をう つち やれよ、 打棄れ よ」 

と 片肌脱がせき 立てる。 


「 一 番 さいて くれ、 さいて くれ」 

なるみ じゅばん 

鳴 海の 襦祥が 居催促 をす る。 

「金 公、 それ 三本 …… ええ、 こっちの 旦那、 お前さん 

は 十本で したね」 

貸 元は 盛んに コマ を 売る。 

「いいかげんに、 やすめ を 売れ やい」 

「勝負、 勝負  」 

駒 井 甚三郎 も、 これに は 弱りました。 

この 連中 も 最初のう ち は、 やや 控え目に していた の 

あたり 

が、 ようやく 調子 づ いて 来る と、 四方に 遠慮がない。 

もろはだ ぬぎ  つぼ ふリ やく 

諸肌 脱に なった 壺振 役が、 手ぐ すね 引いて いると、 


こえめ  なか ぼん  かたず 

声 目 を 見る 中 盆の 目が 据わる。 ぐる わの 連中が 固 唾 を 

呑んで、 鳴り を 静めて みたり、 またけ たたまし く はしゃ 

ぎ 出したり する。 

こうな つて は 隠れて いる こと も、 書物 を 読む こと も 

めちゃめちゃです。 駒 井 は 一方ならぬ 迷惑で、 避難の 

場所 を 求めよう としたが、 やはり かぎりある 船中に、 

人と 荷物で なかなか そのと ころがない。 ひとり 駒 井が 

迷惑して いるの みならず、 乗合い の 善良な 客 はみ な 迷 

惑して いるので す。 しかし、 善良な 客が 進んで 船 内の 

平和 を 主張す るに は、 どうも 相手が 悪 過ぎる —— 船頭 

でさえ 文句が 附 けられな いの だから、 暫く、 無理 を 通 


して 道理 を ひっこめて おくより 思案がない らしい。 

駒 井 甚三郎 とても、 相手 を きらわな いという かぎり 

はない。 見て 見ない ふりの できるかぎり は、 立ち入り 

たくない。 しかし、 この 船中で 見渡した ところ、 かり 

にも 士分の 列に つらなつ ている 身分の もの は、 自分の 

ほかに はいない らしい。 万一 の 場合、 義 において 自分 

が、 船 内の 平和 を 保つ 役目 を 引受けなければ ならない 

のか、 とそれ が 心が かりにな りました。 その 時分、 勝 

負が ついた と 見えて、 船の 上 は ひっくりかえる ほどの 

騒ぎ で す。 

こういう 場合の 役 まわり は、 宇治山 田の 米 友なら ば 


適任 かも 知れない が、 駒 井 甚三郎 では あまりに 痛々 し 
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それ を 知らないで、 調子 づ いた 遊民 ども は、 全船 を 

わが 物 顔に 熱 興して いる。 

彼等が、 熱 興 だけなら ば、 まだ 我慢 もで きる が、 船 

中の 心 ある もの を 迷惑 がらせる のみならず、 その 善良 

ふりょうぎ 

な 分子 を も、 この 不良 戯 のうちへ 引 込まずに はお かな 

いのが 危険 千万です。 

いわゆる 良民のう ちに も、 下地が 好きで、 意志が さ 

のみ 強くない もの もあります。 見て いるう ちに 乗気に 

のこぎ リ やま  しき リ  もとで 

なって、 鋸 山 へ 石 を 仕切に 行く 資本 を 投げ出す もの 


がない と はか ぎらない。 くろうとの 遊民 ども も、 実は 

その わな を 仕掛けて 待って いる。 

「へ、 へ、 へ、 丁半 は采コ 口に かぎる て、 なぐさ さい、 

じゃある めえ な」 

「じょうだんい いなさん な」 

「五 貫ば かり 売っても らいて え」 

まか  しろうと 

罷り出で たの は 乗合い の 中の 素人に して は 黒つ ぼく、 

くろ-つと 

黒人に して は 人が よす ぎる 五十男。 

「合点 だ、 さあ 五 貫 …… 」 

貸 元が 景気よ くコ マ を 売る。 

「丁が 余る、 丁が 余る …… いかがです、 旦那、 負けと 


きます ぜ、 やすめ を 一 つお 買いに なって は …… 」 

「へ、 へ、 へ」 

前のより はいつ そう 人の よかり そうな、 純 乎た る 素 

人が、 ヮナを 眼の 前につ きつけられて、 まんざら でも 

ない 心 持。 

こうやって 彼等の 景気 は 増す ばかりで、 心 ある もの 

の 気持 は 苦々 しくなる ばかりです。 

暫くして いる 間に、 最初に したり 面 をして 出た 

はんくろうと  じゅんしろうと 

半 黒人 も、 まんざらでもない 心 持の 純 素人 も、 グルグ 

なか ぼん 

ルと ダル ー プの 中へ 捲き 込まれて しまう と、 中 盆が 得 

意に なって、 


「運賦 天賦の ものです から、 本職 だって 勝つ とき まつ 

たもので はなし、 ドコへ 福が ぶつつ かる かわかり ませ 

んゃ」 

いざやと 壺 振りが、 勢い込んで 身構え をす る。 

二 三番す るう ちに、 新入 者が また 二三 枚 加わる。 加 

うちょうてん 

わった 当座 は 多少の 目が 出る と、 有頂天に なり、 やが 

て その つぎは 元 も 子 もな くして、 着物まで も 脱ぎに か 

かる。 取られれば 取られる ほど、 眼が 上ず つてし まう 

有様が 見て いられない。 

こうな つてみ ると 駒 井 甚三郎 も、 相手 を 憚って は 

いられない。 そこで 思いきって、 一座の 方へ 進み出で 


ました。 

「これこれ、 お前た ち、 いいかげん にしたら いいだろ 

う」 

「何が 何 だと …… 」 

もろはだぬ 

諸肌 脱ぎで 壺振リ を やって いたのが、 まず ムキに 

なって 駒 井に 食って かかりました。 

「そういう こと をして はいけ ない、 乗合 いのもの が 迷 

惑す る」 

と 駒 井が 厳然とし てい いました。 

さき 

しかし、 この 遊民 ども は、 駒 井が 前の 甲府 勤番 支配 

であって、 ともかくも 一国 一城 を 預かって、 牧民の 職 


をつ とめた 経歴の ある 英才と 知る 由 もない。 この こと 

ばに は 荘重 な ものが あ つ て、 厳として 警告す る 態度 

は あなどり 難い ものが あつたと はいえ、 今、 異様の 

風采 をして、 ことに は 女に も 見 まほし いところ の 青年 

の 美男子で あると ころに、 彼等の 軽侮の つけ 目が ある。 

そうして 見廻した ところ、 相手 は 一人で あるのに、 自 

分た ち は 血 をす すった 一味 徒党で かたまつ ている。 こ 

いつ 一 人 を 袋 だた きにして、 海の 中へ たたき 込む に は、 

何の 雑作 もない と 思った から、 多少、 事 を 分ける はず 

の 貸 元 も、 中 盆 も、 気が 荒くな つて、 

「何が どうしたんだ つ て —— 人の 楽しみに ケチ をつ け 


なぐ 

る 奴 は 殴 つ ちまえ」 

「殴つ ちまえ」 

風雲 実に 急です。 駒 井 もこうな つて は 引 込めない… 

…かえすがえす も、 来 友なら ば 面白い が、 駒 井で は 痛 

ましい。 

その 時、 帆柱の かげから ムック リと はね 起きた 六尺 

ゆたかの 壮漢、 

「こいつら、 ふざけ やが つて ：：： 」 

盆ゴザ も、 場 銭 も、 火鉢 も、 煙草 も、 手 あたり 次第 

に 取って 海へ 投げ込む 大荒れの 勇者が 現われました。 


これほどの 勇者が、 今まで どこに 隠れて いたか、 駒 

井 も 気がつかなかった が、 乗組み の 者、 誰も 気がつい 

ていなかった ようです。 

不意に 飛び出し たこの 六尺 豊かの 壮漢が 、痛快と い 

うより は 乱暴 極まる 荒れ 方 をして、 あっとい うま もな 

く、 賭場 を 根柢から 覆えして しまいました。 

さしもの 遊民 どもが 手出しが できない のみならず、 

あいた 口が ふさがらな いのは、 その 荒れ つぶりの 乱暴 

と 迅速との みならず、 六尺 豊かの 髯 面の 大男の、 威勢 


そのものに 呑まれて しまった からです。 

といって この 六尺 豊かの 髯 面の 大男、 そのものの 

人 化が また 甚だ 疑問で、 相手 を 向う に 廻して 荒れて い 

なければ、 これが 無頼漢の 仲間の 兄貴 株で あろうと 見 

るに 相違ない。 そうでなければ、 船頭 仲間の 持 余し 者 

と 見た であろう。 しかし、 よく 見る と、 無頼漢で もな 

ければ、 船頭 仲間の 持 余し 者で もない、 れっきと した 

この 乗合船の お客様の 一人で、 身なり こそ 無頼漢 まが 

いの 粗野な 風采 をして いるが、 寝て いたと ころ をよ く 

ごらんな さ い、 両刀が 置き っぱなし にして あるので す。 

しかも その 長い 方の 刀 は、 人の 目 を おどろかす ほどす 


ぐれて 長い ものです。 

それです から、 さしもの 遊民 ども も、 一 層お それ を 

なしました。 

「人の 安眠 を 妨害す る 奴等、 船底へ 引 込んで 神妙に し 

とれ」 

中 盆と 壺 振の 二人の 襟首 を ひっぱって、 船底の 方へ 

投げ込んで しまったの は、 あながち 怪力と いう わけで 

はない、 呑まれて しまった 遊民 どもが、 自由自在 になつ 

ている のです。 

そこで、 さし も 全権 を 振って いた この 連中が、 一時 

へいそく 

に 閉塞して、 ことごとく 船の 底へ 下積みに されて しま 


いました。 

船中の 者 も、 この 勇者 を欽 仰す る こと は 一方で は あ 

りません。 

その 勇気と いい、 筋骨と いい、 身に 帯びた すばらし 

い 長短の 刀と いい、 天下 無敵の 兵法の 達者、 誰が 見て 

も 疑う 余地はありません。 最初の 口火を切った 駒井甚 

三 郎の影 は、 この 勇者の 前に 隠されて、 一人 も それ を 

讃仰 する もの はない のです。 

駒 井 もまた、 この 豪傑が 不意に 現われて、 自分の 解 

決すべき 難関 を、 一気に 解決して くれた 幸運 を よろこ 

びました から、 讃仰 者の ない の を 恨みと する 理由 は あ 


りません。 こういう 場合に おいて は、 第一声 を 切る こ 

でばな 

とが 勇者の 仕事で、 その 出端 を 利用して 敵 を 驚かして、 

一気に 取 挫ぐ こと は、 喧嘩の 気合 を 知っている ものに 

たやす 

はむしろ 容易い ことです が、 駒 井 は 閑却され て、 あと 

から 出た 豪傑が 人気 を 独占し ました けれど、 駒 井に 

と つ て は 不足 どころ ではありません。 

こうして 一 時 無頼漢 どもに 占領され ていた 船の 甲板 

は、 再び 良民の 天下と なって、 乗合船 そのものの 平和 

な 光景が 回復され ました。 

駒 井能 登 守 は 思いました。 これ はこれ 一 場の 喜劇の 

ような もの だが、 一代の 風潮 もこの 通りで、 進んで 身 


を 挺する の 勇者 さえ 現わ るれば、 悪風 を 退治す るの は 

たやす 

むしろ 容易い ことで、 悪 は 本来 退治せられ るが ために 

きょ-つ だ 

存在す る ものであるのに、 怯懦な 人間が、 それに こわ 

もて をして 触ろうと しないから、 彼等が 跋扈す るの だ 

…… 本当の 勇者が 一 人出 づれば 一国が おこる、 という 

ような ところまで 考えさせられました。 

ただ、 ここに 現われた 勇者 は、 体格の 屈強なる に 似 

ず、 勇気の 凜々 たるに 似ず、 ドコ かに 多少の 愛嬌と 和 

気がある。 駒 井 甚三郎 は ともかくも お礼の 心 を 述べて 

いんぎん 

おこうと、 彼に 近づいて、 慇 慰に、 

「どうも 御苦労 さまでした …… 失礼ながら、 あなた は 


何と おっしゃ います か、 そうして 何の 目的で 対岸へ お 

渡りになる のです か」 

駒 井から 慇慰 に 尋ねられた 六尺 豊かの 壮漢 は、 

「は、 は、 は、 拙者 は 絵師です よ、 足 利の 田 山 白雲と 

いって、 田舎 廻りの 絵描きで すよ」 

駒 井 甚三郎 も、 この 返答に は、 いささか 面 喰い まし 

た。 

誰もが 天下 無敵の 勇者で あるよう に 思い、 またそう 

思われても、 さしつかえない ほどの 体格と 力量 を 持ち、 

今や この 船中で は、 偶像 的にまで 渴 仰され ようとして 

いる その 御 本人が、 「おれ は 絵師 だ …… しかも 田舎 ま 


わりの 絵描き だ」 と 淡泊に ぶちまけて しまった 気取ら 

ない 純一 さ を、 駒 井 は 微笑せ ずに はいられません でし 

ま ね 

た。 さいぜんの 蛮勇 は 真似が できても、 この 淡泊 は 真 

似が できない と 感じました。 

そこで、 駒 井 甚三郎 と 田 山 白雲との、 うちとけた 談 

話が はじまります。 

田 山 白雲 は、 今の 画界の 現状と、 その 弊風と を 語り 

ました。 

「あの 書画 会と いう やつ、 あれが いけな いんです …… 

柳 橋の 万 八で、 たいてい 春秋 ニ季 にやり ますな、 あれ 

が 先輩 を 傲らし め、 後進 を 毒す るので す。 それ とても、 


書 画会が 悪い ので はない、 書画 会 をそう いう 機関に し 

た 組織 そのものが 誤って るんで しょうな。 あなた も、 

万 八の 書画 会 へ はおいで にな つた ことがあり ましよ 

う」 

「ありません」 

「それ は 話せない、 一度 は ごらんに なって お置きに な 

るが よろしい、 あれ は 新進の 画家に は 登竜門になる の 

ですから、 あの 別席へ 陳列され ると いう こと は、 画家 

にと つて は なかなかの 光栄な のです から、 若い 人た ち 

が 勉強し ます …… 勉強して、 なかなかい いもの を 作る 

ことがあります、 その 点 だけ は画界 のためになります 


、、ゝ  I 

力  」 

と、 いいながら 田 山 白雲 は、 そのす ぐれて 長い 刀 をい 

じくり まわす ところ は、 どう 見ても 墙団 右衛門と いつ 

たような 形で、 いやしくも 絵筆 をと る ほどの 人と は 見 

えません。 しかし、 その 話しぶ リは、 時弊 を 論じても、 

一 概に 意地悪く ならない ところに、 やはり 風流 人ら し 

い 一 面 は あるよう です。 

「それからが いけない のです、 自分の 努力 を、 正直に 

人に 見せて いる 分に は 難 はない のです がね …… そのう 

ちに、 人の 物 を 審査して みたくなる、 これが 間違いの 

もとです。 二三 回い いの を 見せて くれたな と 思って い 


るう ちに、 いつのまにか 大家に なって、 人の 物の 審査 

を やり 出す のです、 そうして 後進に 訓示 をす るよう な 

口吻 を 弄す るんで すから いけません や …… それで はト 

テも 大物 は 出ません ね」 

「そうでしょう、 好んで 人の 師 となる の はよ くない こ 

とです」 

と 駒 井が 軽く 相槌を打ちました。 白雲 は 慨然と して、 

「そこへ いくと …… 浮世 絵師と はい いながら、 

葛 飾 北 斎はェ ライと ころが ありまし たよ。 あの 男 は 相 

当に 名 を 成した 時分に も、 書画 会へ 出る に は 出ました 

がね、 雨の 降る 時な ど は 蓑 笠で、 ハイ 葛 飾の 百姓が ま 


いり ましたよ、 といって 末席で コク メイに 描いて いた 

ものです。 年 はたし か 九十で 死にました かな。 死ぬ 前 

も、 天 われに もう 十 年の 歳 を かせば 本物が 描け る、 ど 

うしても いけなければ、 もう 五 年、 といって 死んだ と 

いうの は 本当でしょう。 おれに は 猫 一匹 も 描け ない、 

描け ない と、 絶えず 妹に 訴えて いたと いうの も、 噓で 

は あるまい …… 」 

おの 

それから 白雲 は、 当代の 画家に はこの 己れ を責 むる 

心が なく、 社会に 真の 画家 を 養成す る 大量の ない こと 

を 説き、 天然の 名勝 や、 善良な 美風が 破壊され る 時に、 

はだか もの 

腹 を 立てる 美術家 はない が、 舶来の 裸 物に 指で もさ 


すと、 ムキ になって 怒り 出す 滑稽 を 笑い、 我が国の 古 

来の 大 美術 はもち ろん —— 近代に な つ て、 

と-つし ゆうさ いしゃら く 

東 州 斎 写 楽の 如きで も、 その 特色 を 外国人から 教え 

られ なければ わからな いでいる。 自分 を わすれる にも 

程の あ つた もの だとい うような こと を 論じて いるう ち 

き さ ら づ 

に、 船が 木 更津へ 着きました。 

ここで、 こそこそと 例の 遊民 ども は 上陸し、 乗客の 

と ど 

大部分 も 下船し ましたが、 この 二人 は 船の 上に 留まつ 

たま ま、 談論に 耽って いるので す。 

聞く ところに よると 田 山 白雲 は、 保 田から 上陸して 

房 総 をめ ぐり、 主として 太平洋の 波 を 写生して 帰る の 


だそう です。 

白雲の いうと ころに よると、 古来、 日本の 画家で、 

水 を 描いて 応挙の 右に 出づる もの はない が、 まだ 大洋 

の 水 を 写した の を 見ない、 房 総の 鼻 をめ ぐって 見ろ と 

人から 勧められた ままに、 出て 来たの だとい うこと で 

す。 房 総の 海 は 自分に 何 を 教える か 知らない といって 

いる。 

かりずまい  すの さき 

駒 井 は、 自分の 仮住居、 洲 崎の 番所の 位置 をよ く 説 

明して、 行程のう ち、 ぜひ 足 をと どめる ようにと のこ 

と を 勧め、 田 山 は 喜んで それ を 請け 入れました。 

「わし は、 こうして 歩いて いると、 誰も 画家と は 見て 


くれないで 困ります よ。 いや 困り はしません、 結局、 

それが 幸いに なること も あるので す …… そうです、 十 

人が 十 人、 拙者 を 武芸者 だと 睨んで かかる のですな。 

それが 都合の よい こと もあります が、 滑稽 を 引 起す こ 

とも 珍しく はない。 いや、 武術 も 少し やる に はやり ま 

した。 拙者の 藩 は 小 藩です からな、 僅かに 一 万 石の 小 

藩です から、 家老 上席に なった ところで 九十 石の 身分 

です。 しかし、 武術 は 好きで、 ずいぶん やる に はやり 

ましたよ、 自慢で はない が、 まあ、 大抵の 喧嘩に は 負 

けません。 武術 も 好きで したが、 絵 も 好きでした。 子 

供の 時分、 拙者 は 江戸で 生れました。 浅 草の 観世音へ 


行って は、 あの 掛額を ながめて、 絵 を かいた ものです、 

あれが 拙者の 最初の 絵のお 手本です。 文晁 のと ころ 

へ も、 ちょっと 行きました。 あり や 俗物です、 俗物で 

すけれ ども、 一流の 親分 肌のと ころも ありまし たね… 

…絵の 本当の 師匠 は 古人に あるので す、 古人よりも 山 

水 そのもの ですな。 雪 舟 もい いました ね、 大明 国に わ 

が師 とすべき 画 はない、 山水の みが 師だ …… と。 要す 

るに 写生です、 一 も 二 も 写生です よ …… しかし、 この 

写生 観 は 応挙の それと は 性質 を 異にして いるか も 知れ 

ません が、 写生 はすな わち 自然で、 自然より 大 いなる 

産物はありません からな —— いけません、 西洋の 山水 


画と いう もの も、 うす 物 を 通して 見る に は 見ました が、 

それ は 支那の ものと は 比較に なりません よ。 あなた は、 

支那の 山水画 を 御存じで しょうな、 雪 舟、 その他  一 二 

を 除いて は、 日本の 山水画 も、 あれに くらべる と 

い つ すん ぼうし 

侏 儒です、 支那の 山水画 は 人間の 手に 出来た もの 

の 最上 至極の ものです、 あれが みんな 写生です よ …… 

西洋画の 写生よりも、 もっと 洗練され た 写生なん です」 

といって 白雲 は、 支那の 古代からの、 宋、 元、 明に 及 

ぶまでの 絵画の 歴史と 品評と を 始めました。 駒 井甚三 

郎は ここで もまた、 異常なる 傾聴 を 余儀なく された の 

です。 


駒 井 も 今まで 絵 を 見て いないと いう こと はない。 ま 

た 絵に ついても 当時の 上流の 士 人が 持って いただけの 

教養 は 持って いる。 ただ、 当時 上流の 士 人が 持って い 

ただけ の 教養 以上に も、 以外に も 出でなかった のみ だ。 

南北の 両派、 土 佐、 狩 野、 四条、 浮世絵 等に ついての 

概念 を 以て、 人の 高雅な リ とする もの は 高雅な リ とし、 

平 俗な りと する もの は 平 俗と していた のが、 ここで 思 

いがけ ない 写生 一 点 張りの 画 論 を 聞いて、 容易なら ぬ 

暗示 を 与えられ たように も 感じました。 

彼 は 船乗りの 小僧、 金椎 によって、 西洋文明の 経 を 

流れて いる キリストの 教え を 教えられ、 今 はまた、 こ 


こで 自分が 絵画と か 美術と かいう ものに 対する 知識と 

理解の、 極めて 薄い こと を覚ら せられました。 

学ぶべき もの は 海の 如く、 山の 如く、 前途 に 横たわつ 

ている —— という 感じ を、 駒 井 甚三郎 はこの 時 も 深く 

きざ 

銘 みつけられました。 

船が 保 田に 着く。 田 山 白雲 は、 一 肩の 画囊を ひつ さ 

げて、 ゆらり と 船から 桟橋へ 飛び移りました。 

「さようなら、 近いう ち 必ず 洲 崎の 御 住所 をお 訪ね 致 

します よ」 

笠 を 傾けて、 船と 人と は 別れました。 まだ 船に とど 

たてやま 

まって、 館 山まで 行かねば ならぬ 駒 井 甚三郎 は、 保 田 


の 浜辺 を悠々 と 歩み 行く 田 山 白雲の 姿 を 見て、 一 種奇 

異の感 に 堪えられませんでした。 

八 

その 名のよう な 白雲に 似た 旅の 絵師 を、 駒 井 甚三郎 

は奇 なりと して 飽かず 見送って おりました。 

ほどなく 松の木の あると ころから 姿 を 隠して しま つ 

た 後 も、 勢髴 として 眼に あるよう に 思います。 

しかしながら、 人の 生涯 は、 大空に かかる 白雲の よ 

うに、 切り離して しまえる もので ない と 思いました。 


人情の 糸が、 必ず どこかに 付いていて、 大空 を 勝手に 

行く ことの 自由 を ゆるされな いのが 人生で ある。 あの 

男 もど こかで 行 詰まる ので はない か。 あの 男の 蔭に、 

さ いし けんぞく 

泣いて 帰り を 待つ 妻子 眷族と いう もの も あるので はな 

ヽゝ。 

レ 力 

さりと て、 人間 は 天性、 漂泊 を 好む 動物 に似てい る。 

自由 を 好んで 不自由の 中に 生活し、 漂浪 を 愛して、 

一 定の 住居に とどまらなければ ならない 人間。 それで 

も その 先祖 はみ な 旅から 旅 を 漂泊して 歩いた もの だか 

ら、 時として その 本能が 出て 来て、 人 をして 先祖の 漂 

浪に あこがれ しめる ので はない か。 物慾の 中に 血 を 沸 


かして 生きて いる 人々 が、 どうかす ると 西 行 や 芭蕉の 

どうけい 

あとに、 かぎりなき 憧憬 を 起す の は、 ふるさと を 恋う 

るの 心で はない か。 

左様な こと を 駒 井 は 考えました。 

船 は その 夜、 保 田の 港へ 泊る ことにな つた ものです 

から、 駒 井 も 船の 中に 寝る ことにき めました。 この 時 

分に は、 もう 大抵の 乗客 は 上陸して しまって、 船 は 駒 

井 だけの ために 館 山へ 廻航 する の 有様で、 船の したに 

は 駒 井の 携えて きた 書物 を はじめ、 手荷物の 類が かな 

リ 積み込まれて いるから、 駒 井 も、 ここで ちょっと 船 

と はわ かれられない ようになって いるので す。 


ひあし  こも 

まだ 日脚 は 高い ので、 このまま 船中に 閉じ籠る の も 

き 

気の 利かない 話です。 

のこぎ リ やま 

そこで、 駒 井 甚三郎 は、 程遠から ぬ 鋸 山の 日本 寺 

へ 登る こと を 思い立ちました。 久しく 房 州に いると は 

いえ、 この 山へ 登って みたい と 思いながら、 その 機会 

がなかった の を、 今日は 幸いの ことと 思って、 船頭に 

向い、 

「これから 日本 寺へ 参詣して くる、 ことによると 今夜 

は あの 寺へ 泊めても らう かも 知れない、 しかし、 明日 

の 午後、 船の 出帆までに は 相違な くも どって くる」 

といって、 笠 を かぶり、 田 山 白雲が 右の 方、 保 田の 町 


へ 入り込んだ のとち がって、 左 を さして、 乾坤 山 日本 

寺の 山に 分け入りました。 

切 石 道 を 登って、 楼門、 元 亨の銘 ある 海中 出現の 鐘、 

頼 朝 寄進の 薬師 堂塔、 庵 房の あと をめ ぐって、 四角の 

竹の 林から 本堂に 詣で、 それ を 左へ 羅漢 道に かかる と、 

突然、 上の 山道から 途方もない 大きな 声で 話 をす るの 

が 聞え る。 

「羅漢 様に！ < い 男て えの はねえ もの だな あ」 

「べらぼうめ、 こちと 等 は 羅漢 様から お釣り を もらい 

てえ くれえ の もの だ」 

「ちげ えね え、 いよう 羅漢 様」 


「羅漢 様 —— 」 

山 を 遊覧す る 人間が、 大きな 声 を 出して みたくなる 

の は、 妙な 心理 作用で あると 思いました。 江戸 あたり 

から 遊覧に 来た 連中ら しいが、 とうとう それら は 羅漢 

様から お釣り を 取ろうと いう 面 を 見せずに、 あちらの 

山に 消えて しまう。 

さて、 石の 千 体の 羅漢 はこれ から 始まる。 あると こ 

ろに は 五体 十 体、 やや 離れて 五十 体、 駒 井 甚三郎 は、 

その 目 を ひく ものの 一 つ 一 つ を かぞえて 行く うち、 

愚 拙なる もの、 剽軽なる もの、 なかには 往々 にして 凡 


作なら ざる ものが ある。 無惨な の は 首の ない 仏。 しか 

しながら、 首 を 取られて 平然として 立た せた もう 姿に 

は、 なんとも いえない 超然 味がない ではない。 

やが て 駒 井が 足 をと どめた ところに は 小さな 堂が 

あって、 その 傍らに かなり 古色 を 帯びた 石標 —— 「秋 

風 や 心の 燈 うごかさず 南 総 一 燈 法師」 と 刻んで ある。 

それよりも、 駒 井の 心 を ひいた の は、 まだ 新しい 羅 

漢 様の 一 つに 「元 名 米 商 岡 村 ふみ」 と 刻まれた、 その 

女 名前が、 妙に 駒 井の 心 をな やませました。 

そこ を 少しば かりの ぼ つ てまた 曲り にか かる。 

その 曲り かどで 風が 吹いて 来ました。 


その 風の 中から おりて 来たの が 妙齢の 美人です。 

駒 井 もゾッ としました。 高島田に 結って、 明 石の 着 

物 を 着た 凄い ほどの 美人が、 牡丹 燈 籠のお 露の ような、 

その 時分に はま だ 牡丹 燈籠 という 芝居はなかった はず 

です が、 そういつ たような 美人が、 舞台から 抜け出し 

て、 不意に 山の 秋風の 中から 身 を 現わした の だから、 

駒 井 ほどの もの も、 ゾッ とする の は 無理 もありません。 

それだけ ではありません。 見れば その 娘の 胸に 抱え 

られ ている ものが ある。 

娘が 後生大事に 抱えて いる それ を、 よく 見る と 羅漢 

様の 首で ありまし たから、 駒 井 はいよ いよ 怪しみの 思 


いに 堪える ことができません。 

すれちがって、 娘 は 曲り かど を 下へ、 駒 井 は 立って 

見送って いると、 一間ば かり 行き過ぎた 娘が あと を 振 

返って、 駒 井 を 見て にっこりと 笑いました。 

「これから お登りな さるの？」 

もののけ 

駒 井 は物怪 から 物 を 尋ねられ たように 感じながら 

頷 いて 見せる と、 

「お帰りに、 わたくしの ところへ 泊って いらっしゃい 

な」 

これに は 急に 挨拶が できませんでした。 しかし、 そ 


こで 駒 井 は、 ああ 気の毒な と 感ずる ことができました。 

この 娘 は、 その 風姿の 示す 通り、 しかるべき 家のお 

嬢 様と して、 恥 かしから ぬ 女性で は あるが、 何 かにと 

ら われて 気が狂って いるの だ。 そこで、 

「どうも有難う  」 

駒 井 は 愛嬌 を 以て 答える と、 娘 は うれしそうに 踏み 

とどま つ て、 

「ほんとうに 来て 頂戴 …… 待って いますから」 

「行きます」 

駒 井 はお 世辞の つもりで いいました。 

「き つ と」 


「  」 

深く は 相手に ならない がよ いと 駒 井が 思いました。 

常識 を 逸して いるもの を苟 くも 信ぜし める の は、 そ 

れを 弄 ぶと 同じ ほどの 罪で あるよう に 思われた から 

です。 そこで 駒 井 は 自分から 歩み を 進めて、 またも 登 

りに かかりました。 

登る 途は、 くの 字な りに なって いますから、 次の 曲 

リ かどへ 来る と、 どうしても、 以前の 曲り かど を 見な 

いわけに は ゆきません。 

以前の 娘 は、 まだ そこに 立って、 駒 井の 後ろ姿 をな 

がめ ている のと、 ビタリと 眼が 合いました。 


「きっと、 いらっしゃい」 

「行きます から、 早くお 家へ 帰って おいでなさい」 

駒 井 は 早く この 娘 を 家へ 帰して やりたい もの だと 思 

いました。 家で はまた ナゼ こういう 病人 を 一人で 手放 

して 置く のだろう と、 それ を 心 もとな く 思って いると、 

娘 は 恥 かしそう に、 

「もし …… あなた、 そこいらに 茂 太郎が 見えましたら、 

お帰りに ぜひお つれ 下さい ましな」 

それで は、 やっぱり 連れが いたの か …… そこへ にわ 

かに 雲が まいて 来ました。 

日本 寺の 裏山 はすな わち 鋸 山で、 名に こそ 高い 鋸 山 


も、 標高と いって は 僅かに 三百 メ ー トル を 越えない の 

ですから、 そうに わかに 雲 を 呼び、 風 を 起す ほどの 山 

ではありません。 しかし、 このと き、 にわかに 雲が ま 

いて 来たの は、 比較的、 風が 強かった せいでしょう。 

きが や 

山 も、 木萱 も、 一時に ざわめいて きました。 

すそ 

髪と 着物の 裾 を この 風と 雲と に 存分に 吹き なぶらせ 

て、 山を艇 けおりる 女 は、 羅漢 様の 首ば かり を 後生 大 

事に 抱いて、 

「いやな 人 …… 」 


駒 井 甚三郎 は その 晚は 日本 寺へ 泊り、 翌る日 は 予定 

の通リ 船へ 戻る と、 船 も 予定の 通りに 館 山へ 向けて 出 

帆した ものです から、 多分、 無事に 洲 崎へ 着いて いる 

ことでしょう。 

これより さき、 保 田の 町へ 入り込んだ 田 山 白雲 は 岡 

本 兵 部の 家へ おちつき、 その 夜 は 兵 部の 家の 一 間で、 

熱心に 主人が 秘蔵の 仇 十 洲の回 錦 図卷を 模写して お 

りました。 

あれほどに 写生 を 主張して いた 男が、 船から 上る と 

早々 模写 を はじめた こと は、 多少の 皮肉で ない こと も 


ない が、 そうかといって、 写生 主義者が 模写 をして 悪 

いという 理窟 もあります まい。 つまり、 よくよく この 

ほ  なげう 

仇 十 洲の回 錦 図 巻に 惚れ こん だれば こそ、 万事 を 抛 つ 

て 模写に とりかかつ たものと 見る ほか はない。 

仇 十 洲の回 錦 図 巻の 模写に、 田 山 白雲が 寝る こと も、 

飲む こと も、 忘れて いると、 

「今晩は …… 」 

そこへ、 極めても の なれた 女の 声。 

「はいはい」 

JS  しゃらく 

田 山 白雲 も 筆を揮いながら 洒落に 答えます と、 

「入つ て もよう ござんす か」 


「ようご ざん すと も」 

「そんなら 入ります よ」 

「おかまいなく」 

白雲 は 始終 描写の 筆 を やすめませんでした。 白雲の 

頭 は 仇 十洲の 筆意で いっぱい になって いるもので すか 

ら、 障子の 外のお とずれ など はっけた りで、 調子に乗つ 

て、 うわの 空で 返事 をして みた だけの ものです。 

「御免下さい」 

障子 を あけて、 そこに 立った の は、 スラリ とした 牡 

丹燈 籠のお 露です。 

「はい」 


それでも 田 山 白雲 は 筆 もやす めない し、 頭 を 後ろへ 

まわして、 来訪に 答える の 労 を も 惜しんで いる。 

「御 勉強です ね」 

「ええ、 御 勉強です よ」 

「お 邪魔に なり やしなく つて？」 

「ええ、 お 邪魔に なり やしま せんよ、 話して いら つ しゃ 

いな」 

がら 

白雲 は 柄に なく 優しい声で お世辞 をい いました。 け 

れど相 変らず 模写に 頭 を 取られて いるもの ですから、 

相手の 誰なる や を 考えて いるので はありません。 

「どうも有難う …… 何 を、 そんなに 勉強して いらつ 


しゃる の？」 

幽霊の ような 裾 を 引いて、 するすると 入って 来て、 

後ろから 白雲の 模写ぶ りを視 きに かかりました けれど 

も、 白雲 はいつ こう 平気で、 

「ここの 主人から 借り受けた 仇 十 洲の回 錦 図 巻が あま 

リ 面白い から、 こうして 模写 を 試みて いると ころです 

よ」 

白雲 は、 やはり 言葉 はう わの 空で、 頭と、 手と、 目 

とが、 図 巻に 向って 燃えて いるので す。 

「そんなに よいので すか、 その 絵巻物が？」 

「結構な ものです よ、 全く 惚れ込んで しまい ましたね」 


「そうです か、 そんなに よい ものなら、 わたしに も 見 

せて 頂戴な」 

といって 無遠慮に 図 巻の 上へ 伸ばした その 手が、 白魚 

のように 細かった ものです から、 ここに 初めて 田 山 白 

雲 は 愕然とし ました。 

「え」 

そこで 初めて 振 返って 見る と、 例の ゾッ とする ほど 

の 妙齢の 美人です。 

「あなた は 何です か」 

「幽霊じゃありません よ」 

疑問 を 先方が 答えて くれました から、 白雲 ほどの も 


のが 度 肝 を 抜かれました。 

「いつ、 ここへ 入って 来ました？」 

「いつ …… ？ 今、 あなたに お聞きし たん じゃあり ま 

せんか、 それで、 あなたが いいとおつ しゃった から 入つ 

て 来たの よ」 

「そうでし たか、 拙者が いいと 言いました か」 

「いいました とも」 

「そうでし たか …… 」 

あき  げ 

田 山 白雲が 呆れ返って ながめる と、 その上に 解せな 

いこと は、 この美 人が 後生大事に 胸に 抱き かかえて い 

る ものが あります。 


それが 人間の 生首でなくて 仕 合せ。 

「あなた、 わたし、 今日、 鋸 山の 日本 寺へ 参詣して 来 

たのよ、 一 人で …… 」 

「そうです か」 

「そうしてね、 途中で i< い 男に あいまし たのよ、 それ 

は それ は 美い 男」 

「そうです か、 それ は 結構で したね」 

白雲が しょうこと なしに 話 相手に なりました。 

「あなたより 美い 男よ …… 」 

「そうです か、 わたしより 美い 男でした か」 

と 白雲が 苦笑いし ました。 


「です けれども、 あなた も 美い 男よ ：：： 美い 男と いう 

より 男らしい 男ね、 あなた は …… 」 

「大きに 有難う」 

「です けれども、 茂 太郎も i< い 子ね、 あなたそう 思わ 

なく つ て？」 

「左様 …… 」 

「そうでしょう、 あのく らい 美い 子 は、 ちょっと 見当 

らな いわ」 

「そうかな あ」 

「それに 第一声が いいでしょう、 あの 子の 声と いった 

ら 素敵よ。 昔 は、 わたしが 歌 を 教えて 上げたん だけれ 


ど、 今では わたしよ リ 上手に なって しまった わ」 

「はは あ、 そんなに 歌が 上手でした か」 

「上手です とも。 あなた、 それで、 あの 子 は 声が よくつ 

て、 歌う のが 上手な だけで はない のよ、 自分で 歌 をつ 

くって、 自分で 歌う のよ」 

「そうです か、 それ はめず らしい」 

「一 つ 歌って お聞かせし ましょう か」 

「どうぞ」 

「わたし は 茂太郎 ほどに 上手じゃありません けれど、 

それでも 茂太郎 のお 師匠さん なのよ」 

「何 か 歌って お聞かせ 下さい」 


「何に しまし ようか」 

「何でも かまいません」 

「それで は、 わたしが 茂太郎 に、 はじめて 歌の 手 ほど 

きをして 上げた、 あれ を 歌いましょう か」 

フス 、ス」 

「それ は 子守唄な のよ」 

「子守唄、 結構です ね」 

「それで は 歌います から、 よく 聞いて いらっしゃい」 

といって、 女 は 胸に 抱いて いるもの を あやなす ように 

して、 

ねんね がお 守 は 


どこへ いた 

おさ だ 

南条長 田へ とと 買いに 

そのと と 買うて 

何す る の 

ねんね に 上げよ と 

買うて 来た 

ねんねん ねんねん 

ねんねんよ 

そうすると、 女が 歌の 半ばに ほろほろと 泣き出して 

しまいました。 

田 山 白雲 は 胸 を 打 たれて 気の毒な もの だと 思い まし 


きりょ-つ 

た。 この 年で、 この 容貌で、 そして この 病。 

これが 岡 本 兵 部の 娘な のか。 

娘 は 泣きながら 両袖 を 合わせて、 抱えた もの をい よ 

いよ 大事に し、 

「ねえ、 あなた、 茂 太郎は どこへ 行きましたろう …… 

鋸 山の 上に もい ませんで したわ」 

「そのうち 帰る でしよう」 

「そうか 知ら、 帰る かしら、 いつまで 待ったら 帰る で 

しょう」 

ねんねん ねんねん 

ねんねんよ 


ねんね のお 守 は 

どこへ いた 

お 山 を 越えて 

里 越えて 

そうしてお 家へ 

い つ 帰る の …… 

女は蠟 涙の ような 涙 を 袖で ふいて、 

「ねえ、 あなた、 この 子の 面が 茂太郎 によく 似て いる 

でしよう、 そっくり だと 思わない？」 

といって、 今まで 後生大事に 胸に かかえて いた もの を、 

両手に 捧げて 白雲の 机の 上に 置きました。 それ は 石の 


羅漢の 首ば かりです。 

「うむ」 

白雲が 挨拶に 苦しんで いると、 

「似て いるでしょう。 もし 似て いると 思ったら、 それ 

を 描いて 頂戴な …… 」 

十 

田 山 白雲 は 保 田 を 立つ 時、 予期し なかった 二つの 

えもの  がのう 

獲物 を 画囊に 入れて 立ちました。 

きゅうえ い 

仇 英の回 錦 図 巻と 狂女の 絵。 その 二つ を 頭の 中で 


組み合わせながら、 再び 白雲 は 旅に のぼった ものです。 

下 谷の 長者 町の 道 庵 先生が、 かねての 志望に よって、 

中 仙 道筋 を 京大 阪へ 向けて 出立した の も、 ちょうど そ 

の 時分の ことで ありました。 

先生の は、 もっと、 ずっと 以前に 出立すべき はずで 

した けれども、 来 友の 方に 故障 もあった り、 何かと さ 

しっかえ がそれ から それと 出来た ものです から、 つい 

延び延びにな つ てし まいました。 

いよいよ 出立の 時 は、 近所 隣り や、 お出 入りの もの、 

子分 連中が 盛んに 集まって、 板 橋まで 見送ろう という 


の を 強いて 辞退して、 巣 鴨の 庚申 塚までと いう ことに 

もの やわ 

しても らいました。 物 和ら かな 豆腐屋の 隠居、 義理 固 

すみ まき や 

い 炭 薪屋の 大将と いったよ うな 公民 級 を はじめと して、 

子分の デモ 倉、 プロ 亀に 至る までが はしゃぎ まわ つ て 

みおくりに 来ました。 

しかし、 これらの 連中 は、 みな 庚申 塚で かえして し 

まい、 あとに 残る の は 先生と、 同伴の 宇治山 田の 米 友 

と 二人 だけ。 

「来 友 様」 

と 道 庵 先生が 呼びかけ ると、 

「うん」 


と 来 友が こたえます。 

つまお リ がさ  ひ ふ 

道 庵が しゃれて 棲 折 笠に 被 布と いういで たち。 米 友 

すはだ  めくら じ ま 

は 竹の 笠 を かぶり、 例の 素肌に 盲目 縞 一枚で、 足のと 

きゃはん 

ころへ 申し わけの ように 脚絆 をく つ つけた ままです。 

二人ともに 手頃の 荷物 を 振 分けに して 肩に ひ つ かけ、 

いっぴょう 

別に 道 庵 は 首に 紐 を かけて、 一瓢 を 右の 手で 持ち そ 

えてい る。 来 友 は 独 流の 杖 槍。 

「さて 米 友 様、 永の 旅立ちと いう もの は、 まず 最初 二 

三日と いうと ころが 大切で な …… 静かに 足 を 踏み 立て 

てな、 草鞋の かげん をよ く 試みて な …… そうしてなる 

ベ く S 々休んで 足 を 大切に する こと だ」 


「なるほど」 

「旅籠 屋へ 着いたら、 第一に その 土地の 東西南北の 方 

せつ いん 

角 をよ く 聞き 定めて、 家作り から 雪隠、 裏表の 口々 を 

見覚えて おく こと …… 」 

「うん」 

「もし また、 馬 や、 駕籠 や、 人足の 用が あらば、 宵の 

うちに 宿屋の 亭主に あつ てよ く 頼んで おくが よい、 

相対で やる と 途中 困る ことがある もの だ。 朝起きて は 

膳の 用意 をす るまでに 仕度 をして、 草鞋 を はくば かり 

にして 膳に 向うよう にしな くち やなら ねえ」 

「うん」 


「朝 はせ わしい もの だから、 よく 落し物 をす る 故、 宵 

のうちに よく 取調べて、 風呂敷へ 包んで 取 落さぬ よう 

にしな くち やなら ねえ」 

「なるほど」 

じょ-つや ど 

「旅籠 屋は 定宿が あれば、 それに 越した こと はない が、 

初めての ところでは、 なるたけ 家作り のよ い 賑やかな 

宿屋へ 泊る こと だ、 少々 高くても その 方が 得 だ」 

「そうかな あ」 

「道中で 腹が減った からといって、 無暗に 物 を 食って 

すきばら 

はいけ ねえ、 また 空腹へ 酒 を 飲む の も 感心し ねえ …… 

酒 を 飲むなら 食後が いいな、 暑 寒と もに あたためて 飲 


ひや 

むこと だよ、 冷 は 感心し ねえ」 

「おいら は 酒 は 飲まね え」 

と 米 友が いいました。 

「そうか、 では 道中 は、 別して また 色慾 を 慎まな けれ 

めしもり  ぱい じょ 

ばなら ぬ …… 道中に は、 飯 盛 だの 売女 だのと いう もの 

し つどく 

があって、 そういう ものに は 得て 湿 毒と いう ものが あ 

る」 

道 庵 先生 は、 丁寧 親切に 来 友に 向って、 道中の 心得 

を 説いて 聞かせて いるつ もり だが、 酒 を 飲むな の、 色 

慾 を 慎めのと いう こと は、 この 男に とって はよ けいな 

忠告で、 御 本人の 方が よっぽど あぶない ものです。 


それでも 来 友 は 神妙に 聞いて いると、 ほどなく 板 橋 

の 宿へ 入りました。 

「さあ、 来 友 様、 ここが 板 橋と いって 中 仙 道で は 親 宿 

だ。 これから 江戸へ は 二 里 八丁、 京へ 百 三十 三 里 十四 

丁と いう ことにな つてい る、 先 は 長いから、 まあいつ 

ぷ くやつ て 行こう」 

と、 あるお 茶屋へ 休みました。 

こうして 二人が つれ 立って 歩く と、 こまった ことに 

は 道 庵の 方 は それほど でもない が、 来 友の 姿 を 見て、 

みかえらな いもの はない ことです。 極めて 背の 低い の 

あわせ  めくら じ ま 

が、 もう 袷 を 重ねよう という 時分に、 素肌に 盲目 縞の 


単衣で 元気よ く、 人並より 背の ひよ ろ 高い 道 庵の あと 

を、 後れ もせずに 跛 足の 足で 飛んで 行く 恰好が おかし 

いといって、 みかえる ほどの ものが 笑います。 

「や あ、 チン チ クリンが 通ら あ …… 」 

正直な 子供た ち は、 わざわざ 路 次のう ちから 飛んで 

出て、 来 友の 周囲に むらがる のです。 

そのたび ごとに、 来 友に 腹 を 立た せまいと する 道 庵 

の 苦心 も、 並 々ではありません。 

「何でも 来 友 様、 旅に 出たら、 堪忍が 第 一 だよ、 腹の 

立 つ こと も 旅で はこら え つ つ、 言う ベ きこと は 後に こ 

とわれ …… お前 は 頭が いいから、 物の 見さ かいがな く、 


大名で も、 馬方 人足で もとつつ かまえて、 ポンポン 理 

窟を いうが、 あれが いけね え、 物言い を 旅で はこと に 

和らげよ、 理窟が ましく 声高に すな …… というの は そ 

こだて …… 」 

しかし、 来 友 とても、 そう 無茶に 腹 を 立つ わけの も 

ので もな し、 道 庵 とても 好んで 脱線 をしたがる わけで 

もありません から、 町 場 を 通り過ぎて しまえば、 心に 

かかる 雲 もな く、 道 庵 はいい 気持で、 太平楽 を 並べて 

歩きます。 

太平楽 を 並べて 歩きながら も 道 庵 は、 折々 立ち 止 

まって 路傍の 草 や 木の 枝 を 折って、 それ を いい加減に 


小 切って は 束ねて 歩きます から、 来 友が 変に 思い まし 

た。 この 先生 は 文字通りの 道草 を 食って 歩いて いるの 

だな とさえ 思い ましたが、 道 庵の する こと をい ちいち 

干渉して いた 日に は、 際限が ありま せんから、 別に そ 

の 理由 もたず ねませんでした。 

そうして 浦 和の 宿 —— 江戸より 五 里 三十 町、 京へ 

百 二十 九 里 二十 八 町と いうと ころへ ついて、 そこで 今 

晚は 泊る Y とになる。 

ここに は あまり、 よい 宿屋が ありませんでした。 泊 

り 客 を 見かけて は 道 庵が いちいち、 途中で 手 折って 来 

えんじゅ 

た 槐 のよう な 木の 枝 を 渡して いう ことに は、 


「これ は 苦 参と いって 蚤よ けのお まじないになる。 見 

かけた ところ、 この 宿屋に は 蚤が いるに ちげ えね え、 

ふとん 

これ を 蒲団の したに しいてお 寝」 

おかげさまで、 その 晚は 蚤に 食われなかった お礼 を 

いう ものが ありました。 そこで 来 友に は、 道 庵の 道草 

の 理由が わかり、 

「先生の する ことに ソッ はねえ」 

とい まさらの ように、 感心 をして しまいました。 

ひか わだいみ ようじん 

浦 和から 大宫、 武 蔵の 国の 一 の宮、 氷 川大明 神へ 参 

詣 して、 またまた 米 友 を おどろかせ たの は、 道 庵 先生 

が 見かけに よらず 敬神 家で、 いと ねんごろに 参拝 祈願 


する 体 を 見て 驚嘆し ました。 この 先生、 いいかげんの 

おひやら かしだと 思つ ている と あてがち がう。 この 殊 

勝な 参拝ぶ リを 見て、 正直な 米 友が、 いよいよ 感心 を 

して しまったの も 無理はありません。 しかし あとでい 

う マ ，- とに は、 

「すべて、 神仏 を 大切に する こと を 知らね え 奴に、 口 

クな 奴が あつたた めしが ねえ、 国々 へ 行って 見な、 い 

い 国主 ほど 神仏 を 大切に してら あ、 人間 だってお 前、 

エラ クな るぐ らいの やつ は、 ェ ライ ものの 有難 味 を 

知つ てら あな、 薄っぺら なやつ だけが 神仏 を 粗末に す 

る」 


と 言って 気焰を 吐きました。 

この 気焰 によって 見る と、 道 庵 先生 自身 はェ ライ 奴 

の 部類に 属して いて、 薄っぺらな 奴に 属して いないと 

いう 理窟になる のです が、 来 友 は そこまで は 追究せ ず、 

なるほど そういう もの か 知らん と 思いました。 

宇治山 田の 米 友 は、 伊勢の 大神宮のお 膝元で 生れた 

から、 神様の 有難い こと を 知っている。 そこで 道 庵に 

つづいて 笠 を 取って、 恭しく 氷 川大明 神の 前に 礼拝 

をす ると、 

「こいつ は 感心 だ、 見かけに よらね え」 

と 言って 道 菴が手 をう つ て よろこびました。 


その 時、 道 庵 先生 は 米 友に 向って、 

「神様 を 拝む に は、 少し 遠く離れて 拝まな くち やなら 

さんせんば こ 

ねえ、 あんまり 賽銭箱の 傍へ 寄って 拝ん じ やなら ねえ 

…… ちょうど、 この 鳥居 前 あたりが い いところ だろう」 

と 神様 を 拝む 秘伝 を 教えます と、 来 友が 解せない 面 を 

しました。 

「先生」 

「何 だい」 

「どこで 拝んだ つて、 心さえ 誠なら ば、 それでよ かり 

そうな もの じ やねえ か …… よしんば 賽銭箱の 前で 拝 も 

うと、 鳥居 前で 拝もうと、 信心に 変り がなければ、 


御利益に も 変り はなかろう じ やねえ か」 

と 来 友が 不審 を 打つ と、 道 庵 は そこ だとば かりに、 

「それが 素人 考 えとい う もの だ」 

と 一 喝を 試みました。 

「そうかな あ」 

来 友 は 無言で 何 か 反省 を 試む るよう な 気色で ありま 

したが、 なにぶん 解せない 面色 を 拭う ことができ ませ 

ん。 

「わかった か」 

と 道 庵から いわれて、 

「どうも わからね え」 


と 白状し ました。 正直な 米 友の 心で は、 神様 を 拝む の 

に 誠心 を 論ずる の はよ いが、 距離 を 論ずる の は、 ドコ 

まで も 不当 理窟の ように 思われて ならない のです。 つ 

まり、 お 賽銭箱の 前で 拝もうと、 鳥居の 前で 拝もうと、 

また 自宅の 神棚へ 招 じて 拝もうと、 誠心に 変り がな け 

れ ばよ いもの だとい う 理窟 を、 道 庵が 排斥しながら 説 

き 明して くれない もの だから、 迷います。 

道 庵 は それ を 相 変らず いい 気持で、 

「は、 は、 は、 は、 は  」 

と 高笑いし たの は、 本気の 沙汰 だか、 ふざけて いるの 

だか わかりません。 


しかし、 来 友と して は 道 庵 を 信じ、 今まで とても、 

気 狂い じみた ところに、 あとでなる ほどと 思わせられ 

たり、 ふざけき つたの が 存外、 まじめであった りした 

こと を、 いつも あとで 発見 させられる ものです から、 

これに も 何 か 相当のより どころ が あるので、 それ は あ 

とで おのずから 教えられる こと だろうと、 押 返して た 

ずね なかった の は、 つまり 来 友 も それだけ 修行が 積ん 

だものでしょう。 

ぼんよう 

凡庸なる 科学者 を 名画の 前へ 連れて行 くと、 心得た 

りとば かりに 画面へ 顔 を摺リ つけながら、 天文学で 使 

用す るよう な 拡大鏡 を 取り出して 両眼に 当て、 画面の 


すみずみ くまぐま 

隅々 隈々 まで も 熱心に 見つめる。 そうして いう。 この 

線と この 線の 間 は何ミ リメ— トル ある、 この 紙質 は植 

物性の もので 耐久力 は 何年、 この 墨 を 分析して みると 

成分 はこれ これ …… というよ うな こと を、 おどろく ば 

かリ 精密に 教えて くれる。 しかし、 最後に、 「して、 いつ 

たい、 この 画 は 何 を 表現して いるもので すか」 とたず 

ねて みると、 その 科学者が いう、 「あ、 それに は 気づか 

なかった …… 」 

どうしゃく 

つまり この 科学者 は、 その 絵の 全体が、 道釈 だか、 

山水 だか、 人物 だか、 最後まで わからなかった のです。 

これ は 凡庸なる 科学者の 罪で はない、 遠く離れて 画 


を 見る こと を 知らな か つた その 罪です。 

道 庵 先生が、 来 友に 向って、 神 を 拝む に は 離れて 拝 

めと 教えた 秘伝 も、 或いは その 辺の 理由から 来て いる 

のか も 知れません。 

しかし、 医者 は その 職業の 性質 上、 科学者で なけれ 

ばなら ない こと を 知っている はずの 先生です から、 科 

学 を 軽蔑す るつ もり はない にき まっている。 近く 寄つ 

て 見る こと を 悪い とはいわない が、 遠く離れて 拝む こ 

と を 忘れて はならない との 老婆 親切 かも 知れません。 

偉大なる 科学者 は 必ず この 一 一 つ を 心得て いる  とい 

うような 気焰は 揚げませんでした。 


こうして 二人 は 社 前 を 辞して 大宮 原に かかる。 ここ 

は 三十 町の 原、 この 真中に 立つ と、 富士、 浅 間、 甲 勢、 

武蔵、 日光、 伊香保な どの 山が あざやかに 見える。 

原の 中で 来 友が 草鞋の 紐 を 結び 直しました。 

十 一 

こうして ある 者 は 南 船し、 ある 者 は 北 馬して 江戸の 

中心 を 離れる 時、 例の 三 田 四国 町の 薩摩 屋敷ば かり は、 

いよいよ 四方の 浪人の 目標と なって、 ここへ 集まる も 

のが 絶えません。 


今日 も 数十 人の 者が 一席に 集まって、 群議 横 生のと 

ころ。 

いよいよ 甲 府城を 乗っ取る の 時機が 熟した という 者 

が ある。 

さて、 甲府を 定めて 後 は、 天険に よって 四方 を 攻略 

する こと、 武田 信玄の 如く あらねば ならぬ という もの 

も ある。 

ほうじょう うじ やす 

それに 備える の 要害 を 利用す る こと、 北 条氏康 の 

如くで なければ ならぬ という もの も ある。 

おぎの やまな か 

さて また 一 方に は、 相 州 荻 野 山中の 陣屋 を 焼 討して、 

そこに 蓄えられた 武器と、 軍用金 を 奪い取る は、 朝飯 


前 だと 豪語す る 者 も ある。 

他の 一 方に は、 関東の 平野 を 定める に はや はり 平野 

から 出づ るの がよ ろしい、 それに は 野 州の 野に 越した 

おお ひらや ま いわ ふねさん  いずるさん 

もの はない、 栃木の 大平 山、 岩 舟 山、 出 流 山 等 は、 平 

くつき よ-つ 

野のう ちの 屈竟 の 要害 だと 主張す る もの も ある。 

或いは 房 総の 半島から 起る こと、 源 頼 朝の 如く あつ 

てよ ろしい という もの も ある。 

水 戸 を 背景と して、 筑波 による こと も 決して 拙策で 

はない と 補修す る もの も ある。 

それよりも 手っ取り早 いのは、 もう 少し 手強く 江戸 

の 内外 を 荒して、 全くの 混乱状態に 陥れる に 越した こ 


と はない と 唱導す る もの も ある。 

もう 少し 手強く 江戸の 内外 を 荒す というの は、 つま 

り 以前よりも モット 豪商 や 富家 を おびやかす ことと、 

役人に 楣を つく ことと、 徳川 幕府 を 侮る ことな どで、 

それが かなり 露骨に この 席で 話が 進みました。 

本 所の 相 生 町で 牛耳 を 取って いた 南条カ は、 この 時 

は ひとり、 席の 中心から は 離れて たつみの 隅の 柱に よ 

りか かり、 白扇 を 開いて、 それに 矢 立の 筆 を 執って、 

地図ら しい もの を 認めて いると、 それ を視き 込んで 

いるの が、 鬢を つめて 色の 浅黒い 四十 恰好の ドコ かで 

見た ことの あるよう な 男です。 よく 考えて みると、 そ 


れ それ、 これ は 先日、 武 州の 高 尾 山の 宿坊で 七 兵衛と 

泊リ 合わせた 神 楽師の 一 行の 中の 長老 株の 男で ありま 

した。 

南 条は扇 面に 地図 を 引いて、 席の 大勢に は 関係の な 

い 二人 だけの 内談で、 

「こういう ふうに 地の利が ひっぱって いるから、 ここ 

のと ころに 手 は 抜けない の だ。 江戸 を 計る もの は、 甲 

おもん ばか 

州 を 慮 ら なければ 仕事が できない、 家 康も甲 州の 

武 田が 存 する 以上 は 天下が 取れなかった の だ、 甲 州 は 

捨てて おけない」 

と 言います と、 神 楽師の 長老が 眉 根 を 曇らせて、 


「甲府 が 関東の 険要 であると おなじ 理由に よつ て、 

飛驛の 国が 京 幾の 要塞になる ので ござる —— ごらんな 

さい」 

と 言って 懐中から 一枚の 地図 を 取り出して、 南条 力の 

前に ひろげ、 

「ごらんの 通り、 飛驊の 高山 は、 彦根 に対して 俯して 

敵 を 射る の 好 地に あるで は ござらぬ か、 加 賀と尾 張 の 

二 大藩を 腹背に 受けて いるよう では ござる が、 一 方 は 

馬 も 越せぬ 山つ づき、 一方 は 大河と 平野に よって 別 天 

地 をな して ござる、 一 路 直ちに 西へ 向えば、 彦 根まで 

は 手に 立つ 藩 は ござらぬ、 飛驛を 定めて しかして 後に 
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話ぶ りに よると、 南条カ はまず 甲 州 を 取らなければ 

ならぬ といい、 神 楽師の 長老 は、 それよりも 飛 驊を取 

るの が 急務で あると 主張し、 おのおの 天険と 地の利 を 

説いて 相 譲らない らしい が、 なにぶん にも 一 一人の 会話 

は、 席の 中心 を 離れた 内談 だから、 中央の 高談 放言に 

消されて、 その 話が よく 聞えない。 ややあって 神 楽師 

の 長老が、 

「では、 貴殿、 ともかく 高 村 卿に おあいく だされよ、 

今明日 あたり 当地へ お つきの はずで ござる」 

と いう 声 だけが よく 聞え ました。 


その 晚、 薩摩 屋敷へ また 数名の 新来の 客が ありまし 

た。 そのいで たち はみ な 先日のお 神 楽師の 連中と 同じ 

ことで ありまし たが、 なかに 一人、 弱冠の 貴公子が い 

たこと を、 邸に ついて 後の 周囲の もてなしと、 笠 を 取つ 

て 面 を 現わした 時に 初めて 知りました。 

翌朝に なって 見る と、 この 貴公子 は 上 壇の 間に、 赤 

地の 錦の 直垂を 着て、 髪 は 平 紐で 後ろへ たれ、 目の さ 

める ほどの 公達ぶ りで 座 を かまえて おり ましたが、 や 

がて、 その 周囲へ 集まった この 屋敷の 頭株が、 みな 臣 

従す る ほどに 丁寧に 扱って いるの が 不思議で、 

「そちた ち、 わし は 飛 驛の国 を 取りたい と 思うて、 そ 


ちた ち を 頼みに 来たの じ や、 助力して たもるまい か」 

猫の 児 を もらいに 来たよう な 頼みぶ りで こういい ま 

どぎ も 

したから、 豪傑 連中 も 度胆を抜かれた ようです。 

その 時に 例の 南条 力が 少しく 膝 を 進ませて、 

「その 儀に つきましては、 昨日 池 田 殿より 一応のお 話 

を うけたまわ りました が、 飛 驛の国 を 御所 望 は、 まず 

おやめに な つ た 方が よろし かろうと 心得ます る」 

「何故に？」 

そこで 南条カ は、 昨日お 神 楽師の 長老と 内談 的に 議 

論 を たたかわした その 要領 を、 再び 貴公子の 前で くり 

かえして、 結局、 飛驛を 取る よりも、 甲 州 を 略す るの 


が 急務 だと いう 意見 を 述べ ると、 それ を 聞き 終った 貴 

公子 —— 昨晚、 池 田なる もの は その 名 をた しか 高 村 卿 

と 呼びました、 

「そちた ち は 江戸 を 基に して 考える からそう なる の 

じ や、 京都 を 根本と して 計略 を 立てる 時には、 甲斐 を 

取る よりも 飛 驛を定 むる のが 先 じ やわい。 そちた ちが 

心 を 揃えて 助力 をして くりやるならば、 飛驛を 取る こ 

と は 何の 雑作 もない ことじ や、 甲 州を定 むる の は、 そ 

の 後でよ ろしい」 

弱冠なる 貴公子が 取って 動かない 気象の ほど、 侮り 

難いと 見て、 相 良 総 蔵が 代って 答えました、 


「仰せで は ございま すが、 われわれの 今の 目的 は、 関 

東 を 主と 致します、 飛驛の 方面まで 手の 届き かねる 実 

際 は、 御 逗留の 上、 したしく 御覧 あそばせば おわかり 

になる と 存じます る」 

「うむ。 そうして、 この 屋敷に は ただいま、 何人の 人 

がいます か」 

「都合 五 百 人に は 過ぎ ませぬ」 

「しからば、 そのうち 三百 人 を、 わしに 貸して たもら 

ぬか」 

豪傑が 沈黙して しまいました。 かねて 高 村 卿 は 豁達 

なお 方と は 聞いて いたが、 なるほど その 通り だと 思つ 


たのでしょう。 それと 同時に 実際、 公静さん の 中に も 

豪い 気象の 人が いると、 舌 を 捲いた のか も 知れません。 

とつが わ  さくへ いもんが い 

十津 川の 時の 中 山 卿、 朔平 門外で 暗殺され た 姉 小路 

らく ほく  たしか 

卿、 洛 北の 岩 倉 卿、 それら は m に 公卿さん に は 珍しい 

豪胆な 人に 違いない が、 この 高 村 卿の 突 拍子に は 格別 

驚かされる。 

もし、 かりに ここから 三百 名の 浪士を 借り受け たと 

ころで、 それに 伴う 兵器 食糧 はどうす るつ もりだろう。 

もし また 仮り に、 飛 驊の国 を 乗っ取って みたところで、 

ごづめ 

それ を 守る 者、 或いは 後 詰の 頼み はどうなる のか、 そ 

の 辺の 計画 は 一向にない らしい。 ない ところが、 また 


. J の 人た ちの 無性に 愛すべ きと ころ かも 知れない。 

豪傑 連 は、 この 豪胆な 貴公子の 意気 を 喜び ましたけ 

れ ども、 その 豪胆 通りに 実際が 行われる もので ない こ 

と を、 懇々 と 説諭し なければ ならぬ 役 まわりに なり ま 

した。 

豪傑 連の 説諭 を 聞き 終った 高 村 卿 は、 

「それで は 要するに、 飛 驛の国 を 取る ことに 助力が で 

きないと いうの じ やな。 それ は 意見の 相違で ぜひ もな 

きんのう 

いが、 そちた ち、 勤王 を 名と して、 私 藩の 手先 をつ と 

むる ような 振舞が あって はならぬ ぞ、 幕府 を 倒して、 

第一 一 の 幕府 を 作る ような ことにな つ て は 相 済まぬ ぞ」 


といって のけ、 彼等が なお も 弁明 をしょう とする の を 

聞かず、 意見の 合わぬ ところに 助力の 望みな し、 助力 

の 望みな きと ころに 長居す るの 必要なし、 直ちに 帰る 

と い い 出しました。 

帰る といい 出した 英気 風 発の 貴公子 は、 誰が 留めて 

も 留まりそう もない。 

十数 人のお 神 楽師 を 差 図して、 荷物 を まとめさせた 

が、 ふと 膝 を 打って、 

「せ つ かくの みやげに 羅陵王 を 舞うて 見せよう か、 

皆々 おどれ」 

と 言い出で ました。 


そこで、 いったん、 包み かけた 荷物 は ほどいて、 こ 

れら のお 神 楽師が 薩摩 屋敷の 大広間で、 腕 をす ぐって 

踊る から、 志の ある ほどの もの は、 小者 端女に 至る ま 

で、 来って 見よ とのこと であります。 特に 舞台 は 設け 

ない が、 隔て を 取 払って、 縁に 居 溢れた 時 は、 庭 を 打 

通して 見物ので きる ような 仕組みです。 

さて、 離 子方の 座が ととのう。 太鼓が あり、 鼓が あ 

リ、 笛が あり、 笙、 ひちりきの 類まで が 備わって いる。 

そうして、 花やかな 衣裳 をつ けて、 この 十数 人が、 

われ 劣ら じと 踊り 出で ました。 

この 踊り は、 一種 異様なる 見物であります。 古代の 


雅楽の 如く、 中世の 幸 若に 似た ところ も あり、 衣裳に 

は 能狂言の まま を 用いた ようで も ある。 

それに、 不思議な の は、 一 人 一 役が みな 独立して、 

個々 別々 に 踊って いるので、 時代と 人物に は 頓着な く、 

おきな  しょうじょう  ょリ まさ 

翁のと なりに 獲 々が あり、 獲々 のうしろ に は 頼 政 

が 出没して いると いう 有様で、 場面の 事件と 人物に は、 

更に 統一 という もの はない が、 拍子 だけ はピッ タリ 

合って、 おのおの 力 いっぱいに その 個性 を 発揮して 踊 

りぬ いている ことです。 

薩摩 屋敷の もの は、 この めざましい 見物 を 見せられ 

て 盛んに よろこび ましたが、 何もの の特 志で、 こうし 


て 不時に、 われわれに 目の 正月 を させて くれる の だか 

わからな いものが 多かった のです。 それから また、 一 

行の 神 楽師に 対する 豪傑 連中の もてなしが、 甚だ 

丁重で、 いわゆる 芸人 風情に する ものと は 行き方が 

ちがって いる こと を、 不思議に も 思いました。 

これ は 申す まで もな く、 お 銀 様が、 武 蔵と 甲斐と 相 

模 あたりの 山の 中で、 思いがけなく 見せられた 一 団の 

舞踊と おなじ ことで、 その 指揮 を つかさどつ ていたの 

も、 今で 思い合わせ ると、 ここで 高 村 卿と 呼ばれて い 

る 英気 風 発の 公達で あつたに 相違ない。 

前にい つた 通り、 その 時分の 京都の 公卿さん の 若手 


のうちに は、 きかない のがお りました。 中 山 忠光卿 や、 

姉 小路 公知 卿 や、 岩 倉 具視卿 あたり も その 仲間で あり 

ましょう。 ここに 現われた 高 村 卿なる もの も、 多分 そ 

の 一 人で あろうと 思われる。 

彼等の 憂うる ところ は、 徳川 幕府より はむしろ 勤皇 

を 名と して 勢い を 作り、 幕府の 実権 を わが 手に おさめ 

ようとす る  一 二 雄 藩の 野心で ある。 ちょうど、 

足 利 尊 氏が 最初に 勤皇と して 起り、 ついに 建武 中興 を 

くつがえし たように、 徳川を 倒す はよ いが、 徳川を 倒 

した 後の 第二の 徳 川が 起って は、 なんにも ならないで 

はない か。 これ は 今のう ちに、 あらかじめ 備えて おか 


なければ ならぬ というの が、 当時の 気概 ある 公卿の 憂 

慮で ありました。 

京都の 公卿 をして、 再び 護 良 親王の 轍 を 踏まし むる 

なかれと いう 気概の ために、 憎まる る ものがない と は 

かぎらない。 烈しく 憎まる る 時 は 暗殺され る。 幕府と 

勤皇と 両方 面に 敵と 味方 を 持って いて、 その 味方に 対 

して また 備 うると ころがなければ ならない。 しかも 位 

高く して、 実力の 乏しい 当年の 公卿の 地位 もまた、 多 

難なる ものが ありました。 

その 充分なる 気概 を 保留す るに は、 こうして 山林に 

のがれて、 舞踊に 隠れる の 必要が あつたか も 知れない。 


それとも 単にお 公卿さん 気質の 罪のない やんちゃ かも 

知れません。 

この 怪異なる 総 踊りが 済んで しまう と、 白面に して 

英気 風 発の 十八 九 歳と も 見られる 貴公子 は、 ひとり 赤 

地の 錦の ひたたれ を 着て、 白太 刀 を 佩いた ままで、 羅 

陵 王 を 舞いました。 

羅陵王 を 舞い 終る や、 その 場へ 一座 を さしまねいて、 

疾風の ような 勢いで 荷物 を 整 現させ、 以前のお 神 楽師 

の 旅の なりした 十 余 名の ものに 守られて、 時 を 移さず 

この 屋敷 を 立 退いて しまいました。 


十二 

高 村 卿の 一行が 引 払って しまう と、 例の 南条 力と 五 

十 嵐 甲子 雄 は、 薩摩 屋敷の 幹部の ものと 相談して、 数 

名の 人夫 を ひきい、 その 人夫に 荷物 を かつがせて、 飛 

ぶが 如くに この 屋敷 を 立ち 出で たの は、 多分 高 村 卿 一 

行の あと を 追い かける ものと 思われる。 

それ は 途中で 相 合した かどう か 知れない が、 とも か 

く、 相 州 荻 野 山中の 大久保 長 門 守の 陣屋が 焼 打ちされ 

て、 かなり 多量の 武器と 金銭 を 奪われた の は、 それ か 

ら 十日 ほど 後の ことであります。 


そうして 高 村 卿の 一 行 も、 それ を 後から 追い かけた 

南条、 五十嵐ら の 一行 も、 薩摩 屋敷へ は 戻って 来ない 

ところ を 見る と、 この 両者が 議論 を たたかわした 通り、 

甲斐 か飛驛 かの 方面へ、 落 合った のか も 知れません。 

そう 思って 見る と、 この間 少しば かり 途絶えて いた 

あやしの 神楽 太鼓が、 またしても、 三国の 裏山に あたつ 

て 響き はじめた ことです。 そうして 夜ごとに、 山の 奥 

へ 奥へ と 響き 進んで 行く ようです。 

甲武 信の 下に 山 ごもり をして いた 獵師の 勘 八が この 

響き を 聞いて、 

「または じめ やが つたな」 


けれども、 この 響き を 向う 河岸の 太鼓と 聞いて おら 

れ ない ことが、 まもなく 起り ました。 

ある 日、 由緒 ありげ な 数人の ものが、 不意に この 猫 

えもの 

師 小屋へ 押し かけて 来て、 食糧 品と 銷の 獲物が あらば、 

残らず 買つ て やる とのこと です。 

あき 

勘 八 は 驚き 呆れて、 取 蓄えて あった 食物と 獲物 を 

そっくり 提供す ると、 この 連中 は よろこんで、 勘 八に 

黄金 一 一枚 を 与えて 行きました。 

「小判 二 枚！」 

勘 八 は、 これ はニセ 物で はない か、 あるいは 時間が 

たてば 木の葉に 変って しまう ので はない かとさえ 疑い 


ました。 勘 八に とって は 臍の緒 切って 以来、 少なく と 

も 黄金 一 一枚 を 手に した こと は 初めてであります から、 

一時 は 疑って みました が、 正 真の ものである こと を 信 

じて みると、 うれしくて たまりません。 

こうな つた 以上 は、 何も 命が けで 猪 を 追い 廻して い 

る 必要 はない と 考えました から、 勘 八 は 小屋 を ほどよ 

く 始末して、 鉄砲 を さげて さとへ 帰って、 とうぶん 骨 

休め をす る， ，1 とに きめました。 

帰る 途中、 谷間の 小 流れのと ころへ 来て 見る と、 何 

か 落ちて いる。 

つの  あおく ま 

近づいて 見る と 意外に も、 それ は 角が 生えて 青隈の 


入った 木彫の 面、 俗に 般若の 面と 称する ものでした か 

ら、 手に 取り上げて 勘 八 はお どろき ました。 思いが け 

ない ところに、 思いがけな いものが 落ちて いた。 しか 

し、 子供への みやげに は 何より だと、 手に 取り上げて 

見る と、 ゾッ とする ほどの ものすご さ を 感じました。 

これ は 作の いいせ いだ —— と 勘 八 もなん となく そう 

思って、 つくづく ながめる と、 いよいよ すごくな つて 

くるので、 これ は トテモ 子供のお もちやに は 向かない 

わい と 思いました。 とにかく、 捨てて おくより は、 ひ 

ろって 帰った ところで、 誰も 咎める もの はなかろう… 

…と 勘 八 は それ を 大事に 持って 帰って、 とりあえず 月 


見 寺へ 立 寄りました。 

そうして 般若の 面 を ひろ つ て 来たと 大声で 披露す る 

と、 どこに いるの だか、 暗い ところから 弁 信の 声で、 

「勘 八さん …… 般若の 面 をお ひろいな さいました か、 

それ は 結構で ございます。 般若と は 六 波羅蜜の 最後の 

知恵と 申す ことで、 この 上 もな く 尊 い 言葉で ござい 

ますそう です が、 それが、 どうして 恐怖と 嫉妬 を 現わ 

す 鬼女の 面の 名と なりました か、 不思議な 因縁で ござ 

レま， 19」 

弁 信が 暗い ところで、 こんな こと をい い 出した もの 

ですから、 勘 八 は 気味が 悪くな りました。 実は さい ぜ 


ん とても、 面に 現われた 鬼女の 妬 相に ゾッ とする ほど 

おそろし さ を 見せられて いたのに、 そこへ また 弁 信が、 

何 か むずかしい 因縁 を 説き出した ものであります から、 

勘 八 は 無意識に 気味が 悪くな り、 自分 は 黄金 一 一枚で 果 

報が 充分 だ、 よけいな 面 を 持って 帰って、 せっかくの 

果報が 祟りに 変って は 災難 だと 思った ものです から、 

では この 面 はお 寺へ おさめて まいりましょうと いって、 

そこに 置いて、 わが 家へ 帰って しまいました。 

十三 


塩 尻から 五千石 通りの 近道 を、 松 本の 城下に はいつ 

て、 机 竜 之 助と、 お雪 ちゃんと、 久 助の 一 行 は、 わざ 

と 松 本の 城下へ は 泊らずに、 城下から 少し 離れた 浅 間 

の 湯に 泊り、 そこで 一 時の 旅の 疲れ を 休め、 馬 を やと 

しまじま だに 

い、 食糧 を 用意して、 島々 谷の 道 を 分け入る ことにな 

りました。 

浅 間 を 立つ 時に、 宿で 誰かが 久 助に 向って、 こんな 

こと をい うの を、 竜 之 助 は 耳に 留めて おりました、 

しらほね 

「おやおや、 白骨までお いでになる のです か、 これ か 

ら、 この 寒に 向おうと する 時分に …… それ は それ は大 

変な ことで ございます、 あちらで は 追々、 お湯 をと ざ 


して、 大野 や 松 本へ 出て まいり まする 時分に、 あなた 

ふゆ ごも 

方 は あちら へお いでになる …… そうして 冬籠り をな さ 

る、 いや それほどの 御 辛抱が おありに なれば、 いかな 

る 難病で もな おらぬ という こと は ございま すまいが… 

…それにしても、 まあ、 途中 だけで も 容易な もので は 

ございま せんよ …… いっそ、 この 浅 間の 温泉で 御 養生 

をな すったら いかがで ございま すか。 それ は、 お湯 は 

とうてい 白骨 ほどの きき 目 はない かも 知れません が、 

第一、 ここにお いでに なれば 御城 下 は 近し、 四時、 人 

の 絶えた - J と は) y ざ いません から、 心配と い う ものが 

更にありません。 あの、 奥 信 濃の 飛驊の 国との 境、 白 


骨の 温泉で 冬籠り をな さると いうの は、 ずいぶん 冒険 

で， 1 J ざ います、 それ はでき な い - J と は ござ います ま い 

が …… 雪が 降り 積って、 山 も、 谷 も、 埋めた 時 は、 全 

く 人間界 を 離れて しまいます からな、 御用 意に 如才も 

ございま すま いが、 食物から 寒さ をし のぐ 用意まで、 

念 をお 入れに なりません と …… それと 雪の 降る 日な ど 

は、 飢えに 迫って 猛獣が、 人のに おい を かぎつけ てま 

いります から、 それ もお 気をつけなさい ませ」 

しかしながら、 それが ために、 いまさら 思い止まる 

べき ものではありません。 

久助 だけが 徒歩で、 お雪と、 竜 之 助 は 馬に 乗り、 他 


の 一頭に は、 来と その他の 荷物 をつ けて、 松 本 を ゆつ 

のむ ぎ 

くりと 立ち、 野 麦 街道 を 島々 の 村まで 来て 早く も 一泊 _ 

翌日 早朝に ここ を 立って、 島々 の 南 谷 を 分け入り ま 

した。 

島々 では、 案内 者が こういうの を 聞きました、 

「山地 は 秋の 来る のが 早いです からね。 左様で ござい 

ます、 穂 高の 初雪 は 九月のう ちに 参ります よ。 八月の 

末になります と、 徳本 峠の 頂 あたりが 真 赤に なって、 

九月の 上旬になります と、 神 河内の もみじが ととのつ 

て 参ります。 ごらんなさい、 この辺 も、 もう 青と 紅と 

が とりどりで、 錦の ようになって しまいました。 これ 


が 十月に なると、 焼 ケ岳も 真白に なって しまいます。 

けれども、 まだ この 道が 通えない という こと は ござい 

ません が、 十一月に なりまして は、 もういけ ません」 

とにかくに 馬 を 進ませて 行く に 従って、 秋の色 は 深 

くな つ て ゆく ばかりです。 

「まあいい わ …… 」 

ごさい けんらん 

五彩 絢爛と して 眼 を 奪う 風景 を、 正直に いちいち 応 

接して、 酔わされ たような 咏嘆 をつ づけて いるの はお 

やま かた 

雪 ちゃんば かりで、 久助は 馬方と 山 方の 話に 余念が な 

く、 竜 之 助 は 木の 小枝 を 取って、 折 々あたり を 払う の 

は、 虫を逐 うの かも 知れません。 


「大きな 山 …… 」 

檜 峠のお リ 道で、 お雪が 眼 を あげて ながめた の は 

いおう たけ 

硫黄 ケ 岳です。 

「い つも 地獄の ように 火 を ふいて いる 焼ケ 岳と いう も 

のが、 あの 向う にあります よ」 

久 助が 説明し ました。 

五彩 絢爛たる 島々 谷の 風光の 美に うたれ たお 雪 は、 

風 相 鬼の 如き 焼 ケ岳を ながめて、 はじめて 多少の 恐怖 

に 打 たれました。 

「火 を 吹いて いるんで すか？」 

「あれ ごらんな さ い、 あの むらむ らして いるの は 雲 


じゃありません、 みんな 山から ふき 出した 煙です よ。 

焼ケ 岳の 頭 は、 人間なら ば 髪の毛が 蛇に なっての ぼる 

ように、 幾 筋 も 幾 筋 もの 煙が 巻きの ぼって います」 

しらほね 

「そうして、 白骨のお 湯 は その 下に あるので すか」 

こきな しだ いら 

やがて 白骨の 温泉 場に 着いて、 顧みて 小 梨 平 をな 

がめ た 時 は、 お雪 も その 明媚な 風景に よって、 さき ほ 

どの 恐怖が 消えて しまいました。 

もう、 客 はおお かた 引いて いますから、 この 一行 は ■ 

存分に 広い 座敷 を 占領す る ことができ、 どっしりと 落 

着いて、 ほとんど わが 家へ 帰った 心に なりました。 


ことに、 竜 之 助 はこ こへ 着く と、 まず 第一 に、 「これ 

から 充分 眠れる」 という 感じで 安心し ました。 

これから 思う存分に 眠る の だ、 大地の くぼむ ほど 寝 

つくの だ、 という 慾 望が 何よりも 先に この 人の 心に 

起った の は、 今まで 身 を 労す る こと は 少なかった と は 

いえ、 その 生涯 は、 ほとんど 波に 任せて ただようと 同 

じことの 生涯で、 夜半 夢 破れた 時 は、 いつも 枕の 下に 

波の 声 を 聞かぬ ことと て はない。 聞く ところに よれば ■ 

ここ は 飛 驊と信 濃の 境、 晚 秋より 初春まで、 住む 人 も 

あたか 

なき 家 を 釘 づけに して 里へ 帰る の だと。 恰もよ し、 

これから ようやく その 無人の 冬が 来る ので ある。 三冬 


の 間 を じっくりと 落着いて、 ここで 飽くまで 眠り 通す 

に 何の 妨げが ある。 

竜 之 助 は、 その 以前 は 眠る こと を 怖れた ものです。 

眠る こと を 怖れた ので はない、 眠って 夢を見る こと を 

怖れ ましたが、 今 はそう ではありません。 

このごろ にな つ て、 はじめて 夢を見る ことの 快楽が、 

少しずつ 身にしみて 来たよう です。 

四 境 閑に して 呼吸の 蜜よりも 甘い 時、 恍惚と して 夢 

路に 迷い 入る の 快味 を 味わう ものに とって は、 この 世 

の 歓楽な ど は 物の 数で はない とのこと。 

さんまい 

またい う、 夢の 三昧に 入る 人 は、 必ずしも 眠っての 


み 夢を見る ので はない、 身 を 横にして 眼 をと ざせば、 

雲煙が おのずから にして 直前に 飛び、 神仙が 脱 化して 

人間界に 下りて 来る とのこと。 

今、 竜 之 助 は、 夢み る ことに 新しい 生活 を 見出し 得 

たかの ように 夢み ている と、 お雪が、 竜 之 助の 枕 もと 

へ、 本 を 二三 冊たず さえて やって来て、 

「先生、 お 退屈でしょう、 本 を 読んで お聞かせし ましよ 

うか」 

「どうぞ」 

と 竜 之 助が 夢 を 現実に 振 向ける と、 お雪が、 

「王昭 君 物語と いう 本です よ。 王昭 君、 御存じで しょ 


う、 支那の 美人 …… 」 

あんどん 

と 言って、 その 本 を 竜 之 助の 前、 行燈の 下で くり ひろ 

げ ました。 

お雪 は 本 を 読む ことが、 なかなか 達者です。 これ は 

支那の 物語 を、 だれか 日本 文に 作り直した 物語です。 

けれども お雪 は、 その 中に 挟まれて いる 漢文 や、 漢詩 

まで、 苦 もな く 読みく だくので、 竜 之 助が おどろいて 

いるく らいです。 お雪に なかなかの 読書力が あって、 

読み方が 流暢な ものです から、 竜 之 助 も 引 入れられ 

て、 こころよい 心 持で 聞いて いました。 

「これでお しまい、 とうとう 一 冊 読んで しまいました」 


紙数に して 五十 枚 ほどの 一 冊 を、 お雪 はス ラスラと 

読みお わって、 巻 をと ざしながら、 

「つま リ王昭 君と いう 方 は、 絵 を かく 人に 美人に かい 

て もらえなかった ために、 あんな 運命に なった のです 

ね、 美人 薄命と いうの を、 裏から 行った ような もので 

すね」 

と 言いました。 

「王 昭君は 本来 美人な のだろう、 だから やはり 美人 薄 

命 さ」 

竜 之 助が 答える と、 

「それ はそう です けれど、 本来の 美人 を、 絵 を かく 人 


が醜婦 にかいて しまったの でしよう、 ですから、 醜婦 

として 取扱 われて しまったんで すね。 つまり 絵 を かく 

人が、 筆の 先で 王 昭君を 殺して しまったので すね」 

「まあ、 そんな もの だ」 

「してみ ると、 人 を 殺す の は 刀ば かりじゃありません 

ね、 筆の 先で も、 立派に 人が 殺せ るんで すから …… 」 

「そうだと も、 筆の 先で も、 舌の 先で も …… 」 

と 竜 之 助が いいます と、 お雪が、 

「わたし なんか 美人じゃありません から …… 」 

けんそん 

それ は 謙遜で、 お雪 ちゃんに もなかな かよいと ころ 

があります。 


「先生、 わたしに は、 どうしても まだ 一 つ わからない 

ことがある のよ、 いっかお 尋ねし ようと 思って いまし 

たけれ ど、 つい …… 」 

お雪が こう 言います と、 竜 之 助が、 

「何です か」 

「それ はね、 この間、 塩 尻 峠の 上の あの 大変の 時です 

ね、 勝負が どうな つたんだ かちっと も わかりません わ、 

相手の 人た ちはいな いし、 斬られて しまったと ばかり 

思って いた 先生が、 無事で お帰りに なつたん ですから。 

わたし、 あの 時から、 あなた は 幽霊 じ やない か 知らん 

と 思いました」 


「あれです か、 あの 時 は 先方が 乱暴 をし かけた から、 

こ つちが それ を 防いだ だけです」 

「でも、 先方 は 四 人でしょう、 そうして、 あなた はお 

一 人でしょう」 

フス 、ス  」 

「それで、 どうしてお 怪我がなかった のです か」 

「こっち も 刀 を 抜いて 防いだ から …… 」 

「だって、 あなた はお 眼が 見えないでしょう、 眼が 見 

えないで 刀が 使えます か」 

「眼が 見え なくたって、 手が あるじゃありません か」 

「だって、 先生 …… 」 


「手が あるから 刀 を 抜いて 防いで いました、 そうした 

ら 先方が 逃げて しまった のです」 

「だって、 あなた、 斬られたら どうな さるの？」 

「斬られなかった から 助かりました」 

「その 斬られな いのが 不思議 じゃァ ありま せんか、 先 

方 は 眼の あいた 人が 四 人で …… 」 

「それでも、 こうして 刀 を 持って いれば 斬れない じ や 

な レカ」 

といって 竜 之 助 は、 右の 指 を 一本 出して 刀 を 構える 形 

をして 見せます と、 

「斬られない ことにき まっている もんです か、 刀 を 


持った だけで、 斬られない ッて ことがある もんです か」 

「それでも …… こうして いれば 斬れない もの だ」 

竜 之 助が 横にな りながら、 右手の 指 を 一本 出して い 

る 形に、 お雪 はゾッ としました。 

「じ や、 あなた は 剣術の 名人な のです か」 

「名人で も 何でもな いさ、 人間が 二 尺の 刀 を 持って、 

五 尺の 身体 を 守れない という はずはないでしょう」 

ものさし 

「だって、 先生、 刀と 物差と は 違いましょう」 

「そうです ね、 刀と 物差 は …… 」 

竜 之 助 は、 お雪の 比較 を 珍しそう に 暫く 考えて いま 

したが、 


「同じような ものでしょう、 眼 をつ ぶって いても、 思 

う 通りの 寸 尺に 切ろうと 思えば 切れます からね」 

「そんな ことがある もので しょうか …… 」 

お雪 も それ を 考えさせられ ましたが、 しばらくして 

気がつい たように、 

「そうそう、 昔、 裁縫の 名人が あって、 年と つてから 

眼が つぶれ、 不自由 をした そうです けれど、 ハサ ミを 

持つ と、 物差 をつ かわないで、 一分一厘の 狂い もな く 

たちもの をした という 話 を 聞きました」 

と 言いました。 

それ それ、 おれ は 今でも 刀 を 取れば、 何人 を ものが 


さない の だと 竜 之 助 はいいませんでした。 けれどもお 

雪 は、 眼が 見えなくても、 刀 は 使える もの だとうす う 

す linn ずるよう にな つ て、 

「それでも 先生、 もうお よしなさい ましよ、 ああい う 

時 は 早く 逃げて、 相手に なさらない ようになさい まし」 

「逃げる つたって、 逃げられ ないじ やない か」 

と 竜 之 助が 言います と、 

「全く 困って しまいました わ。 つまり 運が よかつたん 

です ね」 

ここで も 運の 一字で、 偶然と 必至と に 結論 をつ けよ 

うとして いる 時、 下の 座敷で、 にわかに 足拍子の 音が 


起って、 声 を 合わせて 歌い 出した ものです から、 

「木 曾 踊りが 始まりました」 

こころ ナァ— 

ナカ ノリ サン 

節 面白く 歌う 木 曾 節 は、 

こころ ナァ— 

ナカ ノリ サン 

心細い よ 

ナン ジャラ ホイ 

木 曾 路の旅 は 

ョィョ ィョィ 


笠に ナァ ー 

ナカ ノリ サン 

笠に 木の葉が 

ナン ジャラ ホイ 

舞い かかる 

ョィョ ィョィ 

お雪 も、 竜 之 助 も、 二階で、 その 歌と 足拍子 を、 手 

に 取る ように 聞いて おり ましたが、 

「先生、 木 曾 踊りが はじまりました。 夏の 盛りの 時 は、 

あれが 毎晚 のように あつたんだ そうです けれど、 もう 

人が 少なくな つた ものです から、 きょうは 納めの 木 曾 


踊り だそう です よ」 

お雪 は、 その 歌と 踊りの 音に、 そそられた ようです 

けれども、 竜 之 助 は、 さほど 多感ではありません。 

「まだ、 あんなに 人が いたので すか」 

「ええ、 総出で 踊って いるんで しょう、 お客様 も、 宿 

の 人た ち も、 そうして きょうは 器量 一杯に 踊って、 あ 

す は、 みな 散り散りに 別れ るんで すって、 寒くな り ま 

したから …… 」 

「お雪ち やん、 お前 も 行って 踊りなさい」 

と 竜 之 助が 言います と、 

「わたし、 踊れ やしません わ、 です けれども、 ちょつ 


と 行つ て 見て 参りましょう」 

「歌 をよ く 覚えて おいでなさい」 

フ k;*k ；」 

お雪 はこの 座 を 立つ て 踊り を 見に 行きました。 

十四 

お雪が 行って 見る と、 下の 座敷 を 打 抜いて、 かれ こ 

れ 五十人 ほどの 老若男女が、 輪 を 作って 盛んに 踊つ 

て いると ころで ありました。 

木 曾の ナァ— 


ナカ ノリ サン 

おんたけさん 

木 曾の 御岳山 は 

ナン ジャラ ホイ 

夏で も 寒い 

ョィョ ィョィ 

あわせ 

袷ナァ ー 

ナカ ノリ サン 

袷 やりた や 

ナン ジャラ ホイ 

旅の 人 

ョィョ ィョィ 


お雪が 後から 艇 けつけ て 立って 見る と、 音頭 を 取つ 

ていた 五十ぐ らいの、 水々 しく ふとった 婆さんが、 お 

雪 を 見て、 

「あなた もお 入リ なさ いな」 

「いいえ、 わたし、 踊れな いんです もの」 

「踊れます よ、 中へ 入って おいでな されば、 誰でも ひ 

とりでに 踊れる ようになり ますから、 お入りな さいな」 

「有難う ございます」 

お雪が まだ 遠慮 をして いると、 その 色気 たっぷりの 

婆さんが、 また 輪の 中へ 戻って、 

あわせ 

袷ナァ ー 


袷ば かり も 

ナン ジャラ ホイ 

やられ もせまい 

ョィョ ィョィ 

じゅばん 

襦袢 ナァ ー 

襦祥 仕立てて 

ナン ジャラ ホイ 

足袋 そえて 

ョィョ ィョィ 


みずぎわだ 

このお 婆さんの 頰 かぶりと 踊りぶ りが 水際立つ てお 

りました。 やはり ここへ 湯治に 来て いる お客様の 一人 

に は 相違ない が、 いっか このお 婆さんが、 一座の 指揮 

者の ようになって しまい、 すべて は その 指揮に 従って、 

喜んで 踊って いるよう です。 そう 思って 見る と、 この 

婆さん、 身なり もお 召 か 何 か をき て、 年に は 似合わず 

色気 たっぷりで、 そのく せ、 茶屋 料理屋のお かみさん 

しろ-つと 

とも 見えず、 やっぱり こういった 派手 好きの 素人の、 

裕福な 家の 後家さん とで もい つたよう な ものでした。 

果して、 この 総 踊り を 名残に、 その 翌日に なると、 

泊り客の ほとんど 総てが 別れ別れに なって、 帰国の 途 


に つきました。 

ひとり 色気た つ ぶりな 物 持の 後家さん らし いのは 帰 

りません。 その 次の 日に なっても、 帰ろうと する 模様 

が 見えません。 

あいきょう 

で、 お雪と 顔を合わせる ごとに、 愛嬌 たっぷり でお 

世辞 を 言いました。 

これで は、 四十 島 田 を いやがる 者まで、 つい まきこ 

まれる だろうと 思われる ほどの 愛嬌 を 売る ものです か 

ら、 お雪 も 心安くな りました。 実際、 また 今 はお 雪の 

ほかに は 女 客 は、 みんな 帰って しまったの ですから、 

いやで も 心安くな るの は あたりまえです。 


どこのお かみさんで、 どういう 人で、 いつまで こん 

なと ころに 逗留して いるつ もりだろう —— と、 お雪 

がそれ を 不審が るの も あたりまえで、 それ を 尋ね もし 

ない うちに、 宿の 男衆が 告げて くれたの は、 この 人た 

ちに も、 かねて 疑問と なって いたから です。 

「あり や、 飛驛の 高山の 名代の 穀屋の 後家さん です よ、 

男妾 を 連れて来て いるんで すよ、 男妾 をね」 

と 言った ものです から、 お雪が そうかと 思いました。 

ある 時、 廊下で 顔 を 見合わせた 若い のが それでし よ 

う。 色が 青ざめて やせて いました が、 かなりの やさ 男 

と 思いました。 


後家さん は、 それ を 男妾 だと はいいません、 伴に つ 

れて 来た 男衆 だとい つてい ます けれど、 到着 早々、 誰 

も それ を 信ずる ものが なくなって しまったので、 若い 

男 は 少しば かりき まりを 悪が つてい るが、 婆さん は 

しゃあしゃあ とした もので、 どうかす ると、 泊り客に 

も 思いき つ たと ころ を 見せつ けたり などす る ものです 

から、 この 夏 中、 評判の 中心と なって いました。 

「あんな 婆さんに 可愛がられて は、 男妾 もやり きれま 

い」 

岡 焼 半分に 噂 は 絶えなかった が、 後家さん は 闊達な 

みぜに 

もので、 愛嬌で 泊り客 をな め まわし、 身銭 をき つてお 


ごって みたり、 踊りの 時な ど は、 先へ 立って 世話を焼 

いたりす る ものです から、 つ い 人心 を 収攬して しま つ 

て、 この 色気 たっぷりの 後家さん が、 この 夏 中の 温泉 

の 座 持ちで ありました。 

ふ ゆ 一 J も 

そうして いま 帰らなければ、 御 同様 ここで 冬籠り を 

する つもり かも 知れない。 

あき 

久助 も、 お雪 も、 その 話 を 聞いて 呆れて しまい まし 

た。 しかし、 呆れて しまった 久助 も、 お雪 も、 この 後 

めん  なめ 

家さん に 面と 向えば、 そのお 世辞に 魅せられて 滑らか 

に 話が 合って、 いい 気持になる のが 不思議な くらいで 

す。 


ただ、 なんだか 気の毒で 痛々 しいの は、 後家さん の 

連れて来た 男妾 だとい われる 男で、 口 クロ ク 座敷から 

顔 を 出さないで、 たまたま 顔 を 出した 時 も、 気の 抜け 

たような 色 をして いるもの ですから、 

「あの 分 じ や、 今年 中には 精 も 根 も 吸い取られて しま 

うだろう」 

勝手口で よけいな 心配 をす ると、 

「とぼしき つたら、 また 新しい の を 差 代えら あな、 金 

に 不足 はない し、 あの 色気 じ やかな わね え、 この 夏 中、 

あの 後家さん に 吸いつ かれた のが、 少なくも 五 人 は 

あつたが、 それでも 吸い取られずに 逃げた のが 命拾い 


で、 つかまつ たのが 運の 尽きさ」 

と 憎まれ口 をき く 者 も ある。 

そんなの を 聞きながら も、 日一日と お雪 は、 この 色 

気 たっぷりの 後家さん と 懇意に なって、 お雪 はおば さ 

ん おばさん といい、 後家さん はお 雪さん お雪さん と 

いって、 絶えず 往来して いました が、 ある 日、 

おに しろ 

「お雪さん、 きょうは ひとつ 鬼 ケ城を 見物に 行こう 

じゃありません か」 

「参りましょう」 

「二人、 水入らずで 行きましょう ね」 

「そうしましょう I 


お雪 はこの 後家さん の 誘い を 素直に 受 入れて、 この 

地の 名所、 ついとう しから 鬼ケ 城の 方へ、 フ ラフラと 

出かけました。 

十五 

たんぜん 

その あとで、 机 竜 之 助 は、 丹前 を 肩から 引っかけて、 

両手 を その 襟から 出し、 小 机の 前に 向って、 静かに 

罨法 を 施して おります と、 

「御免下さい まし …… 」 

怖る 怖る 隔ての 襖 を 開いた ものが あります。 


「誰です」 

竜 之 助 は 別に 振 向き もしません。 振 向いた とて 見え 

もしません から  

「御免下さい まし、 お 邪魔 をしても、 さしつかえ ござ 

レま す. HI- レ， R」 

「お入りなさい」 

あんぼう 

と 罨法 を 施しながら、 竜 之 助が 答えました。 

「それで は 御免下さい まし」 

御免下さい まし を 三重まで 重ねて、 おずおずと 入つ 

て 来たの は、 二十 二三の 色の 白い、 羽織 じかけ の 気の 

キ J 

利いた 商人 風の やさ 男であります。 


「実は、 私 は 困って しまいました ものです から、 お 見 

かけ 申して、 あつかまし くもお 願いに 上った わけなの 

です が …… 早く 申します と、 私 はこ こ を 逃げ出したい 

ので ございま すが、 どう 逃げ出したら よろしう ござい 

ましょう、 お 察し 下さい まし」 

その 語尾が、 おろおろ 声になる ほどの 嘆願で ありま 

したから、 はは あ、 これ は 例の 男妾 だな と 竜 之 助が 思 

いました。 

その 話 は、 もうお 雪から 聞いて いたのです —— 

「あの 後家さん は 男妾 を 連れて来て いるんで すって。 

かわいそうに、 その 男妾と いうの は、 逃げ出し たがつ 


て、 逃げ だしたがって、 弱りき つてい るんで すって」 

とお 雪が、 前の 晚に竜 之 助に 向って、 笑いながら 話し 

たこと でした。 

すき 

それが、 この 隙 を 見て 相談に 来たの だな、 笑止千万 

な こと だと 思って いると、 その 男 はに じり 寄って、 

「恥 をお 話し 申さない とわ かりま せんが、 実は あの 婦 

おちど 

人に つかまり ましたの も、 私の 方に も 落度がない と は 

申され ませぬ …… 私の 方に も あの 後家さん を ためにし 

ようと 思う 慾が あ つたから、 こうな つ てし ま つたんで 

ございま すが、 これで 私に は、 国に 妻子が 残して ある 

ん でございます、 どうかして 逃げる くふう はない もの 


で ございま しょうか、 ただいま にも、 私 を 逃がして い 

ただけ ない もので ござ いまし ようか、 お願いで ござい 

ます」 

こ つちよ-つ 

馬鹿な 奴 だ！ 意気地のない 骨頂の 奴 だ。 つまり 

富裕な 後家さん からたら された の を 機会に、 甘い 汁 を 

ぎ よい  あだ 

吸おうと 思って、 御意に 従った のが 仇と なり、 さんざ 

ん、 おもちゃに されて 精根 を 吸い取られ、 逃げ出して 

は 取つ かまり、 取つ かまり、 どうに もこう にも 所在が 

尽き果てて、 人の 顔 を 見れば 助け を 求めて いるの だ。 

そこで 竜 之 助 は、 

「せっかくで すが、 拙者に も智 恵が ありません」 


男 は 泣かぬ ばかりに、 

「弱りました、 全く 弱りました、 この 分で は、 私 は 殺 

されて しまいます …… いっそ、 女 を 殺して と 思い まし 

たけれ ど、 私に は それだけの 力が ございません、 ああ、 

もう やがて 帰って 参りましょう、 私 は、 怖ろ しう ござ 

おろち 

います、 私 は あの 女の 息 を かぐの が、 大蛇の 息 を かぐ 

ような 気持が します、 あの 女に そばへ よられる と、 

道 成 寺の 鐘の ように、 私の 身が 熱くな つて、 ドロ ドロ 

にと けて しまいそう なんで ございます、 眼が まわり ま 

す、 苦しう ございます」 

五十 を 過ぎて あぶらぎった 好色 婆の ために、 取って 


押えられて、 人目 も 恥じず、 悶え 苦しむ 有様 は、 むし 

ろ 悲惨の 極であります。 

久しぶりで 竜 之 助の 顔に、 微笑が 浮み ました。 

「何が それほど 苦しい のです、 そんなに 人 を 苦しめる 

奴 は、 懲らして おやりなさい」 

「全く …… 」 

男 は 苦しい 声で 叫びました。 

「殺して しまいた いんです けれども、 私 は 意気地なし 

でございます」 

意気地な し は 今 は じ まった こと か —— 

その 時、 思わず 竜 之 助の 血が 熱くな りました。 一 番 


その 淫乱の 後家 をき つて やろう かな。 五十 過ぎた と は 

いえ、 脂ぎ つて 飽 くこと を 知らぬ 女の 肉体。 きって 

まんざら きりばえ のな いこと も あるまい。 

そうなる と、 いよいよ 冷然た る もので、 竜 之 助 は 

れい あんぼう 

冷罨法 をつ づけながら、 

「これ、 若い 衆 …… 」 

「え ッ」 

男妾が、 そのつ めたい 呼び声に ヒャリ とします。 

「お前 は、 本心から その 女が いやな のか」 

「 い やで ござ いますと も —— 死ぬ ほど い やで) J ざい ま 

す」 


「その 女が 死ねば お前 は 助かる の だな、 お前の 力で 殺 

せれば、 殺したい の だが、 その 力がない とこうい つた 

な」 

「ええ、 その 通リ でございます とも、 自分が 殺される 

か、 あの 婦人 を 殺して 助かる かの 境で ございま すが、 

私 は 意気地なしで、 とても 人 を 殺す ことなん ぞ はでき 

ません から、 みすみす あの 婦人に いびり 殺されて しま 

うんです」 

「よろしい、 それで は、 わしが お前の 代りに、 その 女 

を 斬って みょう」 

「え ッ」 


その 時、 男妾 はゾッ として、 

「え ッ、 ただいま、 何と おっしゃ いました か」 

竜 之 助の、 たったいま 言った 一 言 を 思い返 そうとし 

て、 まず ふるえが 先に 立ちました。 

冷罨法 を 施して いる 竜 之 助 は、 二度と は それに 答え 

ようとせ ず、 男妾の みが、 無暗に ふるえ 出して せきこ 

み、 

「私に 代って、 あなた 様が、 あの 婦人 を 斬って おしま 

いになる、 殺して 下さる、 それ は 本当です か。 それ は 

怖ろ しい ことです、 その 怖ろ しい こと を、 あなた 様が、 

私に £i£ つて、 そうして …… 」 


男妾 は 自分で せきこんで、 自分で 咽喉 をつ めて しま 

いました。 

「本当で ございま すか。 人 を 殺せば 自分 も 助かり ませ 

んね、 これ を 御 承知で ございま すか。 色事 は 冗談で ご 

ざいましょう とも、 人 を 殺す の は 真剣で ございます… 

…私 はいった い、 何 を、 あなた 様に 申し上げ ましたろ 

う、 何 をお たのみ 申したん でしよう」 

一旦、 息の つまった 男妾 はこうい つて、 眼 をき よろ 

あた リ 

きょろ させながら、 極度に おちつかない 心で 四方 を 見 

廻す と、 竜 之 助の かたわらに 大小の 刀が ある ことが、 

いちじる 

著 しく 脅迫的に 眼に うつった と 見えて、 また 青くな 


りました。 ほとんど 取 返しの つかない こと を やり 出し 

たもの のように  

ろうば い 

一 切、 その 狼狽に 取合わない 竜 之 助の 冷やかさが、 

ようやく この 男妾 を 仰天 させました。 

「ねえ、 あなた 様、 ただいま、 何 を 申し上げました か、 

それ は 一 時の 愚痴で ございま すから、 どうかお 取消し 

を 願います、 お 気にさ わりましたら、 御 勘弁 下さい ま 

し。 な あに ほんの 取る に 足らない 色恋の 沙汰で ござい 

ますから、 私さえ 逃げ出せば それでい いんで ございま 

でばな  ぬし 

す。 生かす の 殺す の、 あなた、 水の 出端 や 主 ある 間の 

出来事と は 違いまして、 生かす の 殺す の、 そんな 野暮 


な もの じ や ございません …… 」 

しかし 竜 之 助 はお 罨法 を 施しつつ 答えず。 男妾 はい 

て も 立っても いられな いように、 座敷の 中 を 飛び 廻つ 

て、 

「さきほど、 あなたの おっしゃ つたこと を、 もう 一度 

お聞かせ 下さい まし、 私に 代って あれ を 斬って みょう 

ごじょう だん 

とおつ しゃった の は、 御 冗談で ございま しょうね。 も 

し、 御 冗談で ございません でしたら、 お 取消し 下さい 

まし。 あやまります、 あやまります、 このように …… 」 

それでも 竜 之 助 は 返事 をし ませんで した。 返事 をす 

る 必要がない からでしょう。 そこで 男妾 はまた 立ち 


上って、 

「本当の こと を 申します と、 私 も あれが 好きなん で ご 

ざいます、 年 こそ 違って おります けれど、 たまらない 

親切な ところが あるんで ございま すから …… 生かす の 

たと- ん 

殺す の、 それ は あなた、 一 時の 比喩、 夫婦喧嘩 同様な 

愚痴 をお 聞かせ 申した だけなん でございますから、 ど 

ぅぞ  」 

かお  えぐ 

竜 之 助の つめたい 面に、 抉る ように 微笑の のぼって 

来たの は その 時です。 

十六 


山地 は 寒の 至る こと も 早く、 白骨の 温泉で は、 炬燒 

を 要する の 時と なりました。 

この頃、 男妾の 浅吉 は、 別な 心 持で 落着か なくなり 

ました。 

というの は、 後家さん の 圧迫 をの がれよう、 のがれ 

ようと 苦しんで いた 男妾が、 かえって 嫉妬に 似た 気持 

けしき 

で、 後家さん を 引きつけ ようと あせる 気色が、 ありあ 

りと 見え 出した ことです。 

この 二 組の ほかに、 お 客と いう ものの ない 今日の 白 

骨の 全 温泉で、 おた がいが 一家 族の ように 親しくなる 


の は あたりまえで、 おた がいに 出入りの 密 になる の も 

あたりまえで すが、 後家さん が、 お雪と 竜 之 助のと こ 

ろへ 話しに 行く と、 その あとで、 男妾の 浅吉 が、 額に 

苦しい 汗 を 出して、 やきもき 悶え はじめます。 そうし 

て、 ある 時 は 一生懸命の 思いで、 後家さん に 向って こ 

ういう こと を 言いました、 

「おかみさん、 うつかり あの 座敷へ 行って はいけ ませ 

んょ …… あの 久 助さん や、 お雪 ちゃんた ちと、 懇意に 

する の はよう ござんす が、 あの 浪人 者み たような 人に 

近寄らない ようになさい まし」 

そうすると、 色気 たっぷりの 後家 婆さんが、 


「何です ね、 お前、 そんな わけに ゆく もんです か、 こ 

の 一 つ 家に いながら …… 」 

と 取合いません。 

「それでもね、 おかみさん、 あの人 は、 どうも 気味の 

悪い 人です から、 御用 心な さらな くち や あ …… 」 

「気味の 悪い 人 …… そり や 御 病人です もの。 お 目が 悪 

いのに、 身体が 少し 疲れて いらっしゃ るんで すよ。 つ 

きあつ て ごらん、 なかなかよ いところ の ある 方です よ」 

「いいえ、 おかみさん …… 」 

おとこめ かけ  つば 

といって 男妾の 浅吉 は、 唾 を 呑み込んで、 何 かいお 

うとして、 いうの を 陣 りました が、 思い切って、 


「おかみさん、 あの方 は 人殺し をした 方です よ、 そう 

に 違いありません、 私 は そばへ 寄って ゾッ としました。 

いいえ、 証拠 を 見た わけじゃありません が、 たしかに 

人 を 斬って 身 を 隠す ために、 こちらへ 来て いるんで す 

よ、 どうしても 私に はそうと しか 思われません。 です 

から、 あの人の そばへ 寄る と、 いつも 斬られて しまう 

ようにば かリ 思われて なりません。 ですから、 おかみ 

さん、 あなた も 斬られない ようになさい まし」 

「何 をい つて るんで すよ、 この 人 は …… 人様 をつ かま 

えて、 そんな こと をい つて ごろうじろ、 それ こそ 本当 

に 斬られる 種 を まくよう な もの じ やない か。 わたし あ、 


どんな 人 だって こわい と 思わない よ、 こっちの 出様 ひ 

とつ じ やない か、 出様 ひとつで どうに でもなる もの だ 

よ」 

「です けれど、 おかみさん、 あの方 は 殺す といったら、 

キッと 人 を 殺します よ、 あの人 情に つめたい 顔の 色 を 

ごらんなさい」 

「ほんとうに どうかして いるよ、 この 人 は ：：： 誰か、 

わたしたち を 殺す といい ました か」 

「いえ、 いえ、 そういう わけじゃありません けれど、 

盲目で いながら、 ああして 刀 を そばへ 引きつけ てお く 

人に は、 油断が なりません」 


「お前、 何 か あの方に 失礼な こと をい つて、 脅かされ 

たんじ やない の …… 」 

「いえ、 いえ、 決して そういう わけ じ や ございません 

おかみ さんのお 身 を 心配す る あまり、 ついよ けいな こ 

と を 申し上げました」 

「付合って ごらん、 あれで、 なかなか 苦労人で、 世間 

を 見て おいでな さるから。 ポッリ ポッリ 話して ゆく う 

ちに、 だんだん 味が 出て 来る ような お 方です よ、 こわ 

いこ ともなに も あり やしません」 

「です けれども、 おかみさん …… 私が 可愛い と 思うな 

ら、 私に 心配 を させないで 下さい。 ね、 私 は、 いつお 


かみさんが、 あの人に 斬られる か …… それ を 思う とヒ 

ヤヒヤし つづけで すから」 

「ほんとうに お前 は 意気地のない 人 だ ：：： さあ 一 つお 

上りよ」 

後家さん は、 炬燧の 上の 杯 を 取って 男妾に 与え まし 

た。 

そこへ お雪が 廊下の 外から やって来て、 

「おばさん」 

「はい、 お雪さん、 お入りなさい」 

と 言って、 炬燧の 上の 酒の 器 だけ を 下へ おろして し 

まいます と、 お雪 は、 


「さきほど は 有難う ございました、 お 邪魔 をしても よ 

うご ざいます か」 

「よい どころ じ や ございません、 さあ、 お入りなさい 

まし」 

「御免下さい」 

お雪が 入つ て 来る と、 後家さん は 炬燧の 一 方 へ 

ざ ぶ と ん  そばまん じゅう 

座蒲団 を 出して、 ついでに 茶棚の 上の 薷麦 饅頭のお 盆 

を 炬燧の 上へ 置きました。 つまり、 お雪が 入って 来た 

ために、 酒と 蔷麦鶴 頭と が 炬燧の 上で 交迭 した 結果に 

なりました。 

「 一 つお つまみな さいな」 


「どうも 御馳走 さま」 

三人が 炬燧を 囲んで 世間話が はじまる と、 やがて 先 

日の 木 曾 踊りの ことにな リ、 

「おばさん、 まだ、 わたし あの 歌が よく 覚え きれませ 

ん から、 教えて 頂戴な」 

後家さん は 喜んでお 雪に 向って、 例の 「心細い よ、 

木 曾 路の旅 は、 笠に 木の葉が 舞い かかる」 という 歌の 

文句から はじめて、 合の手まで も 教え、 はて は 自分が 

得意に なって、 かなりの 美音で うたい 出しました から、 

一 座 もなん となく 陽気に なって きました。 

歌 を 教えて しまう と、 後家さん は、 


「踊り はこの 人が 上手 だから、 教えて おもらいなさい」 

と 男妾 の 浅吉を 指さし ました。 

「どうぞ、 教えて 下さい」 

とお 雪 も、 それに 合わせて 浅吉 にたの むと、 

「どう致しまして、 私なん ぞ …… 」 

浅 吉がハ 二 かむ の を、 後家さん は 叱る ように、 

「教えて お上げな さいよ」 

「どうぞ、 おたのみ 致します」 

お雪 も 面白半分に、 浅吉 にたの む ものです から、 浅 

吉 がいよ いよ 迷惑が リ、 

「いいえ、 ダメ です よ」 


「そんな こと をい わずに 踊って 見せて お上げなさい… 

…ねえ、 お雪さん、 あなた も、 ただ 教わつ ちゃ 駄目よ 

一緒に 立って、 手 を 取って 教えて もらわな くち や」 

「いいえ、 わたし は 見せて 教えて いただけば 覚えます 

から」 

「そんな ズル いこと をい つて 駄目よ、 教わる のに 横着 

をし ちゃい けません」 

「だって、 でき もしない のに、 きまりが 悪 いんです も 

の …… 」 

「ナ 二、 きまりが 悪い ことがある もんです か、 若い 同 

志で 充分に 踊りなさい、 わたしが、 ここで 歌います か 


ら …… 」 

後家さん がこう 言つ て、 一 一人 を 立た せようと したけ 

れ ども、 浅吉 はいよ いよ ハ 二かん で 立とうと はせ ず、 

お雪 も 無論 手 を 取って まで、 教えて もらおうと は 思い 

ません。 

そこで、 木 曾 踊りの 実演 は 中止の 形と なり ましたが、 

「若い 人 は、 遠慮が あるから いやよ」 

と 言って 後家さん が 急に 立ち上 つ て、 廊下へ 出ました。 

浅吉と 二人ば かりあとに 残されて みると、 急に 座敷が 

テレ てし まって、 なるほど、 あの 陽気な 人が 一人い る 

と いないで は、 こう も 違う もの かと 思わせられる くら 


いです。 

いとま こ 

それでも、 お雪 は 急に 暇乞い をして 立ち 出で る わけ 

にも ゆかずに、 後家さん の 戻る の を 待って いたが、 そ 

の 戻る のが 意外に 手間取れ るので、 もどかしく 思い ま 

した。 多分お 手水に でも 行った のだろう が、 それにし 

て は 長過ぎ ると お雪が 待ち あぐむ 頃に は、 浅吉が 落着 

かなくな つて、 しきりに 気 を 揉んで いる 様子が、 あり 

ありと 見えます から、 お雪 は、 

「おばさん、 どうしたん でしよう、 帰りが 遅い」 

いらいら していた 男妾の 浅吉 は、 やがて 声 を 低く し 

て、 


「お嬢さん —— 」 

と、 お雪の こと を 呼びました。 

「はい」 

お雪 は、 この 男に も 同情 を 持って いるので す。 同情 

という もの は、 広い 意味の 同情で、 同情の 中に 異性の 

思いやり を 含む という 次第で は 無論ありません。 いわ 

ばお 雪 は 誰に 対しても 親切な 娘であります。 

「あなたの お連れの あのお 方 は、 あれ はお 兄さんです 

か …… 」 

「いいえ、 兄ではありません、 親類の …… 」 

とお 雪が 煮え きらない 返事 をし ました。 


「お 目が悪いんで すね」 

と 言います と、 

「ええ、 煙硝の 煙で、 お 目 を 悪く して しまったの だ そ 

うです よ」 

「それ はいけ ません」 

「どういう わけです か、 わた しもよく は 聞きませんで 

した」 

一 一人が ボッリ ボッリ とこん な 問答 をして いる 間 も、 

はず 

席 を 外した 後家さん は 戻って 来ません。 いったい、 ど 

こへ 何し に 行った の だ。 お雪 もよう やく もどかしくな 

りました。 


「どうしたん でしよう、 おばさん 帰りが 遅いです ね、 

わたし、 お 暇 致しましょう」 

お雪 も、 若い 男と 二人 さしむかい では 気が 置け ると 

見えて、 帰ろうと すると、 

「まあ、 いい じ や ございま せんか、 お話しなさい まし 

もうす ぐ 帰ります よ」 

「それでも …… では 出直して 参りましょう」 

「いいえ、 よろしう ございま すよ。 それから お嬢さん 

まだ 本が いくら も ございま すから、 お持ち 下さい まし」 

「そうです か、 それで は あとでお 借り 申しに 上り ま 

しょう、 御免下さい まし」 


と、 そこそこにお 暇乞い をして お雪 は 帰ります と、 ま 

もな く、 自分の 廊下のと ころに 立ち止まりました。 

その 中で ヒソ ヒソと 話し声が 聞え たからです。 はて、 

久 助さん は 下で 煙草 切り をして いる はず。 あと は 先生 

一人でい たはず。 そこで ヒソ ヒソと 話し声が した もの 

ですから、 お雪が 足 をと どめた の も 無理はありません。 

「実 川延若 の 石 川 五右衛門、 ようご ざんした ねえ」 

と、 詠嘆 的に いったの は、 例の 後家さん の 声で ありま 

した。 

帰って来な いはず。 ここで 話し込んで いたの だもの 


それにしても、 座興 半ばで 席 を 外して、 人の 座敷へ 

来て、 ゆるゆると 話し込んで、 しかも 役者の 噂、 おば 

のんき  あき 

さん も 暢気 過ぎる と、 お雪 も 少し 呆れて いると、 

さじき 

「そうすると、 隣り の 桟敷に いた 若い 人の いう ことが 

いいじゃありません か、 あれで は 五右衛門 がいい 男 過 

ぎる、 五右衛門 という 奴 は 悪人 だから、 あんないい 男 

にこ しらえ てはいけ ない …… です とさ。 悪人 をい い 男 

に こしらえて は、 なぜい けな いんでしょう。 ですから ■ 

わたしが いって やりました、 悪人 は みんない い 男です 

よ、 いい 男 だから 悪人に されて しま うんです つて。 

ぷ おとこ 

醜男 だけが 誰も かまい 手がない から、 それで やむ を 得 


ず 善人で いられ るんで すって。 ですから 大抵の 女 は、 

善人よりも 悪人に 惚れます よ、 といって やりました」 

後家さん は、 水つ ぼい 調子で 得意に なって、 こんな 

こと を 言つ ていました から、 お雪が い つ そう 呆れて し 

まいました。 

立 聞き を すれば 三尺 下の 地の 虫が 死ぬ というた とえ 

があります から、 お雪 は それ を 聞きた くないと 思い ま 

した けれども、 こうな つてみ ると、 後家 婆さんが 得意 

になって 浮つ いた 話の 最中へ 入る の は 厭な 気がします 

し、 そうかといって、 再び 浅吉 のと ころへ 引返す 気に 

もな りません。 


そこで、 お雪 は 気 を かえて、 ひとり 湯殿へ 下りて 行 

きました。 

十七 

お雪が 湯から 上って 来た 時分に は、 後家さん も 帰つ 

てし まっていました。 けれど、 それから 後、 この 後家 

さん は、 いよいよ お雪に なつこく して、 お雪 も 悪い 心 

持 はなく 往来して いるう ちに、 どうも 後家さん がお 雪 

を、 浅吉に 近づけよう、 近づけようと している ことが 

わかりました。 


前の 時の ように、 お雪が 来る と、 自分 は 座 を 外して、 

浅吉と 二人 だけ を 残して 置く のが、 心あって する よう 

に、 お雪に も 気取られる ほどに なりました。 

ぉぞけ 

そうかといって、 お雪 は 怖 気 を ふるって 浅 吉を毛 嫌 

ふびん 

いする わけで もありません。 また 別段に 不憫が ると い 

うので もな く、 万事 を 心得て、 あたりまえに 附 合って 

いられる ほど、 お雪 は 素直な 気質 を 持ち合わせて いま 

した。 

や つ き 

それに 反して、 浅吉の 方の 躍起と なる 有様 は、 日 一 

曰と 目立 つ て ゆく のです。 

ある 時、 お雪 は 湯から 上って 帰る と、 廊下で ただな 


らぬ物 争い を 聞きました。 

それ は 珍しく も、 あの 柔順な 浅吉 が、 主人の 後家 さ 

ののし 

んを 相手に、 一生懸命で 何事 を か 言い 罵って いると 

ころです。 

今日 も、 たくんで した 立 聞きではありません が、 行 

きがかり 上、 耳に 入れない わけに は ゆかない ので、 困つ 

て いると、 

「おかみさん、 あなたと いう 人 はほんと うに 罪な 人で 

せん 

すよ …… 今 だから 申します が、 先の 旦那 様のお 亡くな 

りに なった 時 だって、 ずいぶん 噂が ありまし たよ。 

こく や 

穀屋の 家に は 今でも 青い 火が 出る と、 いわない 人 は あ 


りません からね」 

「ナ 二、 何です つて。 人聞きの 悪い こと をお 言いで な 

いよ」 

しょうわる 

「申します とも。 あなたぐ らい、 性悪の、 男ったら し 

の、 罪つ くりな 女はありません よ。 この 夏 中 だって そ 

うでしょう、 わたしが 見て 見ない ふり をして いれば… 

;」 

「おや、 わたし はお 前に 監督され なけり やならない の 

かい、 お前が 見て いると ころで、 何 かしち や 悪い のか 

い」 

「だッ て、 少し は 遠慮と いう ものが ございましよう、 


私 を 前に 置いて …… 」 

「だからい つてる じ やない か、 何 を 私が お前に 遠慮し 

なけり やならない の …… よく 考えて ごらん、 身分 を考 

えて ごらん、 わたし は 主人、 お前 は 雇人 じ やない か」 

「  」 

「口幅った いこと をお いいで ない よ」 

柔順な 若い 男 は、 ^ え 太った 浮気 婆さんの ために、 

頭から 押しつ ぶされ ています。 

聞く と はなし、 それ を 聞いた お雪 は、 なんとい うか 

わい そうな 人だろう、 また このおば さん も、 なかなか 

のした たか 者 だと 思わない わけに は ゆきません。 


その 日の 午後、 お雪 は 花 を 集めて 部屋 を 飾ろうと 

思って、 近いと ころの 尾根から 林の 中へ 入りました。 

無心で 花 をたず ねて、 林の 中へ 進んで 行く と、 ふと 

行 手で ガサ リと 音が しました ので、 ハツと 驚きました。 

もしゃ、 あんまり 深入りして、 熊に でもで つく わした 

ので はない か。 

とお それて、 その 音の した 林の 奥 を 見ます と、 幸い 

に 熊ではありません。 たしかに 人間の 姿であります。 

先方で は 気がつ かないが、 こちらで はよ くわ かります。 

林の 中 を、 あちら 向きに なって、 うろうろ たどって 行 

くの は、 まぎれ もない、 男妾の 浅吉の 姿でした から、 


お雪 は、 不安な 思いで じっと それ を 見送りました。 

暫く 様子 を 見て いるう ちに、 お雪が じっとし ていら 

れ なくなって、 顔色 を 変えて、 一散に 浅吉 のいた 方向 

に 向って 馳せ 出した の は、 魂 を 失うた ように、 うろう 

ろして いた 浅吉 が、 今し も 一本の 木の 枝 を 選んで、 そ 

こ へ 紐 を かけた の はま さしく 縊れて 死のうと の 覚悟に 

相違ありません。 

あな やと、 お雪 はかけ よって、 今し も 紐へ 両手 を か 

けた 浅吉の 身体に 抱きつきました。 

お雪に 抱き留められた 浅吉 は、 それ を 振り解く ほど 

の 気力 もな く、 ぐったりと 草の 上へ 倒れて、 さめざめ 


と 泣きました。 

それ を 慰める お雪。 追々 力 をつ けられて、 死ぬ まで 

思いつめた 心の 苦しみ をお 雪に 訴える 浅吉。 つきつめ 

てみ ると、 それ は 嫉妬から です。 あの 浮気 婆さんとの 

今までの 関係 を、 浅吉 はお 雪に 向って ことごとく 打 明 

け、 あの 後家さん の 容易なら ぬ 乱行 を、 こと 細かく 語つ 

て 聞かせました。 旅役者 か 何かとく つついて、 先の 夫 

を 毒殺した という 専らの 評判。 そのほか 浮 名 を 立て 

られた 相手 は 今日まで 幾人 だか 知れない が、 いい かげ 

ん おもちゃ にした 後 は、 突き放したり、 上手に 切り抜 

けたり して —— 世間並みの 金 持 後家さん は、 若い 男に 


つぎ 込む の だが、 あの 婆さん は 若い者の 生血 を 絞る I 

I 若い者 だけで はない、 あの 調子 だから、 目 をつ けた 

男 は 大抵 ものにして しまう。 この 夏 中 もどの くらい、 

聞 苦しい 噂 を 聞いた か 知れない。 そうして 現在 も …… 

と 浅吉は 口の あたり を ひきつらして、 現在に も 何か容 

易なら ぬ 恨み を 持つ ている のが こらえ きれない らしい" 

お雪 はなお 一生懸命に それ を 慰めて 力 をつ け、 いたわ 

りいた わりして、 とにかく も 宿の 方へ と 連れて 帰り ま 

した。 

その 帰り道、 茶 堂 橋まで 来た 時分、 お雪 は 何 心なく 

小 梨 平の 方 を 仰ぐ と、 そこの 坂道 を、 こちらへ 人の 下 


りて 来る の を 認めました。 同じような 笠が 揃って 四 五 

名、 まだ 士農工商の いずれと も わからな いが、 こちら 

へ 向いて 四 五名が 隊を なして やって来る 姿が、 豆の よ 

うに 見える こと は 確かです。 

もう、 人が 入って 来ない はずの 白骨の 温泉。 集まつ 

きれい 

た 人 は、 この間、 綺麗に 解散 をして しまった はずの 温 

泉。 これから 春、 雪の 解ける 時まで は、 人跡の 絶 ゆる 

という こと を 予想して いた この 温泉へ、 今と なって 入 

リ 込んで 来る のは穏 かで はない ようにお 雪が 感じ まし 

た。 何 か 特別の 目的が あり …… そうでなければ —— お 

雪が ふと 思い当つ たの は、 もしゃ、 あの 塩 尻 峠の 時の 


侍た ちが あと を 慕って 仕返しに 来たので は あるまい か。 

そう 思って 見る と、 今し、 山道 を 下って 入り込んで 

くる 四 五名の 人数が、 お雪に とって は 容易なら ぬ 脅威 

のように 思われて なりません。 そこでなん となく 胸が 

落着かないで、 振 返り 振 返り、 茶 堂 橋 を 渡る と、 右の 

人た ちの 姿 も、 木の間に 隠れて しまいました。 

ほどなく、 その 山 かげから 歌 をうた う 声が 起り まし 

た。 遠く 響いて 来る 歌の 声 は 聞え るが、 それが 何の 歌 

であるか わかりません。 ちょっと 耳 を 傾けて いたお 雪 

は、 ややあって、 ああ 詩を吟 じている の だと さとり ま 

した。 


して みれば、 これ は 侍 だ。 農工 商、 或いは 山 方へ 出 

きこ リ すみやき 

入りの 木 樵 炭 焼で、 詩を吟 じて 歩く ような もの はない 

侍なら ば、 まさしく 塩 尻 峠の 連中が あと を 慕うて 来 

たの だ。 どうしょう、 あの人た ちの 立 退く まで、 わた 

したち は 隠れて いなければ ならない。 一日 や 二日なら 

ば 隠れお おせる が、 もし あれが わたしたち 同様に、 

冬籠り をす るつ もりで 来たと すれば どうしょう、 ほと 

んど 逃れる 道 はない —— 

お雪 は、 一緒に つれた 浅吉の 身の上より は、 自分た 

ちの 近い将来が 心配に なって、 急いで 宿へ 帰り、 浅吉 


を その 部屋へ 送り届けて、 自分た ちの 部屋の 障子 を あ 

けようと すると、 中から あわただし くそれ を 押し あけ 

て、 

「お雪さん、 お帰りなさい」 

と 飛んで 出た 後家さん。 その上 気した 顔と、 息の はず 

んだ あわてぶ りが、 この 人ら しく もない と 思いながら ■ 

「ただいま 帰りました」 

そうして 一歩な かへ 入って、 枕 を 横にして いる 竜 之 

助の 顔 を 見る と、 それが 人 を 斬った あとのよ うに 冴え 

ておりました。 

幸いに して、 山 を 下って 来た 笠の 一隊 は、 お雪が 心 


配した ほどの ものではありませんでした。 木 曾路を 

取って 京都へ 帰ろうと した 神 楽師の 一行が、 ふと 道 を 

間違えて、 こちらへ 入り込ん だから やむ を 得ず、 

あぼうと うげ  ひ だ 

安房 峠を越え て、 飛驛へ 抜けよう とのこと です。 

お雪 は、 その 由 を 聞いて 安心し ましたが、 疑えば 疑 

えない こと はない。 第一 木 曾路を 通る ものが、 ここへ 

道 を 間違えた と は 間違え 過ぎる。 しかし それ とても 昔 

の 歴史 をた どって みれば、 全く 無理な 間違え 方と もい 

えない ので、 この 一行が 宿へ 到着して、 一 浴 を 試みて 

ろへん 

から 炉辺へ かたまっての 話に、 

力み 力た 

「上方から 東国への 道 は、 この辺が 祖 道になる の だ。 


大同 年中に 伝教 大師が 衆生 化導の ためと て 東国 へ 下る 

時に、 上 神 坂 越えと あって、 つまり 飛驛の 高山 あたり、 

笠ケ 岳の 下、 焼ケ 岳の 裏 を 今の 上 高地 を 経て、 あの 島々 

谷 を 松 本 平方 面に 出られた に違いない。 伝教 大師 もこ 

こ-つ さい こ-つきよく 

の 道で はよ ほど 難渋され たと 見えて、 広 済、 広 極と い 

う 二院 を 山中に 立てて、 後の 旅人 を 憩わし むる ように 

された とのこと だが、 その 時代、 路 らしい もの は あつ 

たに はあった と 思われる。 しかし、 なにしろ 今にして 

もこの 有様 だから、 大同 年間の こと は 思われる ばかり 

だ。 高僧 智識が 捨身 無 一 物の 信念 を 以て 通る か、 しか 

ら ざれば、 天下に 旅する 豪気の 武士で なければ 覚束な 


い。 上 神 坂 越えの 難た る こと は、 まさに 天に 上る の 難 

よりも 難かった に 相違ない」 

と 説明す ると ころ を 見れば、 地の 理 にも、 歴史に も、 

そう 暗い 人た ちと は 思えません。 

それほどの 知識が ありながら、 わざわざ ここへ 迷い 

込む 由 もなかろう ではない か。 

その 説明 者 を 見る と、 ついこの 間、 芝の 三 田の 四国 

町の 薩摩 屋敷で、 南 条カを 相手に 地図 を 示して、 飛驛 

の 国の 国勢 を 説いて いた、 たぶん、 池 田と いった 神楽 

師の 一 行で は 長老 株 II 武 州の 高 尾 山で は、 七 兵衛と 

泊り 合わせた 中の 一 人に よく 似て いる。 


しかし、 かの 白面に して 豪胆なる 貴公子 はこ こに は 

いません。 

時なら ぬ 時に、 神 楽師の 一 行が、 つれづれな 温泉宿 

に 舞い込んだ という 噂 を 聞いて、 浮気者の 後家 婆 さ 

ん はいたく 喜んで、 早速、 明朝に なったら、 ひとつや 

ら せて 楽しみましょう …… と、 お湯の 中で お雪に 話し 

ました。 この 婆さんの 考えで は、 多分、 越後の 国の 角 

兵衛 獅子が、 国への 戻りに 舞い込ん だものと でも 思つ 

たのでしょう。 翌日 は 早速、 人 を 以て かけ 合って みま 

すと、 例の 一座の 長老が、 それ を 聞いて、 二 ッコリ 笑 

いながらこう 言いました、 


「われわれ ども は 角兵衛 獅子で は ございません、 神楽 

師 であります。 古え の 神楽 は 神 を 楽しませ、 同時に 

人 を 楽しまし めんがた めに 行いました。 近代の 芸術 は、 

神 を 離れて 人間が 楽しまん がた めに 作られます。 これ 

は 悪い ことではありません、 人が 楽しみ を 求める の は 

自然です、 自然に その 慾 求が 起れば、 これ を 与える も 

のの 起る の も 自然であります。 よき 慰安 を 与えら るる 

時に、 人間の 気象が 快闊に なリ、 高尚になる の も 道理 

であります。 そこに われわれ 神 楽師の、 神に 対し、 人 

間に 対する 御 奉公 も 起って 来る ので ございます。 ひと 

り 悪 いのは、 人間が 要求せ ざる もの を ほしいまま にこ 


しらえ て、 無理 押 付けに 人間に 売ろうと する ことで あ 

ります。 それ を やる に は 誘惑 を 試みなければ なり ませ 

ん、 剽窃 を も 試みなければ なりません。 近代の 芸術 

は そこで 堕落が 始まりました。 かれら は 作物 を 模倣し、 

盗用す る こと は 平気です。 そうして 無用な 宣伝と、 誘 

惑と、 買収と を 以て、 人間に その 芸術 を 売りつ けよう 

とする のです —— われわれ は、 その 芸術 商売人で はな 

い つもりで すが、 御所 望なら 何 か 一 曲 ごらんに 入れて 

もよ ろしい」 

という 返事で、 後家さん もちよつ と 二の句が つげ ませ 

ん。 


この 神 楽師の 一行 は、 早々 辞し 去る かと 思う と、 案 

外に も 御輿 を 据えて、 逗留の 気色 を 示して いるの も 気 

が 知れない 一 つ。 

十八 

月見 寺 を 出て、 甲府の 城下に ついた 宇津木 兵馬と お 

銀 様。 

甲府は 兵馬に とって 最も 思い出の 多い ところ。 お 銀 

様に と つて は 故郷 も 同様のと ころ。 

城下に 宿 を 取って、 その 晚、 兵馬 は、 ひとり 町 を 歩 


いてみ ました。 

駒 井能 登 守 もい なければ、 神 尾 主 膳 もい ない。 南条 

力 も、 五十嵐 甲子 雄 も 昔の こと。 お 君 も、 米 友 も、 ム 

ク犬 も、 暫く はこ この 天地に 生 を 寄せて いた ことがあ 

リ、 女 軽業のお 角の 一行 も、 ここで 笛、 太鼓 を 鳴らし 

た ことがありました。 

しかし、 それ はみ な 夢の ように 流れ 去って、 残る と 

ころの 山河と、 町並 だけ は 相 も 変らず。 兵馬の 眼で 人 

間が その 昔の 時よりも 暢気に 見える の は、 自分に さし 

さわりない 他人ば かり 残って いると いう せいでも ある 

まい。 たしかに 甲 府の巿 民に とっても、 その 昔の よう 


な 辻 斬の 脅威が なくな つてし まった こと だけで も、 

生命の ゆとりが のびて いるの かも 知れない と 思われる 

ほどです。 

柳 町の 一 蓮 寺。 その 昔、 お 角の 一 行が 女 軽業 を 打つ 

たと ころへ 来て 見る と、 そこ は 相 変らず 賑やかで、 甲 

府 人の 行楽のと ころ。 

以前、 お 角 一行の 軽業の あつたと ころに は、 けばけ 

ばし い 芝居の 興行が かかって いるら しい。 兵馬 は その 

方へ 進んで 見る と、 何 か は 知らないが 人だかりの する 

絵 看板。 

くろずきん 

近づいて 見る と、 思いきって 大きな 看板に、 黒頭巾 


を かぶった 黒いで たちの 侍の 絵姿。 

兵馬 は、 それ を 見て ゾッ とする ほど 嫌な気持が しま 

した。 

このごろ は、 世間が 殺伐 だから、 芝居に も、 切った 

リ 張ったり が はやるの か 知ら。 

一流の 芝居 はそう でもない が、 年中、 活動して いる 

お茶 ッ葉 芝居 は、 へらへら 役者 を かり 集めて は、 無茶 

に 人殺し を やらせる。 

ことに 沢 村 宗十郎 が、 宗十郎 頭巾 を かぶり はじめて 

から、 へらへら 役者 共が 争って この 頭巾 を かぶりた が 

リ、 切れ もしない 刀 を 抜いて は 嘔吐の 出る ような 見得 


を 切って 得意に なって いるの が、 田舎 廻りなら とに か 

く、 江戸の まんなかで はやって いる。 兵馬 は 至る とこ 

ろで、 この 黒頭巾 を かぶった、 艇け 出しの へらへら 役 

者が 刀 を 抜いて、 へんな 見得 を 切って いる 絵 看板に 

でつく わして、 自分 は 通人で もなん でもない が、 江戸 

人の 趣味 も 堕落した もの だと 思う。 そうでなければ 

きょ もと  ときわず  うじ やじ や 

清 元 や 常 磐 律で 腐爛け ている 御家人 芝居。 ここへ 来 

て も、 こんな もの を 見せられる のか。 こんな もの を こ 

しらえ て 持ち歩く 興行師の 俗悪 もさる ことながら、 こ 

んな もの を 見て 興がる 見物が 情けない。 

兵馬 は 正直 だから、 こんな 下等な 芝居の 横行が、 剣 


法の 神聖 を冒瀆 する かの ように 憂えて いる。 できるな 

まがいもの 

らばこう い う 贋物 の 黒頭巾 を 片っぱ しからた たき 

きって、 少なくとも 本物の 剣法の 見せしめに してや リ 

たいと 腹 を 立 つ こと も あるので す。 

そうして、 一蓮 寺の さかり 場 を 離れて、 また 市中へ 

取って返 すと、 宿から はいくら もない ところの 町並に、 

「無 眼 流 剣法 指南」 

の 看板 を 認めました。 

それ を 認めた の は 天佑の ような もので、 日中なら、 

かえって 通り 過ごした かも 知れません。 

無 眼 流の 名 は 今で こそ あまり 聞かない が、 武術 流祖 


録 中に 立派に 存在す る 意義 ある 一 流。 

町並に なって いる 狭い 間口の 一方 を、 少しば かり 道 

場 構えに して、 一 方の 畳の 上で はしらが 頭の 一 人の 爺 

さんが、 絵馬の 中に うずまって、 しきりに 絵馬 を かい 

ている。 その 絵馬 を かくた めの 燈の 光が、 取 入れた 

看板に 反射して いた ものです から、 それで 兵馬が 「無 

眼 流 剣法 指南」 の 看板 を 辛うじて 認める ことができた 

のです。 

無 眼 流の 名 を 珍しと する 兵馬 は、 ここ を 素通りす る 

ことができないで、 

「無 眼 流 の 道場と いうの は、 御 当家で ござ います か」 


腰 を かがめて 丁寧に もの を 訊ねました。 

その 時に 絵馬 を かいていた おやじが、 大きな 眼鏡 越 

しに ジロリ と 兵馬 を 見て、 

「はいはい」 

と 答えました。 

「先生 は 御 在宅で ございま すか」 

「はい」 

「御 在宅なら ば お 目通り を 致したい もので ござり ま 

す」 

「はい、 お前さん は 何し においで になり ました か」 

「無 眼 流 指南の 表札 を 拝見 致しました ゆえに、 先生に 


お 目通り を 願って、 できる ことなら、 一手の 御 指南に 

あずかりた いものと 存じまして …… 」 

「なるほど、 それ は 結構な お 心がけ じ や …… しかし 先 

生と 申す の は、 恥 かしながら このお やじめ のこと で ご 

ざり まする」 

「はは あ、 あなた 様が 無 眼 流の 指南 をな されます か。 

それ は 何より」 

兵馬 も 少し 案外に 思いました けれども、 事実、 こん 

なのが あるいは 隠れた る 本当の 名人で あるか も 知れな 

い。 名人で な いまでも、 こういう ところに 意外な 流儀 

の 血統が 伝わって いるの かも 知れない。 何 か 相当の 自 


信がなければ、 かりにも 一流 指南の 看板 は 出せない は 

ずと、 少しも 軽蔑の 色な く 慇穀に 挨拶 をし ますと、 お 

やじ、 

「さあ、 どうぞお 通りなさい」 

と 言った が、 自分 は 少しも 絵馬 描きの 手 を 休める ので 

はありません。 

お通りなさい、 といわれ、 兵馬 は、 ちょっと ドコへ 

通って、 ドコへ 腰を下ろして よいの だか、 それに 迷い 

ましたが、 やむなく 道場の 板の間に 足 を 置いて、 畳の 

方へ 腰 を かけて、 

「御免下さい、 無 眼 流と あるの を 珍しい ことに 存じ ま 


した」 

「はい、 当今 は 一刀 流 だの、 心 蔭 流 だのと いうの が は 

やりまして、 無 眼 流な ど は 一向 はやり ませぬ ゆえ、 こ 

うして、 道場の 看板 だけ はかけ ており ますが、 弟子と 

いう ものが 一 人 もありません でな …… 」 

おやじ は あまり 自慢に もなら ない こと を、 平気で こ 

ういい ました。 

「勤番の 諸士 方で、 御 指南 を こいに まいる もの はあり 

ません か」 

「ありま せんね …… ばかにし てね、 このお やじ をば か 

にして 寄りつ きません よ」 


「市中の 若い者 は …… 」 

「年寄 をな ぐつ て も 仕方がな いとい つて 笑って いま 

す」 

「失礼ながら、 ド チラで 無 眼 流 をお 学びに なりました 

か」 

「飛驛 の 高山で 習いました …… 武者修行の 途中、 あの 

山中で 峨々 たる 絶壁の 丸木橋 を 渡りわず ろうて いると、 

そこへ 目の 見えない 按摩が 来て、 ス ルス ルと 渡って し 

まった の を 見て、 両眼が あって、 多年 武芸 をみ がきな 

が ら、 両眼 見えず し て 無心 の 按摩の 得て いる 極意に 及 

ばない こと を 知って、 ついに 無 眼 流の 一流 を 発明した 


そリ まちむ かく 

の は 私で は) J ざいません、 流 祖の反 町 無 格の- J とです 

よ。 その 流れ をく みまして、 こうして 無 眼 流の 看板 を 

掲げ ましたが、 いっこう 弟子が つきません。 今日はお 

前さん がたいそう 神妙に 話 をな さるから、 お 相手に 

な つ て 上げましょう」 

と言うと ころ は、 いかにも 勿体が つ いてい ますから、 

「なにぶん、 お願い 申します」 

このお やじ、 むかし 取った 覚えの 竹刀で 立 合って く 

れ るの だろうと 期待して いますと、 おやじ は 絵馬 を か 

く 手 を い つ こう 休めず、 道具 をつ けて 立 合おうと する 

けしき 

気色が なかなか 見えません。 あるいは、 こうして 悪く 


落 付いたり、 勿体 をつ けたり する だけに 自信が あるの 

かも 知れない と、 兵馬 は 多少 心中 たのもし がって いる 

ところへ、 おやじ は、 

「で、 お前さん、 わし はこうして 仕事 をして いるから、 

遠慮なく 打ち込んで おいでなさい、 竹刀で も、 木刀で 

も、 真剣で も かまいませんから …… 」 

けれども 兵馬 は、 この 老人に 打って かかろう とも、 

斬って かかろうと もしませんでした。 この 老人 を 打ち 

取っても 功名に はならない。 絵馬 代用の 鍋蓋 試合 を 

はじめた ところで 芝居に もなら ない。 しかし、 それ か 

ら 老人と 話し込んで いるう ちに、 老人の 語る ところの 


ものに は、 なかなか 聞くべき ものが ありました。 

竹刀の 稽古と 真剣と は 全く 別物で ある こと。 剣術の 

巧者 は 必ずしも 真剣の 勇者で はない こと。 誰もい いそ 

うな こと だが、 この 老人 は 相応に 実験 を 積んで 来たと 

見えて、 耳新しく 聞え ました。 そのうち、 初心の 人が 

真剣の 立 合 を やむなく せられた 場合、 すなわち、 どう 

しても 刀 を 抜いて 立 合わねば ならぬ 場合に は、 眼 をつ 

ぶって 立 合う に 限る  という ことから、 いったい、 

人間の 眼と いう もの は 見る ベ からざる もの を 見る 時 は 

害あって 益がない もの だとい うこと。 

それと 同じで、 有能 者が 無能者に 負ける ことの 逆理 


を 説き出し たのが、 なるほどと 聞きな されました。 

「また、 おいでなさい。 無 眼 流の 極意 は、 この 見える 

目 をい つたん つぶして しまわなければ わかりません」 

と 老人が 最後に い つた 言葉 を 意味 深く 聞いて 暇 を告 

げ、 若干の 金 を 紙に 包んで 奉納し、 なお 老人の かいて 

いた 絵馬 を 一枚 無心して、 それ を かついで 帰路に つき 

ました。 

兵馬 は その 絵馬 を かついで、 舞 鶴 城の 濠の 近辺 を 通 

ると、 どうした もの か、 一 頭の 犬が、 兵馬の 前 路をふ 

さいで さかんに 吠え 立てます。 

「し ッ」 


兵馬が 叱った けれども、 犬 は 容易に 尾 を まかないで、 

かえって 目 を 怒らして 兵馬に 飛び かかろう とする、 す 

さま じい 勢い。 

そこで 兵馬 は小癩 にさ わりました。 かって、 慢心 和 

尚が いう ことに は、 「人間 は、 犬に 吠えられ るよう では、 

修行が 足りない」 

兵馬 は、 この 一言 を 思い出しました。 なるほど、 あ 

の 和尚 は、 随分 奇抜な 風采で 人の 門に 立つ こと も ある 

が、 犬に 吠えられ たという 例 を 見なかった。 人 を 見 

れば 吠えつ く 悪 犬で も、 和尚が そばへ 寄る と、 鳴り を 

しずめて なついて 来る の を、 兵馬 は 実見して 不思議な 


りと した ことがあります。 

和尚に いわせる と 不思議で もなんでも なく、 害心の 

ない ところに、 敵意の 生じよう はず はない の だと 説明 

する 

しかし、 すべての 人が 犬に 向って 害心 を 持たずに 近 

寄っても、 犬の すべてが 敵意 を 示さない という 限り は 

ない。 そこに 何 かの 修行が あるの だと 思いました。 

今し も、 こうがむ しゃら に 吠え 立てられて みると、 

それが 頭に ある だけ、 兵馬 は癩 にさ わって ならない。 

つまり、 この 犬 は、 自分の 修行 を、 頭から 無視して か 

かってい るの だ。 小 癩な犬 だと 思わない わけに は ゆき 


ません。 

やまいぬ  ひとくら いぬ 

「狂犬が、 あっちへ 行った、 人食い 犬が、 あの 若い 侍 

に 食い つい てら あ」 

はは あ、 これ は 狂犬 だ。 だれかれ の 見さ かいな く 食 

いっくよう になって いる。 あえて 兵馬の 修行 を 軽蔑し 

ている ので はない。 兵馬 は、 それで やや 安んじました 

が、 犬 はいつ そう 烈しく、 尾 を 振り、 牙 を 鳴らして、 

兵馬に 飛び かかって 来る のです。 

そこで、 兵馬 は、 今 かついで 来た 絵馬 を 肩から おろ 

して、 これ を 左手で 縦に 構える と、 狂犬 はさし つたり 

というよ うな わけで、 猛然と して その 絵馬の 上へ 乗り 


かかって 来たの を、 右の 手 を 遊ばして おいた 兵馬が、 

絵馬の 下から 犬の 左の 前足 をムズ とっかむ と、 ハズミ 

をつ けて 一 振り 振って 投げました。 

それ は 実に 見事な もので、 狂犬 は クル クルと 中空 高 

ていじょう  ほリ 

く 舞い 上り、 堤 上の 松の 枝 を かすめて、 濠の 真中へ ド 

ブンと 落ち込み、 しばし は 浮み も 上りません。 

「強いな あ、 あの 侍 は」 

歩み をと めた 人々 が 驚嘆して 集まる ので、 兵馬 はき 

まりが 悪く、 絵馬 を かかえて 一 散に 逃げました。 

十九 


はくぼ  にら さき 

ちょうど その 日の 薄暮、 韮 崎 方面から この 甲府 城下 

へ 入り込んだ 武者修行 体の 二人の 者。 前に 進んで いた 

たくま  つかぶ くろちよう 

逞しい のが、 何 を 思い出し たか、 刀の 柄 袋 を 丁と 

打って、 

「あ、 今にな つて 思い当った」 

突然に 叫び 出した ものです から、 同行の 丈の 少し 低 

いのが ビック リ して、 

「何 だい、 何 を 思い出し たの だい」 

「あの、 例の 塩 尻 峠の …… 」 

と 前の 逞しい のが、 ちょっと 後ろ を 振 返りました。 こ 


れ はいの じケ 原の 斬 合いの 一人、 仏 頂寺弥 助であって、 

それに 答えて、 

「塩 尻 峠の しくじり を、 まだ 持 越して いるの かい」 

それ は 書生で、 医術 を 心得て いる あの 時の 立会人、 

丸 山 勇 仙であります。 

斬られて 介抱 を 受けた、 二人が いないと ころ を 見れ 

ば、 あの 傷が もとで 死んで しまった か、 そうでな けれ 

ば、 まだ 治療 最中であろう。 

「あれ はな、 あの 男 は、 武 蔵の 沢 井の 机 竜 之 助 だ —— 」 

「え、 武 蔵の 沢 井の …… 机？」 

「そうだ、 そうだ、 それに 違いない。 それと 知ったら 


ば 出よう も あるの だ つ た」 

仏 頂寺弥 助が 何 か 思い出して、 しきりに 残念が るの 

を、 丸 山 勇 仙が 解せない 顔 をして、 

「覚えが あるの か」 

「あると も、 あると も …… 噂 だけで 大いに 覚えが あ 

るの だ、 武州沢 井に 机 竜 之 助の 道場が あって、 一種 不 

思議な 剣術 を つかい、 人が それ を 音 無と 名 づける とい 

う 評判 を 聞いて いたから、 一度、 その 門 を 驚かして み 

たいと 思って いたの だ」 

「武 蔵の 沢 井と は、 どちらの 方面 だ」 

「多摩川の 奥の 高地で、 江戸から 甲 州 裏 街道、 つまり 


大 菩薩 越え をす る その 途中、 御岳山の 麓 あたり。 あの 

たいらの まさか ど 

辺 は、 むかし 関東の 野 を 追われた 平将 門の 一 族と、 

甲 州 武田を 落ちて 土着した 子孫が 住んで いる。 それで 

剣術 は、 甲 源 一 刀 流が 流行って いる。 それ だ、 その 男 

だ、 あれ は …… 」 

せんだつ 

と 言って、 仏 頂寺弥 助が 先達て、 塩 尻 峠の 不思議なる 

しさ 

盲 剣客の こと を 頻りに 思い返し、 

「それと 知ったら、 また 出よう もあった もの を …… 」 

と 重ね重ね 残念が る 様子。 

そこで、 まだ 呑 込めない らしい 丸 山 勇 仙の ために、 

仏 頂 寺弥助 は、 沢 井 道場、 音 無の 剣術ぶ りの 物語 をし、 


今 その 主人公 は、 行方不明 になって、 その 道の ものの 

問題と されて いる こと を 話して 聞かせる と、 丸 山 勇 仙 

，i  、 

力 

「はは あ、 そういう わけで、 そういう 人物で あつたの 

か …… なるほど」 

と 幾度もう なず きました が、 つづいて、 

「それで、 机 竜 之 助と いう 男 はいった い、 いい 男な の 

か、 わるい 男な のか」 

「何 だ、 それ は —— 」 

「つまり、 机 竜 之 助 は 美男子で あつたか、 それとも、 

ぷ おとこ 

醜男で あつたか、 それ を 聞いて いるの だ」 


「妙な こと を 聞く じ やない か」 

「そこが 問題 だ」 

「誰が そんな こと を 問題に している」 

「いや、 それが、 なかなかの 大 問題に なった ことがあ 

るの だ」 

「どうして、 それ をお 前が …… 第一、 机 竜 之 助なる も 

のの 存在 を、 ただいま、 拙者の 口から 初めて 聞いた お 

前が 、 あの 男の 容貌 の 美醜 を 論ずる ことで さえが 奇妙 

なのに、 それが 問題に なって いたと いうの は どこで… 

…いつの こと だ。 して みれば お前 は、 その 以前から 竜 

之 助なる もの を 知っていた のか」 


「知ってい たの だ …… 知ってい たの をお 前から いわれ 

て、 今にな つて 気の ついた 一人 だ」 

「いつ、 どこで」 

「大和の国、 十津 川の あの 騒ぎの 時よ。 実は 拙者 も あ 

の 時、 あの 乱軍の 中へ まぎれ 込んで いた もの だ …… そ 

の 節、 たのまれて 竜 之 助なる ものの 人相 書 を 書いて 

やった ことがある」 

意外に も 丸 山 勇 仙が 十 津川話 を 持ち出して、 その 時、 

よそながら 机 竜 之 助に ひつ かかりの あつたよ うな こと 

をい う。 

仏 頂寺弥 助が、 足 を 踏みと どめました。 


丸 山 勇 仙が 語りつ づけて いう ことに は、 

「十津 川の 乱が 平 いで 後、 藤 堂 方に たのまれて、 拙者 

は 医者の 役目 をしたり、 書記の ような 真似 をして いた 

が、 その 時、 たのまれて 人相 書 を 幾 枚 も 作った …… そ 

のなかに、 ある 少年が 親と か 兄弟と かの 敵 だとい つ て、 

人相 書 を 註文して 来たから、 それ を 作って やった の だ 

が …… その 人の 名が、 たしか 机 竜 之 助、 それで 甲 源 一 

刀 流の 遣い 手と 覚えて いた。 実は、 乱 徒の めぼしい も 

のの 人相 書 を 幾 枚 も 作らせられた 後 だから、 大抵 は 忘 

れて しまって いる はず だが、 それだけ を 忘れない でい 

るの は、 つまり、 その 時に 問題が 起った からだ —— 」 


「その 問題 は？」 

「その 問題が、 それ、 机 竜 之 助 は 美い 男 か、 醜い 男 か 

という 問題な のよ」 

「ばかばかしい 問題 じ やない か」 

「ばかばかし くないの だ、 解釈の しょうが 人に よって 

全然ち がう の だから …… まず 拙者が いわれる ままに 一 

枚 を かいて 見せる と、 それ を 見た 一人が、 机 竜 之 助 を、 

こんな 美男子に かいて はいけ ない というの だ。 けれど 

も、 いわれた 通りに かけば こうなる —— と 主張した と 

ころが、 そんな 美男子で はいけ ない と おそろしい 権 幕、 

拙者の かいた 下書 をい じくり 散らして、 勝手な 訂正 を 


試みた もの だから、 それによ つて 新たに かき 直して み 

ると、 他の 方面から また 苦情が 出た のに、 竜 之 助 は、 

とんが  ひんそう 

こんな 尖った 貧相な 男で はない と。 こいつに は 拙者 

も 弱った の だ、 現在 その 人 を 見た わけで はない の だか 

らな。 人の 言葉に よって、 想像 を 助けられて 描く の だ 

から、 どっちに 附 いていい かわからない。 拙者が わか 

ら ない ばかりでなく、 その 席で また 問題が 持 上って し 

まった。 それでね、 いったい、 美男子の 標準と いう も 

の は、 どういうの だと 根本 問題にまで 立 入って 来たが、 

結局 美醜 は 問題で ない が、 あの 男が 非常な 魅力 を 持つ 

ている こと は 争われない、 この 絵に は その 魅力が 少し 


も 現われて いないと いう ことで、 また 新たに 問題が 湧 

き 出した。 それから 拙者が いって やった、 拙者 は 画家 

ではない から、 その 魅力なん という もの は 描き出せな 

いから 宜しくた のむ といって やったら、 問題 はま あそ 

れ だけにな つたが、 不服 は 両方に 残って いる。 人情と 

いう もの は 妙な もの さ、 竜 之 助 非 美男 論者 は、 ほ とん 

ど 絵に 向って 嫉妬の ような 気分で、 どうかして その 

尖 つた 貧相な ものにして しまいたがる …… 一 方 はま 

た、 美と 不 美と は 論外に 置く も、 ともかくも あの 特有 

の 力 は 表現 させて もらわなければ ならぬ、 しかるに こ 

の 絵に は 少しも それが 現われて いない、 しかし それが 


無理な 註文なら ば、 誰に も 合点され そうな、 あたり ま 

えの 人相に かいた 方が 無事 だろうと、 こういうの だ」 

「論より 証拠 じ やない か、 お前 は 塩 尻 峠で 何 を 見て い 

た」 

「お前 こそ 何 を 見て いた」 

ほりばた 

その 時、 通りかかった 濠 端で、 人が 集まって 大騒ぎ- 

二人 は 話 を やめて、 

「何 だ」 

やまいぬ 

「ええ、 狂犬で ございます」 

「狂犬が、 どうしたの だ」 

「今、 若い お 侍が、 狂犬 を 取って 投げました、 上の 方 


へ 遥かに 飛んで、 松の 枝 を かすめて、 犬が お 濠の 真中 

へ 落つ こちた ところであります」 

「な あんだ」 

何事 かと 思えば 犬 一 匹の こと。 仏 頂寺弥 助が 冷笑し 

やまいぬ 

て 過ぎて 行く ところへ、 いったん、 沈んだ 狂犬が 浮き 

上って、 岸の 方へ 泳いで 来る から、 

「それ、 狂犬が また 出て 来た ぞ、 浮み 上った ぞ」 

人だかり は 八方へ 散る と、 血迷いき つた 狂犬 は、 仏 

頂 寺と 丸 山 をめ がけて 飛び かかった の を、 仏 頂 寺が、 

「ええ、 畜生」 

一旦、 蹴飛ばし ておいて、 次に 踏み 殺して しまい ま 


した。 

二十 

この 二人が 甲 府の巿 中 を 進んで 行く うちに、 例のへ 

ラ ヘラ 役者の、 覆面 辻 斬の 絵 看板の 辻々 に 掲げられた 

の を 見る と、 仏 頂 寺が、 

「この 奴等、 いいかげんに しないと、 目に 物見せ てく 

れ るぞ」 

と、 ちょっと 凄い こと を 言いました。 目に 物見せ てく 

れる といった ところで、 问 といっても 仏 頂 寺 ほどの 者 


が、 ヘラ ヘラ 役者 を 相手に、 本式の 立 廻り を 見せよう 

という わけで も あるまい。 何 かの 機会 を 見て、 懲らし 

めの ために、 かたわ 者に してやる くらいが 落ちで しょ 

、つ。 

やがて、 この 二人が、 柳 町の 佐野屋 という 宿へ 着い 

たので、 幸か不幸か、 そこで バッ タリと 落 合った のが 

宇津木 兵馬です。 兵馬 も、 この 宿に 泊って いて、 もう 

少し 先に 立 帰った ところで ありました。 

勢い、 バッ タリと 出会わな いわけに は ゆきません。 

出逢って 見れば、 一方、 仏 頂 寺 は、 兵馬が 修行 時代に 

道場へ 往来して、 幾度 も 竹刀 を 合わせた ことがあり、 


丸 山 勇 仙 は、 十津 川の 時に 藤 堂 勢に 従って、 書記み た 

ような 役目 をつ とめ、 兵馬の ために 人相 書 を かいて 

やった こと も ある 見知 合いの なかです。 

「や あ、 珍しい、 宇津木 兵馬 君、 君 はこ こに 泊って い 

たの か」 

兵馬 も、 逢いた くもない 相手 だと 思い ましたが、 の 

がれる わけに は ゆきません。 

「これ は 仏 頂 寺、 丸 山の 両君」 

「君の 座敷 は どこ だ」 

仏 頂 寺、 丸 山の 両人 は、 ほどなく 兵馬の 座敷へ 押し 

かけて 来ました。 


はばか 

兵馬 はお 銀 様 を 憚 つて、 次の 座敷へ うつして おいて、 

やむ を 得ず 火鉢 をす すめ、 この 二人に 応対す ると、 

「宇津木 君、 拙者 は 机 竜 之 助に 出逢った ぞ、 しかも 最 

近に —— 」 

「え」 

その 言葉 は、 両様の 意味で 兵馬 を 驚かせました。 そ 

力た き 

の 一つ は、 多年の 敵 の 消息。 他の 一 つ は、 それ を 無 遠 

慮に 別室のお 銀 様に 聞かせた くないとの 心配。 仏 頂 寺 

と 丸 山と は、 そんな ことに 頓着な く、 兵馬の ために 吉 

報 を もたらした つもりで 得意に なって、 

「ついこの 間、 計らず も あの 男に 信 州の 塩 尻 峠の 上で 


会った の だが、 その 時 は、 それと 気づかず、 たった今、 

あれ だな と 思い出し たような わけ だから、 無論、 おた 

がいに 名乗り もせず、 あの 男の 行 先 とても 聞いて はお 

かな か つたの を 残念に 心得て いる。 ところが ここで、 

君に 出逢った のが 勿怪の幸い となった、 われわれ とて 

も 別段 急ぐ という 旅で はない から、 これから 君と 共に 

引返そう、 引返して あの 男の あと を 慕って みょうで は 

ないか。 君に とって は不倶 天の 敵、 われわれ も、 も 

う 一応、 会って おかなければ ならない の だ、 共に 願つ 

たり かなった りの 好都合で はない か。 かれはい ま 眼が 

見えぬ、 眼 は 見えない が、 その 太刀先 は 少しも 衰えな 


い、 次第によ つて は、 われわれが 君の ため、 後見の 役 

目 をつ とめても よろしい、 ずいぶん、 油断すべき 相手 

ではない」 

案の 如く、 お 銀 様に 聞かせたくない こと を、 この 男 

はズバ リズ バ リ としゃ ベ つ てし ま つたの みならず、 ひ 

とり 呑 込みで 同行 をと りきめ、 まかりまちがえば、 助 

太刀の 役まで 引受ける 気取りで いる。 これ は 兵馬に 

とって 容易なら ぬ 有難 迷惑 だけれ ども、 相手が 相手、 

ことにこう 乗り気に なって いる 際で は、 いやと いって 

も 付いて 来る に 相違ない。 そこで いやでもおうでも 明 

日から は 当分、 この 連中と 道づれ にならなければ なら 


ぬ 運命と なる。 

自分 は、 いいとしても、 お 銀 様が、 それ は Si 心が るに 

きまって いる。 そこで 兵馬 は 咄嗟の 間にこう 言い まし 

た。 

かたき 

「御両 君の 好意 を 有難く 存じます、 おかげで 敵の 手 

がかり がつ いて、 こんな 喜ばしい こと は ござらぬ。 つ 

いて は 仰せの 通リ 明日 早々、 御両 君の 同行 を 願って こ 

こ を 出立した いので ござる が、 ちょうど、 自分 はたの 

まれて、 さると ころまで 人 を 送り届け ねばならぬ 責任 

が ある ゆえに、 一 日お くれて …… 」 

途中し かるべ きと ころで 落 合おうと いう こと を 申し 


出しました。 

やがて 二人が 帰って しまう と、 静かに お 銀 様が 次の 

座敷から 出て 来て、 

かたき 

「宇津木さん、 わたしの 尋ねて 行く 人 は、 あなたの 仇 

でした ね」 

「そうです」 

聞かれて しまって は 仕方がない、 兵馬 は 苦しげ に 白 

状し ました。 

「なんという 因縁の 戯れで しょうね」 

「そうです ね、 全くなん ともい えない 忌な 因縁に なり 

ました」 


「わたし は 好きな 人 を 探しに 行く、 あなた は、 どうで 

も、 その 人 を 殺さなければ ならない のです ね」 

「その 通りです、 彼 を 討たん がた めに、 わたくし はこ 

の 年月 を 苦心 致しました」 

「けれども、 わたし は、 また あの人がなければ、 生き 

て いられな いのです よ」 

「私 はまた、 彼 を そのままで 置いて は、 男子の 面目が 

立たぬ のです」 

「そうして、 明日からの 旅 はどうな さるつ もり？」 

せん 

これ は 兵馬が、 お 銀 様に 先 を 越されました。 

こう 

「お聞きの 通りです、 拙者 は、 あの人た ちと 行 を 共に 


しなければ なり ませぬ、 辞退しても 聞く 人た ちで あり 

ませぬ。 そこで あなたの 御迷惑 を 考えて、 その 御 相談 

を 致そうと 思 つ ていたと ころな のです」 

「どうしても、 わたしが 邪魔に なりましょう ね」 

「いいえ …… 私 は、 あなたのお 心任せに する つもりで 

います、 場合によって は、 あの 者 共の 同行 を もこと わ 

る つもりです」 

「どちらに しても 結果 は 同じ ことです ね、 わたし は あ 

の 人 を 取りに 行く、 兵馬さん は あの人 を 殺しに 行く… 

…全く 別な 目的の 二人が、 今まで 連れ 合って 歩いて い 

かたきどうし 

たのです。 つまり、 あなたと わたくしと は、 敵 同士の 


間で ありました」 

「いや、 拙者 は、 ほかの 人を怨 むと いうべき 理由 を 持 

あによめ 

ちませ ぬ …… あの 嫂 でさえ も …… 」 

と、 兵馬 はおとな しく 言いました。 

「それでも、 わたし は、 あの人 を 愛します、 自然、 あ 

の 人の 立場 を 危なく する 者が あれば、 力 を 極めて それ 

を 妨げる のが、 わたしの 仕事ではありません か。 どう 

しても、 あなたと わたくしと は 敵 同士です。 宇津木 さ 

ん、 あなたが わたくし を 邪魔に しなければ、 わたくし 

の 方で、 あなた を 邪魔に します よ」 

「それ は 御 随意に 任せる より ほかはありません」 


「わかりました か。 それで は、 もうあな たとの 一緒の 

旅 は 今日 限り、 わたくしの 方から お断わり を 致し ま 

しょう。 そうして、 これから 後 はおた がいに 敵 同士で 

す」 

「いいえ …… 敵と いう 言葉 は、 そう 軽々 しく 用いる 

もので はありますまい」 

「でも、 わたくし は、 生ぬるい ことが 嫌い、 この 世の 

てキ J 

人 は 敵で なければ 味方、 味方で ない 者 は みんな 敵です」 

「ああ、 あなたの 考え は 偏し 過ぎて いる、 片意地 過ぎ 

てき 

ている ようです。 拙者 は 机 竜 之 助 を 敵と はする が、 あ 

なた を 敵と する 気に はなれな いのです」 


「わたくし は、 そうではありません、 味方で ない もの 

は みんな 敵です …… 兵馬さん、 お前が 机 竜 之 助 を 討と 

うと すれば、 わたし は あの人の 味方です から、 あなた 

を 殺して しまいます」 

「よろしい、 そのお 覚悟なら、 それでよ ろしう ござい 

かたき 

ます、 拙者 もこれ から、 あなた を 敵の 片 われと 見 ま 

しょう」 

「それが よろしう ございます。 わたし はこ こで、 人 を 

よんで 座敷 を 改めても らいます、 あなたに もお 世話に 

なり ましたが、 どうぞ、 お 大切に …… 」 

と 言って、 お 銀 様 は 手 を 鳴らして 女中 を 呼び、 更に 番 


頭 を 呼んで もらって、 自分 だけ 座敷 を 改める こと をた 

のむ と、 さっさと、 自分の もの だけ を 運ばせて 引 移つ 

てし まいました。 

兵馬 はお 銀 様の 片意地に 驚きました。 けれどもお 銀 

様 を 片意地の 気質に させた 原因 を 知っている ものです 

から、 いい 出した 以上 は、 その 意に 任せる より ほか は 

仕方がな いと あきらめました。 

さて、 こうな つてみ ると、 有力な 後援者 を 失った 自 

分 は、 また 貧寒なる 一人旅の さすらいだ。 しかし、 も 

う 今度 こそ は、 相手が 塩 尻 峠を越し たこと を、 歴然と 

つかんで いる。 あの 峠を越した 以上 は、 その 行 先 こそ 


しかと わからない とはいい 条、 袋の 鼠の ような もので 

ある。 今度 こそ —— という 目 あてがつ いたよう な もの 

ですから、 旅囊の 欠乏 も、 さの み 気に はか かりません。 

むしろ、 ここでお 銀 様の 方から 去って しまった ことが、 

身軽で よいく らいの ものです。 

そこで 思い出して、 預かって いた 胴 巻の 金の すべて 

を 取り出し、 女中 を 呼んで、 これ をお 銀 様の もとへ 届 

けさせ ますと、 お 銀 様から 突き戻して 来て、 

「そんな もの は 知らない」 

と 言った との 返事。 それで はいけ ない と 兵馬 は 自身 

たず さ 

携えて 行って 渡す と、 お 銀 様 は、 


「そうです か、 確かにお 受取り 致しました」 

すなお 

素直に それ を受 入れた から、 兵馬 は そのまま 帰って 

来ました。 

その あとで、 今度 はお 銀 様が 改めて 女中 を 呼んで、 

こういう こと をた のみました、 

「あの、 さいぜんお 泊り になった 二人 づれの お客様で、 

お 一 人 はたし か 仏 頂 寺 様、 も 一 人のお 方 は 丸 山 様と か 

おっしゃい ましたが、 その 方に、 わたくしが 内緒で、 

ちょっとお 目に かかりた いのです が、 伺って よろしう 

ござんす かどう か、 お聞き 申して みて 下さい」 

女中 は、 そのたの み を 心得て 立 去ろうと する の を、 


お 銀 様が また 呼びと めて、 

「それから、 お伺いして よろしければ、 まことに 失礼 

でございますが、 怪我 を 致して おる ものです から、 こ 

れを かぶった まま 失礼 を 致したい が、 この こと をお 聞 

き 入れ 下さる ように 申し上げ ておいて 下さい」 

と 念 を 入れて たのみました。 

仏 頂 寺と 丸 山 は、 見知らない 婦人の 人が 面会 をした 

いとの 申入れ を 聞いて、 不思議に 思いました。 けれど 

も、 辞退す るガラ でもない から、 直ちに 承知の 旨 を 答 

える と、 そこへ お 銀 様が やって来て、 

「御免下さい ませ、 さきほど、 使 を 以てお 願いに 上ら 


せました の を、 お 聞 届け 下されて 有難う 存じます、 そ 

の 節、 併せてお 願い を 致しました 通り、 少々 怪我 を 致 

してお る もので ございます ゆえ、 このままで 失礼 を、 

おゆるし 下さいます ように」 

見れば 品の よい 令嬢 姿の 女が、 顔に は お高祖頭巾 を 

かぶった ままでの、 しとやかな 挨拶です。 二人 は 一議 

にも 及ばず、 

「いかなる 御用 か 存ぜね ども、 まず これへ お通り 下さ 

るよう」 

火鉢の 間 を 分けて、 お 銀 様 を 招 じました。 そこでお 

銀 様が 二人に 向っての 頼みと いうの は、 こうです。 


自分 は 宇津木 兵馬の 連れの 者で あるが、 兵馬 は 机 竜 

かたき ねら 

之 助 を 敵と 狙って いる こと 御存じの 通り。 自分と し 

て は、 そのい ずれ を も 傷つけ たくない 心 持で ある こと- 

ついては、 あなた 方のお 計らいで、 どうか 二人 を 近 

づけない ようにして いただきたい。 自分と して は、 ど 

ちらが 傷ついても いやで ある。 しかし、 二人 は 近づか 

ねばならぬ 運命が 迫って いる。 近づけば いずれ かが 傷 

つく か、 両方が 倒れる。 それ を させな いのは、 一 にあ 

なた 方の 方寸で ある。 どうか、 あなた 方の 計らいで、 

宇津木 兵馬 を 机 竜 之 助の そばへ 寄せない ようにして 下 

さる わけに は ゆくまい か。 結局 これが 私の 願いでも あ 


り、 おた がいの ためで も ある …… という こと を、 お 銀 

様 は 言葉 をつ くして 一 一人に 説きました。 

二人 は、 お 銀 様の ハツ キリした 語調と、 情理 ある 頼 

み 方に 感心して いると ころへ、 お 銀 様 はさい ぜん 兵馬 

から 受取った 路用の 全部 を、 二人の 前に 提出して、 

「これ は あの 宇津木の ために、 あなた 方が お預かりの 

上、 御 自由に 処分 をな すって 下さい」 

仏 頂 寺と 丸 山 は、 眼 を 見合わせました。 

二十 一 


あれから 二十日 あまりた つて、 田 山 白雲 は洲 崎の 駒 

井 甚三郎 を 訪れました。 

「どうです、 よい 収穫が ありまし たか」 

駒 井から 問われて、 

「ありました」 

「それ は 結構です。 まあ、 こちらへ 来て、 ゆっくりと 

旅行 談を お聞かせ 下さい」 

そうして、 白雲 は、 駒 井の 応接室へ 来て、 卓 を 隔て 

て 椅子に 身 を 載せて 相対す ると、 そこへ 金椎が 紅茶と 

麦のお 菓子 を 持って来て、 出て 行って しまいました。 

「あなたと 別れてから、 保 田へ 参り ましてな、 岡 本 兵 


部と いう ものの 家へ、 取敢えず 草鞋 をぬ ぎました が、 

そこでまず 一 一 つ の 収穫 を 得ました」 

「そうでし たか、 その 二つの 収穫と は 何と 何です」 

きゅうじつ しゅう 

二 つ は あの 家に 秘蔵の 仇 十 洲の回 錦 図 巻と、 もう 

一 つ は あの 家の 娘です」 

「はは あ」 

きゅうえい  みんだ い 

「仇 十洲は 御存じの 通り、 仇英 のこと で、 明 代 四 大家 

の 一 人です …… 」 

田 山 白雲 は 行李 を 開いて、 画帳 一冊 を 駒 井の 前に 置 

くと、 駒 井 は それ を 開いて、 まず 眼に 触れた 開 頭の 文 

章 を 読んで みました。 


あざな 

「仇 英、 字ハ 実父、 十洲ト 号ス、 太倉ノ 人、 呉 郡 二 

移リ 住ム、 呉派ノ 第一流 トイ ハレ シ周東 村 二 学ビ、 

人物 鳥獣、 山水楼 観、 旗 輩 車容ノ 類、 皆、 秀雅 鮮麗 

ト挙ゲ ラレ、 世 ニ趙伯 駒ノ後 身ナリ ト称セ ラル、 特 

一 一 流麗 細 巧 ヲ極メ シ 歴史 風俗画 二 於テハ 艷逸比 ス ベ 

キ モノ ナク、 明 代 ェ筆ノ 第一人者 トイ フべ シ。 伝フ 

ル所、 士女 雅宴、 楼閣 清 集等ヲ 画ケル モノ 多シ …… 」 

駒 井が それ を 読んで いると、 白雲 は 改めてい うよう、 

「それと、 もう 一 つ は 岡 本 兵 部の 娘です、 あれが、 な 

かな かの 傑作でした」 

「それ は、 どういう 意味で です I 


駒 井 は 画帳 を 見ながら、 岡 本 兵 部の 娘の、 傑作と い 

う 文句の 意味 を 問い返す ところへ、 

「風呂が わきました」 

扉 を 押して 金 椎が顔 を 見せた ものです から、 駒 井 は、 

その 方へ 向いて うなずいて 見せ、 次に 白雲の 方に 向き 

直り、 

「風呂が わいた そうです が、 おはいり なさって はどう 

です」 

「ィ ャ、 それ は 有難い、 なにぶん この 通りです から… 

;」 

白雲 は 喜んで 立ち上りました。 久しく 湯の 中 をく ぐ 


ら なかった ので、 身体が ゥザ ついて 来たと 見え、 お 辞 

儀 を 忘れて 立ち上り、 

「遠慮な しに 頂戴 致しましょう」 

「風呂場 は あちらです …… それから 今の あの 少年が 世 

話 をして くれます が、 あれ は 耳が 聞えない 聾 ですから、 

用事が あったらば、 手 まねで 差 図 をして 下さい」 

「承知 致しました、 それで はお 先に 御免 をこう むり ま 

す」 

白雲が 風呂場へ 立って しまった あとで、 駒 井 は 田 山 

白雲の 画帳 を、 物珍しく いちいち 見て 行きました。 

「これ は 見た ような 女 だ」 


駒 井が、 じっと見 入った の も 道理、 そのうちに 一枚 

の 美人の 首 だけが ありました。 

これ は 模写で もなければ、 想像で もありません。 ま 

さしく、 モデルが あって 描いて おいた スケッチの 類で 

おもかげ 

ある。 しかも その美 人の 面影に、 どうも 見覚えが ある 

とっさ 

—— と 思った が、 駒 井 は、 咄嗟に は 思い出せませんで 

した。 しかし、 それ も、 もう 一枚め くって 見れば、 難 

なく 解決され たこと で、 そこに は 前に 首 だけ 写生して 

おいた 美人の 全身が、 妙な 旋律 を 起しながら、 胸に 物 

を 抱いて、 舞 を 舞うて いると ころが 描かれて ありまし 

た。 


暗澹たる 燈 火の 下で、 栄 之の 絵に あるよう な、 淋し 

い 気品の ある 美人が 踊って いる。 その 両袖に しかと 抱 

いている の は 人形の 首 —— ではない、 乾坤 山 日本 寺の 

羅漢 様の 首。 はは あ、 白雲 は あの 狂女 をつ かまえた の 

だな と 駒 井が 合点し ま し た 。 

風呂から 上って、 駒 井 甚三郎 の 衣裳 を 着せられた 田 

山 白雲の 形 は、 珍妙な ものと なりました。 それ は 白雲 

が 大兵 の 男で あるのに、 駒 井の 普通の 丈 は 合わず、 こ 

とに 着 慣れない 筒袖が、 見た 眼よりも 着た 当人 を 勝手 

の 悪い ものにして、 ちょいちょい 肩 を すぼめて みる 形 

が 駒 井 を 笑わせる。 


こみなと 

「あれから 小湊へ 参りました」 

白雲 は、 風呂へ 入る 以前の 岡 本 兵 部の 娘の 解釈 はも 

う 忘れて しまって、 早く も 話が 小湊の 浜まで 飛んで 行 

きました。 

「小湊 は、 どうでした」 

「あそこに は 長く おり ましたよ、 十日 も 逗留して、 毎 

日、 波ば かり 描いて いました。 これが その 波です」 

といって 白雲 は 行李の 中から、 また 別の 画帳 一冊 を 

取って、 駒 井の 前に 置く と、 

「なるほど」 

駒 井 は それ を 受取って ひもといて 見る と、 一枚 一枚 


にみ な 海の 波です。 

「小湊 の 浜辺 は 不思議な ところで、 あそこへ 立って な 

がめ ている と、 あらゆる 水の 変化 を 見る ことができ ま 

すな。 水が 生きて いる、 という こと を 如実に 見て取る 

ことができます。 水が 生きて いる、 という 言葉 は 面白 

い 言葉です、 私が 発明した のではありません、 ある 

力た レな力 

片田舎の 子供が 発明した のです。 沼と、 池と、 水た ま 

りの ほかに 知らなかった 子供が 一朝、 海の そばへ 連れ 

て 来られて、 最初に 絶叫した のが これです、 ああ 水が 

はてんこう 

生きて る！ この 破天荒の 驚異、 生きて ると いう 一語 

は、 われわれに は 容易に 吐く ことができません。 しか 


こみなと 

し、 小湊の 浜へ 立って 見る と、 はじめて 水が 生きて い 

る、 生きて 七 情 を ほしいままに 動かして いると いう こ 

と を、 確実に 感受せ ずに はおられません。 まず 脈々 と 

して 遠く 寄せて 来る 大洋の 波です な、 あれが 生ける も 

のの 本体で、 突出す る 岬と、 乱立す る 岩に 当って 波が 

はとう 

くだける と 怒ります …… 波濤の 怒り は、 この 世に 見る 

最も 壮観なる ものの 一 つです ね。 堂々 として、 前路に 

おける 何物 を も 眼中に 置かずに 押し かけて 来る ところ 

が 壮観です。 来って 物に 当る と 怒って 吼 えます、 そう 

して、 たとい 乱 離 骨灰に 崩れても、 崩れる その 事が 壮 

ふんど じょうぶ 

観た る こと を 失い ませぬ。 忿怒 上部の 諸 天 は、 怒りの 


うちに 威 相と 慈愛と を 失わない ものです が、 波濤の 怒 

り は それ に似てい ますな、 われわれに 壮観 を 与えて 

威嚇 を 弄さない、 戦闘 を 教えても 執念 を 残さない。 巨 

人の 心 胸 は、 さながら 怒濤 そのものの ようです」 

田 山 白雲 はこうい つて、 幾 枚 も 幾 枚 ものうち、 波の 

怒れる 部分 だけ を 取って、 駒 井の 前に 積みました。 と 

て も 筆で は 間に合わない …… といった 心 持に 迫られな 

がら …… 

駒 井 は 与えられた 絵 をい ちいち 取って、 仔細に なが 

めて いると、 白雲 は 言葉 をつ いで、 

「しかし、 海 を 怒る ものとば かり 思って はいけ ません、 


歌う ものです、 泣く ものです、 笑う ものです、 また 戯 

るる ものです …… これ を 御覧 下さい」 

と 言って 白雲 は、 別に 一 枚 を 取って 駒 井の 前にの ベな 

がら、 

「そうです、 海は戯 るる ものです。 戯 るる ものと いう 

こと を、 私 は 小湊の 浜辺で ほどよく 見た こと はあり ま 

せん。 御覧 下さい、 これが その 心 持 をう つした つもり 

なのです が、 どうして 拙者 共の 筆で は …… 海の 怒り は 

ほうふ つ 

ともかく その 眷髴 をう つす ことができても、 その 戯れ 

ばかり は、 とても、 とても  」 

白雲 は 一枚 一枚と、 いわゆる 海の 戯れ を 駒 井の 眼前 


に 並べました。 

それ は 今までと 違って、 奇岩 怪礁に 当って 水の 怒る 

ところと は 打って 変り、 岸辺の 砂浜に 似た ところ や、 

はざま 

板の ような 岩の 上 や、 岩と 岩との 狭間に 打ち 寄す る 波 

の あまりが、 追いつ 追われつ している ところ を 描いた 

ものです。 

「ここに は 海の 抵# があります、 ここに は 海の 静養が 

あります、 ここに は 海の 逃避 …… 」 

田 山 白雲 は、 着物の ゆきた けの 合わない こと もす つ 

かり 忘れて しまいました。 

「そういう ふうに、 小湊の 海の 浜辺に 立つ と、 あら ゆ 


る 水の 躍動が 見られる ものです から、 つい 十日 あまり 

を 水の 写生で 暮 してし まいました」 

駒 井 甚三郎 は 始終 受身で、 白雲の 語る だけの こと を 

語りつ くす まで 聞いて しまおう との 態度です。 客 を 好 

まない 人 も、 客の 性質に よって は、 その 貴重な 研究の 

時間 をい つまで も、 それが ために なげうって 悔いない 

だけの 余裕 は あるよう です。 

白雲 は 興に 乗じて 語りつ づけました。 

「われわれの 写す ところ は、 形と 色と だけの 世界です 

が …… そこで 小湊の 浜辺に は、 あらゆる 波の 形が 存在 

している とすれば、 おのずから、 あらゆる 波の 色も存 


在して いる 道理でしょう。 西洋の 画家 は 色 を 研究し ま 

す、 東洋 とても 色 を 蔑 ろに はしません が、 形 を 写せ 

ば、 色 はおの ずから 出て 来る 道理です」 

「そうは ゆきますまい」 

駒 井 はこの 時、 軽い 抗議 を 挟みました。 

「どうしてです」 

白雲 は 熱心な 眼 を かが やかせて、 駒 井の 抗議 を 食い 

とめながら、 

「どうして 形 を 写して、 色が 現わせな いのです か」 

改めて 見直す まで もな く、 白雲の 描いた 海 は、 一 枚 

として 着色の ものはありません、 みんな 墨で 描いた も 


のば かりです。 その 点 を 駒 井 はいいました、 

「桜の 花 だけ を 描いて、 淡 紅の 色が 出ます か、 海の 動 

き だけ を 写して、 青く 見えます か」 

「そこです  」 

白雲 は 膝 を 進ませて、 

「そこです、 私の 描いた ものに それが 現われなければ、 

私の 恥辱です。 森羅万象 をい ちいち それに 類似した 色 

で 現わさねば ならぬ という 仕事 は、 私に いわせる と 

細，. ェ師の 仕事で、 美術の 範囲ではありません。 私 は 墨 

で 描いた この 海の 波に、 いちいちの 色の 変化 を 現わし 

たつ もり —— でなければ 現わす つもりで かきました、 


色ば かりで はない、 音まで も …… 」 

といって 白雲 は、 何 か 急に 悲しい 色 を その 熱した 満面 

みなぎ 

に 漲 らせ、 

「音まで も …… といいた いのです が、 不幸に して、 私 

に は 辛うじて 高低の 音階の 程度 だけし か 出す こと はで 

きません。 音律 は ある 程度まで 現わし 得る かも 知れ ま 

せんが、 音 相に 至って は、 今のところ 呆然 自失す るば 

かりです。 悲しい ことです。 この 悲し さ を 今回の 旅が、 

つくづくと 私に 教えて くれました」 

こういった 時の 白雲の 面 は、 言おう ような き 悲壮な 

ものに うつりました から、 その 論旨 はわから ない なが 


ら、 その 悲壮な 色に 駒 井が 動かされました。 

田 山 白雲 は 眼の 中に 涙 を さえた たえて、 言葉 を つづ 

けます、 

「私が、 浜辺に 立って 熱心に 写生 を 試みて いますと、 

一人の 居士が 来て いいます ことに は、 田 山さん、 あな 

たこの 波の音 を 聞いて どう 思います か …… と、 こう 問 

われた のです。 そこで、 ちょっと 挨拶に 困って います 

と、 この 小湊の 浜の 波の音 は、 ところに よって 違い ま 

す、 あちらの 沖で 打つ 波 は、 諸 法 実相と 響きます、 こ 

こで 聞いて いると、 他生 流転の 響きに 変り ますね、 

しおい リ  リゃ くごう ふしぎ  たえ  うら 

汐 入の 浜で は、 歴劫 不思議が 聞え、 妙の 浦で は 南無 妙 


法 蓮華 経が 響きます、 そのつ もりで 波の音 を 聞き わけ 

て ごらんなさい …… こうい われました から、 私 はナ— 

二と その 時 は 思い ましたね、 波の音にまで、 そんな 線 

香く さい 響きが する もの かと、 その 時 は 頭からば かに 

して かかる と、 その 居士が いい ましたよ、 田 山さん、 

あなた は 水が 生きて いる、 波が 七 情 を ほしいまま にし 

ている といった ではありません か、 生きて いるものの 

音に 七 情の 現われはありません か 9 …… と、 こうい わ 

れて私 は ハツと 気がつきました。 それお 聞きなさい、 

大海の 波の音が、 今、 諸 法 実相 を 教えて いますと いわ 

れた とき、 ゾッ としたの です」 


田 山 白雲 は、 大の 身体 を ゆすぶって、 その 目から 涙 

を こぼして、 拳 を わななかせました。 

田 山 白雲 は 暫くして、 昂奮から 醒めた ように 冷静に 

なって、 

「日蓮の 遺文 集 を 読み出し たの は、 小湊 滞在中の 記念 

です。 私 は その 十日の 間に、 日蓮の 遺文 全部 を 読み ま 

した。 片田舎の 子供が 初めて 海 を 見て、 水が 生きて 

る！ といった ように、 人間が 生きて いる！ と 腹の 

ドン 底から 動かされ たの は、 その 時です」 

と 言って 白雲 は、 また 行李の 中 を さぐって、 別に 一 小 

冊子 を とりだし つ つ、 


「駒 井さん、 あなた は 日蓮 をお 読みに なりました か。 

日蓮 をお 読みになる ならば、 直接 に その 遺文 集 を 読ま 

なければ なりません、 後人の 書いた 伝記、 注釈、 すべ 

えしき 

て 無用です。 また 騒々 しいお 会式の 太鼓の 雑音の 中で、 

凡僧の 説教 や、 演劇の 舞台 や、 土 佐 まがいの まずい 絵 

巻物の 中から、 日蓮 上人 を 見て はいけ ません。 私が 

泊って いたと ころの 居士が、 私に 日蓮 上人の 遺文 集 全 

部 を 貸して くれた ものです から、 幸いに そこで 私 は、 

生ける 日蓮に お 目に かかる の 機縁 を 得た こと を、 感謝 

せずに はおられません」 

「それ は 非常によ いこと です」 


駒 井が そこへ 言葉 を 挟んで いう ことに は、 

「おそらく、 あなたの 今度の 収穫 中、 それが 第一 の も 

のでしょう。 私 もま だ 日蓮の 概念 を 知って、 内容 を 知 

らな いものです、 あなたの 日蓮 観 をお 聞かせ 下さい」 

「よろしう ございます。 私 は、 ほとんど 幾晚も 徹夜し 

て、 この 通り、 遺文 集 全部の 中から、 書き抜いて 持つ 

ております、 日蓮 を 説明す るに は、 やはり 日蓮 自身 を 

して 説明せ しむる より、 よき はな かろうと 思います」 

白雲の 取り出した 小さな 本 は、 今度の は 絵で はあり 

ません。 よき 根気 を 以て 書いた 細字の、 数百 枚 をと じ 

た 小 本で ありました。 


「幸いに、 拙者 を 泊めて くれた 居士 は、 まだ 世間に 

流布され ていない 秘本 をず いぶん 持って いました から 

ね …… 『日蓮 ハ日 本国 東夷 東条 安房 ノ国 海辺 ノ旃 陀羅 

ガ子ナ リ！』 これ は 佐 渡御 勘気 鈔 という 本のう ちに あ 

いはん  こんじ やう  ひんぐ うげ せん 

るので す。 『イカ 二 況ャ、 日蓮 今生 ニハ 貧窮 下賤 ノ 

者ト生 レ旃陀 羅ガ家 ヨリ 出 タリ。 心コ ソ少シ 法華経 ヲ 

信ジ タル 様ナレ ドモ、 身ハ 人身 二 似テ畜 身ナリ …… 』 

と、 これが 日蓮 自身の 名乗りな のです。 この 名乗り を 

まつ こう 

真 向に かざして、 一 世 を 敵に して 戦い を いどみました- 

日本と いう 国 は、 幸か不幸か 系図 を 貴ぶ 国柄で、 たと 

えば 征夷大将軍になる に は、 どうしても 源氏の 系統 を 


こしらえなければ ならず、 たまたま 土民の 中、 乞丐の 

間から 木 下 藤吉郎 のよう な 大物が 生れ 出 でても、 その 

系図の 粉飾に は 苦心 惨儋 した ものです。 人間 をかざる 

ものが 主と なって、 人間 そのものが 従になる のです。 

ですから 後光と 肩書が あって 初めて 人間が 光る ので、 

人間 そのものの 本質 を、 泥土の 中から 光らせる という 

本当の 人間が ありません …… そこへ 行く と 日蓮 は 巨人 

です、 日蓮に もったい らしい 系図 書 をく つつけ たの は、 

みな 後人の 仕事で、 日蓮 自身の 遺文の どこ を 読んで み 

て も、 おれの 先祖 は 誰々 だと 誇張した ところ は 一力 所 

こみなと  あらみ  あまつ  たえ うら 

もない のです。 私 は、 小湊、 荒海、 天津、 妙の 浦 あた 


りの 浜辺に 遊んで いる 真黒な はなたらしの 漁師の 子供 

を 見る たびに、 聖日 蓮 ここに ありと、 いくたび 感激の 

涙 を こぼした か 知れません。 万代 不朽の 精神 界の 仕事 

をす る 人に とって は、 徹底的の 卑賤の 出身が、 どのく 

らい 幸福で あるか 知れない という こと を、 特に 日蓮に 

おいて、 私 は 衷心に きざまれました …… 徹底的のと 

ころに は、 すべての 人間 相が、 少しも 姿 を 隠さずに、 

眼前に 現われて 来ます、 誰も 荒海の 漁師の 子に、 阿媚 

と 諂 佞 を 捧げる ものはありません、 真実 は 真実と して、 

虚偽 は 虚偽と して、 人間 相 そのままが、 人間 を 教育し 

て くれる のです」 


そこへ 金椎が 日本のお 茶 を 持って来ました。 

お茶 を 置いて 金椎が 、 丁寧な お辞儀 をして 出て 行つ 

てし まう と、 駒 井 甚三郎 は、 そのお 茶 を 白雲に すすめ、 

自分 もす す つ て、 

「今の 少年が、 あれで 熱心な 切支丹の 信者な のです、 

イエス • キリストの …… 」 

と 言います と、 

「はは あ」 

熱して いる 面 を さましながら 白雲 は、 気の あるよう 

な、 ないような 返事。 

「あれの 語る ところに よると、 イエス. キリスト も、 


また、 微賤なる 大工の 子の 出身 だとい つてい ます、 そ 

うして キリストが、 世界の 歴史 を 両分し、 人間の 心 を 

支配して いるの だとい うような こと をい つてい ます」 

「はは あ」 

白雲 は 再び、 気の あるよう な、 ないような 返事で し 

たが、 急に 思い立った ように、 

「そうです、 そうです。 私 は キリスト のこと をよ く 知 

りません けれど、 なんにしても 西洋の 数千 年来の 文明 

を 指導して 来たので すから、 そのく らいの 抱負 はあり 

ましょう。 日蓮 も 言って います、 『我レ 日本 ノ柱 トナ 

ラム。 我レ 日本 ノ 眼目 トナ ラム。 我レ 日本 ノ 大船 トナ 


ラム  』 これ は 開目鈔 のうちに あります。 『日蓮 ハ 

日本 国ノ 棟梁 ナリ、 予ヲ 失フハ 日本 国 ノ柱幢 ヲ倒ス 

ナリ —— 』 これ は 撰時鈔 —— 」 

白雲 は 再び 小冊子 を くりひろげて、 いちいち 書 抜き 

を 指 点しながら、 

「ともかく、 こういう 真実性 を 持った 巨人が 現われて 

来ます と、 凡俗 は 驚きます よ。 人間が 生きて いる！ 

と いう われわれの 無邪気なる 驚異で 済まされな いのは、 

その 立場 を おびやかされ やしない かとい う 小人 ばらの 

恐怖です。 多年、 糊で 固めて おいた 自分た ちの 立場が、 

この 巨人の ために 一 息で 吹き飛ばされて は 大変 だ。 そ 


ろうば い 

こで 狼狽が はじまります、 そこで 小人が 巨人 を 殺しに 

かかります」 

「どうも 困り ものです ね、 巨人 も 小人 も、 共に 生きて 

ゆく わけに は ゆきません か」 

駒 井が 浩嘆 すると 白雲が、 

「それ をす るに は 巨人が 韜晦して 隠れる より ほか は あ 

りません …… ところが 日蓮に おいて は、 それが 反対で、 

巨人 自身が あくまで 戦闘的に 出で たのです からね、 た 

まりません …… しかし、 この 巨人 は、 秀吉 のように、 

家康 のように、 武力 を 持って いる わけで もなん でもな 

く、 前に 申す 通り 旃陀羅 の 子です からな、 ほんとうに 


すっぱだか 

素 裸です。 しかるに 敵 は あらゆる 武器 を 利用す る こ 

とがで きます」 

う そ ぶ 

といって 白雲 はお 茶 を 飲みました。 そうして 嘯く よ 

うに 気 を 吐いて、 外 を ながめる と、 ちょうど 窓の 開い 

てあつた ところから、 かぎり もない 外洋の 一部が 眼に 

入って、 そこから 心地よ い 海の 風の 吹いて 来る のを感 

じました。 

「これ は 日蓮 自身 もい つてい ます —— 世に は 王に 悪 ま 

るれば 民に 悪 まれない、 僧に 悪 まれる 時 は 俗に 味方が 

ある、 男に 悪 まれても 女に は 好まれ、 愚痴の 人が 悪め 

ば智 人が 愛する といった ふうに、 どちら かに 味方が あ 


る もの だが、 日蓮の ように、 すべて 悪 まれる 者 は、 前 

代 未聞に して 後代に あるべし ともお ぼえず …… 生年 三 

十二より 今年 五十 四に 至る まで、 二十 余 年の 間、 或い 

は 寺 を 追い出され、 或いは 所 を 追われ、 或いは 親類 を 

わずら 

煩わされ、 或いは 夜 打ちに あい、 或いは 合戦に あい、 

或いは 悪口かず を 知らず、 或いは 打 たれ、 或いは 手 を 

負う、 或いは 弟子 を 殺され、 或いは 首を切られん とし、 

或いは 流罪 両度に 及べり、 二十 余 年が 間、 一時 片時 も 

心安き 事な し —— 『日本 国ハ皆 日蓮 ガ敵 トナ ルべシ I 

えんま 

I 恐レ テ是ヲ 云ハズ ンバ 、地獄 二 落チテ 閻魔 ノ責 ヲバ 

如何 セン —— 』 これです から 堪リ ません、 悪 まれます 


II しかし、 駒 井さん、 薄っぺらの、 雷同の、 人気 取 

りの、 おたい こ 持ちの、 日和見の、 風 吹き 次第の、 小 

股す くいの、 あやつりの、 小人 雑 輩の、 紛々 擾々 た 

る 中へ、 これ だけの 悪 まれ 者 を 産み出した 安房の 国の 

海 は 光栄です。 今でも 小湊の 浜辺に 立って ごらんな さ 

い、 われ は 日本の 柱な りと いう 声 を 聞かずに おられ ま 

せんよ」 

二十 二 

田 山 白雲 は、 ここに 当分 足 をと どめる ことにな つて、 


駒 井の 造船所 を 見たり、 附近の 名所 を さぐったり、 或 

いは 一室に こもって、 駒 井の ために 何 か 一筆 を かき 残 

して 置く といって いました。 

白雲の 給仕 役 は 例の 金椎 です。 まもなく 白雲と 金椎 

と は 心安くな りました。 

今日は 白雲が 一 室に こもって、 長い 筆 を ふるいな が 

ら絵を かいている。 絵 を かきながら 鼻唄 をうた つてい 

る。 

ねんねん ねんねん 

ねんねんよ 

ねんね のお 守 は 


どこへ いた 

おさ だ  とと 

南条長 田へ 魚 買いに …… 

そこへ 不意に 駒 井 甚三郎 が 入って 来て、 

「田 山 氏、 鉄砲の 試験 をす るから、 見に 行かない か」 

駒 井 はこの 頃、 小銃の 製造に 苦心して いたが、 それ 

が 出来 上った と 見えて、 白雲に 同行 をうな がすと、 

とも 

「お 伴し ましょう」 

白雲 は 直ちに 絵筆 を なげうちました。 

駒 井 は 軽装 かいがいしく、 一挺の 鉄砲と 弾薬 を 用意 

して 出かける と、 白雲 は 例の 駒 井から 借 着の 筒袖の つ 

んっ るてんで、 その あとに ついて 行きます。 


「駒 井さん、 僕 はこうい う 岩 畳な 身体 をして 美人 を 

描いて いるのに、 あんた は 虫 も 殺さない ような 顔 をし 

ていながら、 殺生な 武器 を 作る のです ね」 

と 白雲が 言います と、 駒 井が、 

「なるほど、 そうい われれば そうです ね」 

ほどなく 馬場の ような ところへ 来て 見る と、 射撃の 

練習 は 今に はじまつ たこと ではな いと 見えて、 場の 一 

まと 

方に 的が 幾つ も かけて ありました。 

ここで 駒 井が 三十 間、 五十 間、 百 間と 位置 を かえて 

鉄砲 を 打つ の を、 田 山 白雲が 見て 感心し ました。 

「なるほど、 商売 商売 だ」 


小さな 厚紙の 的 を かけて 置いて は、 それ を、 パ チリ 

パ チリと うちおとして ゆく 駒 井の 手腕 は鮮 かなもので、 

全く 風采に 似合わない はなれ 業で あると 感心し ない わ 

けに ゆきません。 ことに この 鉄砲 そのものが 自分の 手 

で 作られ、 英国 製の ス ナイ ドルと いうの を 分解して、 

それに 自分の 意匠 を 加えた もの だと 聞いて は、 舌 を ま 

かずに はいられません。 

すべて 人 は、 自分の 持って いない 知識 経験に は、 こ 

やす 

とに 驚嘆し 易い もので、 その 驚嘆から、 嫉妬 も 起れば、 

尊敬 も 湧く ものであります が、 田 山 白雲が、 駒 井甚三 

郎に大 なる 敬意 を 持った の は、 この 鉄砲の 手腕から 起 


りました。 

「着弾距離 は どのくらいで すか」 

「左様、 これ は 六 百 間まで は 有効の つもりで すが …… 」 

「従来の ものとの 比較 はどうで すか」 

「それ は 着弾距離 において、 三分の 一 以上 はす ぐれて 

もと 一 J 

いるでしょう、 しかし、 特長 はこの 元込めに あるので 

す、 これが もう 少し 思うよう になる と、 日本の 戦争が 

一 変し ます」 

「なるほど」 

白雲 は 銃 を 駒 井の 手から 借 受けて、 つくづく となが 

めて 感心 をつ づけて いると、 駒 井 は、 ただいま 船に 据 


えつけ る 大砲 を 工夫 中で あるから、 出来 上ったら 海上 

へ 向けて 試射 をす るから、 見て 下さいと いいました。 

うちみた ところ、 瀟洒た る 貴公子で ある この 人が、 な 

かな か 恐ろしい 武器の 製造者で ある こと を、 白雲 はい 

よいよ 驚いて いると、 

「短銃 を 一 つ 試験して みまし ようか。 西洋の ピストル 

ふところで つぼう 

です、 日本の 懐 鉄砲と いう やつです ね」 

といって 駒 井 は 懐中へ 手 を 入れて、 革袋の 中から 取り 

出した のが、 コルト 式の 五 連発であります。 この 人 は 

常に これ を 懐中に たくわえ ている らしい。 そうして ズ 

まとば 

ンズン 的 場の 板のと ころへ 進んで 行って、 白墨で 粗末 


な 人形 を 一 つかいて 置いて、 十 歩の 距離に 立 戻り、 

「あの 眼 をう つ てみ ましょう か」 

無雑 作に 切って 放った 一発が、 まさに 人形の 眼に 当 

りました。 

駒 井 甚三郎 は 五 連発の ピストル を 三 発 打って、 あと 

の 二 発 を 白雲に 打た せました。 そうして いう ことに は、 

「これ は 今、 日本へ 渡って いる 短銃のう ちで は 最新式 

の ものです が、 西洋で は その後、 どんな 進歩した もの 

が 発明され ている かわかり ません。 私の 考えで も、 い 

ちいち こうして 使用した あとで、 ケ ー スを 抜き取って 

弾薬 を 詰め かえる 手数が、 もう 少しなん とかなら ない 


かと 思います。 それと、 もう 少し 形 を 小さく し、 量 を 

軽く したい もの だと 思います。 その 方針で 研究して い 

ますから、 そのうち 相当の 改良 を 加えて みるつ もりで 

す。 今のところ は、 この 小銃と 大砲の 方へ 力 を 注いで 

いるもの ですから、 これで 満足して いる ほか はあり ま 

せんが、 これ は ゆくゆく、 てのひらの 中へ 握り 切れる 

ほどの 小さな ものにして、 そうして、 威力が 減じない 

程度に 改良され 得る だろうと 思って います。 ですから 

ピストル —— 日本で はそう いってい ますが、 やはり ピ 

ス トルです ね、 もとは ィ タリ ー の 地名から 出た ので、 

短銃と いう 意味 はない のです が、 将来 はむしろ 拳銃と 


でもい つた 方が 適切になる でしよう —— 要するに ピス 

トル は、 進歩す る ほど 小さくなる のが 原則で あり、 大 

砲 は、 いよいよ 大きくなる のが 進歩であります …… 大 

砲の 工場 を ひとつ 見て 下さい」 

駒 井 は 的 板の 下に 立て かけた 小銃 を 取って 先に 立つ 

と、 白雲 は ピストル を 持ちながら、 的 板の 弾痕 を 調べ 

て 見る と、 いずれも 一寸の 厚み ある 板 を、 無雑 作に う 

ちぬいて いました。 

こうして 一 一人 は ブラ ブラと 小さい 丘 を 上り、 海岸の 

造船所に 近いと ころに 設けて ある 駒 井 甚三郎 の 鉄砲 ェ 

場の 方へ 歩いて 行きます。 


駒 井 甚三郎 は、 江川、 高 島の 諸 流 を 究め、 更に 西洋 

の 最新の 知識 を 加えて、 その 道で は 権威者の 随一で し 

たが、 以前 は 幕府と いう ものが 後ろに あって、 研究に 

も、 実際に も、 非常に 便宜 を 与えられて いました が、 

今 はそう は ゆきません。 

工場と いっても、 ささやかな もので はあり ますが、 

しろうと 

その 道の 鍛冶 を つれて 来たり、 自身が 素人 を 教育した 

りして、 ともかく、 十七 間の 船に 備える ほどの 大砲 を 

修理す る 設備が 整うて いるので あります。 

「これ は カノ ー ネルの 一種で、 関 口の 大砲 製造所で 作 

らせ たうちの 一 つ を 持って来て、 修理 を 加えて いるの 


です が、 海軍 砲と して は 最小の もので、 万一 の 際、 こ 

れ がー つ 有った からと て、 大した 力に はなる まいが、 

それでもな いに はま さると 思つ て 工夫 を 加えて います。 

近々 出来 上り 次第、 試射 を やって みるつ もりです から、 

田 山さん、 あなた も ぜひ、 それまで 逗留して 見て 行つ 

て 下さい …… それから、 あの 船 を 動かす 機関です が、 

これ は、 やっぱり 石 川 島 造船所へ 伝手が あって 払 下げ 

て もらった 品に、 自分 相当の 工夫 を 加えて いるので す。 

そうです ね、 大砲の 方 は 近々 …… 船の 一 切が 整う は 多 

分 来年の 四月 頃に なりましょう。 その 時 は ひとつ 進水 

式 を やります から、 また 見に 来て 下さい」 


「承知 致しました、 ぜひ それ は 見せて いただきます。 

ただ 見せて いただく だけで は 気が済みません …… 私 も、 

その 船の 乗組の 一人に 加えて いただけますまい か、 ど 

こ へ でもお 伴 を 致します よ」 

「そうです か、 あなたの ような 乗組員 を 得る こと は、 

船の ため 仕 合せです から、 私の 方から 希望 を 致したい 

のです が、 いかがです、 あなた はよ くても 家族の 方が 

…：- J 

「左様 …… 」 

そこで 白雲が、 家族の こと を 考えさせられました。 

この 男 とても、 大空に ただよう 白雲の 如く、 行く も、 


とどまる も、 自由に は 似て いるが、 自由で はない のが 

人間の 原則です。 

浅 草の 露店の 時に 伴うて いた 妻子 ある 以上 は、 この 

人の 帰り を 待って いるに 相違ない。 この 人 を 柱と も 杖 

ともた よってい るに 相違ない。 

「それ はなん とか 始末 をして おきます よ」 

こういう 話 をしながら、 二人 は 海岸へ 出ました。 

二十 三 

武州 大宫へ 参拝した 道 庵 先生 は、 それ を 初 縁と して、 


今後 沿道の 神社と いう 神社に は、 少々 は 廻り 道 をして 

も 参拝して 行こうと の 案 を 立てて、 有無 をい わさず、 

米 友に も 同意 を させました。 

道 庵が 、 こうい う 敬神 思想 を 発揮す るよう になった 

の は、 いつもの 茶 気とば かり 見る わけに は ゆかない。 

道 庵 も 実は このごろ、 つくづくと 考えさせられ ている 

のです。 

考えた 結果 は、 どうしても 日本 国に は、 敬神 思想 を 

普及せ しめなければ ならぬ との 確信 を 得た ものら しい。 

というの は、 道 庵 も 十八 文で 売り出したり、 貧窮 組 

のリ ー ダ —気取りに なって みたり、 また デモ 倉 や、 プ 


口 亀 あたりと も 交際 をして みたが、 どうも あんまりた 

の もしい 気がしない。 

デモ 倉 や、 プロ 亀と きて は、 新しい 方へ 頭 をつつ こ 

んで、 かなり 鼻つ ぱ しが 強い かと 思う と、 風向き 次第 

で、 からっきし 腰が 据 つてい ない。 そのく せに 人 をお 

だてたり、 あやつ つてみ ようとす る ケチな 了簡が ある- 

そこで 道 庵が 気がつきました。 

あいつら は 平民の 味方で も 何でもな いの だ。 飯の 種 

に 新しい こと を 饒舌り 廻る だけで、 たとえば 大塩平 八 

郎 みたよう に、 ィザ といえば、 身 を 投げ出して かかる 

しろもの  しんえん 

代物で はなく、 佐 藤 信 淵の ように、 経済 論から 割り出 


そうとい う 代物で もない。 デモの 調子の いい 時 は デモ、 

プロの 風向きの よかり そうな 時 は プロ、 つまり 時の 運 

気に つれて 飛び 廻る 蠅だ。 あんな 奴等の 存在す る こと 

は、 本当の 平民 社会の 信用 を 害し、 その実 際 精神 を さ 

またげ、 かえって、 人間に 貴重な 忍耐と か、 奉公 心と 

か いう 方面の 徳を すり 減らす だけが 能 だ。 

本来、 人間と いう もの は、 まだそう 完全に は 出来て 

おそ 

いないの だから、 畏れる ところ を、 知ったり、 知らし 

めたり して、 つつまし やかな 徳を、 持たせたり、 持つ 

たりし なければ、 この 社会が 成り立つ もので ない とい 

うこと を、 道 庵 先生が このごろ 思い つきました。 


といって、 畏れと いうの は、 サ ー ベル や、 鉄砲で 脅 

す ことで はない。 権柄ず くで 人民 を 圧制す る ことで も 

ない。 神 ほとけ を 信仰して、 畏れる 心が ほんとうに 起 

ら なければ ならない という ことに、 道 庵 先生が 気がつ 

きました。 

r ベ らぼ う 様、 神様 ほ とけ 様が 無え なんとい う や つ が 

ある もの か、 お 天道様 や 水 は 誰が めぐんでくれ たんだ、 

人間が 神様 を まつる の は、 勿体ね えとい う 心の 現われ 

なんだ、 勿体ね えとい う 心 を 持た ねえ 奴 は 物 を 粗末に 

する、 物 を 粗末に する 奴 は 人間 を 粗末に する、 人間 を 

粗末に する 奴 は 国 を 粗末に する、 国 を 粗末に する 奴が、 


神様 を 粗末に す るんだ」 

道 庵 一流の 論法で おしきった はいいが、 この 案が 通 

いな リ  こうじん さま 

過す ると 共に、 路傍の 稲荷 や 荒神 様にまで、 いちいち 

へ いはく 

幣帛 を 奉って 行く から、 その 手数の かかる こと。 気の 

短い 同行の 来 友が かなりの 迷惑です。 それでも いちい 

ち 道 庵 並みに、 神と いう 神に はみ な 拝礼 を 遂げて、 武 

くまが や 

州 熊 谷の 宿へ 入りました。 

ここで は 規定の 神社 参拝 の ほかに、 熊 谷 蓮 生坊の 

ぼだいじ  ゆうこく じ 

菩提寺なる 熊 谷 寺に 参詣 をしょう と、 二人が 町並 を 歩 

いて 行く と、 一 つの 芝居小屋が ありました。 

なにがし のぼり 

おびただしく 巿川 某 の 幟 を 立てた 芝居小屋の 前 


を 通る と、 小屋の 窓から 首 を 出して いた 一人の 気障な 

男 を 道 庵 先生が 見て、 

「あれ …… あれ は 水垂の げん 公 様 じ やねえ か」 

といって、 ちょっと 足 を 停めました。 

水垂の げん 公と いうの は、 江戸 ッ児 気取りで、 人 を 

見る と 一 一言 目に は 百姓と いいたがる 気障な 奴で、 そう 

かとい つて、 当人 は 芝居の 台本 を 作る だけの 頭 はなく、 

劇評 をす る だけの 腕 もな く、 演芸の 風聞 を 聞き かじつ 

て は、 与太 を 飛ばしたり、 捏造 をしたり して 得意がつ 

ている が、 それ も 旧式の 下品な 半畳で、 とても 今時の 

表へ 出せる 代物で はない が、 ある 大 劇場に 長く いた 年 


功で、 鼻ッぱ しが 強く、 江戸 ッ児を その 鼻の 先に かけ 

く リもと じょうん 

ている のです が、 もし、 勝 海 舟 や 栗 本 鋤 雲 あたり を 江 

すい  みずたり 

戸ッ 児の 粋なる ものと すれば、 この 水垂の げん 公の 如 

き は、 下等な 江戸 ッ 児の 見本でしょう。 その 意味で 道 

庵 先生が 知っている のです。 

あげお  おけが わ 

大宮 から 上 尾へ 二 里 —— 上 尾から 桶 川へ 三十 町 —— 

桶 川から 鴻の 巣へ 一 里 三十 町 II 鴻の 巣から 熊 谷へ 四 

里 六 町 四十 間。 

熊 谷の 宿 を 通りかか つ て、 芝居小屋の 前で、 気障な 

男の 水垂の げん 公 を 見た 道 庵 先生が、 

「どうもい けね え、 昔 は それ、 芝居に、 なかなか 


見 巧者と いう やつが い て、 役者が ドジを やる と 半畳 を 

すき 

うちこん だもの だが …… そいつが 隙がなかった ね、 聞 

いていて 胸の 透く ような やつが あった くらいだ から、 

役者に も ピンと 来て、 悪く いわれても はげみに なら あ 

な、 舞台に 活気 も 出て 来れば、 お 客 も 喜ば あな、 うち 

こむ 当人 も 無論い い 心 持で、 それ を 見得に やって来る 

ところが 可愛い もの さ。 ところが 今時 の 半 畳屋と 来た 

日に や、 下等で お 話に ならね え、 時代が 変って いるの 

に 頭がなくて、 鼻つ ぱし だけが ィャに 強く、 人の ィャ 

がるよう な こと をい えば、 それで 抉った つもりで いる- 

あの げん 公 様な どが いいお 手本 さ、 あの 男の 口癖が、 


二言目に は 百姓 呼ばわりで、 あれで 江戸 ッ児 専売の つ 

もりなん だから 恐れ入る。 なにも げん 公に 恩 も 怨み も 

ある わけ じ やねえ が、 あんな 下等な のが おおどころに 

ブラ 下って いると、 芝居 道の 進歩の 邪魔になる、 芝居 

の 方 も、 も 少し 向上 させな くつち やい けね えね」 

といい ました。 つまり 先生の 心 持で は、 あらゆる 方面 

に 気 を 配って、 それに 親切 を尽 してやりた いところ か 

ら、 こういう 半 畳屋 を 憎む 心に なった のでしょう。 悪 

く 取って はいけ ません。 

「しかし、 そういう 下等な 奴 は 下等な 奴と して、 本当 

の 江戸 ッ 児に はいいと ころが あるよ、 本当の 江戸 ッ児 


に はどうして  」 

といって いるう ちに、 道 庵 先生が 急に 頤， -を 解いて、 

米 友 を 吃驚させる ほどの 声で 笑い出しました、 

r ァハハ ハハハ ハハ」 

「何 だ、 先生、 何が おかし いんだい」 

のぼり 

「米 友 様、 あれ 見ね え、 あの 幟 をよ く 見ね えな」 

といって 道 庵 先生が、 芝居小屋の 前に 林立され た 役者 

の 旗幟 を 指さし ましたが、 それ を ながめた 来 友に は、 

別に なんらの 異状が 認められません。 ど - J の 芝居小屋 

にも あるよう に、 景気の よい 色々 の 幟が、 役者の 名 を 

大きく 染め出して 林立して いるば かりです。 


「う —— ん」 

といって、 先生が おかしがる ほどの 現 由 を、 その 幟の 

中から 見つけ 出す ことに、 米 友が 苦しんで いると、 

ヽ ヽヽヽ ヽヽヽ I 

一一 ゾノノ ノノノ ノノ」 

と 道 庵が わざとら しく、 また 大声で 笑い、 

のぼ リ  え び ぞ う 

「米 友 様、 よく あの 幟 の 文字 を ごらん、 巿川 海老 蔵 I 

I と 誰が 眼に も、 ちょっと はそう 読める だろう。 

ちょっと 見れば 巿川 海老 蔵 だが、 よくよく 見る と、 海 

老の老 という 字が 土に なって いら あ。 だから 改めて 読 

み 直す と 巿川海 土蔵 だ、 海 土の 土の 字の 下へ 点を打つ 

たりなん かして ごまかして いやがら。 変 だと 思った 


よ」 

「そうかな あ」 

道 庵に いわれて 米 友が、 改めて その 文字 を 読み直し 

てみ ると、 なるほど、 海 土蔵と 書いて、 海老 蔵と 読ま 

せる ように ごまかして ある。 しかし、 来 友 は ごまかし 

てあつた ところで、 ごまかして なかった ところで、 道 

庵 先生 ほどに それ をお かしい とも 悲しい とも 思い ませ 

ん。 

というの はこの 男 は、 まだ 生れてから 芝居と いう も 

の を 見た ことのない 男です から、 海老 蔵が 海 土蔵で あ 

ろうと、 海 土蔵が 江戸 ッ 児であろう とも、 大阪 生れで 


あろうと も、 いっこう 自分の 頭に は 当り 障りの ない こ 

とです から、 「そうかな あ」 で 済まして しまいました。 

これに は 道 庵 も 張 合いが なく、 さっさと 歩き 出して、 

テレ 隠しに、 一 谷嫩 軍記 の 浄瑠璃 を 唸り 出しました、 

くまが い 

「夫の 帰りの 遅 さよと、 待つ 間 ほどなく 熊 谷の 次郎 

なお ざね 

直 実 …… 」 

変な 身ぶ りまで して 歩く ほどに、 やがて 

蓮 生 山 熊 谷 寺の 門前に 着きました。 

道 庵と 来 友 は 蓮 生 山 熊 谷 寺に 参詣して、 熊 谷 次郎直 

実の 木像 だの、 寺の 宝物 だの を 見せても らい、 門前の 

茶店へ 休んで、 名物の 熊 谷 団子 を 食べて おります と、 


そこへ 若い のが 四 五 人 入り込んで 来て、 同じように 熊 

谷 団子 を 食べながら、 威勢の いい 話 を 始めました。 

それ を 道 庵 先生が 聞く ともなし に 聞いて いると、 い 

ずれ も 熊 谷次郎 に関する 話で、 なんでも この 若い 人た 

ち は 演劇の 作者 連で、 旧来の 一谷 嫩 軍記で は 満足が 

できない から、 直 実に 新 解釈 を 下した もの を 書こうと 

して、 わざわざ ここまで 調べに 来た ものら しいので す。 

そこで 道 庵 先生 も その 心がけに 感心し、 なお 頻りに 団 

子 を 食べながら 若い ものの 話 を 聞いて いるう ち、 先生 

が 早く も 釣り込まれて しまいました。 

「時に、 皆様 や」 


たまり 兼ねた 先生が、 若い のへ 口を出し かける と、 

先方で、 

「何です か」 

「承れば、 あなた 方 は 熊 谷 次 郎直実 公の 事蹟 を 調べ、 

演劇に お作りな さるそう です ね」 

「左様 …… 少しば かり 書いて みたい と 思って、 遊びに 

来ました」 

「それ は 結構な お 心がけで …… 拙者 も、 こう 見えても 

芝居の 方が 大好きで ございま してね、 ことに 熊 谷と く 

ると 夢中で ございます」 

「そうです か」 


「しかし、 あなた 方の ような 血の めぐりの いいお 若い 

方と ちが つ て、 この 通りの 頭で ございま すから …… 」 

道 庵 先生 は、 ちょっと 自分の 頭の 上へ 手 を やって、 

くわい 頭 を 摘んで 見せました。 

「どう致しまして」 

若い 劇作家 連 も、 道 庵の 髪の毛 をつ まんだ 手つき を 

見て、 仕方がな しに 苦笑い を 致しました。 

「この 通りの 頭で ござ いますから、 新しい こと は あん 

まり 存じません が、 一 の 谷の 芝居 はいろ いろの を 見 ま 

だい はくえん 

したよ、 おめえ 方 は 知りな さるめ え、 大柏筵 を 見なす つ 

たか」 


「いいえ」 

「今時 は、 熊 谷と いえば、 陣屋に 限った ような もの だ 

が、 組 討ちから 引 込みが いい もの さ。 わしゃ、 渋団の 

あつ もり 

やる の を 見ました がね、 こう 敦 盛の 首 を 左の 脇に かい 

こんで、 右の 手で 権 太 栗毛の 手綱 を 引 張って からに、 

泣 落し 六法と いう やつで、 泣いて は 勇み、 勇んで は 泣 

きながら、 花道 を 引 込む ところが 得 もい われなかった 

もの さ。 今時、 ああい うの を 見たい たって 見られない 

ねえ」 

「渋団 は 好かった そうです ね」 

「好かった にもなん にも。 総 じて 今の 役者 は 熊 谷 を 


やっても、 神経質に 出来 上って しまって、 いけね えの 

さ」 

「なるほど」 

「それから、 お前さん 方、 蓮 生 を レンシ ヨウと およみ 

なさる が、 あれ も 詳しく は レン セィ とよんで いただき 

たいね」 

「蓮 生坊を レンシ ヨウ ボウと よまずに、 レン セィ とよ 

むので すか」 

「左様、 あの 時代に 蓮 生が 二人 あつたんで すよ、 本家 

が この 熊 谷、 それからもう 一軒の 蓮 生が、 宇都 宫の弥 

よりつな 

三郎頼 綱」 


「なるほど」 

「まあ、 お聴きなさい、 熊 谷の 次郎が 最初に 出家 をし 

ほうねん さま 

てね、 法 然様から 蓮 生 と い う 名前 を もら つ て 大 得意 で 

—— この 時 は 間違いな く レンシ ヨウと い つた ものです 

がね、 ある 時、 武蔵 野の 真中で、 武勇 粛々 として 郎党 

を ひきつれた 宇都 宫弥 三郎と 出逢す と、 熊 谷が、 弥三 

きれい 

郎、 おれ はこの 通り 綺麗に 出家 を 遂げて、 法然 上人 か 

ら蓮 生と いう 名前まで も 貰って いるのに、 お前 はいつ 

まで も、 侍の 足が 洗えない のか、 かわいそうな もの だ 

な、 と あざ笑う と、 そこが それ、 おた がいに 坂 東 武士 

の 面白い ところで、 宇都 宫が いうに は、 よし そんなら ■ 


おれ も 出家して 見せる といって、 すぐさま、 法然 上人 

の 許へ かけつけて、 出家 を 遂げて しまったの だが、 そ 

の 時の 言い草が いい、 熊 谷に 負ける の は 嫌 だから、 拙 

者に も 熊 谷と 同じ 名前 を 下さい、 ぜひ、 熊 谷と 同じ 

ほうみょう 

法名 でなければ 嫌 だ …… 」 

その 時、 道 庵 は 何と 思った か、 あわてて 自分の 口へ 

手 を 当てて、 子供が あわ わ をす るよう に、 

r.£y  、  .311V-  、  .311 く ヽ ,ex  ■ 

傳博椅 椅」 

と 続け ざまに 呼びました から、 若い 劇作家 連が 変な 顔 

をし ました。 

実は、 ここに 長者 町 一味の ならず者が いなかつ たか 


たち ま  しつ ぼ 

ら 幸い。 いれば 先生 は 忽ち 尻尾 をつ かまえられ てし 

まう。 さいぜんから 聞いて いれば 調子に乗って、 渋団 

だの、 熊 谷の 次郎 だの、 宇都 宮の 弥三郎 だのと、 名優 

や、 坂 東 武士に 向って、 しきりに 呼 捨て を 試みて いた。 

苟 くも 人格 を 表明す る 者に 向って、 様 づけ を 忘れた 

時 は、 百 文ず つ 罰金 を 納める ことに 自分から 約束 を 出 

してお いた はず。 そこで、 先生が、 あわてて 口 を 押え 

たのです けれど、 この 人た ち は 気がつきません。 そこ 

で 先生 も、 やや 安心して、 若い 劇作家 連に 向って ひき 

つ づ き 熊 谷の 物語 を はじめました、 

「法 然様 も、 これに は 驚いて ね、 法名が 欲しければ い 


くらで もし かるべ きもの を 上げよう、 なにも 熊 谷が 

蓮 生と つけたから、 お前 も それと 同じ 名前で なけれ 

やす 

ばいけ ぬと いう 理由 はない、 第一、 それで はま ぎれ 易 

くて、 名前 をつ ける 意味 をな さない …… と 法 然様が ね 

ん ごろに 諭された けれども、 宇都 宮の 弥三郎 はいつ か 

なきかない、 ぜひ 熊 谷と 同じ 名前 を 貰って 行かな けれ 

ば、 あいつの 前へ 幅が利かな いという 理窟で、 法 然様 

も あきれ 返り、 よしよ しと 同じ 蓮 生の 名 を 授けて くれ 

たもの だから、 宇都 宮の 弥三郎 様が、 鬼の 首で も 取つ 

たつ もりで、 大喜びで 東国へ はせ 返り、 熊 谷 様の 前で 

溜飲 を 下げた もの だ …… それから こっち、 本家の 方が 


レン セィ、 新 家が レンシ ヨウと こうな つたんだ。 ここ 

いらが 昔の 武人の いいと ころで、 今時の ヘラ ヘラ 役者 

が、 海老 蔵 を 名乗りた がると はわけ がちが う」 

「そういう わけでした か」 

「それから また 或る人が、 この 二人 蓮 生に 向って こう 

いう 告げ口 をした もの さ、 熊 谷の 入道 や、 宇都 宫の入 

道 は 無学 の 者 だから、 法 然様 は 念仏 だけ を 教えて だま 

してお くんだ が、 もっと、 悧怜な 人に は、 もっと 高尚 

な 教え を 説いて 聞かせて るんだ …… こういう こと を 二 

人の 耳へ 入れた ものが あつたから たまらない、 二人が 

きつもん 

ムキ になって おこって、 法 然様のと ころまで 詰問に 出 


かけ、 これ も懇々 とさと されて 引下った ことがある」 

「なるほど」 

「そうかと 思えば、 物に 触れて 無常 を 感じて みたり、 

涙 を 流して みたり すると ころに 美質が あるの さ、 その 

無邪気な ところ をお 前さん 方、 神経質に してし まって 

はいけ ません よ」 

「注意 致しましょう」 

「それから お前さん 方、 熊 谷 様 はしの 党 だか、 丹の 党 

だか 御存じ か」 

若い 人た ちが 煙に まかれて 聞いて いるもの ですから、 

道 庵 先生 もい い 心 持に なって、 やがて、 また 芝居の 方 


に 逆戻り をして、 

ふたば ぐんき 

「熊 谷の 芝居 は嫩 軍記に 限った もの さ、 あの 物語の、 

はくえん さま 

さても さんぬ る …… で 故人 柏 筵 様 〔# 「柏 筵 様」 は 底本 

では 「柏 筵 様 匕 はこうい う 型 を やった ね、 一 二 を あら 

そい ぬけがけの … … それ 鉄扇 を こう 構えて、 平 山 熊 谷 

討 取れと …… 」 

興に 乗じた 道 庵 先生 は、 故 名優の 型 を やり 出して、 

きせる  むしょう  か 

あたり 近所の 煙草盆 や 煙管 を 無性に 搔き 集めたり、 突 

ひと かた 

き 飛ばした りする ものです から、 近所迷惑 は 一方で は 

ありません。 若い 劇作家 連 は 面白半分、 迷惑 半分に 聞 

いて はいる ものの、、 いっこう 面白くな いのは 宇治山 


田の 米 友であります。 

芝居 そのものに 予備知識 のない 来 友に は、 こんな 物 

語が ばかばかしく、 聞いて いられる もので はあり ませ 

ん。 

ぜひな く 来 友 は、 盛んに 団子 を 食べました。 

話より 団子と いう 洒落で もあります まいが、 団子 を 

食べ てま ぎら かしてい たが、 つ いに こらえ きれず、 

「先生、 いいかげん にしたら どう だ」 

「そうだ そうだ、 日が 暮れら あ」 

おお あわ 

大慌てで 団子と 茶代 を 置いて、 道 庵が 外へ 飛び出し 

たもので すから、 皆々 ホッ としました。 


団子 屋を 飛び出してから 間もなく、 道 庵 先生が、 

あつ もリ 

「あ、 敦盛を 手に かける の を 忘れた」 

これ はこの 土地に、 梅 本と いう 薷 麦の 名物が あった 

わらび 

の を、 つい 忘れて 立 寄らなかった 洒落でしょう。 蕨 

あげおば くろう しんでん  やきごめ ざ か 

の奈良 茶、 上 尾 博労 新田の 酒屋、 浦 和 焼 米 坂の 焼 米、 

といった ような 名物に 挨拶しながら、 熊 谷で、 梅 本の 

藺麦を 食べ ない という ことが 心残りに な るら しい。 負 

けお しみの 強い 道 庵 は、 これから また 引返して、 その 

養 麦屋を 尋ねようと い い 出す かも 知れな い。 

かみて 

ところへ、 上手から 聞え て 来たの が、 

「下に —— 下に —— かぶり 物 を 取りましょう ぞ」 


これ はいわず と 知れた 大名のお 通りの 先触れです。 

どうも 大名のお 通りと いう やつ は、 道 庵と 米 友の 

性 に 合わない。 

その 声 を 聞きつ けた 道 庵 は、 顔 をく もらせて、 

「さあ、 いけね え、 友 様、 面倒 だから、 そこらへ 入つ 

てし まおう」 

道 庵 は、 薷 麦の ことなん ぞは打 忘れて、 来 友 を 促す 

と共に、 丸くなって 脇道へ 走り込んで しまいました。 

来 友 とても、 大名の 行列が あんまり 好きで はない。 

けれども、 先生の ように 丸くなって 逃げる 必要 はな 

いと 思う。 大名に 借金が ある わけで はなし、 こんなに 


丸くなって 逃げなくても いいと 思う が、 道 庵が やみく 

もに 逃げ出した ものです から、 来 友 もまた、 その あと 

を 追わない わけに は ゆきません。 

やみくもに 逃げた 道 庵 は、 ついに 畑の 中へ 飛び込ん 

で、 桑の 木へ 衝突して、 ひっくり返り、 そこで あぶな 

く とりとめました。 桑の 木がなければ どこまで 飛んで 

行った かわかり ません。 そこへ 艇け 寄った 米 友が、 

「先生、 怪我はなかった かい」 

「おかげさまで …… 」 

畑の 中へ ひっくり返って、 羽織 を ほころ ばした 上に、 

土 を かぶった 有様 は、 見られた ものではありません。 


米 友が それ を 介抱して、 それから 廻り 道 をして また 本 

街道に 出る と、 ちょうど 通りかかりの 駄賃 馬 を、 道 庵 

が 呼び留めました。 

ふか や  ちょうば 

値段 をき めて、 深 谷まで 二 里 二十 七 町の 丁 場 を、 と 

も かく 馬に 乗る ことにき めました。 

いよいよ、 馬に 乗る 段になる と 馬方が、 

「旦那、 それじゃ あ 向きが 違います ぜ」 

と 笑った の も 道理。 道 庵 は、 馬の 頭の 方へ 自分の 尻 を 

向け、 馬の 尻の 方へ 自分が 向いて 乗 込んだ もの だから 

大笑いです。 

「ナァ ー 二、 これが 本格 だ」 


道 庵 はすました もので、 向き を かえよう とも 致し ま 

せん。 

ごじよ-つ だんもの 

「は、 は、 は、 旦那 は 御 冗談 者 だ」 

馬方 どもが 笑います が、 道 庵 は 笑いません。 

「坂 東 武士が、 敵に うしろ を 見せる という 法 はねえ」 

さて は、 先生、 大名の 行列 を 見て 戦わざる に 逃げた 

余憤が こんなと ころへ 来て、 負惜しみ を やり 出した な。 

しかし、 先生が 頑として この 乗り 方 を 改めない もの 

ですから、 馬方 も ぜひな く、 そのまま 馬 を ひき 出し ま 

した。 

ですから、 通行の 人が 指さして は 笑います。 


それ をい つ こう 取合わない 道 庵 は、 

「な あに、 これが 本格の 乗り 方 だよ、 笑う やつ は 古式 

を 知らね えの だ」 

というが、 大坪 流に も、 佐々 木 流に も、 こんな 乗り 方 

はな か つた はず。 

かみがた 

はは あ、 読めた。 熊 谷の 蓮 生坊が 上方から 帰る 時 は、 

さ い ぼうじょ うど 

西方 浄土 を 後に する の を 本意に あらず として、 いつで 

も 逆に 馬に 乗って 『極楽に 剛の者と や 沙汰す らん、 西 

に 向 ひて 後ろ 見せねば』 と 歌 を よんだ。 先生、 その 伝 

を 行って いるの だな。 しかし、 東に 向いた ので は 意味 

をな さない …… やはり、 いまおび やかされた、 大名の 


行列に 対する 意地 張りでしょう。 

この 逆 乗りで 納まり 返った 道 庵。 

一 一十 四 

武州沢 井の 机 竜 之 助の 剣術の 道場の 中で、 雨が 降る 

日に は、 与 八が 彫刻 をして います。 

海 蔵 寺の 東 妙 和尚が 彫刻に 妙 を 得て いた ものです か 

ら、 それ を 見様見真似に 与 八が 像 を 刻む こと を 覚えて 

しまいました。 

与 八の きざむ 仏像 —— 実は 菩薩 は 大抵お 地蔵 様に 限 


られ ている ようです。 お 地蔵 様 以外の もの を 刻んだ の 

を 見た こと もない し、 また 刻め もすまい と 思われる。 

そのお 地蔵 様 も、 木より は 石が 多い のです。 

ともかく、 ひまに 任せて はこうし てお 地蔵 様 を 刻ん 

でい るから、 その 作り上げた 数 も 少ない ことで は ある 

まい。 これ は 皆、 しかるべき 需要 者が あってす る 仕事 

で、 これ だけで もけ つこう 商売に なりそう です が、 与 

八 はこれ で 金儲け をして いる 様子 もありません。 

与 八さん の 刻んだ お 地蔵 は 相好が いい …… と 人が 賞 

美して、 註文が しきりに 来る。 

また、 与 八さん のこしら えたお 地蔵 様 は 功徳が ある 


…… といって 依頼者が つづいて 来る。 そういう わけで、 

それから それと、 与 八に お 地蔵 様 を 刻ませる ことに 

なった のです が、 それ を 与 八が 引受けて、 山の 仕事と、 

畑と、 水車と、 子守と、 学校との 余暇、 雨の 降る 日な 

ど を 選んで とりかかる。 

もくじきしょうにん 

百年の 後、 木食上人の 稚拙なる 彫刻が もてはやさ 

るると ころ を 以て 見れば、 与 八の 彫刻に も 取るべき と 

ころが あるか も 知れない が、 今のところ ではそう 感心 

した ものではありません。 けれども、 与 八が こしらえ 

えんぎ 

たという ことが、 人の 心 を 縁 喜に すると 見えて、 出来 

の 如何 は 問わないで、 みな 喜んで 頂 礼して 捧げて 持 


ち 帰る。 

「与 八さん、 皆さんが、 あれほど 有難が つて 頼 むんで 

すから、 かかりつ きりに 彫刻 をなさい ましよ、 ほかの 

仕事 は 誰でも やれます が、 その 彫刻 は 与 八さん でな け 

れば 出来ない 仕事でしょう」 

とお 松が、 かたわらから すすめる くらいです。 与 八に 

とって は ドレが 本職で、 ドレが 余技と いう こと もない 

が、 一 を 専らに する ために、 他 を 粗略に するとい うこ 

と はない ようです。 ですから、 彫刻の みに かかりき り 

という こと はでき ません。 今日は 雨が 降る から、 それ 

で 道場の 中で 彫刻 を はじめた ものです。 


今 とりかかって いるの は 石の 高さ 一 尺 —— 極めて 小 

さな ものです。 これ は ある 子供の 母が、 死んだ おさな 

児へ 供養の 手 向け。 

相好が いいと いうの は、 単純なる 鑑賞の 心。 功徳が 

あると いうの は、 多少 功利の 念が 入って いるか も 知れ 

ない。 供養の ためとい うの は 本当の 親心。 死んだ 子 を 

行く ところへ 行かし めたい 親の 慈悲。 与 八さん の 刻ん 

だお 地蔵 様が、 賽の河原で わが 子 を 救う という。 

与 八 もこの ごろ 一 つ 助かる こと は、 お 松が 来て くれ 

たので、 まず 児 を 育てる の 心配が なくなつ たこと。 お 

松 は、 郁太郎と 登 を 両手に 抱えて、 かたわら 与 八の 仕 


事の すべてに 後援 を 与えて いる。 幸いに、 近所から 子 

守 も 来て くれる し、 たのめば いつでも 人手が 借りられ 

る。 剣術の 道場 は、 いっか 知らず 寺小屋と なり、 学校 

となり、 与 八の 製作 場と なる。 

無心で 与 八が 地蔵 を 刻んで いる 時、 どうかす ると、 

ふいと 気がさして 道場の 武者 窓 を 見上げる ことがある- 

そこから、 誰か 顔 を 出して いるよう でなら ぬ。 

誰と いうまでもない、 それ は 女で —— 

「与 八さん、 郁坊は 無事です か」 

と 恨めしい 声。 

その 時に 与 八 は、 郁太郎の 母お 浜の 面影 を 思い 浮べ 


るので す。 どうも、 こうして 仕事 をして いる 与 八の て 

もと を、 お浜が 武者 窓からの ぞいて いるよう な 気がし 

てなら ない のです。 

そういう 時に 与 八が 悲しい 思い をす る。 もろもろの 

罪業が、 みんな 自分 を 中に 置いて めぐる ように 思い出 

す。 この 罪業の ために は、 持てる 何物 を も放捨 して、 

答えなければ ならない という 心に 責められる。 

おも .P 

与 八が 道場で 彫刻 をして いる 時、 お 松 は 母屋の 座敷 

で、 机に よりかか つてお 手本 を 書いて おりました。 

お 手本と いうの は、 ここの 道場の 学校に 来る 子供た 

ちの ために、 西の 内の 折 本 を こしらえて、 お 松が それ 


に 「いろは」 と 「アイ ゥ ェォ」 から 始めて、 村 名尽し 

に 至る まで、 それぞれ 筆 を 染めて いるので す。 

子供た ちの ためにお 手本 を 書く のみならず、 この ご 

ろで は、 娘 たちのた めに 古今 集 を 書いて やつたり、 行 

儀 作法 を 教えたり する こと も あるので す。 好んで お 松 

が、 人の 師 となりたがる わけで はない が、 お 松 は 日頃 

の 心がけ も あり、 ことに 相 生 町 の 御 老女の 家に ある 時、 

念 を 入れて 字 を 習いました ものです から、 なかなか 見 

事な 筆跡です。 また その 時に 作法 や 礼式 も 心がけて い 

ましたから、 今 も、 知っている 限りの こと は、 人に 伝 

える ようにな つたので す。 


人に 物 を 教える という こと もまた、 自分 を 教育す る 

一 つの 仕事になります ものです から、 今、 お 手本 を 書 

くにしても、 お 松 は 一 生 懸命であります。 

幸いな ことに、 登 は 乳母が ついて 来て いて くれる も 

のです から、 手数 も かからず、 郁太郎の 方 は、 もう 四 

つに なろうと いう ほどで も あるから、 これ も、 さほど 

世話が 焼けない 上に、 子守が ついてい ますから、 お 松 

はこうして、 教育 (というの も 大裝裟 です が) の 方に 

身 を 入れる ことができる のであります。 もう 一 つ 幸い 

な こと は、 ほとんど 絶家の ようにな つていて、 荒れる 

に 任せて いた 宏大な 机の 家屋敷が、 これらの 連中が 移 


り 住む ことにな つてから、 急に 光り かがやき はじめた 

ような 有様であります。 

人間の 家 は、 人間が 住まなければ 駄目な ものです。 

お 松の ここで 書いて いるお 手本 は、 単に 道場へ 集ま 

る 子供た ちに 分けて やる のみならず、 これから 三 里 も 

五 里 も 山奥の 炭 焼 小屋 や、 猫師の 家庭にまで 入ります。 

どうか するとこう している ところへ、 武者修行が 尋 

ねて 来る ことがある。 道場の 名残 を 惜しむ ため か、 そ 

うでなければ、 化物 退治に でも 来た 意気込みで おとの 

うて 見る と、 応対に 出る のが 妙齢な お 屋敷 風のお 松で 

すから、 さすがの 武者修行が タ ジタジ で、 


「はは あ、 では、 あなた は 机 竜 之 助 殿のお 妹 御で も ご 

ざる か …… 」 

といって お 松の 顔 をな がめ、 薙刀の 一手 もっかう もの 

かとい う 思い入れ をす る。 

「いいえ、 わたくしども は、 ただお 留守居 をして いる 

だ けな ん で >  J ざ います」 

そうして いると ころへ 間もなく、 ゾロゾ 口と 草紙 を 

かかえた 近辺の 子供が 集まって 来る ものです から、 武 

者 修行 は 到底、 薙刀 をつ かう 娘で はない と あきらめて 

退却す る。 

海 蔵 寺の 東 妙 和尚な ども、 お 松の 字 を ことごとく 称 


美して、 

「これ は 見事な もの だ、 どうして わしら は 遠く 及ばな 

い」 

と 言いました。 それ も 謙遜だろう が、 お 松の 字 はお 

家 流から 世 尊 寺 様 を 本式に 稽古して いるので すから、 

どこへ 出しても 笑われる ような 字ではありません。 

そこで 今まで は、 東 妙 和尚から お 手本 を 書いても 

ら つていた 人が、 改めてお 松 をお 師匠 番 にたの む。 こ 

うなる とお 松が この 寺小屋の 実際 上の 校長で、 その 職 

分 を、 いよいよ 興味 ある ことに 思って います。 

かたき 

しかしながら、 現在 仇 の 家に 来て、 自分た ちが 知ら 


ず 識らず その 事実上の あるじの ような ところに 置かれ 

ゆくえ  くす 

ている のに、 当の 主人 は 行方が 知れぬ その 因縁の 奇し 

きこと を 思う と、 お 松 は 泣きた くなります。 

早く、 郁太郎 を 成人 させて、 立派に この 家を嗣 がせ 

て 上げたい もの だとい う 心 持に 迫られる 時、 お 松 は、 

郁太郎 を 父 竜 之 助に 似ないで、 祖父の 弾 正の 優れたと 

ころに あやから せたいと 思います。 

ほどなく 傘 を さして 二人、 三人、 五 人と 上って 来る 

石段。 

手 習 草紙 を 帯から ブラ 下げて、 風呂敷 を 首 根 ツ子へ 

結えた のが、 


「誰 だい、 ここんち へ、 お化けが 出る なんてい つたの 

は、 三ち やん かェ」 

「おいら は、 聞い たんだよ、 よそで」 

「悪い や、 悪い や、 お化けが 出る なんて 悪い やい」 

「だって 聞い たんだ もの。 おいらが、 こしらえ 事 を 

いったん じ やねえ のよ」 

「悪い や、 お化けが 出る なんて」 

こういいながら 石段 を 上る 子供 連。 村里から 机の 屋 

敷へ のぼるに は、 かなりの 石段 を 踏まなければ ならぬ- 

「だって、 この間 も、 旅のお 侍が いってた よ」 

「何 だって」 


「あの 道場へ お化けが 出る つて」 

「噓だ あい」 

「聞いて みな、 今度、 旅のお 侍が 通ったら 聞いて みな」 

「どんなお 化け？」 

「知らね え や、 おいら は 見た ことが ねえから」 

「噓 だい」 

たしなめ 役の 丈の 高い のが、 お化け 説 を どこまでも 

否定す る。 

「お化けが 出た つて、 夜 だけだろう」 

「そうさ」 

「夜 だけなら 怖く ねえ や」 


いちばん 背の 低い のが 怖くない という。 

「与 八さん がいら あ、 与 八さん がいる から 怖く ねえ や 

与 八さん は 力が あるんだ ぜ、 とても 力が あるから な あ」 

「駄目 だよ」 

おでこが 差 出口 をす る。 

「何で 駄目 だい」 

「与 八さん は、 力が あつたって、 お人好し だから 駄目 

だよ」 

「お人好し？」 

「ああ」 

どちらも お人好しの 意味が よく わからな い で、 


「お人好し なんてい うの はおよ しょ、 与 八さん は、 あ 

力 あ 

り やお 地蔵 様の 生れ かわり だって、 うちのお つ 母が 

い つ てた よ」 

ちゃん 

「うちの 父 は、 与 八さん という 人 は、 あり や お人好し 

だってい つてた よ。 だから、 力が あつたって、 暄嘩を 

する ことなん かで き やしね え」 

「力 は暄嘩 のためにば つ かり 使う もん じゃある めえ」 

「だって 喧嘩の 時に 使わな けり や、 力が あつたって 詰 

ら ねえ や」 

「そうで も あるめえ」 

その 時、 子供の 一 人が 急に 下の 方 を ながめて、 


「ああ、 それ ムクが 来たよ」 

「ムク が 来た」 

子供 たちのす ベ てが 傘 を あみだに して 下段の 方 を 見 

こざる  ゆうゆう 

ると、 ムク 犬が 首に 小^ を 下げて、 悠々 との ぼって 来 

る。 

今では この 犬 も、 同じと ころの 屋敷に、 同じように 

客と なって いる。 

そうして、 小^ を 首に 下げて は、 里へ 買物に 行く の 

を 仕事の 一 つと している。 最初 は 怖れて いた 村の 子供 

も、 今 はこの 犬を畏 愛する ようになつ ている。 

子洪 たち は ムクを 中に とりまいて 上り はじめる。 お 


化けの こと も、 お人好し のこと も、 もう 問題に はなつ 

ていない。 

「犬 ハョ ク夜ヲ 守ル、 人 二 シテ犬 二 如 カザルべ ケ ンャ」 

背の 高い のが、 大きな 声で 叫び 出す。 

「太 郎 ドン ノ犬ハ 白キ犬 ナリ、 次郎 ドン ノ犬ハ 黒キ犬 

ナリ」 

負けない 気で、 あと をつ づけた 鼻垂 小僧。 

「油 屋ノ縁 デスべ ッテ コロン デ ：：： 」 

と 歌い 出した 涎く リ。 

こうして 犬 を 擁した 子供ら は、 石段 を のぼりつめて 

かぶきもん 

冠木門 をく ぐると、 


「先生」 

「与 八 さあ  ん」 

「こんにちは」 

「雨が 降ります」 

道場の 庭 は、 にわかに 騒々 しく、 賑わしく なり まし 

た。 

その 時分、 与 八 はもう 地蔵の 彫刻 を やめて、 道場の 

内部に は 机が 並んで、 三十 人ば かりの 子供が ズラリ と 

並ぶ。 

「先生、 こんにちは」 

「お 師匠 様、 こんにちは」 


先生と いわれ、 お 師匠 様と 呼ばれて いるの はお 松で 

す。 

「みなさん、 雨の 降る のに、 よく 休まないで 来ました 

ね」 

お 松 はこ こで 三十 人の子 供 を 相手に、 単級 教授 を は 

じめ る、 介 添 役 は 与 八。 

ソの 字と、 リの 字の 区別の つかない もの、 七の 字 を 

左へ 曲げたがる もの、 力の 字の 肩の 丸い の を 直したり、 

やや 進んだ ところで、 村名尽 しの 読み方、 商売 往来、 

こじょう ぞ ろえ 

古 状 揃の 読 違え を 直して やったり、 いま 与えて やつ 

たお 手本へ、 もう 墨 を こぼした の を 軽く 叱ったり して 


いると、 そのうし ろで は 何 か 物 争い を はじめて、 取組 

み 合いが はじまる の を 与 八が 取 押える。 

「お 師匠 様」 

だしぬけに 呼ばれて、 お 松 は 振 返り、 

「何です か」 

「与 八さん は お人好し だ つてい いますが、 本当です か」 

「そんな こと をい う ものではありません」 

お 松が たしなめ ると、 当の 与 八 は 笑って いる。 

「お 師匠 様」 

「何です か、 もうす こし 小さい 声 をなさい」 

「金 太の 野郎が、 おいらの 墨 をな めました」 


「なめ やしない やい、 香い を かいで みたんだ い、 こん 

な 物 をな める かい」 

「いけません、 人の 墨 や 筆 を、 だまって いじる もの じ や 

ありません」 

「あ、 先生、 宇 八が、 あとから、 おれの 頭の 毛 を ひつ 

ぱリ ました」 

「いけません」 

「お 師匠 様」 

「何です か」 

「三 ちゃんが、 ここの 道場へ はお 化けが 出る つて 言い 

ました」 


「旅のお 侍に 聞い たんです」 

「そんな こと をい うもんじゃありません よ」 

「お 師匠 様、 川って いう 字 は 真中から 先に 書 くんです 

ね、 端から 書い ちゃい けないで すね」 

「そうです、 真中から 先にお 書きなさい」 

「先生、 おた あは 字 を 書く ふり をして、 人形の 頭 を 書 

いています」 

「うそ だい、 うそ だい」 

「うそな もんか、 これ 見ろ、 墨が この 通り 坊主頭に なつ 

てら あ。 先生、 おた あは 字 を 書く ふり をして、 こんな 

坊主頭 を 書きました」 


「いけません …… それから 周 造さん、 お前さん も、 人 

のい い つけ 口 をす る ものじゃありません よ」 

「先生、 おた あがお いら を 睨みました、 帰りに 覚えて 

ろと いって、 拳固 を こしらえて 見せました」 

「静かに なさい。 多 造さん、 人 をお どかして はいけ ま 

せんよ。 それから 周 造さん も、 おた あとい わずに、 ちゃ 

んと多 造さん とおい いなさい」 

すず リ 

「先生、 硯の 水が なくなりました」 

「それで はみ なさん、 お 手 習 はこれ でお しまいに しま 

す、 硯と 草紙 を、 ちゃんと 正しく、 筆 を 前に 置いて、 

こちら をお 向きなさい」 


程経てお 松が こういうと、 子供た ちが 静まり返る。 

お 松 は 自分 も 座に ついて、 

「手 をよ ごしませんでした か、 さあこう して 上げて み 

て ごらんなさい」 

三十 名の 子供が、 残らず 両手 を 差し上げ ると、 

「あ、 先生、 おた あは つばきで、 手に くっつけた 墨 を 

ふいて います」 

「うそ だい」 

ともかくも これで 習字の 時間が 終って 一 礼す ると、 

子供ら は、 切り ほどかれ たように、 与 八と、 お 松の 周 

囲に 寄って たか つて かじりつく。 


与 八 も、 お 松 も、 それ を 叱ろうと はしません。 

沢 井 道場の 今日 このごろの 有様 は、 こんな あんばい 

です。 

今日はお 松が、 ムク犬 を つれて、 万年 橋 を 渡ります。 

これ はかね て、 心がけて いた、 対岸 和 田の 村に、 宇 

津木 文之丞 のお 墓参り をしょう と 思って いたの を果す 

つもりと 見える。 実は、 このお 墓参りに は、 与 八 も、 

郁太郎 も、 乳母 も、 登もう ちつれ て、 一緒に 出かけよ 

うと も 思った のです が、 それ はどう も 揮る ところが 

多い と 思い返して、 お 松 は ムク犬 だけ を つれて 出かけ 


たのです。 

たけな 

天気が よいのに、 秋が すでに 闌ゎ という 時です から、 

多摩川 を さしはさんだ 両岸の 山々 谷々 が 錦の ように 

な つ ています。 

大 菩薩 へ 通ず る y J の 街道。 お 松に は 思い出の 多い と 

ころ。 

万年 橋の 上で はたち どまって、 川の 流れ を 見下ろし 

ました。 

たもと 

橋の 抉で 逢った 夫婦連れの 巡礼。 お 松 は その 姿 を 

なつかしく ながめて、 

「どちらから おいでになりました」 


「上方から 大 菩薩 越え をして 参りました」 

「大 菩薩 峠の 上 は、 もう 雪で しょうね」 

「いいえ、 まだ 雪 は ございませんで したが、 ずいぶん 

寒う ございました」 

もみじ 

「紅葉 はどうでした」 

ふもと 

「麓が こんなに あかいく らいです から、 峙の上 はも 

う 冬で ござ います」 

「そうです か、 お 大切に」 

それだけの 問答で 別れる。 

海抜 六 千 尺の 峠の 頂 に、 吹雪よりも 怖い もの はい 

なかった か、 それまで はきかず。 


向う の 村へ 渡って、 改めて 沢 井 を 見渡す と、 山巒の 

中腹に 塀 をめ ぐらした 机の 家 は、 さながら 城廓の よう 

に 見える。 

お 松 は 秋の 情景 を ほしいまま にして、 山と 畑との 

こうばい 

勾配 ゆるやかな 道 を 歩みました。 

と 見れば、 道ば たの 芝の 上に 置かれた 剣術の 道具 一 

組。 袋に 入れた 竹刀に つらぬかれた まま 置 捨てられて、 

人 は 見えない。 

あちらの 畑の 中の 柿の 木の 上で 声が する。 

「新ち やん、 沢 井の 道場が このごろ 開けた つてな あ」 

「そうかい」 


「それでね、 女の 先生が 来たんだ とさ。 女の 先生 だか 

なぎなた 

ら 薙刀で も 教え るんだろう」 

「そうか 知ら、 薙刀 はこ わい や」 

お 松が 通りかかる とも 知らず、 沢 井の 道場の この ご 

ろの 噂。 

「薙刀 は 一 段違い だからな」 

「そうさ、 薙刀 は 一 段違い だから、 油断して かかる と 

やられる とさ」 

「明日 あたり 見に 行こう か」 

「見に 行こう。 だが、 先生に しかられ ると 悪い からな」 

「見に 行く だけなら よかろう。 それに、 薙刀の 武甲流 


というの は、 もとは 甲 源 一刀 流から 出て いるの だと 先 

生が いったよ」 

「そうか 知ら」 

「女で も 先生になる くらいだ から、 強いだ ろうな」 

「そり や 強いさ」 

お 松 は 立ち どまって、 柿の 木の 上の子 供の 話 を 聞き 

ながら、 おかし さに 堪えられませんでした。 沢 井の 道 

場 を 開いて、 剣 を 教えず して、 文字 を 学ば しめてい る 

のに、 それが 誤り 伝えられて、 自分の ことが 薙刀の 師 

範 として 子供ら の 噂に のぼって いる。 それにして もこ 

の あたりの 子供、 柿の 木に よじながら も 武芸の 話。 路 


傍に 置 捨てられた 剣術の 道具 も、 この 子供の それに 違 

いない。 

話に よれば、 近いと ころの 先生の 許へ、 剣術の 稽古 

に 行く その 道草ら しい。 

ほどなく、 枝つ きの 柿の 実 を おびただしく 手 折って 

畑 道を艇 けて 来る 二人の 少年、 年 はいずれ も 十五 六。 

「あ —— 」 

といって お 松と 顔 を 見合わせ、 恥 かしそう に 以前 置捨 

てた 剣術の 道具の 傍へ よって、 その 柿の 枝 を 結えつ け 

て 肩に かける。 二人の 少年の 勇ましい 後ろ姿 を 見る に 

つけ、 思い起す は 宇津木 兵馬の こと。 


武術 は 人に 敢為の 気象 を 教える が、 抗争の 念 を 助長 

させたくない もの だ、 との 優しい 心づ くし。 

二十 五 

根 岸に 引 移った 神 尾 主 膳と、 お 絹と は、 このごろ 痛 

切に 金が ほしいと 思って います。 

誰でも 大抵の 人 は 金が ほしいと 思って いるが、 この 

二人に とって、 それが いっそう 切実な のです。 

神 尾 主 膳 は ある 時、 つくづくと 思いました、 

「金と いう やつ は 女と おなじ ことで、 出来る 時 は 逃げ 


て も 追つ かけて くるが、 出来ない となると、 追い かけ 

て も 逃げて しまう」 

お 絹 もまた 口に 出して 言う 、 

「どうかして、 お金が はいる 工夫 はない もの かしら」 

実際、 金と いう ものがない 以上 は、 都会 生活の 興味 

の 大部分 は 失われる。 こうして 不景気に 隠れん坊 をし 

ている くらいなら、 深山の 中 も、 根 岸の 里 も、 変った 

こと はない。 

ことに 金の 有難 味 を 知っている 神 尾 主 膳 —— 金 を 儲 

ける ことの 有難 味で はない。 使う 方の 有難 味 を 知って 

いる 神 尾 主 膳に とって は、 金の 光と 一緒で なければ、 


どこへ も 行って みょうと いう 気にならない。 

眼と 鼻の 先に 吉原 があろう とも、 好きな 書画骨董の 

売 立ての 引 札 を 見ようと も、 かわり 狂言の 番付が くば 

られ ようと も、 しょげる ばかりで 浮き立たない。 

お 絹に あって は、 それが いっそう 輪 を かけた 渴 望で、 

この 女の 持って いるすべ ての 虚栄心と 不満足 は、 みな 

金と いうと ころへ 落ちて 行く。 その 金が 廻らない。 廻 

るべき はず もない。 果して こんなと ころへ 思うよう に 

廻って 来れば、 この 世に 苦労 はない。 そこで、 どうし 

て も 廻らない もの を、 無理に 廻そうと する。 

あの 当座 こそ、 二人 は 外へ も 出ないで、 浮ず つて 暮 


こおんな 

らして いたが、 このごろ、 お 絹 は、 小 女 を つれてち よ 

いちょい と 出歩く。 どうかす ると、 朝 出て 夜お そく 

帰つ て 来る こと さえ ある。 

それ は 廻らない もの を、 無理に 廻そうと する 算段 だ 

と 知ってい るから、 神 尾 もとが め 立て をす る わけに は 

ゆかない。 けれども、 その 出て 行った あとで は、 神 尾 

もい い 心 持 はしない。 ことに 夜お そく 帰られた りする 

時には、 むらむらと 気が 変になる こと も あるが、 今の 

身で は それ も かれこれ という こと はでき ない。 そうい 

う 時には、 お 絹が 必ず 多少の みやげ を 持って来 るの だ 

から。 その みやげと いうの は、 つまり、 差 当って 二人 


の 生活に なくて はならぬ 「金」 を どこから か 借り出し 

て 来る からです。 

こうして 神 尾 は、 今のところ、 お 絹の 働きに よって 

養われて いる 有様 だが、 これ は 神 尾に とって 不満で あ 

るよう に、 お 絹に とっても 食い足りない。 もっと 派手 

に 儲けて、 もっと 派手に 遣いたい。 その 時に お 絹 は、 

お 角の こと を 思い出して、 ひとり 腹立たしくなる。 何 

か 一 やま 当てて、 あの 女の 鼻を明かす ような 働きが し 

てみたい が、 どうも 足搔 きがつかない。 

むほんぎ 

こんな 謀叛 気 は、 神 尾 も 相当に 持って いないで はな 

いから、 二人 は 顔 を 見合わせ ると、 あれ かこれ かと 語 


もと で 

リ 合って みるが、 落着く ところ は 資本。 まとまった 金 

が 土台に なければ 動きが 取れない という ことになる。 

お 絹が 駒 井 甚三郎 に 当り をつ けたの は、 最初からの 

ことで したが、 手 を 廻して みると、 駒 井 は 房 州の 方へ 

行って しまった とのこと。 房 州まで 逐 いかけて 行く 気 

にも なれない。 

そこで、 方針 を かえて、 江戸 府 内の 心 あたり を 訪ね 

ている。 

今日 も、 小 女 を 連れた お 絹 は、 湯 島の 方から 上野 広 

小路へ 出て、 根 岸の 宅へ 帰ろうと しました。 広小路の 

賑やかな ところ を 通って 行く うちに、 五条 天神へ はい 


しさ 

る 角のと ころで、 一人の 坊さんが 立って 頻りに 説教 を 

している 様子 を 見かけました。 聞く ともなし に 聞く と ■ 

「成 田 山 御本尊のお 姿、 滅多に はおが めない 不動 尊 御 

本体のお うつし を、 このたび 御 本山のお ゆるし を 得て 

皆様に 売り出して 上げる、 一巻が 百と 二十 文、 十卷以 

上お 買 求めの 方に は、 一 割引と して 差 上げる、 滅多に 

はおが めない 成 田 山 御本尊の 御影 像、 一枚が 百と 二十 

文、 十 枚 以上お 買 求めの 方に は 一 割引 …… 」 

お 絹が それ を 聞いて、 これ はお 説教で はない と 思い 

ました。 

これ はお 説教で はない、 成 田 山 御本尊の 絵姿 を 売つ 


ている の だと 思い ましたが、 その 坊さんた ちの 仰々 し 

きんらん  はたの ぼリ 

い 錦 欄の 装い や、 不動明王 御本尊と 記した 旗幟が、 い 

かに も 景気が よい ものです から、 お 絹 も 足 をと どめて、 

人の 肩から ちょっと のぞいて 見ます と、 中央に 僧 頭巾 

を かぶった 坊さんが、 物々 しくい いつ づけました、 

もったい 

「勿体なく も、 成 田 山 御本尊 不動明王のお 姿、 滅多に 

しゅじょう さいど 

は 拝めない 品 を、 このたび、 衆生 済度の ために、 あま 

ねく 世間に 売り出して 差 上げる、 一枚が 百と 二十 文、 

十 枚 以上お 買 求めの 方に は 一 割引 —— なお、 この 際お 

申込みの 方に は 特に 景品と 致しまして —— 」 

前に、 やはり 錦 欄の 帳 台 を 置いて、 その上に おびた 


だしい 絵像の 巻物 を 積み重ねながら、 要するに 衆生 済 

度の ために、 不動 尊の 絵姿 を、 一 般に 公開して 売 下げ 

ると いう 宣伝であります。 

大 江戸 は 広い ものです から、 これ を 聞いて 有難 涙に 

暮れながら、 お 姿 をいた だいて 帰る もの も あり、 なか 

に はばかば かしが つ て、 山師 坊主の 堕落ぶ りの 徹底 さ 

かげん を、 あざ笑って 過ぐ る もの もあります。 お 絹 も ■ 

その 光景 を 見て、 なんだか 異様に 感じました。 

信仰心な ど は 微塵 も ありそう もない この 女。 それで 

も、 不動 尊の 公開 売出し に は、 少しば かり 驚かされた 

ものと 見える。 


その 場 は、 それだけで、 まもなく 根 岸の 里へ 帰って 

来ました。 

神 尾 主 膳 は その 時、 一 室に 屈託して、 今日 もしき り 

に 金の こと を 考えて います。 ぜひな く 両国の 女 軽業 

の 親方お 角の ところへ 無心して やろうかと も 思 いまし 

た。 あの 女なら ば 話が わかる。 頼みよう によって は 一 

肌 も 二 肌 も 脱ぐ 女 だが …… どうも 現在で は 考え物 だ。 

あの 女 を 呼び寄せれば、 こちらの 女が 黙って はいない。 

お 角と お 絹と は 前生が 犬と 猿であった かも 知れない。 

一から 十まで 合わないで、 逢えば 嚙み 合いたがって い 

る。 お 角へ 沙汰 を すれば、 あの 女 は 一議に 及ばず ここ 


へやって 来る。 お 絹と 面 を 合わせる ような ことにで も 

かいめい ちまた 

なれば、 この 根 岸の 天地が 晦冥の 巷になる。 それ は 

おび 

ずいぶん 恐ろしい …… どうかして、 うまくお 角 を 誘き 

寄せる 工夫 はない か。 ともかく、 手紙 を ひとつ 書いて 

みょうで はない か。 神 尾 主 膳 は その 心 持で 手紙 を 書き 

かけた ところへ、 お 絹が 帰って来た ものです から、 そ 

の 手紙 を もみく ちゃに してし まいました。 

「ただいま 帰りました」 

「お帰り」 

と 言った が、 神 尾 はや はり 苦々 しい 心 持です。 

「ああ、 今日はず いぶん 歩きました」 


「どこへ …… 」 

「どこと いう 当て は ございません けれど …… 」 

神 尾 は ひとりで 留守居 を させられ ている 時 は 気が 

焦々 し、 帰って来た 瞬間 は、 人の 気 も 知らないで とい 

ういまい ましい 気分になります けれど、 やがて あまえ 

き 

るよう な 口 を 利き 出される と、 つい、 とろり として 可 

愛が つて やりたい 気になります。 そこで、 結局、 あれ 

もこれ も、 有耶無耶です。 

やがて、 二人 睦まじい 世間話、 

「今の 坊さんた ちの 商売 上手に は、 驚いて しまい まし 

た」 


「どうして」 

「今日、 上野の 広小路 を 通りかかりました ところ、 坊 

さんのお 説教とば かり 思って 見ましたら、 不動 様の 御 

本尊の 巻物 を 売り出し ており ましたよ」 

「なるほど」 

くどく 

「それ も あなた、 不動 様の 功徳 を 述べる 口の 下から、 

ー卷 について いくら、 十 巻 以上 は 割引 …… まるで 糴売 

のよう な 景気。 でも なかなか 売れる ようで したから、 

ずいぶんお 金儲けに もな リ ましょう。 ほんとうに 今時 

の 坊さん は 商売 上手です」 

「はは あ」 


この 時 神 尾 主 膳の 耳へ は、 金儲けと いう 言葉が 強く 

響いて、 その 金儲けから 逆に、 お 絹の 言葉 を 二度三度 

思い返し ている うちに、 ハタと 自分の 膝 をた たき まし 

た。 

神 尾 主 膳が ハタと 膝 をた たいた の は、 お 絹の 世間話 

が 暗示と な つ て、 こういう こと を 考え ついた のです。 

坊主 を 利用して やろう —— という、 ただ それだけの 

ボ ー ッ とした 謀叛の 輪廓が 浮き 上って 来ました。 とい 

うの は、 僧 は 俗より 出で、 俗よりも 俗な り、 という こ 

と を かねて 知っていた からです。 出家 は 人間の 最上な 

る もの、 王位 を 捨てても それ を 求む る もの さえ あるが ■ 


坊主の 腐った のとき た 日に は、 俗人の 腐った のより 更 

に 悪い、 図々 しくって、 慾が 深く つて、 理窟が 達者で、 

弁口が うまくて、 女が 好きで …… それ を 神 尾 主 膳 はよ 

く 心得て いたから、 この 際、 堕落坊主 を ひとつ 利用し 

て、 何 か 山 を 張って みょうと 考えつい たのです。 

そこで 輪廓のう ちへ、 お 絹の 顔が、 また ボ— ッと浮 

んで 来ました。 

女 だ わい —— 谷 中の 延命 院の 坊主 は、 寺の 内へ 密会 

しま 

所 を 作って、 身分 ある 婦人 を 多く 引 入れた。 これ は 終 

いがまず かった が、 もっと 高尚な、 巧妙な 方法で 大奥 

を 動かして、 権勢 を 握った 坊主が いくら も ある。 


坊主 は、 比較的に 身分 ある 婦女子に ちかより 易い 地 

位に もい るし、 お 寺参り をす るの は、 芝居 茶屋へ 通う 

より は 人目が よい。 

感応 寺の 「おみ を」 は 十一 代将 軍の 寵愛 を 蒙って 

多くの 子 を 生んだ。 そのお かげで 感応 寺 は 七堂伽藍 を 

建て、 大勢の 奥 女中 を 犯して いた。 花園 殿 も その 坊主 

にだ まされて、 身代りに 女中が 自害した こと も ある。 

神 尾 主 膳 は、 そういう ことの 幾つ もの 例 を 手に 取る 

ように 知ってい たから、 お 絹の 今の 世間話が、 その 記 

憶 を 残らず 蘇 ら せて 来た もので、 それが この 際の 謀 

叛気を そそのかした ものです。 


腹が あって、 融通がきいて、 商売気の ある 坊主 を 見 

つけたい もの だ。 

それ は、 さして 難事で は あるまい。 清 僧 を 求める に 

こそ 骨 も 折れよう が、 左様な 坊主 は 今時 ザラ にある I 

I と 神 尾 は、 ひとりうな ずいて みました。 

どういう つもり か、 編 笠 を かぶって、 忍びの 化で、 

久しぶりで 屋敷の 中から 巿 中へ 向けて 神 尾が 出かけた 

の は、 その 翌日の ことです。 

昨日 話に 聞いた 上野 広小路。 そこへ 立って 人の 肩 か 

ま ヒ の， まり 

ら、 そっとの ぞくと、 お 絹の 話した 通り、 旗幟 を 立て 

た 坊さんが、 物々 しく、 御 本体 不動 尊の 絵像 を 売って 


いる。 その 口上 も 昨日 聞いた 通り …… ただ、 昨日の 通 

リ でない のが、 一通り 不動 尊の 絵像 を 売り出してから 

後、 改めて、 右の 頭巾 かぶりの 坊さんが、 その 不動 尊 

の 絵像 を 買 求めた 者に、 景品の 意味で 授ける 安産のお 

守りの 効能 を、 細かく 説明して いる ことです。 

右の 坊さん は、 怪しげな 妊娠の 原理から 説き 起して、 

この 安産のお 守りの 功徳の 莫大なる ことと、 これに 

よって、 子 無き 婦人が、 玉の ような 子供 を 挙げた 実例 

を、 雄弁で 説いた 上に、 なお、 希望の 方 は 根 岸の 千隆 

寺と いうのへ おいでになれば、 われわれの 師僧が 秘法 

たやす 

によって、 子 を 求めん とする 婦人の ために、 容易く 子 


を 得る 方法と、 安産の 加持 をして 下さる という こと を 

いいました。 

はは あ 根 岸の 千隆 寺。 これが 近 ごろ 評判の それ か。 

わびずまい 

自分の 侘 住居と 程遠い ところではな いはず。 そこに 近 

頃、 安産のお 守り、 子 無き 婦人に 子 を 授ける 御 祈禱が 

行われて、 ずいぶん 流行って いると いう ことが、 侘住 

居の 神 尾 主 膳の 耳へまで よく 聞え ていた。 いろいろの 

副業 を 持って いるお 寺 だな。 その 住職なる もの は 何者 

か 知らないが、 なかなかの 遣 手と 見える、 ひとつ あたつ 

てみ ようかな、 という こころざし を 起しました。 

しかし、 今のところ へその 住職 を 招く の も 嫌 だし、 


自分が 行って 会見 を 求める の も 嫌 だ、 何 か 機会 はない 

もの かと 考えて いるう ちに、 そうだ そうだ、 お 絹 を や 

る こと だ、 あの 女 を 子 を 求める 子 無き 婦人に 仕立てて 

…… これ は 打って つけの 役者 だ わい、 と 神 尾が 思いつ 

きました。 

二十 六 

それから 一 一三 日す ると、 どういう 相談が まとまった 

もの か、 お 絹が 装い を 凝らして、 程遠から ぬ 同じ 根 岸 

の千隆 寺へ 通い はじめました。 


水 野 若 狭 守 内、 神 林 某の 妻と いう 名義で、 幸い、 こ 

の 寺の 檀家の うちにし かるべき 紹介者が あった もので 

すから、 寺で も 待遇が 違いました。 その 当座 は 多くの 

婦人の 中に 交わって、 お 絹 も 殊勝に 護摩の 席に 連なる。 

住職の 僧が 存外 若い のに 驚かされました。 年配 は 神 

尾 主 膳と 同格でしょう。 美 僧と いう ほどで はない が、 

色 は少々 浅黒い が、 どこかに 愛嬌が あって、 また 食え 

ない ところ も ありそうです。 

で、 左右の 侍僧が たしか 十 余人。 

席 はいつ でも いっぱい。 しかも それが 六 分 通 リは婦 

人。 あとの 四 分 も、 やはり 婦人で は あるが、 もう 婦人 


の 役 を 終った 老婆 連と、 そのお ともらし い 男 だけ。 

この 若い 住職 は、 印の 結びぶ り も鮮か だし、 お経 を 

読む の もなかな かの 美声です。 

ともかく、 何の 信仰心 もな しに やって来 たお 絹で さ 

え も、 その 席へ 連なって いると、 悪い 心 持 はしません。 

それ は ある 日の こと、 

「神 林の 奥様、 お急ぎで なくば、 今日は 書院で お茶 を 

一 つ 差 上げたい と、 御前の 言いつけで ございます」 

「それ は 有難う ございます」 

護摩の 席が 終った あとで、 帰ろうと する お 絹 を、 こ 

ういつ て番 僧が ひきとめた ものです から、 お 絹が 喜び 


ました。 

書院に 待たせられて いると、 ほどなく 例の 千隆 寺の 

若い 住職が、 まば ゆい ほど 紅 の 法衣 を そのままで、 

極めて くつろいだ 面色 をして 現われ、 

「お 待たせ 致しました」 

「先日 は 失礼 致しました」 

「いや、 拙 僧 こそ。 あの 時 は 多忙に とりまぎれて、 余 

儀な く 失礼 を 仕 りました、 今日は ごゆる りと、 お 話 

を 承りたい と 存じます」 

「はい …… 」 

お 絹 は どこまでも 殊勝な 面色と、 武家の 奥様と いう 


品格 を 崩さない つもりで、 身の上 話 を はじめました。 

この 身の上 話 は、 ここに 通い はじめた 最初から 用意 

をして 来たので すが、 今日まで 直接に 住職に 打明ける 

機会 を 与えられなかった ものです。 

「おはず かしい 次第で ございま すが、 わたくしが 不束 

なば つ かりに、 主人の 心 を 慰める ことができません、 

連 添って 十 年に もなります が、 子と いう ものが 出来 ま 

せんので、 夫婦の 中の 愛情に 変り は ございま せんが、 

家名の こと を 考えます ると …… 」 

ごもつ と 

「御尤もな こと」 

しょ-つ 

「家名 大事と 思います る 夫 は、 妾 を 置く ことに 心 を 


きめまして、 この こと を わたくしに 相談 致し ましたが、 

聞く ところでは、 夫 はもう 以前から、 そうした 女 を 他 

に 置いて あるの だそう でございます。 わたくしと 致し 

まして は、 それに 不服 を 申そう ようは ございませぬ、 

快く 夫の 申出で に 同意 を 致しまして、 妾 を 内へ 入れる 

ようにと 申し ましたが、 それ は 夫が 気兼ね を 致し まし 

て …… 」 

お 絹 は そこで、 自分の 苦しい 立場 を、 言葉 巧みに 住 

職に 訴えました。 嫉妬で はない が、 女の つとめが 果せ 

ないた めに、 夫の 愛 を 他の 女に 分けて やらなければ な 

ら ない 恨み。 どんな 方法に よってで も、 一人の 子供 を 


挙げる こと さえで きたなら、 死んでも 恨み はない とい 

くりごと  こまごま 

う 繰言。 それ を 細々 と 物語りました。 

聞き 終った 住職 は、 

「いや、 いちいち 御尤もな こと、 左様な 恨み を 抱く 婦 

人が 世に 多い ことで ござる。 御 信心 浅から ずと お 見受 

け 申す により、 八 葉の 秘法 を修 してお 上げ 申し ましよ 

う、 丑の 日の 夜、 これへ お越し 下さる ように …… 」 

案外 無雑 作に 允許 を 与えられた ものです から、 お 絹 

がまた 喜びました。 この 秘法 は、 授ける までに 人を吟 

味し、 信心 を 試験す る ことが かなり 厳しい と 聞いて い 

たのに —— 


丑の 日の 深更 を 選んで、 子 無き 女の ために、 子を授 

くるの 秘法が 行われる、 滅多な 者に は 許さない が、 信 

心 浅から ずと 見極めの ついた 者に のみ、 その 修法が 許 

される。 

という 住職の 申 渡しが、 お 絹 をして、 してやったり 

と 心の中で 舌 を 吐いて、 うわべに 拝む ばかりに 有難が 

らせ、 あまたた び、 住職に 拝礼して、 いそいそ として 

千隆 寺から 帰って来ました。 

一 切 を 神 尾 主 膳に 報告して 三日 目、 丑の 日と いう 日 

の 夕方、 お 絹が 念入りに お 化粧 を はじめる と、 神 尾が 

その 傍で 二 タニタ と 笑い、 


「これからが 土壇場 だ」 

と 言いました。 

「戦場へ 乗 込む ような ものです わ」 

お 絹 は 度胸 を 据えながら も、 ワク ワクして いる。 

「 一 人で やる の は 心配 だ」 

と 神 尾が いいます と、 

「お連れが あって は 許され ませぬ」 

とお 絹が いう。 

どうも この 女の 心 持で は、 秘密 の 修法 を 受け に 行く 

おそれより は、 好奇心に 駆られて いる 方が 多い らしい。 

だから、 取りよう によって は、 「いいえ、 御 心配に は 及 


び ませぬ、 わたし は 願っても、 そういう ところへ 一人 

で 行って みたい のです よ」 といって いるよう です。 

今に はじまった ことで はない が、 それが 神 尾に は不 

満 です。 神 尾で なくった つて 誰 だって、 こういう 危険 

を 好む 女に 安心 をして はいられない。 今 は 計る ところ 

が あるの だからい いような ものの、 もし これが 本当の 

女房で あったら どうだろう。 深夜の 秘密の 修法に は、 

秘密 の 道場が あるに 相違ない。 その 秘密 室 に 隠された 

る 秘密の 罪悪。 子 を ほしがる ほどの 女に、 娘と いうの 

はない はず だから、 みんな 人の 妻妾 —— その 秘密が 洩 

れな いのは、 受ける 者が 秘密 を 守る からだろう。 


神 尾 主 膳 はこの 時、 千隆 寺の 坊主が 憎い と 思い まし 

た。 まして 美 僧で もあろう ものなら、 殺して やりたい 

とさえ 思いました。 

千隆 寺の 坊主 ども 覚えて いろ！ 思わず 血走って 一 

方 を 睨んだ 目 は、 酒乱の きざした 時の 眼と 同じ ことで 

す。 

それと 知る や 知らず や、 お 絹 は悠々 閑々 とお 化粧 を 

こらしながら、 

「色 は 浅黒い が、 ちょっと 乙な 坊さんで すから、 こと 

によると 女の 方が 迷う かも 知れません。 しかし 御 安心 

なさい まし、 こちら は 役者が ちがいます からね」 


とお 愛嬌の つもりで いったの が、 はげしく 神 尾の 神経 

に 触れた ようです。 

飲まない 時 は 酒乱が 起らない。 酒乱の ない 限り、 神 

尾 は 扱い 易い 男に なって いるが、 この 時 はそう でない。 

飲まないで、 そうして、 酒乱の 時と 同じような 眼の か 

が やき を 現わして、 ブル ブルと ふるえ、 

「お 絹！」 

「え ••：： 」 

「お前、 今晩、 千隆 寺へ 行く の を 止せ」 

「え、 何です か、 千隆 寺へ 行く の は 止せと おっしゃる 

のです か。 止せと おっしゃるなら 止し もしましょう が、 


わたしが 好んで 行きたがる わけ じ やない はずです、 ど 

なた か、 おたのみ になった から、 柄に なく わたしが お 

芝居 を 打とうと いうん じゃありません か」 

お 絹 も 少しば かり 気色ばみました。 そのく せ、 お 化 

粧の手 は 少しも 休めない。 

「いや、 止しても らいたい、 止めに しても らいたい」 

神 尾 はいよ いよ あせり 気味で 口早に いいます と、 お 

絹 は 落着いた もので、 

「駄々 つ 児の ような こと を おっしゃ つたって 仕方が あ 

りません、 止すなら 止す ように 初めから …… 」 

この 時、 神 尾 主 膳 は 物に つかれた ように 立ち上って、 


「止せ！」 

お 絹の 向って いた 鏡台に 手 を かける と、 無惨に それ 

を ひっくり返して しまったから、 

「あらあら」 

これに はお 絹も怫 としました。 

しょうね 

けれども この 時の は、 酒に 性根 を 奪われて おり ませ 

かんしゃく 

ん でした から、 いわば 一時の 癇癩 です。 神 尾 主 膳 は 

むらむらとした 気分 を 鏡台に 投げつ けて、 それ を ひつ 

くり 返した だけで、 すっと 自分の 居間へ 引上げて しま 

いました。 

「なんて、 乱暴でしょう」 


お 絹 も、 さすがに、 むらむらとし ましたが、 酒が 手 

伝って いない 以上 は、 結局、 これ だけで 納まる もの だ 

と 見くびりながら、 倒れた 鏡台 を 起し、 

「いやにな つち まう」 

と 言いながら、 鏡台 を 引 起して、 ふたたび 鏡台に 向つ 

たが、 「じ や、 止そう、 お 寺へ なんか 行く の は 止しち ま 

おう、 こちらから 頼んだ わけ じゃある まいし」 と は 言 

いません。 鏡に 向って 以前より は 念入りに お 化粧 を や 

リ 直した の は、 かえって、 「行きます とも …… 行きます 

とも。 ここまで 乗り かけた 舟に 乗らないで いられる も 

のです か。 落ッ こちる 心配なん かありません から 御 安 


心 下さいよ」 といって いるよう です。 そうでしょう、 

落ちる 心配 は あるまい。 落ちた ところで、 この 女は溺 

れる 気づかい のない 女です。 

そうして 丹念に お 化粧 を 済ました お 絹 は、 根 岸の 里 

の 夕闇 を、 さんざめ かして 程遠から ぬ千隆 寺へ 乗 込ん 

だの は 間 もない 時。 

神 尾 主 膳が 酒 を 飲み 出した の は その あとの ことで、 

お 絹と ひきちが いに、 下男が 近所の 酒屋へ 飛びました。 

お 絹 は 日頃、 主 膳の 酒癖 を 知ってい るから、 この 点 

は 厳しく して 酒 を 禁じて いた ものです。 主 膳 もまた、 

その 悪癖 を 自覚して いるから、 お 絹の 禁制 を かえって 


力に もして いたよう です が、 今 は、 矢も楣 もた まらず 

酒が 飲みた くな つて、 下男 を 追 立てた ものです。 

で、 居間に 入って、 ひとりで チビ リ チビ リ とやり 出 

した 時に、 ようやく 鬱憤が、 酒杯の 中へ 燦爛と 散リ、 

どん じゃく 

あらゆる 貪 著が この 酒杯に かぶりつ きました。 

とうぜん 

やがて 癇癩が 納まって 陶然 —— 陶然から ようやく 

らんすい 

爛 酔の 境に 入って、 そこ を 一歩 踏み出した 時が そろ そ 

ろ あぶない。 

「誰 だ、 そこへ 来たの は」 

酔眼に ようやく 不穏の 色 を 浮ばせ、 主 膳が 一 喝 した 

の は、 まさしく 酒乱の きざしと 見えました。 幸いに そ 


れを真 向から 受ける 相手が いない。 

「誰 だ、 案内 もな くそ こへ 通った の は？」 

誰もい ない はずの 人 を とがめて いると、 いない はず 

のと ころで、 

「はい、 これ は 神 尾 主 膳 様」 

と 返事が ありました。 

「誰 だ、 聞 覚えの ない 声 じ や、 襖 を あけて 面 を 見せろ」 

「神 尾の 殿様」 

「拙者の 名 を 聞く ので はない、 そちの 名 をたず ねて い 

るの じ や、 何者 だ」 

「御酒 宴 中のと ころ を、 お 邪魔に あがりまして 相 済み 


ません が …… 」 

「かごと をい わず と、 名 を 名乗れ、 案内 もな しに、 尋 

ねて 来たの は 誰 じ や」 

といって 神 尾 主 膳が、 荒々 しく 向き 直りました。 

「へえ、 どうも 相 済み ませぬ」 

顔 を 見せないで、 声ば かりして いる 男が、 たしかに 

この 襖の 外に 来て いる。 それ を 聞いて 神 尾 はじれ 出し 

ました。 

「ただ、 済まない では 済むまい、 夜陰、 人の おらぬ は 

ずのと ころへ 忍び込んで 来た 奴、 盗賊に 相違 あるまい 

…… 盗賊で なければ 名 を 名乗れ」 


「へえ、 恐れ入ります、 七兵衛 でございます」 

「ナ 二、 七 兵 衛？」 

「左様で ございます」 

「七 兵 衛とは どこの 何者 だ」 

「お忘れに なりました か？」 

「知らん、 左様な 者 は 覚え はない、 誰に ことわって、 

何の 用で 入って 来たの だ、 不届きな 奴」 

神 尾 主 膳 は、 荒々 しく 立って 長 押の 槍 を 下ろして、 

それ を 突つ かけて 襖 を 押 開き ましたが、 誰もお リ ませ 

ん。 


おぎよう- 

ほどなく 御行の 松の 下に 立 つたの は 裏 宿の 七 兵衛。 

額の 汗 を ふきながら、 

「あぶね え、 あぶね え」 

と 言いました。 

いけがき 

この 時、 生垣の 蔭から、 不意に 槍 を 持って 姿 を 現わ 

したの が 神 尾 主 膳です。 執拗い こと。 怪しい 者 を 追い 

かけて、 ここまで 槍 をつつ かけて 来たので す。 

神 尾 主 膳に は 多少 槍の 心得が あって、 九 尺 柄の 槍 を 

座に 近いと ころへ 置き、 いざと いえば それ を 取る こと 

にして いる。 いざと いわない 時 も 運動の 意味で、 それ 

をし ごいて みる ことがある。 


今 は、 そのい ざと いう ほどの 場合で もな く、 運動の 

ためで もない のに、 まさしく 酒乱の 手ず さみに この 槍 

がえ らばれ ている もので、 こういう 際に は、 平生の 技 

倆 以上に 思う存分に その 槍 を 使う ことが 例に な つてい 

る。 かって 染 井の 化物 屋敷で は、 この 槍の ためにお 銀 

様が、 危うく 一命 を 取られる ところでした。 

今 はこうして、 追わなくても よい 敵 を、 本 城 を 留守 

にして おいて 追い かけて 来た ものです から、 七 兵衛も 

驚きました。 

き 

また 厄介な ことに はこうい う 際に は、 いやに 眼が 利 

き 出して きて、 暗い ところへ 逃げ込んだ 敵の 影 も、 平 


生の 視力 以上に 認められる だけの 感 能が 働いて くるよ 

たくま 

うです。 神 尾 主 膳の 酒乱 は、 特に 凶暴 を 逞しう する 

ために、 鋭敏な 附加 能力と いったよ うな ものが 現われ 

るので すから 始末が 悪い。 

「あぶね え」 

驚いた 七兵衛 は、 身 を かわして 飛び退き ましたが、 

神 尾の 槍先 は、 透かさず それ を 追い かけて 来る。 ため 

おぎよ-つ 

に 七兵衛 は、 御行の 松 を楣に 三た びば かりめ ぐり まし 

たが、 無二無三に 突き かけて 来る 神 尾の 槍先、 とても 

あなどり 難く、 ほとんど 進退に 窮 する ほどの 立場まで 

突き つめられ たので、 


「ちえつ」 

といって 身 を 躍らす と、 松の 幹へ 足 を かけて、 早く も 

三 間ば かり 走りの ぼって しまいました。 突き はぐった 

くう 

神 尾 主 膳、 天井裏の 鼠 をね らうよう に、 槍 を 空に つき 

立てて みたけれ ど、 もう 駄目です。 そこで、 あせって 

しきりに 空 を のぞんで 突き立て たが、 手 ごた えがない 

ので、 いよいよ じれ 出しました。 

木の 上で ホッと 息をついた 裏 宿の 七 兵衛、 

「神 尾の 殿様 …… 私 は あなた 様に 追われようと 思 つ て 

上つ たんじゃありません、 あなた 様のお ためにな つて 

上げようと 思って 上りました、 それ を、 いきなり 槍玉 


にかけ ようとな さるの は 驚きました」 

「憎い 奴」 

「神 尾の 殿様、 落ちついて お聞き 下さい まし」 

「憎い 奴」 

「私 は、 あなた 様に お 目に かかった 上で、 ご 相談 を 願 

いまして、 それから ひとつ、 あの 千隆 寺へ 行って みよ 

うかと こう 思いまして、 穏 かに 上った つもりな のです 

が …… 」 

「千 隆 寺？」 

よみがえ 

その 時、 神 尾 主 膳 は 忘れて いた 記憶が 蘇 つて 来た 

ものと 見え、 


「うむ、 千隆 寺」 

と 叫んで 歯嚙み をし ました。 

「その 千隆 寺へ、 実は 七兵衛 が、 お 絹 様のお ともをし 

て 行って みたかつ たんです、 ところが、 どうも、 そう 

はいきそう も ございません ものです から、 あなた 様と 

からめて 

御 相談 をした 上で、 ひとつ 搦手から 乗 込んで みょうと、 

こう 思いついて 上った のに、 いきなり 槍玉の 御馳走 は 

驚きました」 

木の 上で 七兵衛 は、 なるべく 低い 声で、 もの やわら 

かに 言います と、 主 膳の 逆上が いくらか 引下った と 見 

えて、 


「うむ、 では、 貴様 は 盗賊ではなかった のか」 

「ええ、 まあ、 そういう わけで ございます」 

「では、 下りて 来い」 

「いや、 お待ち 下さい、 もう 少し 上って みましょう、 

千隆 寺の 庭が ここで 眼の 下に 見えます から …… 」 

おぎよう  くれたけ 

なるほど、 この 御行の 松の 上へ のぼると、 呉竹の 根 

岸の 里の 寺々 がよく 見えます。 

円光 寺 も 見える。 正 燈寺も 見える。 金 杉の 安楽寺 ま 

でが、 それぞれ 相当に 高い 甍を 見せて いるが、 めざす 

千隆 寺の 庭 だけが、 特に 明るい。 

七兵衛 が、 夜分、 遠め の 利く 眼と はいえ、 こうして、 


上から 眺めたん では、 どこに どういう 秘密が 行われて 

いるか、 わかるべき はず はない。 多分、 あの 境内に 忍 

び 入る に は、 どの 口から 向った のが 有利 か、 それ を 研 

究 している のでしょう。 

一 方、 神 尾 主 膳 は、 槍 を 片手に、 一 時 は 酔眼 をみ はつ 

て、 松の 上 を ながめて いたが、 やがて、 酒乱の 峠を越 

したの か、 疲れて しまった のか、 しきりに 眠くな つた 

と 見えて、 くず おれる ように、 松の 幹に よりかかって 

みたが、 ついに 支え きれず、 根元へ 倒れよう として 起 

き 直り、 きっと 足 を 踏みし めて、 何 か 眩きながら、 歩 

き 出しました。 


どこへ 行く のだろう。 多分、 屋敷へ 引返す のだろう 

と、 松の 上から 七兵衛 は、 足 もと あぶなく、 槍 を 力に、 

ふらふらと 歩いて 行く 主 膳の 姿 を、 こころもとなく 見 

返って いました が、 それ も、 まもなく、 舆 竹の 蔭なる 

小路に 隠れて、 見えず なりました。 

あとで、 ゆっくりと、 高見の 見物で、 千隆 寺の 境内 

を 隈なく 見お ろして いた 七 兵衛。 いいかげんの 時刻に、 

ひとり 合点 をして、 その 松 を 下りよう とすると、 例の 

舆 竹の 小路の 間から、 足音が 聞え ました。 

また 思い出して、 神 尾 主 膳が 戻って 来たな、 見つかつ 

て は 面倒 だと、 いったん 下りて 来た 七兵衛 が、 その ま 


ま、 松の 茂みの 間に 身 を ひそめて います。 

歩いて 来たの は 二人連れ。 神 尾 主 膳が 戻って 来たの 

でない こと は 確か だが、 因果な ことに、 その 二人が、 

おぎよう 

御行の 松の 根元へ 来て、 どっかと 腰をおろして しまつ 

たこと です。 

「時に 時刻 はどう だ」 

「まだ 少し 早かろう」 

その まだ 少し 早かろう という 時間 を、 ここでつ ぶ そ 

うとす る ものら しい。 

七 兵衛が 苦い 面 をし ました。 どのみ ち、 長い 時間で 

は あるまい が、 少なくとも、 この 連中が 立 退かない 限 


り、 この 松の 上から は 下りられない。 下なる 二人 は、 

はは 力 

かなり 落着いて、 しかし 人 を 憚っての 話し声で あり 

ましたが、 頭の 上の 七 兵衛に は、 それが 手に 取る よう 

に 聞き取れる。 

「いったい、 その 立 川 流と いうの は、 いつの 頃、 どこ 

で 起り 出した ものだろう」 

「それ は、 今より 八 百年 ほど 昔、 武 蔵の 国、 立 川と い 

うと ころで 起った の だが、 その 流行の 勢いが 烈しき に 

より、 まもなく 禁制と なった にもかかわらず、 ひそか 

に、 その 法 を 行う ものが 絶えなかった とのこと」 

「はは あ、 武 蔵の 立 川が 発祥地で、 それから 立 川 流と 


いう 名が 出た のか」 

「それ を、 今時分、 千隆 寺の 山師 坊主が かつぎ 出して、 

大分う まいこと をして いたのが、 今宵 は その 納め 時」 

というの が、 七 兵衛の 耳に 入りました。 そうでなくて 

も、 その 以前から 七 兵衛が 気取った の は、 この 二人の 

おんみつ 

者 は 隠密 だ。 与力 か、 同心 か、 その 下の 役 か、 よく わ 

からない が、 とにかく、 物 をい ましめ るた めに 忍んで 

来た 役 向の 者に 相違ない と、 早く も 感づいて はい まし 

たが、 さて こそ、 めざす ところ は、 自分と 同じ ことに 

千隆 寺。 そうして、 どうやら、 この 寺へ、 以前から 目 

星 をつ けて おいて、 今夜 は 踏 込んで、 手入れ をす る 手 


害が きまつ ている らしい。 

それ はわかった が、 わからな いのは 立 川 流と いう こ 

と。 

武 蔵の 国、 立 川と いうと ころ は、 七 兵衛が 江戸への 

往還の 道 だからよ く 知って はいるが、 そこから 立 川 流 

という ものが 出た こと は 知らない。 

千隆 寺の 坊さんが、 立 川 流と いう 剣術 をつ かう わけ 

でも あるまい。 八 百年 前に 起って、 流行の 猛烈に して 

弊害の 甚だしき により、 禁制に な つたと いう 流儀 を、 

ここの 坊主が 行って いると いう。 


二十 七 

立 川 流 II の 流れ は、 もう 少し 源が 遠く、 流れが 深 

いはず。 

しかし、 たぶん 今ごろ は、 千隆 寺の 境内の 八 葉 堂の 

地下の 秘密 室で は、 子 を 求む る 婦人の ために、 問題の 

祈禱が はじまつ たものと 覚 しい。 

とにもかくにも、 ここで、 禁制の 立 川 流 を 秘密に 行つ 

て、 男女 を 集めて いると いう 風聞 は、 もう、 その 筋の 

検挙の 手 を 下す までに 拡がって いると いうの は、 本当 

らしい。 


お 絹と いう 女の 好奇心 を そそって、 今宵 その 秘密の 

修法の 席に 連なる こと を 許した はずの、 この 千隆 寺の 

若い 住職と いうの が、 なかなかの 曲者 だ。 

さあ、 いよいよ その 秘密の 伏魔殿が 発 かれた 日に 

なって 見る と、 どんな 怪我人が、 どこから 現われて 来 

るか、 この 若い 住職の 素性 も わかって くれば、 その 秘 

法に 心酔して、 夜な夜な つどう 婦人 連の 顔が 明るい と 

ころへ 出された 時、 世間 を あつ！ とい わせる かも 知 

れ ない。 

七兵衛 は、 そんな 事 を 考えて いる 時、 下で は、 舆竹 

の 間 や、 稲垣の 蔭 や、 藤棚の 下 や、 不動 堂の 裏 あたり 


から、 黒い 人影が 幾つ も、 のこのこと 出て 来て は、 松 

の 幹の 下の、 以前に 話し込ん でいた 二人の 前に 集まる 

と、 二人の 者が いちいち それに 囁いて 差 図 をす るら 

しい。 差 図 を 受ける と 集まって 来たの が 心得て、 また 

闇の 中に 没入す る。 その 人数 凡そ 十 余人 を 数える こと 

がで きました。 はは あ、 いよいよ あの人 数が 千隆 寺へ 

手 を 入れる の だな —— そうなる と 自分 はどうい う 態度 

を 取った もの か。 まあ、 もう 少し 高見の 見物。 いよい 

よ 事が はじまつ てから、 また 取るべき 手段 方法 も あろ 

う、 まず 危うき に 近寄らぬ が 勝ち。 幸い、 よき 物見の 

松、 と 七 兵衛は 再び この 松に 落ちつく 心 持。 


その 時、 さいぜんから 控えて いた 二人の 者が、 やお 

ら 立ち上って、 しめし 合わせながら、 闇に 消えて しま 

いました。 

そこで 七 兵衛も 思案して、 松の 樹を 下り ましたが、 

さて どこへ どう 飛び込ん だか、 闇の 礫の ような もの 

で 影が わかりません。 

しかし、 松の 上で 見定めて おいた 見当に よって、 千 

隆 寺の 境内へ まぎれ 込んだ の は 疑い もな く、 八 葉 堂の 

燈 籠の 下で、 ちらりと 見せた の は、 たしかに 七 兵衛の 

姿でした。 

まえかた 

いや、 その 前方、 燈 籠の 蔭に は、 七兵衛 でない 他の 


者の 姿 も、 ちらりと 影 を 見せた ことがあります。 多分 ■ 

例の 隠密でしょう。 

それから，！ 時 ほどして、 千隆 寺の 境内 八 葉 堂の あた 

り を 中心として、 沸く が 如き 喧騒が、 根 岸の 里の 平和 

を、 すっかり 破って しまいました。 

火事 か、 火事で はない、 強盗 か、 いいえ、 盗賊で も 

ないそうです。 千隆 寺へ お 手が 入りました。 

ナニ、 どうして？ お 寺で 賭博が あつたの だそう で 

す。 そうです か、 それ はどう も。 いいえ、 そうで は あ 

りません、 人殺しの 凶状持ちが、 あのお 寺へ 逃げ込ん 

だの だそう です。 それ はこ わい —— やや 遠方まで、 人 


の 胆を冷 させた が、 この 際、 自分の 家の 戸締り を かた 

く すれば とて、 出て 見ようと する 者はありません。 

あまた 

八 葉 堂 を 中に した 千隆 寺の 庭で は、 数多の 坊主 ども 

が、 法衣 を 剥がれて、 例の 捕吏の 手に 縛り上げられて、 

ころがされ ている。 婦人た ちが 泣き叫んで 逃げ 迷う の 

を、 これ は、 さほど 手荒な こと を しないが、 一 人 も 逃 

さず、 本堂へ 追い込んで 見張り をつ けて 置く。 

なかには、 闇に まぎれて 裏手から、 或いは 垣根 を 越 

えて、 やっと 逃げ出した ところ を、 待ち構え ていた 捕 

方に つかまえられて、 有無 をい わさず、 境内へ 投げ返 

された 僧侶 も、 女 も ある。 実際、 蟻の はい 出る 隙間 も 


ない ほどに、 手 害 はととの つていた ものら しい。 

さて、 本尊の 住職 はどうした。 その 夜、 はじめて 入 

いまし 

室 を 許された お 絹と いう 女 はどうした。 これ は、 縛 

めのうち に 見えない。 

とりて  ちまなこ 

捕吏た ち は、 血眼に なって、 住職 をと たずね 廻る け 

れ ども、 ついに その 姿 を 見出す ことができないで、 堂 

いな リ  ほこら 

の 壇上から 裏の 藪 を 越えて、 稲荷の 祠 の 前まで、 地下 

に 抜け穴が 出来て いたの を 発見した 時 は、 もう 遅 かつ 

たようです。 

これより 先、 七 兵衛は 早く も 本堂の 天井裏に 身 を ひ 

そませ て、 じっと 下の 様子 を 見お ろして おりました。 


本堂の 中で は、 お 手前 物の 蠟燭を 盛んにと もし つら 

ねさせて、 さながら 白昼の ような 中に、 引 据えられた 

婦人た ち を 前に 置いて、 仮り に 訊問の 席 を 開いて いる 

のが、 天井の 七 兵衛に は、 手に 取る ように 見えます。 

しかし、 恥と 怖れと で、 その 婦人た ち は、 いずれも 

面 を 上げて いる 者が ありま せんから、 どのような 身分 

の、 どのような 縹緻の 婦人 だか、 それ はわ かりません。 

有 合わせの 床几に 腰 を かけて、 その 婦人た ち を 訊問 

している 二人の 侍。 その 声で 覚えが あるが、 これ はさ 

いぜん 御行の 松の 下で 話し合つ ていた それに 違いない。 

今 は、 白昼の ような 蠟燭の 光で、 ありあり と 二人の 姿 


を 見て取る ことができます。 

その 時、 七 兵衛が 疑い 出した の は、 この 役人 は 町 奉 

行の 手 か、 お 寺の こと だから 寺社 奉行の 手 か。 それに 

しても 二人の 役人ぶ りが 少し 訝しい と 思いました。 仮 

リ にも 一力 寺に 手 を 入れる のに、 もとより 確たる証拠 

は 握って いるだろう が、 夜陰こう して 踏み込む の は あ 

まりに 荒つ ぼい。 そう 思って、 二人の 役人 を 見下ろす 

と、 どうも 役人ら しくなくて、 浪人 臭い  はは あ、 

これ は 例の 四国 町 あたりの 出動 かも 知れない ぞ、 と 七 

兵 衛が胸 を 打ちました。 

なるほど、 芝の 三 田の 四国 町の 薩摩 屋敷の 浪人 あた 


りの やりそう な こと だ。 てっきり、 それに 違いない わ 

い。 それなら、 それで、 こっちに も 了簡が あると、 七 

兵衛が 天井裏で ニッと 笑いました。 

下で は、 そんな こと は 知らず、 いちいち 婦人た ちに 

訊問 をつ づけて いるが、 いずれも 恥 かしがって 返事が 

はかばかしくない。 

「その 方た ち、 夫 ある 身で ありながら、 こうして 夜陰、 

お籠り をす る こと を 許されて 来た か」 

「夫 も 承知の ことで ございます、 ただ子 供が ほしい 

ば つ かりに  」 

と 泣き伏して むせぶ 者 もあります。 


「どう だ、 祈禱の 利き目 は あるか」 

「はい …… 」 

「聞く ところに よれば、 住職 及び 徒弟 どもの 身持ちが 

よくない とのこと だ、 何ぞ 覚えが あるか」 

「  」 

「これ は 何に 用うる 品 だ」 

きけい  ら ぎょう 

問題の 役人が 手に 取って 示した の は、 畸形な 裸 形の 

男女 を 描いた、 立 川 流の 敷 曼陀羅と いうの に似てい る。 

「お祈りの 時の 敷物で ございます」 

「ナ 二、 これ を 下へ 敷いて、 その上で お祈り をす るの 


「はい」 

怖る 怖る 返事 をす るた びに、 七兵衛 がその 婦人た ち 

の 横顔 をう かがう と、 町家のお 内儀さん らし いのも あ 

れば、 武家 出の 女房 も あるよう だし、 お 妾さん らしい 

の も あるし、 ことに 意外な の は、 妙齢の 娘た ちが 幾人 

もい る ことです。 これらの 娘た ち、 何の 意味で 子供が 

欲しい のか、 問題の 役人に も わからな いが、 七 兵衛に 

も わからない。 

ところで、 当の 本尊の 住職の 行方 はどうな つた、 問 

題の 役人に は それが 気が かり。 来て いた はずのお 絹が 

ここに は 見えない、 それが 七 兵衛の 気が かり。 そこへ 


艇け つけた 捕吏が あわただしく、 

「秘密 堂の 壇の 下に、 抜け穴が ありました」 

「はは あ、 その 抜け穴が …… 」 

さて こそと この 連中が 意気込んで、 その 抜け穴と い 

うの を 検分に 出かけた あとで、 七 兵衛は ソロ ソロと 天 

井 裏 を 這い 出して 破風 を 抜け、 いっか 廊下の 下へ おり 

立 つ て 見る と、 そこへ あつらえ たように 置き 据えられ 

た 朱塗の 賽銭箱。 しかも 背負い 出せと いわぬ ばかりに 

ひも 

紐まで かけて ある。 

ひと ゆす 

それ を 一 揺りして みた 七兵衛 は、 行きが けの 駄賃と 

して はくつ きょうの もの、 抜からぬ 面で 背中に 載せる 


と、 燈 籠の 闇に まぎれて しまう。 

ちょうど、 それと 前後して、 御行の 松の 下 を 走る 二 

人の 者。 前に 手 を 引いて いるの はお 絹で、 あとの は 千 

隆 寺の 住職。 二人とも 跣 足。 

ほどなく、 神 尾 主 膳の 屋敷の 中へ 再び 姿 を 現わした 

七 兵衛。 

その 時分、 主 膳 は 前後 も 知らず 眠って おりました。 

その 一間へ 悠々 とお 賽銭箱 を 卸した 七兵衛 は、 早く 

も 用意の 裸 蠟燭を 爆 台に 立て、 その 下で 一 ぶく。 や 

がて、 賽銭箱の 蓋 を 取って かき交ぜ、 燭台 を 斜めにし 

ての ぞいて 見る と、 これ はありき たりの バラ 銭と ちが 


いちぶばん なん リ よう ちょうぎん 

い、 パッと 眼 を 射る 光 は、 たしかに 一 分 判、 南繚、 丁 銀、 

まめいた  もう 

豆板の たぐい。 これ は 望外の 儲け物。 しかし ありそう 

おもむ  えもの 

な ことで も あると 徐 ろに その 獲物の 勘定に とりかか 

しの だけ 

ろうとす ると ころへ、 裏手で 篠 竹の さわぐ 音。 

はは あ、 帰って来 たな、 と 思いました。 

さいぜん、 七 兵衛が 天井裏で 眺めて いた 婦人の 中に 

は、 お 絹の 姿が 見えなかった のが 不思議 だが、 あの 女 

のこと だから、 うまく 擦り抜けた のだろう。 これ はた 

しかに あの 女が 帰って来 たの だな、 と 思った から、 急 

にいた ずら 心が 起り ました。 

一番お どかして やろう かなと いう 心 持で、 フッ とそ 


の 燭台の 火 を 消して しまいました。 

果して、 立 戻って 来て、 裏の 篠 藪から ソッと 枝 折 戸 

を あけて、 入り込んで 来たの は、 千隆 寺の 住職の 手 を 

引いて、 跣 足で 逃げて 来たお 絹。 ホッと 息をついて、 

「お前 様、 これが、 わたくしどもの 控えで ございます、 

もう 御 安心 あそばせ」 

「いや、 おかげさまで 助かりました」 

やがて 二人 は 廊下 を 通りかか ると、 その 一室で 音が 

する。 その 音 は 異様な 音で、 まさしく 銭 勘定の 音で あ 

ります。 金、 銀、 青銅の 類 を 取 交ぜて 若干の 金 を 積み、 

それ をザラ リザ ラリと 数えて は 積み、 数えて は 積んで 


いる 物の 音です から、 お 絹が 怪しみました。 

誰か この 座敷で 金 勘定 をして いるな —— しかし これ 

は 解せない。 解せない のみならず、 あるべからざる こ 

とで、 日頃、 金が ほしい、 金が ほしいと 口に 出して い 

るの を、 憎い 狐狸 どもが 知って 調戯 いに 来たの か。 

そう 思う と、 ゾッと 気味が 悪くな りました。 

「お前 様」 

「はい」 

「ちょっと 様子 を 見て 参ります から、 これにお 待ち 下 

さい ませ」 

お 絹 は 住職 をと どめて おいて、 こわごわ とその 室に 


近寄って 見ます と、 暗い 中で、 まさしく ザラ リザ ラリ 

と 銭 勘定の 音。 

「誰？」 

お 絹が とがめて みます と、 

「私です よ」 

フス 7-」 

「私で ございます」 

「何 をして いるので す」 

あ じ 

「お 銭の 勘定 を させて いただ い てい るんで ございます 

よ」 

「お 銭の 勘定 …… 人の 家へ 来て 何 だって、 そんな 無 親 


な こと をな さるんで す、 いったい お前 は 誰です」 

「私 だとい うのに、 わかりません か」 

「わからな いよ、 声を立てて 人 を 呼びます よ」 

「いけません、 いけません」 

「では、 早く 出て おいで」 

「お 絹 様、 わたくしで ございます、 七兵衛 です よ」 

「七 兵衛 さん …… 」 

お 絹 は あいた 口が ふさがりませんでした。 

「いつ 来たの、 お前」 

「三日 ほど 前に 参りました」 

「なんとか 挨拶したら よかり そうな もの じゃあり ませ 


んか、 だしぬけに 人の 家へ 入って 来て、 銭 勘定なん ぞ 

を はじめて」 

「でも、 これが 商売 だから 仕方が ありま せんね。 いま 

明り をつ けます から、 お待ち 下さい まし」 

はだかろう そく 

と 言って、 七 兵衛が 先刻の 裸蠟燭 へ 火 をつ けた 途端に、 

障子 を 開いた お 絹が 見る と、 あたり はパッ と金 銭の 小 

山。 

「まあ  」 

お 絹 はまず その 光に 打 たれて しまいました。 

その 翌日に なって、 お 絹から 千隆 寺の 住職 を、 改め 


て 神 尾 主 膳に 引合 わせた 時、 おた がいに 呆れ返って、 

「や あ、 君 か」 

という 有様で ありました。 

千隆 寺の 住職 —— その 名 を敏外 —— と いう この 男 は、 

姓 を 足 立と いって、 本 所の 林 町で 相当の 旗本の 家に 生 

れ、 不良少年 時代に は、 主 膳と 肩 を 並べて、 押 歩いた 

仲間の 一 人で ありました。 

そこで、 ガラリ と 砕けて、 お 互いの 打明け 話に なつ 

てみ ると、 この 敏外 は、 叔父が 護国寺の 僧で、 それ を 

縁故に 仏道に 入り、 無理に 坊主に させられて 今日に 及 

ん だとい うこと であります。 


「君な ど は、 坊主に なって うまい 商売 を はじめた もの 

だが、 拙者の 如き はこの 通りの 有様で ウダ ッが 上らな 

い、 何 かし かるべ き 商売が あらば 世話 を しても らいた 

いもの だ」 

と 神 尾が いいます と、 足 立敏外 和尚 はまる い 頭 をな で、 

「ふふん」 

と 笑い ましたが、 また つくづくと 神 尾 主 膳の 面 を 見て、 

「君の その 眉間 はどうし たの だ」 

「これ か II 」 

主 膳 は 今更の ように 眉間の 傷に 手 を 当てて、 

「ちっとば かり 怪我 をした の だ、 これ あるが ゆえに、 


この 面が 世間へ 出せぬ」 

「うむ、 ちょうど、 眼が 三ッ あるよう だ」 

「生れ もっかぬ 不具者 —— 」 

といって 主 膳の 面に は 憤怒の 色が 現われました。 それ 

は、 いつも この 傷 を 恨む と共に、 骨に きざむ ほど 憎ら 

しくなる 思い出 は、 あの こまち やくれ た、 口の 達者な 

怖ろ しい ほど 勘の いい 弁 信と いう 小 法師の ことで あり 

ます。 あいつの ために こうまで、 生涯 拭えぬ 傷 を 負 〔# 

「負」 は 底本で は 「追 匕 わされた と 思い出す と、 堪らない 

憎悪の 念が いっぱいになる のであります。 

「いや、 その 傷が 物怪の幸い という もの だ。 我々 の 眼 


あいぜんみょうおう すがた 

で 見る と 愛染明王 の 相 だ」 

「ふふん」 

と 今度 は 主 膳が 冷笑し ました。 主 膳の 冷笑 は、 敏 外の 

よりも すさまじ さが ある。 しかし、 敏外 住職 は 存外 ま 

じめ で、 

「その 竪の 一眼 は、 愛染明王の 淫眼 といって、 ことに 

意味 深い 表徴に なって いる」 

「ナ 二、 いんがん」 

「左様」 

「どういう 字 を 書く の だ」 

「淫は 富貴に 淫す るの 淫の字 —— これ は 愛染明王が 


大食 著 時代 の 拭うても 拭い きれない 遺品 だ。 横の 両眼 

あくしんごう ぶく 

は 悪 心 降伏 の 害毒 削除 の 威力 を 示す が、 竪の淫 眼の み 

せんお  おじょく 

は、 いつでも 貪 著と、 染 悪と、 醜 劣と、 汚辱と を視ぃ 

て やまぬ もの だ」 

「はは あ …… 」 

神 尾 主 膳 は 苦笑いしながら、 何 か 当てつけられ たよ 

うに 感じました。 

い つ せき 

暫くして この 二人 は、 久しぶりで 一 石 囲む ことに 

なって、 おた がいに 多忙の 心 を 盤の 上に 忘れて しまい 

ま 1^ 

当分 は、 この 住職 殿 も、 この 屋敷の 厄介に なること 


だろう。 

一 方、 廊下の 隅の 一 間に は、 裏 宿の 七 兵衛が ドッカ 

とみこし を 据えて しまいました。 

いつも 風の ように 来て は 風の ように 去る 男が、 今度 

は 動こうと もしないで、 その 一 室 を わが 物と きめこん 

あえ 

で、 割拠して 敢 てくだらず、 という 意気込みです。 

そうして、 ー仪 になる と、 II 燭を ともして ザラ リザ ラ 

リとキ ザな 音 をさせる。 

これ は 相 変らず、 金銀、 小粒、 豆板、 南繚、 取 交ぜ 

た 銭 勘定 をして いるに 違いない が、 金に 渴 えてい るお 


絹に とって は、 この 音が 気障で たまらない。 

そこで、 この 屋敷が、 これ だけで も、 以前の 染 井の 

化物 屋敷に 劣らぬ 怪物の 巣と なりつ つ ある ことが わか 

リ ます 

二十 八 

はげ いとう 

今日は 夕 焼の ことに 赤い 曰。 葉 鶏頭の 多い 月見 寺の 

庭 を、 ゆきつ、 もどりつ している 清澄の 茂太郎 は、 片 

手に 般若の 面 を 抱えながら、 器量 いっぱいの 声で、 

やれ 行け 


それ 行け 

早 駕籠で …… 

早 駕籠で …… 

赤い もん どの 

あけ かね 

暁の 鐘 

そり や、 暁の 鐘 

と 歌いながら、 夕 焼に 赤い 西の 空に 向って、 歩調 を 練 

習す る 兵隊さん の 足 どり で、 行きつ、 戻りつ してい ま 

したが、 またも 繰返して、 

やれ 行け 

それ 行け 


早 駕籠で …… 

早 駕籠で …… 

赤い もん どの 

暁の 鐘 

そり や、 暁の 鐘 

例の 弁 信 法師が 積み上げた 石ころのと ころまで 来る 

と、 左に 抱えて いた 般若の 面 を、 右に 抱え 直して、 廻 

れ右 をし、 

お前と わたしと 

かけおち 

躯 落しよ 

どこから どこまで 


K 落しよ 

鎌 倉 街道、 艇 落しよ 

鎌 倉 街道、 飛ぶ 鳥 は 

鼻が 十六、 眼が 一 つ 

いい 心 持で、 声 を 張り上げ ている 時、 弁 信が 縁へ 現 

われて、 

「茂ち やん」 

「あい」 

「あんまり 出 鳕目を 歌って はいけ ません、 鼻が 十六、 

眼が 一 つなん て 鳥はありません よ」 

「そうか 知ら」 


「きまって いる じ やない か、 考えて ごらん、 十六の 鼻 

を 面の どこ へ つけます」 

「だ つ て、 あたい は 考えて 歌って いるん じ やない のよ」 

と 答えた 茂太郎 は、 弁 信の 注意に は 深い 頓着 を 払わず 

に、 再び 歩調 を 取って 歩きつ づけ、 

あの 姉さん 

よい 姉さん 

稱町 のまん 中で 

うん げん 絞りの 振袖 を 

口に くわえて 

通る 時 …… 


よど わかしゅ 

淀の 若衆が 呼び留めて 

お前の 帯が 解けて いる 

「茂ち やん」 

弁 信が 再び 呼びかけた ものです から、 歌い かけた 茂 

太郎 が、 

「あい」 

「お前、 うたうなら 子供ら しい 歌 をおう たいよ」 

またも 干渉 を 試みた ものです から、 茂 太 郎が首 を 

振って、 

「なぜ」 

「なぜ だってお 前 …… 鄭声の 雅楽 を 乱る を 悪む、 と孔 


子 様が 仰せに なりました」 

「え ••：： 」 

「歌 うんなら、 子供ら しい 歌 をおう たいなさい、 今の 

ような の はいけ ません」 

「弁 信さん、 お前、 むずかし いことば かりい うんだ ね、 

鼻が 十六あって はいけ ない の、 孔子 様が 歌 をうた つて 

はいけ ない のなん て …… あたいが 一人でう たって、 一 

人で 喜んで るんだ から、 かまわな いじ やない か」 

「そういう ものではありません …… では、 わたしが ひ 

はくらく てん 

とつ、 白 楽天の 歌 をお 前に 教えて 上げましょう」 

「白 楽天 ッて なに —— 」 


「支那の 昔の 歌よ みさ」 

「教えて おくれ」 

たみ 

「道 州の 民ッ ていう の を 歌いましょう」 

「道 州の 民ッ てい うのはなに」 

「道 州ノ 民、 侏儒 多シ」 

「道 州ノ 民、 侏儒 多シ」 

「長者 モ 三尺 余 二 過 ギズ」 

「長者 モ 三尺 余 二 過 ギズ」 

う  わいど  と しど し 

「市 ラレ テ矮 奴ト ナツ テ年々 二進 奉セ ラル」 

「弁 信さん、 これが 歌な の、 論語 じ やない の」 

茂太郎 が、 少しく 不平の 色 を 現わしました。 


「だまって 覚えて おいでなさい、 あとで わけ を 話して 

上げます から」 

たそがれ 

そこで 二人 は、 黄昏の 縁に 腰う ちかけ て、 白 楽天の 

譲り渡し を 試みて いますと、 門をス タス タと 入って 来 

る 人が ありまし たから、 めざとく それ を 見つけた 茂 太 

7rJ  、、ゝ 、 

.015 力 

「あ、 いやな 奴 …… 」 

というが 早い か、 身 をお どらして、 縁の下へ 隠れて し 

まいました。 

「誰が 来たの」 

いたず 

弁 信が 徒 らに 見えない 目 を 動かして いると ころへ 


入って 来た 旅の 人が、 

「御免下さい まし」 

「どなたで すか」 

「はい、 ええ、 通りが かりの 者で ございま すが …… 」 

こうがけ きゃはん  き 

見れば キリリと して 甲掛脚 粋の 旅の 人。 口の 利き 方 

も 道中 慣れが している と 見えて、 ハ キハキ した もので 

す。 

「はい」 

うけたまわ 

「つかぬこと を 承 るよう でございますが …… 手前 

は 大工が 商売で ございまして」 

「あ、 大工さん です か」 


「はい、 渡り 大工と い つたよう な もので ございま すが、 

承れば」 

きりこ-つじよう 

承れば を 二度 ほど 重ねた ことほ ど 切 口上で、 弁 信 

の 傍へ ソロ ソロと やって来て、 

むなぎ 

「こちら 様の 本堂 は 棟木から 柱、 床板に 至る まで こと 

けやき 

ごとく 一本の 櫸の 木で お建てな すった とやら、 その 

評判 をお 聞き 申しました ものです から、 こうして 通り 

くち はば 

がか リに 伺いました ような もので、 口幅ったい 申し分 

です が、 この 道の 後学の ために ひとつ、 拝見 を さして 

いただきた いとこう 思い ますんで …… 」 

「あ、 左様で ございまし たか」 


弁 信 法師 もまた、 さる こと ありと 頷いて、 

「左様な お 話 を 私 もお 聞き 申して おりました、 棟より 

たるき  けやき 

柱、 椽、 縁、 床板に 至る まで、 一本の 櫸を 以て 建て 

た のが f J の 本堂 だそう で) /ざ い ます、 それ はいろ いろ 

いんねんば なし 

と 因縁 話 も ございます ようです が、 ともかく、 ごゆつ 

くり、 ごらん 下さい まし  」 

その 道の 者が 参考に 見学したい というの だから、 見 

て も 見せても、 さしつかえないと 弁 信が のみこみ まし 

た。 

「はい、 有難う ございます、 それで は、 とりあえず 本 

堂の 方から 拝見 をいた しまして、 次に 三重の 塔 を」 


「どうぞ、 御 自由に。 誰か 御 案内 を 致す とよろ しう ご 

ざいます が、 ただいま、 人 少なで ございます ものです 

から、 どうか 御 自由に」 

「その 方が 勝手で ございます」 

こういって、 旅の 男 は、 ス タス タと 本堂の 方へ 行つ 

てし まいました。 

その後で、 弁 信 は 何 か 一 思案 ありそうな 面 をして、 

「もう 暗い はず、 灯が 無くて 見える か 知ら」 

本堂へ 廻って 行った 旅の 人 は、 この 薄暗い 空気の 中 

で、 建築の 模様 を 眺めながら、 ジリジ リと堂 をめ ぐつ 

て、 早く も 背面へ まわりました。 


その 時分に なって、 縁の下から 面 を 出した 茂太郎 が、 

「弁 信さん」 

「なに」 

「今の 人 は、 もう 行って しまった かい」 

「まだ 裏の 方 を 見て いるでしょう。 お前 隠れなくても 

いい じ やない かね」 

「だって …… 弁 信さん、 あれ はい やな 奴 だよ、 あれ は 

ね、 がんりきの 百 蔵と いって、 両国 橋に いる 時に、 よ 

くやって 来た、 いやな 奴 だ。 あたい を 捕まえに 来たん 

じ やない か 知ら」 

「そうかね、 そんな 人だった の。 でも、 旅の 大工 だと 


い つてい るから」 

「大工 じ やない、 遊び人なん だよ。 何し に 来たんだ ろ 

う、 気 をお つけ」 

「そうね」 

二人 は、 そのい やな 奴が 何し にこ こへ 来 たかを 解し 

かねて、 気味 悪く 思いました。 

がんりきの 百 蔵 とても また、 すでに 机 竜 之 助 在らず、 

お 銀 様 も、 宇津木 兵馬 も、 お雪ち やん も いないと ころ 

へ、 なんだ つて 今頃に なって 尋ねて 来たの だろう。 

果して 見る だけ 見、 たたく だけた たいて みたがん リ 

きの 百 蔵 は、 な あんだ、 つまらな いという 面 をして、 


以前のと ころへ 戻って 来る と、 弁 信 法師 は 相 変らず 縁 

に 腰 を かけて いたが、 茂 太郎は 再び 九 太夫 をき め 込む。 

「いや、 どうも おかげさまで、 大 へんによ い 学問 を 致 

しました、 まことに 結構な 建前で …… 」 

こんなお 座な リを 言った がんりきの 百 蔵 は、 未練 気 

もな く、 この 寺 を 辞して 出て 行って しまいました。 

その あとで、 弁 信 は、 再び 縁の下から 這い 出した 茂 

太郎 をつ かまえて、 

「支那の 道 州と いうと ころ は、 どういう 土地の かげん 

か、 背の 低い 人が 出る の だそう です ね、 大人に なって 

身の 丈が 三尺し かないの が 出る の だそう です。 で、 そ 


わいど  たてまつ 

れを矮 奴と 名付けて、 年々、 朝廷に 奉 る ことにな つ 

ていたの です」 

「背の 低い 人間 を 天朝 様へ 上げる の。 そうして、 天朝 

様で は、 それ を 何に する の」 

「珍しい から 朝廷へ 置いて、 お 給仕に でも 使 うんだ ろ 

じんどこう 

うと 思います、 それ を 道 州 任 土 貢と いいました」 

「ジン ドコ ゥ？」 

みつぎもの 

「ええ、 土地の 産物 を 貢物に するとい う 意味なん で 

しょう」 

「そうです か」 

「その 度 毎に 悲劇 —— が 起 るんで すね。 つまり 任 土 貢 


に 売られる もの は、 親 も、 子 も、 兄弟 も、 みんな 生別 

れ です、 嫌と いう ことができません」 

「それ は 無理でしょう」 

「無理です。 それです から 白 楽天が 歌いました、 任 土 

貢 寧 ロ斯ノ 如クナ ラン ャ、 聞 カズ ャ 人生 ヲシテ 別離 セ 

シム、 老翁 ハ孫ヲ 哭シ、 母ハ児 ヲ哭ス …… ある 時、 そ 

の 道 州へ 陽 城と いう 代官が 来ました」 

「支那に もお 代官が あるの」 

「ええ、 お 代官と いった もので しょうか、 日本のお 大 

名と もちが うし …… お 代官より は、 もう 少し 格が いい 

ん でしよう。 その 陽 城と いう 人が、 道 州 を 治めに 来 ま 


じんどこう 

した 時、 この 任 土 貢 を、 どうしても 天朝 様へ 納める こ 

と をし ませんで した」 

「その 時には、 生 15、 背の 低い 人が 見つからなかった 

のでしょう」 

「そうで はない のです …… 陽 城 公 は 考えが あって、 ヮ 

ザと その 背の 低い 人 を 朝廷へ 奉らなかった のです。 そ 

うする と、 天子 様から 再三の 御 催促が ありました、 ナ 

ゼ 任 土 貢 を 奉らな いの だと … … 」 

「お 代官 も 困った でしよう」 

みことの リ 

「ところが、 陽 城 公が 詔 に 答えて いうの は …… 臣、 

あん  う  む 

六 典 ノ書ヲ 按ズル 二、 任 土 ハ有ヲ 貢シテ 無ヲ貢 セズ、 


道 州ノ水 土生ズ ル所ノ 者、 タダ矮 民有 ッテ矮 奴 無シ… 

…と キッ パリと お断わり 申し上げて しまったので すね。 

つまり、 私 は 昔の 書物 を 調べて みましても、 任 土 貢と 

いう もの は、 その 土地に 有る もの を 献上す る ことで、 

無い もの を 献上すべき もので は ござり ませぬ、 わが 道 

州に は矮 民と いう もの は 有る が、 矮奴 という もの は 無 

い、 無い もの を 献上す る こと はでき ませぬ と、 天朝に 

向って、 キッ パリと お断わり を 申し上げて しまったの 

です」 

弁 信 法師 はこうい つて、 感慨 深く 息をついて、 

「ところが 聖 天子 は、 それ を 御 感心あって、 それより 


みつぎ  こと V  .1 と 

以来、 矮奴を 貢と する こと を 悉 くお やめに なって 

しまいました。 賢臣と 明主との 間 はこうなければ なら 

ない 事です。 道 州の 民の その後の 喜び は どのくらいで 

しょう、 老いた る も、 若き も、 みな 喜んで、 そこで 一 

家 団樂の 楽しみが 永久に 保 たれる ようになりました も 

のです から …… 道州ノ 民、 今 ニイ タルマ デソノ タマ モ 

しくん  なんだ くだ 

ノヲ 受ク、 使 君ヲ説 カント 欲シ テ先ズ 涙 下 ル、 ナオ 恐 

ル 児孫 ノ 使君ヲ 忘 ルル ヲ、 男 ヲ生メ バ多ク 陽 ヲ以テ 

あざな 

字ト ナス …… 道 州の 民 は 今に 至る まで、 陽 城 公の 徳 

を 慕うて、 そのこと を 語らん とする にまず 涙が 下る と 

いった 有様で、 後の 子孫が それ を 忘れて はならない と 


いうと ころから、 男の子が 生れる と、 多く は それに 陽 

の 字 をつ けました」 

ひとりで 説明し、 ひとりで 感心して いる 弁 信 法師。 

それ を 聞いて いた 清澄の 茂太郎 は、 退屈 もしない が、 

さの み 感心した 様子 もな く、 弁 信の 説明が 一 段落に 

なった 時に、 例の 般若の 面 を 頭の 上に のせて、 つと 立 

ち 上つ て 庭へ 踊り 出しました。 

いっちく 

た つ ちく 

ジ ン ドコゥ 

有る もの は 有る ように 


無い もの は 無い ように 

陽 城 公が 申し上げ 

道 州 民が 救われた 

天朝 様 はお 見通し 

いっちく 

た つ ちく 

ジ ン ドコゥ 

は のぼ 

と 歌いながら、 三重 塔の ある 宫の 台に 走せ 上りました。 

その 時、 宮の 台の 原に は、 がんりきの 百 蔵が 石に 腰 

うちかけて、 思案の 体です。 

この 野郎、 先刻 は 未練 気 もな く 月見 寺 を 出て 行った 


はずな のに、 まだ こんなと ころに ひっかかって いると 

ころ を 見る と、 何 か 思い きれない ものが 残って いるの 

かも 知れない。 

「おれと いう 野郎 も、 わからね え 野郎 じ やねえ か」 

といって 柄に もな く頰杖 をつ いて、 いささか 悄気て 見 

える の は、 近頃 はどう も 思うよう にがん りきの 眼が 出 

ないで、 あっちへ 行って は 鼻を明かされ、 こっちへ 来 

てはヌ カヨ 口 をつ かませられ、 これ も 思い きれないで 

ちまなこ 

血眼で 東西南北 を艇 けめ ぐって、 なにほど か モノに し 

ようと 焦って いるの が、 兄貴の 七 兵衛の 物笑いの 種と 

なる ばかりでなく、 御 当人 も、 少し は 気がさし たもの 


らしい。 

「さて 今晩のと ころ は  」 

といって 頰杖を 外し、 身 を 起し かけた の は、 今晩 これ 

からの 塒 の 心配でしょう。 

「うっかり ドジを 踏んで、 条の 親分に でも 見つかろう 

ものなら …… 事 だ」 

いぬめ やま  にら 

百 蔵 は 真黒な 犬 目 山の 方 を 横目に 睨んで 見た の は、 

この 男に とって は、 この 郡 内 は 最も 危険 区域で あり、 

ことに 鳥 沢の 条 という 親分に は、 頭 も 尻尾 も 上らない 

で、 いつぞや は、 裸に されて、 甲 州 名代の 猿 橋の 上 か 

さか 

ら 逆さまに つるされた ことがある。 その 辺 を 心配して 


みると、 この 危険 区域に は、 うつかり 碗 を 卸せな くな 

る はずて す 

で、 結局、 どう 思案が ついた か 腰 を 浮かしながら、 

「待てよ …… あの 寺で、 おれの 姿 を 見る と、 慌てて 縁 

の 下へ 隠れた の は、 あり や 清澄の 茂太郎 だ」 

が ん りき 

とつぶ やきました。 なるほど、 がんりき ほどの 眼力で、 

子供の 隠れん ぼ を 見落す はず も あるまい。 

その 時分、 幸か不幸か 茂太郎 は、 

いっちく 

た つ ちく 

ジ ン ドコゥ 


ま 

そういいながら、 ちょうど、 この 宮の 台の 原へ 馳せ 

しせき 

上って、 ほとんど、 がんりきの 眼前 尺のと ころまで 

やって来た ものです から、 

「おい —— 茂坊」 

「おや？」 

清澄の 茂太郎 が、 ギヨ ッ として 立ち止ま りました。 

「茂 太郎」 

「あ、 お前 は …… 」 

「お前 こそ、 どうして こんなと ころに 来て るんだ い、 

両国 橋に いれば、 ああして 人気の 上に 祭り上げられて、 

ぇレ よ-つえ レ 力 

栄耀栄華が 尽せ るのに、 なんだ つて こんな 山ん 中へ 逃 


げて 来て いるんだ い。 叔父さんと 一緒に 帰らね え か、 

ご ひいきす じ 

親方 もお 前 を 待ちき つ てる ぜ、 御 貝 頭 肩 筋 もお 前 を さが 

している。 江戸へ 行けば、 お前 は 人気の 神様で、 金の 

生る 蔓を 持って いるのに、 なんだ つて こんなと ころに 

隠れて るんだ い。 さあ、 叔父さんと 一緒に 帰らね え か」 

悪 獣 毒蛇 を 恐れない 茂太郎 が、 この 時、 面の 色 を 

まっさお 

真青に して 返事が できませんでした。 

清澄の 茂太郎 は、 アツとば かりに 立ちす くんで しま 

いました。 

がんりきの 百 蔵 は、 立ち上って 左の 手で 茂 太 郎の右 

の 手首 をつ かまえて しまい ますと、 


「叔父さん」 

茂 太郎は 悲しい 声 を 出しました。 

「何 だ」 

「堪忍して おくれよ」 

「堪忍す る もしない も あり やしね え、 お前 をよ くして 

や るんだ ぜ」 

「だって」 

「こんな 山ん 中に 隠れて いるより、 江戸へ 出り や あ I 

I 両国 橋へ 帰り さえす リゃ あお 前、 いい 着物 を 着て、 

うまい もの を 食べて、 人に ちゃほや されて …… 」 

がんりきの 百 蔵 は、 やさしく 言って 聞かせる ように • 


「楽が できて、 うまい ものが 食べられて、 人から は、 

もう 

やん やとい われて、 それでお 金が 儲か るんだ」 

といい ました。 

「叔父さん、 あたい は、 この 方が いいんだ よ、 こっち 

にいた いんだから ：：： 」 

「何 をい つ てるんだ」 

がんりきの 百 蔵が、 茂 太郎の 言い分 を とりあわない 

の は、 あながち、 この 子供の いやがる の を拉し 去ろう 

というの ではなく、 自分の 推量で、 つまり、 いま 言つ 

た 通り、 江戸へ 帰り さえ すれば、 楽が できて、 うまい 

ものが 喰べ られ て、 いい 着物が 着られて、 人から 可愛 


がられる のに、 こんな 山の 中へ 拐 されて 来て いるの 

を、 不憫が る 心 も いくらか あるので す。 だから、 物 や 

さしい 声で、 

ご ひ い き 

「それから 茂坊、 お前に は御矗 肩が ある こと を 忘れ や 

しめえ。 貴婦人 —— というの はなんだ が、 しかるべき 

後家さん や、 御殿女中 なんての が、 お前 を 可愛がりた 

が つ て、 やい の やい の を きめてい る こと を 忘れ やしめ 

え。 叔父さんが 話して やる から 帰ん な …… よ、 お 寺へ 

話 をして やろう。 お 寺の 誰に 話 をす り やい いんだえ」 

「叔父さん、 御免よ、 あたい は 江戸へ 帰りた くないん 

だから」 


「わからね えこと を 言い つ こなし」 

「いいえ。 じゃあね、 叔父さん、 弁 信さん に 相談して 

来る から、 待って いて 頂戴」 

「弁 信さん てな あ 誰 だい」 

「あたいのお 友達 …… 今、 縁側に 腰 を かけて いたで 

しょう」 

「あ、 あの、 小さい 坊さん か」 

「ええ、 あの人に 相談して 来る から、 待って いて 下さ 

い」 

「それに は 及ばね えよ」 

がんりきの 百 蔵 は、 茂 太郎の 左の 手 を 容易に は 放 そ 


うとし ないで、 

「おいらが 行って 話 をつ けて 上げる から。 もともとお 

前 はこつ ちの ものなん だ —— こ つちと いつ て は 少しな 

ん だが …… 親方のと ころへ 帰る 分に は、 誰も 文句の い 

い 手が なかろう じ やねえ か」 

「でも …… 」 

「いい ッ てこと よ」 

がんりき は 茂 太 郎の手 を 引 張りました。 

「ああ、 弁 信 さあん」 

茂 太 郎は声 を あげて 助け を 求める の 叫び を 立てよう 

とする の を、 がんりきの 百 蔵が 早く も、 合羽の 中へ 抱 


え 込んで しま つ て、 

「おとなし くしな」 

ならずもの  はがい 

哀れむべし。 清澄の 茂太郎 は、 無頼漢の 羽搔に 締め 

られ て、 進退の 自由 を 失って しまいました。 せめて、 

口笛で も 吹く だけの 余裕が あったならば、 こういう 時 

に、 狼が 来て くれた かも 知れない。 

しかし、 がんりきの 百 蔵 とても、 この 子供 を、 そう 

むごく 扱う つもりでして いるので ない こと は、 おおよ 

かどわか 

その 挙動で も 知れる。 誰かに 拐 されて、 こんな 山の 

中へ 連れ込まれて、 動きが 取れないで いるの を、 再び 

世に出 してやる の だとい うくら いな 腹 は あるら しい。 


だから、 むしろ 親切で してやる つもりが 見える。 

そうして、 とうとう がんりきの 百 蔵と、 清澄の 茂 太 

郎と は、 どこかへ 行って しまいました。 

一方、 弁 信 法師が 狂気の ように 騒ぎ 出した の は、 そ 

れ から 後の ことであります。 

弁 信 は、 報 福 寺の 提灯 をと もして、 寺の 門 を K け 出 

して、 

「茂ち や あ— ん」 

と 幾度 か 叫び、 幾度 か ころげました けれども、 返事と 

てはありません。 


「茂ち や あ ー ん」 

宫の 台の、 たった今まで 百 蔵が いた 石のと ころまで 

来て、 また ころんで 起き 上った 弁 信 は、 提灯 を 拾い 取つ 

て 見る と、 幸いに まだ 火 は 消えて おりませんでした。 

「茂ち やん、 どこへ 行って しまった、 悲しい」 

といつ て 弁 信が 泣きました。 

もう 呼んでも 駄目 だと 思った のでしょう、 提灯 を さ 

げた まま、 しょんぼりと、 宮の 台の 原の 真中に 立ちつ 

くして います。 

かどわか 

「 拐 されたん だよ、 連れて行 つたの は、 さきほどお 

寺 を 見に 来た 旅の 大工 だとい つた あの人に 違いない、 


それ だから 茂 ちゃんが 隠れた の だ、 わたし も 訝しい と 

は 思いました、 訝しい と は 思った けれど、 まさか …… 

あやま 

と 油断して いたのが 過ちでした」 

弁 信 は、 なお 暫くの 間、 そこに 立った ままです。 

一時 は 気がつく と、 ハツと して 狂気の ように 驚いた 

けれども、 その 驚いた 間に も、 提灯 をつ けて 飛び出し 

た ほどの 弁 信です。 なぜならば、 盲目で あり、 勘の よ 

いこと において 倫 を 絶して いる 弁 信 自身が、 提灯 をつ 

けなければ 夜歩きの できない はず はない のです。 それ 

を、 その 際どい 場合に も、 寺の 名の 入った 提灯 をつ け 

て、 そうして 飛び出した ほどの 弁 信です から、 いかな 


る 感情の 切迫の 際で も、 理性 は 冷静に 働いて いるので 

す。 冷静に 働く 理性と、 判断力と、 記憶力と、 それに 

倫 を 絶した 勘と いう 直覚 力が 加わる と、 他に 向って あ 

せる ことの 愚な の を 考えて、 自らの 能力に 訴える こと 

の 有利なる を 悟らない わけに は ゆきません。 

弁 信 は、 宮の 台の 原の まんなかに 立って 考えました。 

ほうねん あたま 

時々、 その 法 然頭を 左右に 振りながら、 そうして、 せつ 

かくの 提灯の 中の 蠟燭 が、 早 や 燃え尽き ようとす るの 

に、 動き 出そうと もしません。 

ラジオ は 現代の 科学が 発明す る 以前、 何千 万年の 間、 

この 空間に 存在して いた ものであります。 けれども そ 


の 時代に は、 各人が アンテナ を 持つ という わけに ゆか 

ず、 ただ 特殊の 人 だけが、 それ を 聞く ことができ たの 

です。 天才と 修練と によって、 透徹され た 心 耳 を 有す 

る 人 は、 この 宇宙の ラジオ を、 アンテナ も、 レシ ー 

ヴァ ー もな しに 聞く ことができて、 それ を 人間に 伝え 

た 時に、 人間が それ を 神秘と し、 奇蹟と しました。 あ 

る 特殊の 人 は、 いつでも、 限られた る 人の 聞く ことが 

できない 音 を 聞き、 限られた る 人の 見る ことので きな 

い 世界 を 見て いるので す。 ですから、 経文の 世界 は、 

大 覚者に とって は 夢の 世界で はなく して、 現実の 世界 

です。 


ここにお 喋りの 弁 信 法師 は、 暗中に 立って その 特 

有の アンテナ を 働かして いる。 

提灯 は、 とうとう 消えて しまいました。 蠟燭 がそ 

の 使命 を 果して、 光明の 犠牲 を 払い 尽 したから …… し 

かし、 それが 弁 信 法師に とって はなんで もありません。 

光明に は 光明の 使命が あり、 暗中に は 暗中の 自由が あ 

る。 特に 弁 信に あって は、 明暗 二つの 差別が 意味 をな 

しません。 

その 翌日に なると 弁 信 法師 は、 しょ ぼしょ ぼと して 

檀家 廻り を はじめました。 

「ええ、 皆康 のお かげで、 長々 と 御 厄介に なりました 


が、 昨晩、 茂 太郎の 行方が わから なくなりました もの 

ですから、 私 はこれ から、 それ を さがしに 参らねば な 

りません、 お雪 ちゃんの 帰る まで は、 とお 約束 をした 

ような もので すけれ ど も、 これ も 余儀な い 事情 で ，、- J ざ 

いますから、 あとのと ころ をよ ろしく お願い 申します 

でございます …… 御 縁が あらば、 また 直ぐに 立 帰って 

参ります が、 御 縁がない ならば、 これが お別れになる 

かも 知れません」 

二十 九 


信 濃の 国、 白骨の 温泉の 宿の 大きな 炉辺で、 しきり 

に 猪 を 煮て いるの は、 思いがけなく 繰 込んで 来た 五 人 

連れのお 神 楽師と 称する 一 行のう ちの、 長老 株の 池 田 

といった 男と、 それからもう 一人 は、 北 原と いう 同行 

の 男  他の 三人の 姿の 見えない ところ を 以てする と • 

あぼうと うげ  ひ だ 

それ は 安房 峠を越え て、 飛驛の 方面へ 行って しまった 

のか も 知れない。 

ゆうゆうかんかん 

残された 二人 は、 悠々 寛々 として 猪 を 煮て いると こ 

ろ を 見れば、 この 二人 だけ は ここにと どまって、 冬 を 

越す の 覚悟と 見える。 

「こんにちは。 なかなかお 寒う ございま すね」 


そこへ あいそう よく 入り こんで 来たの は、 お雪ち や 

ん です。 

「おや、 お嬢さん、 おあたりなさい まし」 

と 北 原が、 薪 を 折りく ベながら いいます と、 

「御免 下さ いまし」 

なじみ 

いっか、 相当の 馴染に なって いると 見えて、 お雪 は 

すすめられる ままに、 炉辺へ かしこまり、 

「先生」 

と 言って、 池 田の 方へ 向きました。 

「え」 

長い 火箸で 火を搔 いていた 池 田 は、 お雪 ちゃんから、 


思いがけなく 先生と 呼ばれた ので、 ちょっと 驚いた 眼 

つき をす ると、 

「少々 、 お願いが ございま すので すよ」 

お雪 は 相 変らず 人 懐 y 」 い 言葉 づ か い。 池 田は少 々 恐 

縮の 色で、 

「何です か、 改まって、 私 を 先生と お呼びな すったり- 

お願い だなん て おっしゃったり、 痛み入り ますよ」 

という。 

「いいえ、 お隠しに なっても わかって おります よ、 守 

口さん がお 帰りの 時に そういい ました、 あの 池 田 先生 

は 良 斎と いって、 京都で は 国学の 方で 指折りの 先生 だ 


から、 よく 教えて おもらいな さいって …… ですから、 

先生に お願いに 上りました」 

お雪から こうい われて、 池 田 良 斎 先生が 頭を搔 きま 

した。 

「守 口の 奴、 よけいな こと をい つた もの だ、 なるほど- 

少し は 国学 もやる に はやり ましたが、 指折りの 先生 だ 

なんて、 いやはや」 

「先生、 わたくし は 和歌 をつ くりたい と 思って います 

けれど、 思うよう に 出来ません が、 どうしたら よろし 

うご ざ いましょう」 

「それ は 御 同様です よ。 また 思うよう に 和歌が 出来た 


ひとまろ  つら ゆき 

日に は、 人 麿 や、 貫 之が 泣きます からね」 

「それ はそう でしよう けれども、 せめて 形 だけで も、 

ほんの 門の 中へ 入って みる だけで もよ ろし いんです… 

…和歌 を 作る に は、 まず どういう 順序で 作ったら よろ 

しう ございましよう、 それから お聞かせ 下さい まし」 

「そうです ね ：：： ああい う もの は 天分です からね、 

上手に 手引 をして もらった からといって、 またたく さ 

んに本 を 読んだ からといって、 よい 歌が 作れる という 

わけの ものではありません が …… まあ 多く 古今の 人の 

名作 を 読み、 同時に 自分 も 多く 作り、 そうして、 しか 

るべ き 人に 見ても らうの が 何よりで しょうと 思います- 


今まで 何 かお 作りに なりました か、 ここへ 来て 何 かお 

詠みに なりました かね、 お 作が あるなら、 それ を 拝見 

したい ものです」 

池 田 は 諄 々 として 答えました。 

「ニッ 三ッ、 詠んで みました が、 とても 人様に お 目に 

かけられる ような 品ではありません」 

「遠慮 はいけ ません よ、 出過ぎる の はなおい けません 

けれど、 人に 見られる の を 恥 かしがって は 上達 はし ま 

せん」 

「それで は 後刻お 目に かけましょう が、 先生、 古人の 

和歌で は、 どなた をお 手本に したら、 よろしう ござい 


ましょう か」 

「誰 を …… というの は、 ちょっと 返答に 困ります が、 

万葉集 は 読まねば なりません。 万 葉 を 御覧に なり まし 

たか」 

「あ、 万葉集 はこ こへ 持って 参りました」 

「それ は、 よい 本 をお 持ちでした、 万葉集 一巻 あれば、 

やま ごも 

三年 この 山籠り をして いても、 飽きる という こと は あ 

リま すま レ 」 

「です けれども、 先生、 わたくしに は、 まだ 万葉集の 

有難 味が よく わかり ませぬ」 

「追々 に 研究して ごらんなさい …… 私共に も まだまだ、 


ほんとうに 万葉集 を 読み こなす 力 は 無い のです。 この 

冬 仕事に ひとつ、 お 互いに あれ を 読み 砕いて みまし よ 

うか」 

「お待ち 下さい、 今、 本 を 持って来て みます から」 

きんぜん 

お雪 は 欣然と して、 立って 本 を 取りに 自分の 部屋へ 

出かけました。 

その あとで、 猪 が 煮え 出した ものです から、 池 田 

良 斎と いわれた の は 箸の 先で、 ちょいと つまんで 風味 

を 試み、 

「うまい」 

と 言いました。 北 原 謙 次が、 


「山陽の 耶馬) i 図 巻の 記 を 読む と、 猪 を 食う ところが 

あります ね」 

きつち よてい 

「そうそう、 今でも その あとに、 喫猪亭 というの が あ 

る」 

「耶 馬渓へ おいでにな りました か」 

「行きました」 

「どうです か、 いいと ころです か」 

「そうさ、 人に よって だが、 わたし は あまり 好かない 

よ。 山陽に いわせる と、 天下 第一 等のと ころに なって 

いるが、 山陽と いう 男が、 その実 あんまり 歩いて はい 

な い の だからな。 それに 漢学者 流の 誇張で 書き まく つ 


ている の だから、 行って 見て 感心す る 人より、 失望す 

る 者が 多いだろう」 

「山陽 は 足跡 海内に あまね しと か、 半ばす とか 自慢 を 

してい ますが、 この辺まで は 来た ことはないでしょう」 

「ない とも。 耶馬渓 を 見て さえ あの くらいだ から、 こ 

の 辺から 神 高 坂、 穂 高、 槍、 大 天井 あたりの 景色 を 見 

せたら、 仰天して、 心臓 を 破裂 させて しまう かも 知れ 

ない。 妙義 だって、 よく は 見て いないの だ …… 

雲霧 晦冥 の 時の 妙義 を、 上 州と 信 濃の ある 地点から 見 

て 見 給え、 とても、 耶馬渓 あたりの 比で はない の だよ」 

「時に、 四面もう みな 雪です ね」 


「ああ、 四面み な 雪で 懐ろ だけが、 こうして あたたま つ 

ている」 

二人 は 猪 を パクつ きながら、 ，1 盞を 試みて いる。 

万葉集 を 行李の 中から 取り出して、 ここに 持ち 来す 

おとこめ かけ 

ベく 出て 行った お雪 は、 廊下で バッ タリと 男妾の 浅 

吉に 出逢いました。 

かお  くしば こ 

浅吉 は、 気の 抜けた ような 面 をして、 手に 櫛 箱を提 

げ ながら、 通りかかって 来た ものです から、 

「浅吉 さん、 どちらへ」 

「お雪ち やん、 お 寒くな りました ね」 


「ええ、 寒くな りました、 お 風呂です か」 

「いいえ、 これから、 あなたの ところへ お伺いしょう 

と 思って いると ころです」 

「そうです か  」 

と 言って お雪 は、 浅吉の 手に 抱えて いる 櫛 箱に 眼 を つ 

けます と、 

「お 内儀さん にいい つけられた ものです から、 仕方な 

しに …… 」 

「何です か、 浅吉 さん」 

「あなたの ところの 先生に お 髪 を 上げて おやりな さ 

いって、 お 内儀さん から いいつけられ たのです よ」 


「まあ、 うちの 先生に？」 

浅吉は 浮かぬ 面に、 一種の 恐怖 を さえ 浮べて おり ま 

した。 

「それ は 御苦労 さま」 

「ええ、 お前 は 髪 を 結う のが 上手 だから、 先生の 髪 を 

結って お上げな さいと、 お 内儀さん にいい つけられた 

ものです から …… 」 

「そうです か、 それ は 御苦労 さまでした」 

お雪 は 愛嬌に いって、 浅吉と 連れ立って 自分の 部屋 

へやって 来ました が、 そこへ 近づく と、 浅吉の 恐怖と 


嫌 厭の 色が 一 層 深くな つて、 ゾッと 身ぶ るい をし まし 

た。 

浅吉を つれて 自分の 部屋へ 戻って 来たお 雪 は、 障子 

を あけて 見て、 

「おや、 先生が いらっしゃらない」 

いるとば かり 思って いた 机 竜 之 助が いませんでした 

から、 お雪 も 案外に 思い、 浅吉 も、 

「おや、 どちらへ おいでになった でしよう」 

櫛 箱 を さげた まま、 ぼんやり 立って いると、 お雪が 

先へ 入って、 

「風呂に でもお いでに なった のか 知ら。 まあ、 お入り 


なさい、 浅吉 さん」 

そこで 二人 は 入りました。 浅吉は ぼんやりと 櫛 箱 を 

こた つ 

そこに 置いて、 炬撻の 前に かしこまって いると、 お雪 

は 戸棚 を あけて 行李 を 取り出し、 その 中から、 あれ か、 

これ か、 と 書物 を さがしました。 

「お雪さん」 

それ を、 ぼんやり 見ながら 浅吉が 言葉 を かけた もの 

ですから、 お雪 は 本 を さがしながら、 

「はい」 

「あの、 お雪さん、 済みませんが、 油 を 持って おいで 

でしたら、 少し 分けて 下さいません か …… 頭へ つける 


油 を」 

「油です か、 ええあります、 あります、 油なら 上等の 

があります よ」 

「切らして しまった ものです からね、 どうぞ、 少しば 

かリ」 

「油なら 上等の 椿油が あります よ」 

「椿油です か」 

「それ は 結構です ね」 

「それ も 本物の 大 島の 椿油なん です よ、 伊豆の 伊東の 

人から いただい たのが ありまし たから、 それ を 持って 


参りました、 まだた くさん あります」 

「そうです か、 大 島の 椿油なら 本物です、 ずいぶん、 

椿油と いつ てもィ カサマ ものが あります からね」 

「それにね、 髪へ つける ばかりじゃありません、 刀の 

油と ぎ をす るのに、 椿油が いちばんい いんです つてね」 

「そうです か …… 刀に は 丁子の 油が いいと 聞きました 

が、 椿油で もい いのです か」 

「椿の 方が いいんです とさ」 

といいながら、 お雪 は 戸棚の 隅から 油壷に 入れた 椿の 

油 を 取り出して、 浅吉の 前に 置き、 

「たくさんお 使いなさい まし」 


「有難う ござ います」 

お 雪 は 再び 書物 の 数 を 読んで、 都合 六 冊ば かりの 本 

を 取 揃える と、 

「では、 わたし、 ちょっと 下へ 行って 参ります から、 

一 人で お待ちな すって 下さい」 

「お雪ち やん」 

お雪が 立って 下へ 行こうと する 袖 を、 引き留め るよ 

うにして 浅吉 が、 

「お雪ち やん、 もう 少し ここにいて 下さいな」 

「でも、 わたし、 よい 歌の 先生が 見つかりました もの 

ですから、 教えて いただき たいと 思います」 


「それにしても、 私 は 一人 じ や 淋しい から、 少しの 間 

ここにいて 下さいな」 

「いいえ、 うちの 先生 も そのうちに 帰る でしよう から」 

「お雪ち やん …… 後生です から」 

浅吉は 拝む ようにい いました けれども、 お雪 は 笑つ 

て 取合わず、 

「浅吉 さん、 弱い 人ね、 もう 少し 強くなら ない と、 鼠 

に 引かれち まいます よ」 

お雪 は、 新しい 知識の あこがれが いっぱいで、 本 を 

抱える と、 欣々 として 下へ おりて 行きました。 

それ を 追いす がる ほどの 元気 もな く、 その あと 浅吉 


は、 ぼんやり として、 お雪から 与えられた 備前 焼の 油 

壺を 取り上げて、 そっと 香い を かいで みました。 

そうして、 また 油壺を 前にして、 ぼんやりと、 かし 

こまって いました が、 誰も 戻って は 来ません。 当の 人 

がいない の を 幸いに、 立 帰る ほどの 元気 もな く、 主な 

き 炬燧に 膝 を 入れる ほどの 勇気 もな く、 油壺を 前にし 

て、 ぼんやりと、 立って いいの か、 坐って いいの か、 

わから なくなりました。 

こうして 取 残された 男妾の 浅吉 は、 いくら 待って 

も、 誰も 戻って は 来ません。 

待ち あぐんで しまった 浅吉 は、 しばらく のこと、 ひ 


とまず 引取って、 また 出直そう という 気になりました _ 

そこで、 油壷 を 取り上げて、 戸棚へ 仕舞い込ん でお 

こうと する 途端に、 行李の 中で、 パッと 自分の 眼 を 射 

る もの を 見つけました。 

お雪が 取 急いだ ものです から、 行李の 中に 残された 

本が 整理し きれず、 手軽に 投げ込まれ てあつた 中に、 

げんわく 

眼 を 眩惑す るよう な、 極彩色の 浮世絵の 折 本が 一 冊、 

ほころび かかって いるの を 見た ものです から、 油壺を 

そこへ 差 置く と、 その 折 本 をた ぐって みました。 

見れば、 それ は 源氏の 五十 余帖を 当世風に 描いた も 

ので、 絵 は 二 代豊国 あたりの 筆。 版 も、 刷り も、 なか 


なか 精巧で、 そこら あたりの 安本と は、 趣の 変った 情 

味が ゆたかです。 

浅吉は 吸い 入れられる ように、 その 絵本に 見入り ま 

した。 

お雪 ちゃんと いう 子 も、 これ だから 油断が ならない。 

浅吉は 怖る 怖る、 その 折 本 を 下へ 持ちお ろして、 最 

初から 一 枚 一 枚 見て ゆく うちに、 浮世絵の 情味が、 自 

分の 身 の 中に 溶け込んで、 しばらく、 われ を 忘れて し 

まいました。 

「お雪 ちゃんと いう 子 も わからない 子 だ、 無邪気で 人 

なつこく、 同晴 心が 深く つて、 神様の ような 心 持 かと 


思って いれば、 こんな 本 を 内密で 見て いるんだ もの。 

それでも、 年頃 だから、 こんな 美しい 当世風の 浮世絵 

を 見て いれば、 悪い 気持 もしない のでしょう、 にくら 

しい」 

浅吉 はこの 時、 お雪 を 憎らしい 子 だと 思い はじめ ま 

した。 

事実、 浅吉 にあって は、 このごろ 中から お雪ち やん 

という ものが、 読めた ような、 読めない ような、 心 持 

にな つ ている のです。 

もう、 年 ごろな のに、 無邪気で 清々 とした 子供の よ 

うな 気分 —— かと 思って いると、 なにもかも 見抜いて • 


粋 を 通して いるよう なと ころも あるし  あの 目の 見 

えない 人 を 先生と 呼んで いるが、 何の 先生 だか、 浅吉 

に はよ くわから ない。 親類の 人で も あるよう だし、 全 

く 他人で も あるよう だし、 隔ての ない ほどに あまえた 

口 を 利く かと 思えば、 全く 改まった 扱い をして いるの 

を 見る こと も あるし  私たちの 間 だって、 つまり 主 

人の 後家さん の 性質 や、 心 持まで、 ちゃんと のみこん 

でいながら、 その 心 持で 外ら さず 附 合って いるの かと 

思えば、 全く その 辺の こと は 御存じが なく、 ただ 自分 

は、 むずかしい 御主人の お供 をして 来て いるの だと 

ばっかり、 信じき つてい るよう でも ある。 


お雪 ちゃんと いう 子 はわから ない 子 だ、 と浅吉 は、 

これまで も 幾度 か 首 を ひねらせられ たのです が、 今と 

いう 今、 ほんと に 憎らしい 子 だ、 と 思い はじめました。 

けれども なお、 一 枚 一 枚と 見て ゆく うちに、 お雪ち や 

んを 憎らしい と 思う 心が、 いっか 知らず 絵本の 中の 主 

ひかる きみ 

人 公に 溶け込んで、 ついに は 今様 源氏の 光の 君が 憎 

らしくな リ ました。 女と いう 女から 可愛がったり、 可 

愛 がられたり、 さして 深い 煩悩 も 感ぜず、 大した 罪と 

いう 自覚 もない くらいだ から、 罪 も 作らず、 最後に は 

つぼね 

自分の 可愛がった 女 を 集めて、 いちいちに 局 を 与え、 

それに 花 を 作らせて 楽しむ という 生涯。 男と 生れた か 


おとこみょうり 

らに は、 この 光源氏の 君の ような のが 男冥利の 頂上 

だと、 浅吉 は、 羨ましく なりました。 そこで 勢い 浅吉 

は、 一人の 後家さん から 完全に 圧服され てし まって、 

ダウの 音 も 出ない 自分と いう ものの 意気地 無 さかげん 

に、 軽少ながら 憤りの 心 を さえ 起して みました。 

「私 だ つ て 男 だ」 

という 義憤が むかむかと 湧き起つ たの は、 この 男と し 

て は 珍しい ことです。 といって、 こういう 男の 義憤 も 

一 概に 軽ん ずると いう わけに は ゆきますまい。 

「私 だ つ て 男 だ」 

浅吉 は、 わくわく として、 ひとり 憤り を 発して いま 


したが、 まだ 誰も 帰って来ません。 自分 ひとり、 腹 を 

立 つてい るの だとい うこと がわ かりました。 

三十 

机 竜 之 助 はこの 日、 湯の 宿 を 出て 小 梨 平の 方へ 歩い 

て 行きました。 

かたば みの 紋の ついた 黒の 着流しの ままで、 頭と 面 

ずきん 

は、 頭巾です つぼり とつ つんで はいるが、 その 頭巾な 

る ものが、 宗十郎 という もので もな く、 山 岡で もな く、 

かぶとず きん 

兜 頭巾で もな く、 また 山国で よく 用うる かんぜん 帽子 


という もので もな く、 ただ、 あたりまえの 黒 縮緬の 女 

頭巾 を、 ぐるぐ ると まいて 山 法師の かとう を 見る よう 

に、 眼ば かり 出した ものです。 

四面 はみ な 雪です けれども、 山 ふところ は 小春日和 _ 

白樺 や 桂の 木の 多い ところ をく ぐり、 ッ ガザ クラ 

の 生えた ところ を さまよい、 渓流に 逢って は 石 をた た 

いて 見、 丸木橋へ 来て は 暫く その 尺度 をう かがって、 

ス ルス ルと 渡りき り、 雑草 多き ところでは 衣裳 を裾模 

様の ように 染め、 ある 時 は 呼吸せ わしく、 ある 時 は 

寛々 として、 上りつ 下りつ して 行きました。 

このごろ は、 だいぶ 身体 もよ くな つたせ いでしょう- 


こうして いると ころ を 前から 見ても、 横から 見ても、 

誰も 病人と 見る 者 はない ほどに、 姿勢 もしゃん として 

いるし、 力 ー ヴの 甚だ 急に 変ずる ところでない 限り、 

杖 を 使わないで 歩いて 行く ところ を 見れば、 誰も、 こ 

れが 盲目の 人 だと は おもいますまい。 

竜 之 助の、 さして 行かん とすると ころ は 小 梨 平に 違 

いない。 それより 遠くへ は 冒険になる し、 それより 近 

いところ に は、 たずねて 行って 見ようと する もの もな 

レ 

小 梨 平に は 鐘 小屋と いうの が ありました。 先日、 竜 

之 助 はお 雪の 案内で、 そこまで 散歩 を 試みた ことがあ 


るので す。 されば こそ、 今日は こうして 手放しで、 山 

谷の 間 を、 ひとり 歩きが できる という ことにな つてい 

るので しょう。 

白昼に 見る せいか、 今日はた しかに 人間の 歩き 方に 

なって いる。 本体 を 宿へ 置いて、 遊 魂 そのもの だけが 

街頭に 人 を 斬って 歩く 時と は 違い、 少なくとも 人間 そ 

の ものが、 足 を 大地に 踏まえて 歩いて いるよう に 見え 

る。 

方 二 町ば かりの 小 沼の 岸に 立った 時に、 乗鞍ケ 岳が、 

森林の 上に その 真白な 背 を 現わしました。 雪 を かぶつ 

ぎん あん 

た 乗鞍ケ 岳の 背 は、 名 そのままの 銀 鞍です。 銀 鞍が 


あって 白馬 はいず こへ 行った。 それ はこれ より 北に 

ほんと-つ 

奔 逃して、 越後 ざ かいに 姿 を 隠して いる。 

沼に 沿うて 銀 鞍が 再び 森に 沈んだ ところに、 いわ ゆ 

る 鎧 小屋が あります。 

竜 之 助 はこの 間お 雪に 導かれて、 ここに 来た 時の こ 

と を 思い出しました。 

きれ い 

「ねえ、 先生、 ここに 綺麗な お 池が あります のよ。 ご 

らんなさい、 この 水の 澄んで いて 静かな こと、 透き通 

やまめ 

るよう です わ。 あれ、 大きな 魚が …… 山 魚で しょうか _ 

おお、 つめたい、 この 水の つめたい こと を ごらんな さ 

い、 指が 切れる ようです、 あたりまえの 水の 何 倍つ め 


たいこと でしよう。 後ろ を 振 返って ごらんなさい、 真 

白な 山、 あれが 乗鞍ケ 岳です とさ。 先生、 あなた は、 

あの 山に 登って みたい とお 思いに ならない …… お思い 

になっても 駄目です わね、 あなたに は 登れません から。 

あたし、 女で も 登って みたい と 思います わ。 今 は、 雪 

があって 登れません から、 来年、 雪が 解けた 時分に は、 

きっと 登って みます わ。 あのお 山 は 一万 尺から あるん 

です つ てね …… 木 曾の 御岳山と どちら か だ つてい う 

じゃありません か。 あなた は 一 万 尺の 山に お登りに 

なった ことがあります か。 そら ごらんなさい、 この 金 

剛杖 にも 『 一 万 尺 権現 池』 と 焼 印が おしてあります よ。 


ああい けませんでした、 あなたに はお わかりに ならな 

い、 あの 高い 山 も、 この 綺麗な 水 も、 金剛杖に おされ 

た 焼 印 も …… ほんと にお 気の毒 さまです ね」 

と言われ たの はちょう ど、 このところです。 

山登り をす る 者が 誰も 携えて 行く 金剛杖、 八 角に 

削った 五 尺 余りな の を、 今日 も 竜 之 助 は 携えて 来 まし 

た。 

ここ は 日当り が ことによ くて、 風の 当り も 少ない。 

竜 之 助 は 目的の 燈 小屋へ 行く こと を 忘れて、 暫く そこ 

に 立って いました。 

ふもと  いただき 

高山の 麓、 腹、 頂な どに は、 太古 以来と いってい 


いほ どの 小屋掛けが、 思いがけない ところに 散在す る。 

それが ある 時 は 殺生 小屋で あり、 ある 時 は 坊主 小屋で 

しんぶ つ こんこう  むろ どう 

あり、 あるいは 神仏 混淆に 似た る 室 堂であった りする。 

由来、 坊主 小屋 は樹 下に 眠り、 石 上 を 枕と する 捨身 

無 一 物の 出家が、 山岳 を 行く 時に かりの 宿りと 定めた 

名残で、 殺生 小屋 は 山 をめ ぐって、 生きと し 生ける も 

の を 殺しつ くす 生業の 猫師 が、 糧を 置く ところと 定め 

ていた もの だとい う。 持戒 者と 殺生 者と が 隣合わせに 

ちまた 

住む の は、 あながち 塵の 浮世の 巷 のみで はない、 高山 

の 上に も、 人間が 足 あと をつ ける 限り、 この アイ 口  二  — 

が 絶えなかった ものと 見える。 


ここ、 小 梨 平、 無名の 沼の ほとりに 立てられた 燈小 

屋は、 いつの 世、 誰に よって、 何の 目的の ために 立て 

られ たか わからな いが、 今でも 人が 住んで いる。 

けれども、 この 錯 小屋まで は、 まだ この 沼 づたいに 

相当の 距離が ある。 無名の 沼の 岸 を 机 竜 之 助 は 金剛杖 

をつ いてで はない、 それ を 提げて —— 静かに 歩んで 行 

くと、 不意に 空 を 切って 飛んで 来た 礫が、 鏡の ように 

静かで、 そして 透き通る 無名の 池の 中に 落ちて、 ザン 

ブと 音を立てて 波紋が、 ゆるやかに 広がりました。 

そこで、 竜 之 助 は ハツと して 歩み をと どめました。 

仰いで 見たところで、 岩石の 落ち 来るべき ところでは 


ない、 俯して 見たところで、 人の 気配の ない ところ。 

そこで 竜 之 助 は 歩み をと どめて、 石の 降って 来た 方 

おもて 

面に 面 を 振 向ける と、 第二に 飛んで 来た 石が 竜 之 助 

の 面 を かすめて、 再び 沼の 中に 落ちて 音を立て ました- 

第一の もの は、 いかなると ころから、 いかなる ハズ 

ミで 飛んで 来た 外れ 石 か 知れない が、 第二の もの は、 

たしかに 心あって した ものに 相違ない。 何 か 自分 をめ 

あてに、 仕掛ける 意図が あっての 仕業に 相違ない。 そ 

れ にして は 力の 無い 石 だと 思いました。 けれども、 竜 

之 助の 心が 動きました。 そうして 手に 提げて いた 金剛 

杖の 真 中を取って、 矢 止めの 型で 軽く 振って みた。 そ 


の 杖 先に 第三の 石が 飛んで 来て 力 チリと 当って 下に 落 

ちました。 

「ホ ホホ、 驚いた でしよう」 

と 行 手に 立 つ て 言葉 を かけた の は、 聞 覚えの ある 声で 

くさむら 

す。 いつのまにか 叢 の 上に 立って こちら を 見て いる 

- J  くや 

の は、 例の、 飛驛の 高山の 穀屋の 後家さん であります。 

その 声 を 聞く と、 竜 之 助が 身顫ぃ をし ました。 今の 

悪戯 は こいつ だ。 年甲斐 もな い 噪 ぎ 方 だ。 

「ねえ、 先生」 

と 言つ てこの 後家さん は、 そろそろと 少し 高い 所から 

下りて 来て、 なれなれしく 話しかけました。 竜 之 助 を 


先生と 呼ぶ の は、 お雪 ちゃんに カブれ たもので しょう。 

きふね さま 

「貴 船 様の 前まで 出て 見ます と、 あなたの こちらへ お 

いでになる のが、 よく 見えた ものです から、 急いで、 

あと を 追つ かけて 参り ましたよ」 

竜 之 助の そば 近く 歩んで 来る この 水つ ぼい 後家さん 

は、 よほど 急いで 来たと 見えて、 額の あたりに 汗が に 

じみ、 まだ 息が せいせい している。 

誰に たのまれて、 そう 急いで 来たの だ。 

「ねえ、 先生」 

と 後家さん は、 いよいよ なれなれしく 近づいて 来て、 

きを 切り、 


あぶみ ごや 

「今日はお 一 人です か。 鎧 小屋へ いらっしゃ るので 

むろ どう 

しょう。 留守です よ、 あそこ は。 神主 様 は 室 堂へ 行つ 

て、 おりません …… ええ、 先 廻り をして 見届けて 参り 

ました。 この間 はお 雪 ちゃんに 手 を 引いて いただいて 

おいでに なりました のに、 今日はお 一人でよ く 道が お 

わかりな さいました こと。 燈 小屋に おいでになっても 

まわり 

詰りません から、 このお 池の 周囲 を 歩いて ごらんに な 

りません か。 いいお 天気で、 ホカホ 力と して 春先の よ 

うな 心 持が 致します ね。 このお 池 を 廻って 御 一緒に 宿 

へ 帰りましょう。 それとも こんなお 婆さんと 一緒で は 

おいや …… 」 


竜 之 助で なくても ゾッ としましょう。 

ななし  あぶら 

無名の 沼の ほとり を、 肪 ぎった 後家 婆さんと、 竜 之 

助と は、 ブラ ブラと 歩いて 行きました。 

「ねえ、 先生、 あなた はこの 間、 お雪 ちゃんに 護身の 

手と いうの を 教えて おいでに なり ましたね、 あれ を、 

わたしに も 教えて 下さい ましな」 

「お前さんが 習って なんに する」 

「覚えて おいて 害に はなり ますまい、 いざと いう 時… 

;」 

「そうです、 覚えて おいて 害に はなり ますまい。 けれ 

ども、 あれ は 若い 娘た ちの ためにす る ものです。 若い 


時分に は、 どうも 危険が ありがち だから、 もしこう い 

う 場合に は、 こうして 手 を 外す とか、 この場合に はこ 

うして 敵 を 突く とか、 二 ッ三ッ の 心得 を、 お雪ち やん 

に 話して みせた だけの ものです」 

「若い 時分に 限った こと は ございますまい、 誰 だ つ て、 

あなた、 いつ、 どういう 危ない 目に 逢う か 知れた もの 

じゃあり ません」 

「はは あ …… 」 

竜 之 助 は それ を 聞き流しながら、 

「お前さんなん ぞは、 かっぷくが いいから、 その かつ 

ぷ くで 敵 を 押しつ ぶして しまったら、 たいがいの 男 は 


つぶれて しまう でしよう」 

ごじょ-つ だん 

「御 冗談 を …… 」 

後家さん は、 まじめに 取合われな いの を、 ちょっと 

すねて みました が、 

「ねえ、 先生」 

くちょう 

暫くして、 また 改まった ように、 甘えた 口調で 呼び 

かけました。 

「ねえ、 先生、 あなた は 人 を 殺した ことが おありな さ 

る？」 

後家さん の肪 ぎった 面に、 小さい 銀色の 粒が 浮い 

て 来ました。 


「何です つ て？」 

竜 之 助 は、 わざと 聞き耳 を 立てました。 

「先生、 あなた は 人 を 殺した ことが おありな さるで 

しょう」 

「どうして、 そんな こと を 聞く のです」 

「でも …… 」 

ちょうど、 道が 沼の 岸 を 離れて 林の 中に 入る 時分に、 

後家 婆さん は、 後ろの 方 を そっと 顧みて、 

「それでも、 人 を 殺して みないと、 度胸が 定まらな いつ 

て いうじゃありません か」 

「そんな はず は あるまい、 人 を 殺さなくても 天性 度胸 


のい い 者 はいい、 臆 気な 奴が、 かえって 大事 をし でか 

す こと も ある もの さ」 

「それ はそう でしよう。 けれど いちど、 人 を 殺す と、 

それから 毒 を 食えば 皿までと いう 気になって、 腹が 出 

来る というじゃありません か」 

「そうか 知ら」 

「真剣です よ、 先生、 わたし は、 真剣で 先生に お話し 

申し もし、 先生から お聞き 申し もしたい ものです から ■ 

どうき 

この 通り、 話しながら も 動悸が 高くな つてい るので す 

よ」 

「そうかといって、 おれ は 人 を 殺しました、 と 答える 


奴 も あるまい」 

「そう おっしゃられて しまえば、 それまでです けれど ■ 

先生に は、 わたし、 この こと をお 尋ねしても いいと 思つ 

ている から、 それでお 尋ねして いるんで すよ。 つまり ■ 

わたし は、 あなた は、 たしかに 人 を 殺して おいでな さ 

ると 見込み をつ けて しまった ものです から、 こんな こ 

と を 臆面もなく お聞き 申 すんで すが、 あなたが お 返事 

をして 下さらなければ、 わたしの 方から 白状して みま 

しょうか。 これで も、 わたし、 人殺し をした ことがあ 

ります のよ」 

あ-こ J 

こういって、 後家さん は忙 がしそう に、 四方 を 盗み 


見ました けれど、 そこ は 一 鳥 も 鳴かぬ 無人の さかいで 

あります。 

強いて 人に 物 を 問い かける の は、 必ず 自分の 身に 相 

当の 不安が あるからで あります。 

その 時、 竜 之 助が 反問した の を、 後家さん は 充分に 

聞き取れな いほ どせき 込んで、 

「幾人って、 あなた …… 」 

おいつ Y がえ 

「そう 幾度 も 悪い ことができる ものです か …… わたし 

は、 それでも 今 は 度胸が すっかりす わりまし たよ …… 


ですから 先生、 自分に 覚えが ある ものです から、 人 を 

見れば 直ぐに わかります のよ …… この 人 は 人 を 殺した 

ことがあ るかない か、 心の底が ちゃ あんと、 わたしに 

は 読める ようになりました。 ここまで 申し上げたら、 

ざんげば なし 

あなた も、 懺悔 話 をして 下す つても いいでしょう」 

ここに 至って、 後家さん の 腹が おちついて 来たらし 

く、 言葉が 浮いて 来て、 

「それで、 そういう 人と 見る と、 わたし はなんだ か、 

むしょう- 

自分の 味方 を 見つけで もした ように、 無性に たのもし 

くな つてし まって …… なんでも かで も、 すっかり ぶち 

まけて、 その 人に やって しまいた いような 気になる の 


です ね、 おかしい でしよう」 

道 はよう やく 沼 を 離れて しまって、 林の 中 深く 入つ 

て 行く ようです。 

「先生、 わたしに ばかり 白状 させて しまって は 罪です 

よ、 懺悔 話 をお 聞かせく ださい、 ぜひ、 どうぞ」 

度胸が おちついた とはいう ものの、 手 ごた えがない 

ので、 不安が 不安 を 追つ かける ように、 後家さん は 竜 

之 助に 促 しました。 

けれども、 何として か、 竜 之 助 は 答える ことなしに、 

少し 歩み を 早めて、 ずんずんと 後家さん より 先に 立 つ 

て 木立 の 中 深く 進ん で 行く ものです から、 後家 さ んは、 


あぶら  からだ 

肪 ぎ つ た 大きな 身体 を それに 引きずられる ように、 

追いす がるよう に 歩いて、 

「あんまり 奥へ おいでになつ てはいけ ません …… お 池 

の 方へ 戻りましょう よ」 

その 時、 沼の あなたに 当って、 欲 を 返す 一 つの 呼び 

声が ありました、 

「お 内儀さん —— お 内儀さん、 どちらへ おいでになり 

ました」 

それ は 林 を 隔て、 沼 を 隔てて 呼ぶ 浅吉の 声に まぎれ 

もありません。 

この 声 を 聞く と 後家さん が、 いまいま しそうな、 ま 


た、 いつにな く 怖ろ しそうな 顔に なって、 声の する 方 

へ 向き 直った けれども、 そちらへ 足 をめ ぐらそうと は 

しません。 

机 竜 之 助 もまた、 その 時、 ずんずんと 進んで いた 足 

をと どめて 立 つ ている と、 

「お 内儀さん —— お 内儀さん、 お迎えに 参り ましたよ、 

お 一 人 歩き をな さると、 ぉ危 のう ございま すよ」 

甲に 高い 浅吉の 呼び声 は、 感情 もまた たかぶって、 

沼の ほとり を、 あちらこちらと さがし 廻って いる 様子 

が、 なんとしても 穏 かに は 響きません。 

「お 内儀 さあ —— ん …… 」 


聞いて いると、 どこまでも 嫉みを 持っても の を 追い 

求める 声です。 

「ねえ、 先生 …… 」 

後家さん は、 半ば 恐怖の 色 を 以て、 竜 之 助に すがる 

ように、 

「あれ は、 うちの 浅 公です よ …… 御存じでしょう、 わ 

たしの 雇人です が、 このごろ、 どうした もの か、 わた 

し を 恨んで います …… 恨んで はいる けれども、 口に 出 

しても、 手に 出しても、 何もす る こと はでき ない 意気 

地な しなんで すが、 ああい う 意気地なしが 思いつめる 

と、 また 何 をし でかす かわかつ たもので はありません 


…… この間の 晚も …… 」 

といって、 後家さん の 唇の 色が 変って、 舌が もつれ ま 

した。 

「ねえ、 先生、 この間の 晚、 夜中に、 どうも 変です か 

ら、 ふいに 眼が さめて 見ます とね、 あの 野郎が わたし 

のこの 咽喉 をお さえて、 こうして …… わたし を 絞めよ 

うとして いたんで すね、 吃驚して、 起き直って、 わた 

しが、 とっちめて やります と、 泣いて あやまりました 

が、 あんなの がかえ つて 怖い のか も 知れません。 です 

から、 先生、 ぜひ、 あの 護身の 手 を 一 つ 教えて おいて 

ください まし、 もし、 不意に 咽喉で も 絞めに 来る とか、 


また 刃物で も 持って 向って 来た 時には …… 」 

後家さん が、 再び、 護身の 手の こと をい い 出した 時、 

竜 之 助 は その 左の 腕 を 後家 さ ん の 背後 から 伸ばして、 

その 襟 を 取って グッと 絞め、 

「左様、 後ろから 絞められた 時 は …… 」 

不意で したから 後家さん が、 よろよろ とよろ け かか 

りました。 

ぎょうてん 

不意の ことで したから、 後家さん も 仰天して、 よろ 

よろよろけ かかる の を 竜 之 助 は、 

「もし、 これ を 強く 絞めようと 思えば、 こう 親指 を 深 

く 入れて、 ベ つ だん 力を入れずに グッと 引き さえ すれ 


ば …… 動けば 動く ほ ど 深く しまる ばかり だ」 

と 言いながら、 後ろから 腕 を 深く 入れる と、 後家さん 

は、 

「あ、 あ」 

といって 息 を 吹く ばかりで 口が 利け ません。 後家さん 

の 聞こうと する の は、 深く 絞める 仕方で はなく、 絞め 

られた 時に 、振り ほどく 手段な のです。 ですから、 いつ 

たんしめ た 手 を ゆるめて、 その 解き方 を 示すべき 時に 

竜 之 助 は、 無意味に その 手 を ゆるめられ なくなり まし 

た。 

この 男に は、 かりそめの 粋が、 猛然た る 本能 を 呼び 


起す こと は 珍しくな いので、 活殺の 力 を わが 手に 納め 

た 時に、 それ を 無条件で つっぱなし きれなくなる のが 

あさましい。 かりそめに しめあげた 腕 は ゆるめな けれ 

ばなら ない のに、 人間の肉が 苦しみ もがく 瞬間の、 は 

げしい 運動と、 熱い 血潮に 触れる と、 むらむらとして 

潜在の 本能が わき 上ります。 

「苦しい か」 

「く、  く、 苦 …… 」 

後家さん は、 必死と なって 竜 之 助の 腕に すがって、 

その 蛇の ような 腕 を 振り ほどこう ともが いたが、 それ 

は、 さいぜん 予告して おいた 通りに、 もがけば もがく 


ほど 深く 入る だけで、 力を入れる そのこと が、 いよい 

よ 敵に 糧を 与うる 理法と な つ ている こと を 知らな い。 

はつ！ と 落ちた か、 落ちない 時に、 それでも 竜 之 

助 は 手 を 放しました。 手 を 放す と、 肥満した 女の 骸が、 

くちき 

朽木 のように、 自分の 足 もとに 倒れた こと を 知り まし 

た。 

しかし、 それ は、 ほんの 少しの 間た つと、 倒れた 後 

家さん は 半眼 を 見開いて、 

「先生、 あんまり 酷い」 

といい ました。 死んだ のではなかった のです。 

「あんまり 酷い じゃありません か、 殺さな くっても い 


いでしょう、 お雪 ちゃんに 教える 時に も、 こんなにな 

さ つたの …… ？」 

はんせい  えん 

半醒 のうちに、 後家さん は、 竜 之 助に 怨 じかけ まし 

た。 地獄 をの ぞいて いま かえった 人と いうよう な 見得 

で …… 

それから、 やがて また 二人が 相 並んで、 林の 中 を そ 

ぞろ 歩きして 行く の を 見かけます。 

その 時分、 林の あなたで は、 またも 男妾の 浅吉が 

烈しく 呼ぶ 声、 

「お 内儀さん、 どちらへ おいでになり ましたんで すよ、 

一 人 歩き は危 のう ございま すよ、 お迎えに 上りました 


よ」 

多分、 二人の 耳に は、 以前から、 その 金 切 声が 再々 

入って いる はずです けれども、 あえて 耳 を 傾けようと 

はしませんで したが、 

「お 内儀 さあ —— ん」 

そこで 後家さん が 小うる さくな つ て、 

「気が 違 やしない か 知ら、 浅 公 —— 」 

と つぶやきました。 

しかし、 その 浅 公 も、 もうかな り 呼び 疲れたと 見え 

て、 それから しばらく 呼び声が 絶えて しまいました。 

「ねえ、 先生、 そういう わけです から、 意気地な しほ 


ど 思い込む と 怖い かも 知れません よ。 用心の ために… 

…殺しち やい けません よ、 今の ように 殺さないで、 殺 

しに 来る の を 避ける 法 を 教えて 下さい ましな、 あれ を 

外す 仕方 を 教えて 下さい ましな」 

といって、 もう ケロリ として、 今の 苦しかった 地獄の 

門 を 忘れて しまった ようです。 事実、 或いは 苦し かつ 

たので はない かも 知れない。 上手に しめられ ると 苦し 

いと 感ずる の は 瞬間で、 それから 後 は 恍惚と して、 甘 

い 世界に 入る ように 息が とまって ゆく そうな。 こうい 

う 図々 しい 女 は、 再び その 甘い 死に 方 をして、 また 戻つ 

て 来る 気分 を 繰返して みた いの かも 知れない。 


「それ を 外す の は 雑作 もない」 

といって、 竜 之 助 は 再び 後家さん の 首 を 後ろから 締め 

にか かると、 

「先生、 殺しち やい けません よ」 

今度 は 後家さん も 覚悟の 前で は あるし、 竜 之 助 も 心 

得て、 以前 ほど 強く は 締めず、 ゆるやかに うしろから 

手 を 廻して、 

そでぐ る ま 

「これ をこう すれば 袖 車 …… 」 

「もっと 強く 締めて 下さい」 

その 時、 サッと 木の葉 をまい て、 風の ような 大息 を 

つきながら、 そこへ きせつけ たもの が ありました。 


「お、 お、 お、 お、 お 内儀さん —— 」 

まっさお  さ 

真 蒼に なって、 ほとんど 口が 利け ないで、 そこに 踏 

ども 

みと どまりながら、 吃って いました から、 竜 之 助 も 手 

を ゆるめ、 後家さん も 向き 直って 見る と、 それ は 男妾 

の浅吉 でありました。 

「お 内儀さん、 あぶない —— 」 

「浅 吉、 お前 何し に 来たの？」 

「え、 え」 

「何し に 来たんで すよ、 たのまれ もしない に —— 」 

「でも、 お 内儀さん、 この 節 は、 お 一人で 山 歩き をな 

さるの は、 ぉ危 のう ございま すよ」 


「子供 じゃある まいし」 

後家さん は、 ひどく 邪慳な 色 をして、 浅吉に 当り ま 

した。 

「でも、 お 内儀さん、 私 は、 あなたが 今、 この 方に 殺 

されて いるの だとば かり 思った ものです から …… 」 

事実、 浅吉 はそう 思って、 その 主人の 急場 を 救わん 

がた めに 艇 けつけ たものに 相違ない。 ところが 来て 見 

れば、 当の 御 本人が 至極 平気で、 かえって 助けに 来た 

自分 を 邪慳に し、 

「そんな わけ じ やない よ、 お前 こそ、 わたし を 殺した 

が つてい るく せに …… 」 


「どう致しまして」 

「さっきから、 なんだ つて、 あっち こっちで わたし を 

呼び 廻って いるの。 山の 中 だからい いけれ ど、 世間へ 

出たら 外聞が 悪い じゃありません か」 

「どうも 済みません」 

「いいから、 お帰り、 お前 ひとりでお 帰リ、 わたし は 

この 池 を 廻つ て 帰る から …… 」 

「です けれど、 お 内儀さん …… 」 

「何です」 

「ぉ危 のう ございま すよ」 

「何が 危ない。 しっこい 人 だ、 お前と いう 人 は。 うる 


さい！」 

「けれども …… 」 

「大丈夫 だよ、 お前 こそ 一 人 歩き をして、 熊に でも 食 

われない ように、 気 をお つけ」 

後家さん は、 こういって 浅吉を 振りつ けて 行こうと 

すると、 浅吉の 眼の 色が 少し 変り ました。 

「お 内儀さん …… どうしても 危ない、 あの方と 一緒に 

歩いて はいけ ません」 

「何 をい つてい るんだ い、 失礼な」 

「どうぞ、 わたしと 一 緒に お帰りな すって 下さい まし」 

浅吉 は、 とうとう 後家さん の 袖 をつ かまえて しまい 


ました。 これほどに 思い込んで 引 留める こと は、 この 

意気地 無し に は 珍しい ことです。 

「お放し」 

それ を振リ もぎって、 振 向いて 見る と、 たったいま 

自分の 首 を 締めた 人が、 そこに 見えない。 

「おや？」 

あわ  あたり 

後家さん は、 慌てて、 四辺 を 見廻した けれども、 そ 

の 姿 は 消えて しまって いる。 林の 中に も、 沼の 岸に も、 

それらし いものが 見えない から、 

「おや、 どこへ おいでになった？」 

うろたえ  すか 

後家さん が、 狼狽て いた 時、 浅吉は 透さず 再び その 


袖 を 取って、 

いのち 

「お 帰ん なさい まし、 わたしと 一緒に 帰れば 生命に 別 

条は ございません」 

「何 をい つて るんだ よお 前 は。 お前 こそ、 わたしに 

と つ て は 気味が 悪い よ」 

といって、 後家さん はせ きこんで、 林の 中へ 躯 けて 行 

こうと する の を、 浅吉が 後ろから 必死の 力で 抱き止め 

て、 

「お 内儀さん、 あなた は 死神に つかれて います、 死神 

に …… 」 

だいひょう 

男妾の 浅吉の 必死の 力 を、 さし も 大兵 の 後家さん が、 


とうとう 突き飛ば しきれず、 それに 取 押えられて しま 

いました。 

いもむし 

ほ ど なく 薯 虫が 蟻 に 引きずら れて 行く ように、 この 

大兵の 後家さん が、 男妾の 浅吉に 引っぱられて、 沼の 

岸 を 逆に 戻って 行く 姿が 見え ましたが、 やがて 鎧 小屋 

の 前へ 来る と、 断わりな しに その 戸 を あけて 二人が 中 

へ 入りました。 

小屋 はかなり の 広さに 出来て いて、 正面に は 神棚が 

あって、 御き の 切り目 も 正しくして 新しい。 

いざな 

浅吉 は、 小屋の 中へ 御主人 を 誘 つて、 自分 はかいが 

いしく 一方の 炉に火 を 焚きつ けて、 向い合って 話 を は 


じめ ました、 

「ねえ、 お 内儀さん、 私 はなに も 人様の 讒訴 をす る わ 

けで は ございま せんが …… あの方の 人相 を，) J らんな さ 

い。 昨晚も 夢を見 ましたよ。 私 は毎晚 のように、 この 

ごろ は 夢を見 ますの は、 みんな ほかの 夢 じ や ございま 

せん、 お 内儀さん も 私 も、 あの方に 殺されて しまう 夢 

ななしぬ ま 

なんです …… 昨夜 もね、 ちょうど それ、 あの 無名 沼な 

んで すよ、 あの 沼の 中に 何 か 白い ものが 光って 見え ま 

すから、 私が 近寄って 見ます と、 それが あなた、 お 気 

にかけ なすつ ちゃい けません よ、 お 内儀さん の 死骸な 

ん です。 あなたが 殺されて、 あの 沼の 中へ 投げ込まれ 


ている の を、 私 は まざまざと 見た ものです から、 それ 

が 気になって たまらないで いると ころへ、 今日、 こう 

して、 あなたが 沼の 方へ、 ズ ンズン とおいで なさる も 

のです から、 遠くで 私が 見て いますと、 なんの こと は 

ない、 あなた は、 沼に すむ 魔物に 引 寄せられ ておいで 

なさる としか 見えない ものです から、 私 は 我 を 忘れて 

あなたの 跡 を 追い かけて 参りました、 そうして 大きな 

声 をして、 あの 通りに お呼び 申して みました。 それで 

もよう ございました、 危ない ところ をお 助け 申し まし 

た。 これから は 決してお 一 人 歩き をな さらない ように 

なさい まし、 どうぞ  」 


浅 吉はー 生 懸命で この こと をい いますのに、 後家 さ 

んは 案外 平気で、 

「お前、 このごろ、 どうかして いるよ」 

「いいえ、 わたしより、 お 内儀さん、 あなたが どうか 

してお いでな さるので すよ」 

と 浅吉は 例に なくせ わしく  口 を 利いて、 

ひきず 

「あなた は 魔物に 引 摺られ ておいで なさ るんで すよ」 

「ばかな こと を 言 つち やい けない よ、 どこに 魔物が い 

ます」 

「いけません、 お 内儀さん、 危な いのは、 魔物に ひつ 

かかった と 思う 時よりも、 魔物 を ひっかけ たと 思って 


いる 時の 方が 危ない のです」 

「わけの わからな いこと をお 言いで ない、 魔物なん て 

この 世の中に あり やしま せんよ、 みんな あたりまえの 

人間です よ、 人間並みに つきあって いさえす リゃ、 怖 

いもの なんて ある もの か」 

「そ、 そ、 それが いけない のです、 お 内儀さん、 御 当 

人に はわ かりま せんが、 傍で 見て いると、 よく わかり 

ます、 あの人 は、 今にき つと、 お 内儀さん も、 私 も 殺 

してし まう 人です よ、 早く 逃げない と …… 」 

「逃げた けり や、 お前 ひとりで お逃げ、 お前 こそ、 わ 

たし を 殺そうと したじ やない か、 この間の 晚の あの ざ 


ま は 何です」 

「あれ は、 お 内儀さん、 その、 夢です よ。 その 怖い 夢 

を 見た ものです から、 思わず 知らず 力が はいって、 あ 

んな ことにな りました。 お詫び をして 許して いただい 

たじゃありません か。 もうあれ つきり、 あの こと を 

おっしゃ つ て 下さらない はずじゃありません か」 

「いいよ、 そう 申し わけ をし なくった つて。 ちっとも 

怖かない から …… 第一、 お前に 人 を 殺す だけの 度胸が 

あり や 頼もしい さ」 

「お 内儀さん、 それ をお つ しゃらないで 下さい、 私 だ つ 

て …… 」 


「私 だって、 どうしたの」 

浅吉 がギュ ウギ ユウ 問い詰められ ている 時に、 小屋 

の 裏 戸が 鳴りました。 

裏口の 戸 をガタ ピシと あけて、 そこへ 現われた の は、 

狩 衣 をつ けて、 藁 はばき、 藁靴 を 履いた、 五十ば かり 

の 神主 体の 男。 金剛杖 を 柱に 立て かけて、 

「これ はこれ は」 

おのれが 留守中の 来客 を 見て、 挨拶の 代りに、 これ 

はこれ はと いって、 

「は、 は、 は、 は  」 

とさ も 陽気に 笑いました。 


「お帰りなさい まし、 お 留守中に 失礼 を 致しました」 

浅吉が 申し わけ をす ると、 

「なんの、 なんの、 そのままに してい らっしゃい。 い 

やどう も、 いいお 天気で、 は、 は、 は …… 」 

と、 いいお 天気 そのもの のように、 神主 は 明るく 笑い 

ました。 

「あんまり いいお 天気 だもので すから、 こうして ブラ 

ブラと 遊びに 出かけました」 

と 後家さん がいう と、 神主 は、 

「ああ、 そうでし たかい、 そうでし たかい、 よくお い 

むろ どう 

でた の。 わし は 昨晚、 室 堂へ 泊り ましての、 御 陽光 を 


拝み ましての、 御 分身が すっかり 身にしみ 渡りました 

ので、 よろこんで 下山 を 致して 参りました わい。 さあ 

さあ、 もっと 火 をお 焚きな され、 火 をたい て 陽気に な 

され ませ」 

こういって 神主 は 藁靴、 藁 はばき をと つて、 炉辺に 

坐り込み、 薪 を炉の 中に くべ ました。 

「お 山の 上 はず い ぶ ん 雪が 深う，、 y /ざいましたろう、 よ 

くお のぼりに なり ましたね」 

「ええ、 ええ、 もう、 積雪 膝 を 没す るば かりで、 風で 

も 吹いて ごろうじろ、 とても 上り下りの できる もので 

こち 

は ございません、 当分 は 室 堂へ お籠りの つもりで 出か 


けました が、 今朝 は 御 陽光が すっかり 身にしみて、 こ 

の 通りの 上天気 だもので すから、 一気に 室 堂から 下つ 

て 参りました わい」 

「御 修行で おいでな されば こそ、 とても 並みの 人に は 

できません」 

と 後家さん が 感心して お世辞 をい うと、 浅吉 が、 これ 

に 継ぎ足して、 

うらや 

「ほんと に、 お羨まし うご ざいます、 わたしなん ぞは、 

こんな 若い くせ をし まして、 火の 傍ば つかり 恋しがつ 

ている のに、 この 寒空 を、 あの 高い 山まで 楽々 と 上り 

下り をな さるの は、 恐れ入りました、 御 修行と はいい 


ながら、 大した ものです」 

「なんの、 なんの ：：•• 修行と いう ほどの ことで は ござ 

いません、 誰に もで きる ことです よ。 高い お 山の 上へ 

登って 御 陽光 を 分けていた だきます と、 もうこの 心 持 

が 嬉しくな つて、 世間が 晴々 しくな つて、 この 足が 自 

おど 

分ながら 躍り 立つ ように 軽くなりまして な、 山 坂 を 上 

る こと も、 下る こと も、 寒さ も 風 も 苦に はなり ません 

わい。 こうして 小屋へ 帰って、 焚火の 光 を 見ます と、 

火の 光が また、 なんとも いえない 陽気な もので、 嬉し 

くなります、 は、 は、 は  」 

神主 は 嬉しくて たまらな いように、 しきりに 喜んで 


いたが、 ふと 浅 吉の顔 を 見て、 

「若衆さん、 お前さん、 また 何 か鬱ぎ 込んで いますな、 

いけません、 一人 鬱 いでいる と、 室内が みんな 陰気に 

なります から、 おやめなさい、 人間、 陰気と いう こと 

がいちばん いけない のです て …… 人 は 陽気が ゆるむ と、 

陰気が 強くな ります。 陰気と いうの は、 つまりけ がれ 

のこと で、 けがれ は、 つまり 気 を 枯らす 気 枯れと いう 

ことで ござって な、 お 天道様の 御 陽光が 消える と、 け 

がれが 起る のじ や。 お前さん、 陰気 だ、 陰気 だ、 これ 

はいけ ない、 いけない、 陽気に ならつ しゃい、 ちと 外 

へ 出て 御 陽光 を 吸って おいでなさい …… お前さん がい 


るた めに、 この 小屋の 内まで が 変に 陰気く さくな つて 

いました わい、 ドリ ャぉ 祓い をして 進ぜよう」 

と 言って 元気に 老 神主 は 立 つ て、 神棚の 前の 御幣 を 

持って来て、 

「朝日 権現 は 万物の 親 神 …… その 御 陽光 天地に 遍満 し、 

一 切の 万物、 光明 温暖のう ちに 養い 養われ、 はぐくみ 

育てら る  」 

と 言って、 二人の 頭の 上で、 しきりに その 御幣 を 振り 

かざしました。 

へいそく  はら 

この 幣束で、 お 祓い をして もらった の だか、 祓い 出 

された の だか、 二人 は ほどなく 小屋の 外へ 出て しまい 


ました。 

「ごらん、 お前が あんまり 陰気な 顔 をして いる もんだ 

から、 あの 神主 様にまで ばかにされて しまった」 

といって、 後家さん が 浅吉を こづきました。 浅吉 はよ 

ろよ ろと して 踏みと どまる ところ を、 後ろから 行って 

後家さん がまた こづきました。 

「ホン トに 陽気に おなりよ、 意気地なし、 陰気 はけが 

れ だと 神主 様 も 言った じ やない か、 お 天道様の 御 陽光 

が 消える と、 けがれが 起る と 神主 様が そう おっしゃ つ 

たよ、 ホン 卜に お前 はけ がれ だよ」 

「だって、 お 内儀さん …… 」 


恨めし そうに 後ろ を 向きながら、 浅吉 がまた よろ よ 

ろと よろ けて 踏みと どまる と、 

「お前が いると 陰気く さくって いけない つて、 体よ く 

追っ払われ たんじ やない か、 外聞が 悪い」 

といつ て 後家さん が 三た び こづく と、 浅吉 がまた よろ 

けました。 

「意気地なし」 

後家 さ ん から 四た び 突き飛ばされて、 二 間ば か り 泳 

い で 踏みと どま つ た浅吉 は、 

「それ は 御 無理です よ」 

やはり 恨めし そうに 振 返った けれど、 あえて 反抗し 


ようで もなければ、 申し わけ をしょう でもありません- 

小突かれれば 小突かれる ように、 むしろ こうして 虐待 

されたり、 凌辱され たりす る こと を 本望と している か 

の 如く、 極めて 柔順な ものです。 

そうして、 突き飛ばされて、 突き飛ばされて、 二人 

の 姿 は 小 梨 平から 見え なくなりました。 

その やや 暫く あとで、 机 竜 之 助 は、 林の 蔭から、 こつ 

そりと 身 を 現わして、 燈 小屋に 近いと ころの 岩間から 

湧き出で る 清水 を 布に 受けて、 頭巾 を 冠った なりで、 

うつむいて は 頻りに 眼 を 冷し 冷し している と、 小屋の 

中から 手桶 を さげて 出て 来た 神主が、 


「これ は、 これ は —— 」 

といって、 竜 之 助の 仕事 を 立って 見て いました が、 

き 

「それ は 利きます よ、 水で なけり やい けません、 湯で 

めだき 

は 本当の 修行に なりません な …… 白骨の 温泉の 雌滝に 

打 たれる より、 この 水で 冷した 方が、 そり や 利き目が 

あります よ」 

「どうも、 しみ 透る ほど 冷たい 水 だ」 

と 竜 之 助が 眼 を 冷しながら 答える と、 神主が、 

「ト テモ のこと に、 室 堂の 清水まで 行って 御覧に なつ 

てはい かがです、 これ どころ じゃありません …… それ 

から 一万 尺の 権現のお 池へ 行って、 神代な がらの 雪 水 


をむ すんで それ を 眼に しめして、 朝な朝なの 御 陽光 を 

なお 

受けて ごらんなさい、 癒り ますよ」 

「御 陽光と いうの は 何 だね」 

「朝日 権現のお 光の ことで ございます、 黒 住宗忠 様が 

天地 生き 通しと いう こと をお つ しゃい ましたの を御存 

じでしょう」 

「知らない」 

「三月の 十九 日に、 宗忠様 は、 もう 九死一生の 重態の 

ゆあみ 

時に、 人に 助けられて、 湯 浴 をして、 衣裳 を 改めて、 

御 陽光 をお 拝みに なりました から、 家の人た ち は、 も 

いとま ご 

うこの 世のお 暇乞い を 申し上げる のだろう と 思つ て い 


ましたと ころが、 御 陽光が 宗忠 様の 胸 いっぱい になつ 

て、 それより 朝日に 霜の 消える が 如く、 さしもの 難病 

が ことごとく 御 平癒に なりました」 

「はは あ」 

「久 来の 南 条の赤 木 忠春様 は、 二十 二 歳の 時に 両眼の 

明 を 失いました けれど、 宗忠 様の 御 陽光 を 受けて それ 

が 癒り ましたよ」 

「はは あ」 

そむ 

「御 陽光に 背いての びる 人間 はなし、 御 陽光 を 受けて 

癒らぬ 病人と いうの は ございません …… まあ、 一度、 

この 乗鞍ケ 岳へ お登りなさい ませ、 そうして、 朝日 権 


現の 御前に 立って、 蕩々 との ぼる 朝日の 御 陽光 を 拝ん 

そうごん 

で 御覧 あそばせ、 それ は それ は、 美麗と も、 荘厳と も 

…：- J 

と 言い かけて、 美麗 荘厳 はこの 人に 向って、 よけいな 

こと だと 気がつきました。 

三十 一 

宿で は、 お雪 ちゃんが 炬燧に 入って 人形に 衣裳して 

いると ころへ、 竜 之 助が フラリ と 帰って来ました。 

「あ、 先生、 お帰りなさい まし」 


衣裳 人形 を 片手に して、 お雪 は 帰って来た 竜 之 助 を 

見上げる と、 竜 之 助 は 刀 を 床の間へ 置いて、 静かに お 

雪 ちゃんと 向い合わせの 炬燧に 手 を 入れました。 

お雪 はに つ こりと 笑って、 

「お迎えに 上ろうと 思い ましたが、 たぶん 鎧 小屋 だろ 

うと 思 つ て やめました」 

「そうでし たか、 わたし も、 お雪ち やん を 誘って 行 こ 

うと 思った が、 歌に 御 熱心の よう だから、 一人で 出か 

けました よ」 

「ええ、 ずいぶん、 あの 先生 偉い 先生よ、 お 歌の 方の 

学問で は 京都で も 指折りの 先生です つて …… 」 


「それ はいい 先生が 見つかって 仕 合せ だ」 

「全く 仕 合せよ、 あなたに は 武術の 護身の 手と いうの 

を 教えて いただく し、 あの 池 田 先生に は 歌 を 教えて い 

ただく し …… 」 

お雪 は 心から、 自分の 今の 身の上の 幸福 を 感じて い 

るら しい。 そうして、 今 ちょっと 手 を 休めた 衣裳 人形 

の 着物の 襟 を 合わせ はじめる と、 竜 之 助が、 

「お雪ち やん、 どう だ、 乗鞍ケ 岳への ぼって みょうで 

はない か」 

「え、 お 山登りで すか、 結構です ね。 です けれども… 

;」 


お雪 は 人形の 手 を 袖へ 通して、 

「けれども 今 はいけ ません ね、 せめて 春先に でもな つ 

てからでしょう」 

「ところが いま 登って みたい の だ」 

「この 雪の 深いのに ：：： 」 

「左様 …… あの 鎧 小屋の 神主が 案内 をして くれる とい 

いました」 

「あの 神主 様が 案内 をして 下さる？ それ だって、 先 

生、 今 は 行け やしま せんよ」 

「どうして？」 

「どうして とお つし やった つ て …… ここに は 雪 はあり 


ません が、 外へ 出て ごらんなさい、 山 は みんな 真白で 

すよ、 吹雪で も あったら どうします」 

むろ どう  やすやす 

「それでも、 あの 神主 は、 昨晚室 堂へ 泊って 易々 と 帰つ 

て 来た」 

「そり や、 仙人と 並みの 人と はちが いますよ、 山で 修 

行して いる 人と、 たまにお 客に 来た 人と はちが います 

もの」 

せんだ つ 

「だから、 その 山で 修行した 人が 先達 をして くれれば 

いいわけ ではない か」 

「そり やそう かも 知れません が …… わたし は 女です も 

の。 それに 先生 …… 」 


と 言って お雪 は 人形の 衣裳の 前 を 合わせ、 

「あなた は、 いったい、 山登り をして どうな さるの、 

いい 景色 を ごらんになる わけで はなし、 朝の 御来光 を 

拝みな さる わけで はなし …… それ こそ、 骨折り損 じ や 

ありま せんか。 それより は、 おとなしく、 炬燧に 入つ 

て 休んで おいでなさい、 わたしが 面白い 本 を 読んで お 

聞かせし ますから …… 」 

お雪 は 慰め顔に 言い ましたが、 竜 之 助が 何とも 返事 

をし ません から、 なんだか 気の毒に なって、 

「ねえ、 先生、 わたしが 今、 何 をして いるか 御存じ？」 

「知りません」 


「それでも 当てて ごらんなさい」 

「歌 を 作つ ている のでしょう」 

「いいえ」 

「それで はお 裁縫？」 

「いいえ」 

「わからない」 

こしら 

「あのね …… お 人形さん に 着物 を 掠 えて 上げて いる 

ところな のよ、 さっき、 梅の 間の戸 棚 を あけて 見ます 

と、 この 衣裳 人形が ありまし たから、 有 合わせの 切れ 

を 集めて、 こんなに 捲え ました」 

竜 之 助 は、 それ を 聞いて 驚いて しまいました。 この 


娘 は 自分の 周囲に、 今、 どんな 人間が いて、 その 立場 

がどうで あるかと いう こと はい つ こう 念頭に なく、 深 

山の 奥で、 近づく 限りの 人 を 友と し、 知り 得る 限りの 

もて あそ 

こと を 学び、 愛すべき もの を 愛し， 弄ぶべき もの を 

弄ぼうと して、 恐る る こと を 知らない。 

この間、 池 田 良 斎 は、 お雪 ちゃんの 持って来た 万 葉 

集 を 見て こういい ました。 

「ああ、 これ は 寛 永 二十 年の 活字本で 珍しい もの だ、 

C いほん 

今日の 万葉集 はすべ てこれ を 底本に している が、 普通 

ちかげ  リゃ くげ ぼ.， リ 

に は 千 蔭の 略解 本が 用いられ ている、 よほど 好 書家で 


ない とこれ を 持って いない」 

そうして、 北 原 賢 次と お雪 ちゃんの ために、 日本の 

活字の 来歴 を 一通り 話した ことで ありました。 同時に、 

活字本と、 普通の 木版 本の 相違 を も、 よく 説明して 聞 

かせた ことで ありました。 

活字 は、 すべて 一 字 一 字 ずっとり はずしの できる も 

の。 普通の 木版 は、 一 面に 文章 そのまま を 平 彫に して 

しまう もの。 良 斎の 説に よると、 日本の 活字の 最初 は、 

平安朝 以前に あつたが、 最も 盛んな の は 徳川家 康の前 

後と いう こと。 また 近代 西洋式の 流し込みの 活字 を 創 

造した の は 長 崎の 人、 本木 昌造 という ことにな つてい 


るが、 実は 播 磨の 人、 大鳥圭 介が それより 以前に 実行 

して いる  というよ うな ことまで 知つ ている ところ 

を 見る と、 この 人 は 国学の みならず、 現代の 知識に も 

なかなか 明るい 人と 見える。 

その 翌日から 万葉集の 講義が 始まり ましたが、 その 

講義 は 良 斎ら の 座敷 を 選ばず、 名物の 炬燧を 仲介す る 

こ ともなく、 この 炉辺 を そのまま 充てる ことにな り ま 

した。 

一 冊の 万葉集 を 真中に 置いて、 炉の 一 方に は 良 斎 先 

生が 陣取り、 それと 相対して 北 原 賢 次と お雪ち やん I 

I 陪 聴の 役と して 留守番の 喜 平 次 も 顔 を 出せば、 お 


雪 ちゃんの 連れの 久 助さん も 並んで いる。 

池 田 良 斎 は、 燃えさし の 粗朶の 細い ところ を 程よ く 

切って、 それ を やや 遠くの 方から 万葉集の 字面に 走ら 

せ、 

こちぶ 

みこ もち 

ふぐし もよ 

み ふぐし もち 

この 岡に 

菜 摘ます 児 

家き かな 


名のら さね 

そらみ つ 

やまとの 国 は 

おしなべ て 

吾 こそ をれ 

しきな ベ て 

吾 こそ ませ 

われ こそ は のらめ 

家 を も 名 を も 

よみ 

一通り 訓 をして、 それから いちいち 字義の 解釈 を 下 

して、 全体の 説明に うつりました。 


「この 歌 は、 雄 略 天皇 様が、 あると ころの 岡の あたり 

で 、 若菜 を 摘ん でい る 愛らしい 乙女 を 呼びかけて およ 

みに なった 歌で、 これ、 そこに 籠 を 持ちく し を 持って 

菜 を 摘ん でい る 愛らしい 乙女よ、 お前の 家 は ど こじゃ、 

聞きたい もの じ や、 名乗れ、 自分 はこの 国 を 支配す る 

天皇で ある ぞょ …… というお 言葉、 いかにも 上代の 平 

和に して 素朴な 光景、 一 国の 元首が、 名 もな き 乙女に 

呼びかけ 給う 壮大に して、 優美な 情調が 一 首の 上に 躍 

動して いる。 すべて 万 葉の 歌 は …… 」 

と 講義 半ばのと ころへ、 大戸を 押し 開いて、 あわた だ 

しく 駆け込ん だものが ありまし たから、 講義が 一 時 中 


止に なりました。 

「惜しい こと をした、 ホンの もう 一 息のと ころで …… 」 

と 言って、 講義 半ばの 空気 を 壊した こと を も 頓着せ ず、 

炉辺へ しがみつ くように やって来て、 

「熊 を 一 つ 取 逃がして しまった、 突く に はう まく 突い 

たが、 槍が よれた から 外れち まった、 危 ねえと ころ I 

I」 

猫師は 手首の 負傷 を 撫でて、 すんでのことに 熊の 口 

から 助か つ て、 命から がら 逃げて 来た 記念 を 見せる。 

鉄砲 を 持たない この辺の 獵師 は、 熊 を 見つける と 充分 

に 引 寄せて、 のしかかって 来る 奴 を 下から 槍で 胸 か 腹 


を 突く、 突っ込んだ 瞬間に 逃げ る —— そ の あとで 熊 は 

突かれた 槍 を 敵と 思い込んで、 抜く という 知恵が なく、 

かえって 自分で 抉って、 自分で 死ぬ という。 

熊の 襲来で、 万葉集の 講義が 一 段落と なりました。 

そうして この 猶師の 報告に よって、 件の 熊の 運命 

について、 おのおの その 見る ところ を 語り はじめ まし 

た。 ある 者 は、 熊と いう もの は 到底、 剌 された 槍 を 抜 

き 取る だけの 知恵の ある もので はない。 浅 かれ、 深 か 

れ、 槍 を 立てた 以上 は、 自分で 抉って、 自分で 傷 を 深 

くす る だけの 器量し かないの だから、 これ は 当然 どこ 

かに 倒れて いるに 相違な い と 言う。 


ある 者 はまた、 それ も 程度問題で、 突き 方が 非常に 

浅ければ 振り もぎって しまう し、 木の 根 や 岩角に 当つ 

て、 おのずから 抜け 去る こと も あるの だから、 無事に 

逃げ去って しまったろう という。 

どっちに しても、 もう 少し その 運命 を 見届けて 来な 

かった 猶師に 落度が ある —— という 結論に なって、 猫 

師が 苦笑いす る。 

池 田 良 斎 は それ を 聞いて、 

「とにかく、 熊の 下腹まで 行って 槍 を 突き上げ ると は 

非常な 冒険 だ、 へたに 運命 を 見届けて いるより、 獲物 

は 外れても、 逃げて 帰った のが 何より だ」 


と 言いました けれども、 獵師 は、 なかなか 諦め きれな 

いらし い。 

宿の 留守居 連中 も 集まって 来て、 諦められない 獵師 

を、 いっそう 諦められない ものにする —— というの は- 

熊 一 頭 を 得れば 一 冬 は 楽に 過せ る、 山に 住む 人の 余得 

として、 これより 大き いのはない、 それ を 取 外した 猫 

師 のために、 やれやれ 気の毒な こと をした と 悔み を 言 

う ものです から、 猫師 がいよ いよ 諦め きれ なくなり ま 

した。 

「ちえ ッ、 もしかすると、 そこいらに 斃れて いやがる 

か 知れね え、 もう 一 べん 出直して みょう」 


この 連中に とって は、 自分た ちの 生命の 危険より は、 

熊 一頭が 惜しい ように 見える。 猶師 は、 そこで ふたた 

び 銷槍を かつぎ 出しました。 こうなる と 力 をつ けた 連 

中 も 気 を 揃えて、 それに 加勢 をす る ことになると、 最 

初に は、 たしなめた 池 田 良 斎 すらが、 この 機会に その 

熊 狩 見物 を 面白い ことにして、 同行 をす る ことになる 

と、 万葉集の 講演が、 そのまま お雪ち やんだ け を 残し 

て、 熊 狩隊に 変って しまいました。 

そこで 宿に 秘蔵の、 鉄砲 一挺 も 持ち出される ことに 

なる。 この 鉄砲 とても、 いつぞや、 塩 尻 峠の いの じケ 

わざもの  てい  けい 

原で 持ち出された 業物と、 弟たり 難く、 兄たり 難い 


代物です が、 それ を 持ち出した 留守居の 源 五の 腕 だけ 

は、 あの 時の 一軒屋の 亭主よりも 上らし い。 

こうして 鉄砲が 一挺に 槍が 二 本、 同勢 六 人で 押し出 

した 熊狩隊 は、 行く行く 熊の 話で 持 切りです。 

熊 は 必ず 一 頭で は 歩かない、 親の 行く ところに は必 

てのひら  -っ ま 

ず 子が 従う という こと。 熊の 掌 の 肉が ばかに 美味い 

という こと。 熊の 齢の 相場。 熊 は 山 を 歩く にも、 猪 や、 

鹿の ように、 どこでも かまわぬ という 歩き 方 をし ない、 

だから、 ここ を 追えば ここ へ 出る という 待ち 場所 は 

ちゃんと きまって いる  というよ うな こと を 話し合 

う。 


池 田 良 斎 は それ を 聞いて、 商売 商売 だと 思う。 よく 

朝鮮 征伐 の 物語で、 勇士が 虎に 接近した 昔話 を 読む が、 

この辺の 猫師も それに 負けない こと を やる。 そうして 

かれら は、 それ を 冒険 だと も、 手柄 だと も 思って いな 

い。 かえって その 冒険よりも、 熊 一頭の 所得 を 偉大な 

もの だと 信じて いる こと を 不思議が る。 

暫く 進んで、 ようやく 山 深く 分け入った 時、 

「ソ ラァ いた、 いた —— ソレ、 あすこで 動いて るの を 

見ろ やい」 

一人が 叫び 出す と、 すべての 眼の 色が 緊張す る。 

「 一 発ブッ くらわして みろ」 


そこに 獲物の 影 を 認めて、 早く も 追 出しの 鉄砲 を 一 

発 打つ と、 意外に も 向う 遥かに 人の 声、 

「人間 だよ、 人間が 一人い るから、 気をつけて おくん 

なさい よ」 

三十 二 

あき 

そこで、 熊狩りの 一 隊が 呆れました。 

わんぼう し  かぶ 

彼等が 呆れて いると ころへ、 お 椀 帽子 を 冠って、 

被 布 を 着た 旅の 男が 一人、 のこのこと 歩いて くるの は、 

「人間です よ」 と 自ら 保証した 通り、 人間が 一 人、 抜か 


らぬ顔 をして 現われて 来ました。 

「一体、 どうし たんです、 旅のお 客さん、 今時分 こん 

なと ころ を、 どこから 来て どこに 行く のです …… 危な 

いこった」 

と 熊狩りが 狩り出した その 人間 を 取 巻いて、 詰問の 体- 

「わし ども は、 旅の 俳諧師で ございま してね、 このた 

かしわ ばら  い つ さそう しょう 

び、 信 州の 柏 原 の 一 茶 宗匠の 発祥地 を 尋ねまして か 

ひだ  みの  おうみ 

らに、 これから 飛驛の 国へ 出で、 美 濃から 近 江と、 こ 

ういう 順で 参らば やと 存じて、 - J の 山越え を 致し まし 

たもので ございま すが …… ふと 絵図面 を 見まして、 こ 

れょリ わずかのと ころに 白骨 温泉の ある こと を 承知 致 


しまして からに、 道 を まげて、 これより ひとつ、 その 

白骨の 温泉に 温 もつ て 参らば やと やつ て 参りました」 

「それ は、 それ は」 

熊狩りの 一行 は、 この 俳諧師の 出現に 機先 を 折られ 

た 様子。 

ともかく、 この 俳諧師 一人 を ノコ ノコと 平気で 歩か 

せて よこした 方の 道に は、 とうてい 熊 はいない と 鑑定 

しなければ ならぬ。 

そこで 熊狩りの 一 隊は、 陣形と 策戦の 方針 を 一 変し 

なければ ならぬ。 

獲物 中心の 連中が、 ガヤ ガヤと その 陣形と 策戦の 方 


針 を 語り 罵 りながら、 方向転換 を や つてい る 時、 見学 

の 池 田 良 斎 は、 やや 離れて 後から くっついて、 新たに 

出現した 俳諧師 を 生 捕って しまいました。 

「あなた、 俳諧 をお やりな さるので すか」 

「へ、 へ、 へ、 少しば かり …… 」 

年の 頃 は、 まだ 三十 幾つだろう が、 その 俳諧師ら し 

ふうさい  ふ 

い 風采が、 年より は 老けて 見せた 上に、 言語 挙動の す 

ひよ-ついつ 

ベて を 一種の 飄逸 な ものにして 見せる。 

「信 州の 柏 原の 一 茶の 旧蹟 を 尋ねて、 只今 その 帰り道 

なので ございます」 

「はは あ、 なるほど、 一 茶 は なかなか 偉物です ね」 


「え」 

といつ て 俳諧師 は 眼 を 円く し、 

「失礼ながら、 あなたに も 一 茶の 偉 さがお わかりです 

か」 

「それ は、 わたしに も、 いい もの はいい、 悪い もの は 

悪い とうつ リ ますよ」 

池 田 良 斎が 答える と、 俳諧師 は 驟雨に でも 逢った 

ように 身顫ぃ をして、 

「では 一 茶の 句集で も ごらんに なった ことが ございま 

す 力」 

「あります、 あります、 『おらが 春』 を 読み ましたよ」 


「おらが 春 —— たのもしい、 あなたが、 そういう 方と 

は 存じませんでした」 

俳諧師 は 着物の 襟 を さしな おして 恐悦が りました。 

ち ゆ うげ ん 

仲間み たような 風采 をして いた 良 斎の 口から、 一茶 

を 褒められて、 自分の 親類 を 褒められ たような 気に 

うちょうてん 

なった のでしょう。 有頂天に なった 俳諧師 は、 

「おらが 春 を 本当に 読んで 下されば、 一 茶の 生活と、 

人間と、 発句の 精神と はまず わかります、 わかる に は 

わかります がね、 人に よって その わかり 方の 違う の は 

ぜひ もありません。 あなた は、 一茶と いう 人間 を、 ど 

ういう ふうに ごらんに な つ ています か、 それ を 承りた 


い」 

「そうです ね」 

ひね 

池 田 良 斎が この 質問に 逢って、 少しく 首 を 捻ります 

と、 俳諧師 は それに かぶせて、 

「どうです な、 一茶の 偉い というの は、 太閤 秀吉の 偉 

いのと は 違いましょう、 日蓮 上人の 偉 さと も 違い ま 

しょう、 また 近代の この 信 濃の 国の 佐 久間象 山の 偉 さ 

とも 違いましょう、 一茶の 偉 さは、 英雄 豪傑と しての 

偉 さではありません よ、 人間と しての 偉 さです よ、 信 

濃の 国の 名物 中の 名物 は 俳諧 寺 一 茶です よ …… いや、 

信 濃の 国 だけではありません、 この 点に おいて 一茶と 


並び 立つ 人 は 天下に ありません、 一 茶 以前に 一 茶 無く、 

一 茶 以後に 一 茶な しです …… 」 

俳諧師の 言葉 に 熱 を 帯びて きました。 

一 方の 熊狩り は どこへ 行った か 姿が 見えません。 か 

れらは 一 頭の 熊の ために、 一 頭の 熊が 与うる 生活の資 

ちまなこ 

料の ために、 血眼に なって いるから、 山 を 眼中に 置か 

ない。 

こちら は 歌人 —— と は 断定で きないが —— と 俳諧師 

と は、 古人 を 論じて 来 時の 道 を 忘る るの 有様です。 

しかし、 どうやら 間違いな く 一 一人 は 白骨の 宿へ たど 

と-つど-つ 

りつく と、 池 田 良 斎が 東 道ぶ りで、 炉辺に 焚火の 御馳 


走 を 始めました。 

ところで、 この 俳諧師の、 俳諧 寺 一茶に 対する 執着 

は 容易に 去らない。 

「古人 は 咳 唾珠を 成す という こと をい いました が、 一 

茶の は 咳 唾 どころ じゃありません、 呼吸が みな 発句に 

なって いるので す、 怒れば 怒った ものが 発句で あり、 

泣けば 泣いた のが 発句と なり …… 横の もの を 縦に すれ 

ば、 それが 発句と なり、 縦の もの を 横に 寝かせば、 そ 

れ がまた 発句です。 その 軽妙なる こと 俳句 数百 年間、 

僅かに 似た る 者 だに 見ず と、 時代 を 飛び越した 後人が 

いいました けれども、 それでも 言い足り ません。 一茶 


の 句 は 滑稽 味が 多い とおつ しゃる のです か。 それ はや 

しろうとかん 

はりあな たも 素人 観の 御多分に 漏れません。 よく 一  茶 

いねん  おおえ まる  しろうと 

を 惟 然ゃ大 江 丸に 比較して、 滑稽 詩人の 中へ 素人が 入 

れ たがります。 『おらが 春』 の 序文 を 書いた 四 山人と 

いうの が、 それでも、 さすがに 眼が あって、 これ を 一 

休、 白 隠と 並べて 見ました。 それでも 足りない のです。 

また 一茶の 特色 を、 滑稽と、 軽妙と、 慈愛との、 三つ 

に 分けた 人 もあります、 慈愛 を 加えた のが 一 見識で ご 

ざいましょう。 一 茶の 句 をす ベて 通覧して ごらんに な 

ると、 森羅万象が ことごとく 詠まれぬ という はあり ま 

のみ しらみ はえ  たぐい 

せん、 その 同情が、 蚤、 虱、 蠅、 ぼうふらの 類に ま 


で 及んで いる こと を 見ない わけに は ゆきますまい。 そ 

れ とまた 一方に、 一茶 を 皮 肉屋の 親玉の ように 見て い 

かんし くも 

る 人 もあります。 つむじ 曲り の、 癇癩 持ちの、 ひねく 

ことば 

れ者 のように 見て いる 人 もあります。 勧農の 詞 なん 

ぞを 読んで、 聖人の 域 だと 感心して いる 人 もあります。 

しかし、 それ は みんな 方面 観で、 当ってい ると いえば、 

すべ 

凡て 当ってい るし、 間違って いると いえば、 凡てが 間 

違って いるので す。 本来、 一茶の ような 人間に 定義 を 

つける のが 間違いな のです ：：： ごらんなさい、 これ は 

天明から 文政の 間、 まあ 一 茶の 盛りの 時代に 出た 全国 

俳諧師の 番附 です が」 


といって 俳諧師 は、 行李の 中から 番附を 取り出して 良 

斎に 見せ、 

「本来、 風流に 番附が あるべき はずの もので はあり ま 

せんが …… 俗世間に は、 こういう もの を 捲え たがる 

癖が ありまし てね。 この 番附に は 一茶が 入って おり ま 

せん、 たまに 入って いるかと 思えば、 二 段 目ぐ らいの 

ところへ 申し わけに 顔 を 見せて いる だけです。 しかし、 

これ は 仕方が ありません、 点取り 宗匠 連が 金を使って、 

なる ベ く 自分の 名 を 大きく してお かないと 商売に なり 

ません からね、 一 つ は 商売 上の 自衛から 出て いるので 

すが、 面白 いのは、 一茶の 子孫 連中が、 その 祖先の 有 


難 味に いつ こう 無頓着で、 一 茶が 最後の 息 を 引取った 

土蔵 —— それ は 今でも 当時の ままに 残つ ており ますが、 

左様、 土蔵と いったと ころで、 一間 半に 二 間ぐ らいの 

あら 壁 作りの おんどるみ たような もので、 本宅が 火事 

に 逢った もの だから、 一茶 はこの 土蔵の 中に 隠居 をし 

て、 その 一生涯 を 終りました、 その 土蔵の 中へ、 ジャ 

ガ タラ 芋 を 転がして 置きました、 たまに、 わたしども 

みたよう な 人間が 訪れて 礼拝す る ものです から、 その 

子孫 連中が あきれて、 何のた めに こんな 土蔵 を 有難が 

るの か、 わからない 顔 をして いる 有様が 嬉しう ござい 

ました …… 西洋の 国で は、 大 詩人が 生れる と、 その 遺 


蹟は 国宝と して 大切に 保護して いるそう です が、 日本 

では、 一茶の あの 土蔵 も、 やがて 打 壊されて、 桑で も 

植えつ けられる が 落ちでしょう。 一茶と いう もの は、 

時代と ところ を 離れて、 いつまでも 生きて いるもの だ 

から、 遺蹟なん ぞは、 どうで もい いような ものです け 

れど …… 一 茶の 子孫の 家です か、 それ は 柏 原の 北国 街 

道に 沿うて 少し 下った ところの 軒並の 百姓家で すが、 

今 も 申し上げた 通り、 自分の 先祖の 有難 味 を 知らない 

ところが 無性に 嬉しい ものでした。 家 を 見て 廻る と、 

あなた、 驚く じゃありません か、 流し元の 窓 や、 唐紙 

の 破れ を 繕った 反古 を よくよく 見る と、 それが みん 


な 一茶 自筆の 書 捨てなん です よ。 知らずに いる 子孫 は、 

いい 反古 紙の つもりで、 それ を 穴 ふさぎに 利用した も 

のです。 あんまり 驚いた もんです から、 わたしども は 

それ を 丁寧に ひ つ ぺ がして もら つ て、 こうして 持 つ て 

帰りました。 それから この 渋 団扇、 これ も あぶなく 風 

たきつけ 

呂の焚 付に される ところでした。 ごらんなさい、 これ 

に 『木枯し や 隣と いふ も 越後 山』 —— これ もまぎ ろう 

かた  つ けぎ  ぱ 

方な き 一 茶の 自筆。 それから ここに 付 木つ 葉が ありま 

けしずみ 

す、 これへ 消 炭で 書いた のが 無類の 記念です。 一茶 は 

ああした 生活 をしながら、 興が 来る と、 炉辺の 燃えさ 

しゃな にか を 取って、 座右に ありあわせ たものに 書き 


つけたので すが、 こんな もの を その子 孫が 私 どもに、 

屑つ 葉 を くれる ように くれてし まいました。 あんまり 

有難 さに 一 両の金 を 出します と、 どうしても 取らない 

のです、 そうい う 不当利得 を受 くべ き はずの もの じ や 

ない と 思って るんで すな。 これ は、 先祖の 物 を 粗末に 

するとい うわけ じ やない、 その 有難 味の わからない 純 

な 心 持が 嬉しい のです ね。 それでも 一 茶 自身の 書いた 

発句 帳、 これ は その 頃の 有名な 俳人の 句 を 各 州に 分け 

て 認めた もの、 下へ は S 紙 を 入れて、 たんねん にして 

あった、 これと 位き、 真中に 『釈 一茶 不退 位』 と あつ 

て、 左右に 年号の ある もの、 これ だけ は 大切に 保存し 


ていました」 

俳諧師 は、 話しながら、 渋 団扇 だの、 付 木つ 葉 だの 

を 取り出して 良 斎に 見せました。 

その 時分、 お雪ち やん は、 ただ 一 人で 広い 湯槽の 中 

にっかつ ておりました。 

今、 髪 を 洗った ばかりと 見えて、 それ を いいかげん 

に 背から 湯槽の 縁へ 載せ、 首 だけ だして 身体 をす つか 

りと 湯に つけて います。 

ここの 湯槽 は、 一間に 一間 半ぐ らいな のが 八つ あつ 

て、 その 八つの 湯槽に は、 それぞれ 名前が ついている 


の だが、 そのな かで 疝 気の 湯が いちばん 熱く、 綿の 湯 

というの が 名前の 如く、 やわらかく てぬるい ことに 

なって いるが、 それ は 盛りの 時分の ことで、 今 は どれ 

も 同じような もので、 お雪 は やわらかな 綿の 湯に つか 

りながら、 白骨の 名の 起る 白い 湯槽の 中 を 見て いまし 

た。 この 湯槽 は 石灰 分が くッ ついている せいか、 どれ 

も 白く ぉぞん でいて、 湯の 水 も 白い ように 見える が、 

流れ出す 湯口 を 見る と 無色 透明で 入浴の 度 毎に 飲む と 

利き目が あると いう こと だから、 お雪 も 今、 それ を少 

しばかり 飲んで みました。 

いつもな らば、 こうして いると 誰か 入りに 来る ので 


すが、 今日は 全 宿の 大部分 は 熊狩りに 出動して しま つ 

またん 

ている し、 三階の 牡丹の 間へ 間 替え をした 浮気 ッ ぼい 

後家さん 主従 は、 別段 物 争いの 音 も 立てず、 炉辺で 話 

をして いるの は 国学者と 俳諧師で すから、 どう 間違つ 

つか  ひるひなか 

て も 握み 合いになる 心配 はなし、 昼日中が 太古の よう 

な 静か さで、 お雪 は 自分 一人が この 温泉に いるよう な、 

い い 気持に なって しまいました。 

そのうちに、 お雪 ちゃんが 思い出して おかしく てた 

まらな いのは、 この間お 雪が、 竜 之 助から 護身の 手 を 

教わった という 話 を 聞いて、 宿の 留守番の 嘉七 という 

ひょうきんもの 

若い 剽軽者が、 


「わしら は ハァ、 剣術 もな にも 知らね えが、 敵が 前 か 

ら 斬り かけて 来た 時 は、 ハァ、 額で 受けら あ、 後ろ か 

ら 斬り かけて 来た 時 は 背中で 受け まさ あ」 

とすました 顔で い つたこと です。 

お雪 は、 その 時の 嘉 七の 言葉と 顔 付が おかしい と 

いって、 ころげる ほど 笑い ましたが、 今 も それ を 思い 

出す と、 ひとりお かしくな つて、 おかしく なって、 こ 

とに 嘉 七の 額が 少し おでこ だもので すから、 額で 受け 

ら あとい う 言葉が 一 層 利いた ので、 今 も 湯槽の 中で そ 

の 思 出し 笑いが 止まらな いのです。 


三十 三 

さて また 弁 信 法師 は 一 面の 琵琶 を 負うて、 またもう 

ら ぶれの 旅に 出で ました。 

こ-つちゅう  かぷ 

ここ は峡 中の 平原、 遠く 白 根の 山の 雪 を 冠って 雪 

ようえい 

に 揺曳す ると ころ。 亭々 たる 松の木の 下に 立って 杖 を 

ちょうぜん 

とどめて、 悵 然として 行く末と こし 方 を ながめて 立ち、 

「茂ち やん、 お前の いると ころ はわた しに は、 ちゃん 

とわ かってい るよう で、 それで、 どうしても 逢えない 

の。 今 も、 わたしの この 耳に、 お前が、 わたしに 逢い 

たがって いる その 声が、 ようく 聞え るんで すけれ ども、 


わたしに はお 前の いると ころが わからない」 

弁 信 は 松の梢の 上 を 仰いで こういい ました。 これ 

はこの 法師に とって は 珍しい ことではありません。 い 

つで も、 人な きと ころに 人 を 置き、 声な きに 声 を 聞い 

て は、 それ を 有る ものの 如く 応対す るの が、 このお 

饒舌り 坊主の 一 つの 癖であります。 

きのう 

「ですから、 昨日 も ああして お前に 逢えないで 過ぎ ま 

した、 今日 も 逢う ことができないで 暮れようと 致し ま 

す、 明日 はどうでしょう …… どうかして、 わたし はお 

前 をたず ねだして 逢 い た いと 思う けれども、 今日 ここ 

で 逢えない ように、 明日 彼のと ころで 逢えない かも 知 


こんじよ-つ 

れ ません、 或いは 今生 この 世で 逢えない のか も 知れ 

ません …… といって わたし は、 それ を 悲しみ は 致し ま 

せんよ、 今生に 逢えなければ 後生で 逢いましょう、 ね、 

茂ち やん」 

弁 信 はこうい つて 暫く 声 を 呑み ましたが、 また、 ね 

ん ごろに 言葉 を つづけました。 

「茂ち やん、 お前 は 後生と いうの を 知っています か… 

しょう 

…人間に 生 を 受けた この 世 は 長くても 百年。 五十 年 

じょうみよ-つ 

を定 命と 致す そうで ございます。 けれども 生命の 流 

こうごう  きた  みなもと  あた  みらい ざい 

れは曠 劫より 来って 源 を 知る こと 能わず、 未来 際に 

じんとう 

流れて その 尽頭を 知る ことができな いのです よ。 五十 


年 百年の 命 は、 この 長き 生命の 流れに 比べます と、 

でんこう ちょうろ  すみ や 

電光 朝露よりも、 なお 速 かなもの だと 思いません か 

…… 後生がない という 人 は、 一 日の 間に 昼夜がない と 

いうのと 同じ ことです、 死 は 暫くの 眠りで ございます 

…：- J 

ここに 至る と 弁 信 は、 茂 太郎に 向って 語る の だか、 

しゅじょう 

それとも、 他の 見えざる 我 慾 凡俗の 衆生に 向って 語 

るの だか、 わからない 心 持に なった と 見えて、 

「皆様、 人間の 死 は 一 つの 眠りで ございます、 眠りの 

間に も 生命 は 働いて いるので ございます …… ただ 一 日 

の 夜 は、 正確な 時間の 後に 万人 平等に 来ります けれど 


も、 人間の 死に はき まりと いう ものが ございません、 

死の 来る 時 だけ は、 人間の 力で 知る ことができず、 制 

する こと もで きません。 皆様、 それ を 恨む の は 間違い 

です、 人 は 病気で 死んだ、 災難で 死んだ といい ますけ 

れ ども、 この 世で 病気に 殺されたり、 災難に 殺された 

りした 者 は 一 人 も ある もので は ございません …… いい 

え、 いいえ、 お聞きなさい、 そうです、 そうです、 人 

間 は 決して 病気 や 災難で 死んだ ものではありません、 

この 世に つかわされた 運命が、 そこで 尽きた から それ 

で 死ぬ のです …… 今生の 善根が、 他生の 福徳と なつ 

て 現われぬ という こと はなく、 前世の 禍根が、 今生の 


業 縁と なって むく われぬ というた めし は ございませぬ 

かいぎょう しゅ 

…… 十 善の 戒行 を修 した 報いが、 今生に おいて 天子 

の 位に 登る と 平家物語から 教えられました、 『十 善 天 

子の 御 果報 申す もなかな かおろ かなり』 と 平家 御 入水 

ごじょ-つ ご-つ 

の卷 にご ざいます。 帝王の 御身で すら、 御 定業 をのが 

れ させ 給わず、 ましてい わん や …… この 小智 薄 根の わ 

たくし …… いかなる 前生の 罪 か、 この 通り 不具の 身と 

して、 人間界に 置かれました わたくし …… 」 

と 言って、 弁 信 法師 は 嗚咽して 泣きました。 涙が ハラ 

ハラと 雨の ように 落ちます。 たまらなくな つたと 見え 

て、 杖の 上に 置いた 手の甲に 顔 を うずめて 泣きました 


「ねえ 茂ち やん、 お前が よく 歌った、 あの 九つ や、 

こで 逢わ なきや どこで 逢う、 極楽浄土 の 真中 で … … 

いう 歌が、 わたしの 耳に 残って、 今ぞ 胸の 蓮華の 開 

ように； 染み渡ります」 
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